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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　その者、大志を抱いだき、万事に備うる計を持つ。


　類たぐい稀まれなる戦いくさの才を持ち、常に危険に身を置き、常に持たざる者のために剣けんを振ふるう。


　誰だれよりも強き意志を持ち、岩の巨きよ人じん、風の女王をも退ける。


　人、皆みな語る。世に武人は数あれど、真の英えい雄ゆうは彼かの者一人と。





　されど英雄、一ひと度たびは心を失い歩みを止める。


　然しかれども、人々は渇かつ望ぼうし、蒼そう神しんは誘いざない、赤神は指し示す。英雄が歩むべき茨いばらの道を。







序章







　王国暦れき八十三年第七の月のことである。


　ベールセール軍とレアニール連合軍との戦争が始まろうとしていたこの頃ころには、その少女──リィズの生まれ育った村はまだ在あった。


　農業と牧ぼく畜ちくとわずかな狩しゆ猟りようとで成り立っている、地図にも載のらないような小さな村である。リィズはその村に住む一家の末っ子で、先日八歳の誕生日を迎むかえたばかりだ。くりっとした大きな目、そして友人にもうらやましがられる長い髪かみが特とく徴ちようの快活な少女だった。


「本当、リィズの髪って荒あれないよね？」


　その日の昼下がり、リィズは大きな木の下で、同じ村に住む少女たちに髪をいじられていた。


「えへへ、毎日お母さんがお湯で洗ってくれて、櫛くしを通してくれてるからかな？」


　リィズの顔には満面の笑みがあった。自じ慢まんの髪を褒ほめられて、悪い気はしない。


「いいなあ。うちのお母さんなんて面めん倒どくさがりだしなあ」


「わたしも、ちょっと髪長くしただけで、手伝いに邪じや魔まだからすぐ切れってお父さんに言われるし」


「あー、それあたしも言われる！　ほんと分かってないよねー！」


　小さな村ということもあって、子供の数は限られており、その場にいた少女は五人ほどで、年ねん齢れいも上が十四で下は五歳と、かなりばらつきがあった。


　しかし少女が数人集まれば話の種は尽つきない。それに彼女たちは生まれてから一度も故郷の村を出たことがなく、共通の話題はいくらでもあり、時間さえあれば日が暮れるまででもおしゃべりに興じることができた。


「そうだ。ねえテドリエ、こんどおみあいっていうのするんだって？」


「あー……。うん、一応言われてる。とっとと嫁よめ入いりしろって父さんがうるさくてさあ」


　リィズに話を振られたテドリエは、この中では一番年長の十四歳で、いつも皆のまとめ役を務めている。リィズとは反対に髪の毛けも短く、性格も男勝まさりで、村の少女たちが少年たちと揉もめたときなどは、いつもテドリエが率先して喧けん嘩かをふっかけにいくのだ。


「でもこの村の男って、ロクなのいないからさあ。誰とお見合いしたってうまくいきっこないのに」


「分かる分かる！　あーあ、なんかかっこいい騎き士しさまが通りかかって、あたしを見み初そめてくれればいいのになあ」


「じゃあさじゃあさ、リィズのとこのお兄ちゃんとかどう？　結構かっこいいと思うんだけどなあ」


「あー、オニール？　うーん、ちょっとアリかなあ」


「だめ！　オニールお兄ちゃんはあたしの！　あたしがおみあいするんだから！」


「リィズ、あんたには無理だよー、兄妹きようだいなんだから」


「ふえ？」


　かしましい笑い声はいつまで経たっても終わることがなかった。


　彼女たちの話を中断させる唯ゆい一いつの要素は時間だけであり、日が落ちかける頃になってようやくテドリエが皆をまとめだす。


「そろそろ帰ろっか。晩ばん御ご飯はんの手伝いしないと、また母さんに小言言われるし」


「そうだね。じゃあまた明日あしたね」


「うん、またー」


　こうしてその日の集会は終わった。


　だが、彼女たちに今日と同じ明日が来ることは、二度となかったのである。





　　　　　◆





「ただいまー、お母さん！」


「おかえり、リィズ」


　リィズを迎えたのは、やさしい母の笑顔だった。貧しい農家としての暮らしの中で、三人の子を育てたせいか、その手や顔には苦労の痕あとも見受けられるが、それでも娘むすめに対する愛の深さだけは微み塵じんも変化したことがない。リィズも子供ながらにそのことが分かったし、それゆえに母のことが大好きだった。


「お腹なか空すいたでしょう？　今日はもう晩御飯にするから、父さんたちを呼んできてちょうだい」


「はぁい」


　頷うなずいたリィズだったが、家をまた出て行く前に台所から漂ただよってくる匂においに気付く。


「あれ？　なんかいいにおいがするー！」


「あら、いい鼻してるのね。今日はシチューにお肉が入ってるの。遅おそくなっちゃったけど、先月のあなたの誕生日のお祝いよ」


「わーい、やったー！　じゃあお父さんたち呼んでくるね！」


　転ばないように気をつけなさいという母の言葉を背中に受け、リィズは走り出した。


　実のところ、シチューに肉が入っている理由など、八歳の少女にはどうでもよかった。ただ、家族揃そろっておいしいご飯が食べられることが嬉うれしかった。


「おっにく、おっにく」


　子供らしい陽気な歌を響ひびかせながら、畑へ向かう。


　夕刻ということもあって今日の仕事はすでに終わったのか、畑の傍そばでくつろぐ父や兄たちの姿は、すぐに見つけることができた。


「お父さーん、お兄ちゃんたちー！」


　リィズには両親とそれから、十七歳と十三歳になる二人の兄がおり、リィズはそのみんなが好きだった。リィズは末っ子で、しかもただ一人の女児ということもあって、家族全員に可愛がられていたためである。


「おう、リィズ！」


　男たちの中でも一番たくましい体つきをしていた父が、リィズに気付いて手を挙げる。


「お母さんがね、もうすぐご飯──」





　悪夢の始まりは、このときであった。





　カンカンカンというけたたましい鐘かねの音に、リィズの声はかき消された。


　鐘が鳴り響くのは、珍めずらしいことではない。事の節目──すなわち、時を告げるとき、集会が始まるとき、祭りの開かい催さい時などに、村の鐘は鳴り響く。


　だが、鐘が鳴るのは何もそれだけではない。火事のときや熊くまが出たとき──すなわち、村に危険が迫せまっているときにもこのように鳴り響くのだ。付け加えれば、鐘の音が鳴り響く間かん隔かくは、危険の大きさに比例する。村の集会が始まるときはカーンカーンと二度長めに鳴らされるだけだが、この日の鐘の音は、まったく鳴り止やむ様子がなかった。


　カンカンカンカンカン……。しつこいぐらいに鐘の音はリィズの耳を打ち、子供の旺おう盛せい過ぎる想像力を悪い方向へとかきたたせた。


「どうしたの？　なんなの……？」


　不安と恐きよう怖ふが段々と大きくなってくる。そんなリィズの耳に、誰かの叫さけび声が飛び込んできた。


「山さん賊ぞくだー！　山賊が出たぞー！」


　山賊。それは八歳のリィズにとって、未いまだおとぎ話に出てくる架か空くうの存在でしかなかった。それが恐おそろしいものだということは教えられていたが、それゆえにリィズは咄とつ嗟さにどうすればいいか分からず、立ち尽くすことしかできないでいた。


　だが、全身を襲おそった鈍にぶい衝しよう撃げきで我に返る。気付いたとき、リィズは父の腕うでに抱だかれていた。


「お、お父さん……？　なんなの？　これ、なにが起こってるの……？」


「大だい丈じよう夫ぶだ、何も心配することはないぞ！」


　温かく、力強い父の腕。その中で、ようやくリィズも落ち着きを取り戻もどしかけていた。しかし同時に、父の声にかつて聞いたことのないような緊きん張ちよう感かんが混じっていることにも気付く。


「バーグ、オニール、おまえたちはリィズを連れて先に逃にげてろ！　村の外だ、絶対に戻ってくるんじゃないぞ！」


「だ、だけど、母さんは!?」


「俺が連れて行く！　だから気にせず行け！」


「分かった！　行こう、リィズ！」


　リィズはもうされるがままだった。父から今度は長兄の腕へと手渡され、そのまま兄妹三人で麦畑の中を進む。


「ひっく、ひっ……」


　さっきまで家族揃ってのおいしい晩御飯に思いを馳はせていた八歳の少女にとって、


この状じよう況きようの変化はあまりにも残ざん酷こくだった。兄の腕の中で、リィズはしゃくりあげて泣いていた。


「大丈夫だ、おまえは兄ちゃんが守るから！」


　頼たよれる兄バーグはそう言ってくれたが、リィズの不安はいつまでもなくならなかった。二人の兄は傍にいてくれているが、父と母とは別れたままだ。もしこのまま二度と会えなかったら──そう考えるだけで、とめどなく涙なみだが溢あふれてくる。


「どうして山賊なんて出てきたんだよ！　またサムソンの奴やつが熊か何かと見み間ま違ちがえただけじゃないのか……!?」


　先頭を走っていた次兄オニールが吐はき捨すてるように言った。


「知るか！　とにかく今は逃げるしかないだろ！」


　バーグに抱かれていたリィズの視界に、あるものが入ってきたのはこのときである。


「お兄ちゃん！　村から煙けむりが上がってる！」


　その声に、二人の兄は足を止めた。


　三人の視線の先には、あちこちから煙を上げる家々が見える。


「な、なんてこった……！　本当だ、本当に山賊が攻せめてきたんだ！」


「足を止めるな！　早く森へ逃げこめ！」


　兄たちの様子を見れば、村が燃えているというその光景が現実だということをリィズも悟さとらざるを得なかった。家族や友だちの住む、みんなの村が燃えているのだ。リィズはもはやどう感情を表せばいいのかさえ分からなかった。


　やがて三人は麦畑の中ほどまで到とう達たつした。そのとき、先を行っていた二番目の兄オニールが慌あわてて足を止める。


「兄ちゃん、こっちは駄だ目めだ！　向こうに誰だれかいる！」


「なんだって!?」


　三人の兄妹は、麦畑の中で息を潜ひそめて様子を窺うかがった。


　確かに麦畑の外れに、何者かがいる。数は十数人、等とう間かん隔かくで並んでこちらの方を見ている。その全員が大きな大人たちばかりで、剣けんや斧おのなどで武装していた。


「あ、あれ、本当に山賊なのか？　まるで軍隊みたいじゃないか……！」


「そうだよ、あれは山賊じゃない！　きっと傭よう兵へいだ！」


「傭兵だって!?」


　その単語は、リィズも耳にしたことがあった。おとぎ話に出てくる悪あつ鬼き妖よう魔まのごとく悪事の限りを尽くすという、山賊以上に恐ろしい存在だ。祖母が亡くなったのもそのためだという。


「どうして傭兵がこんな村にいるんだよ!?」


「決まってるだろ、また北との戦争になったんだ！　十年ぐらい前もそうだっただろ！」


「お兄ちゃん……？　どうしたの？　一体何が起こってるの……？」


　バーグとオニールの感じていた戦せん慄りつは、バーグの腕の中にいるリィズにも伝わっていた。そのことに気づいたバーグが、安心させるようにリィズの頭を撫なでる。


「おまえは何も心配しなくていい。すぐに父さんたちにも会えるからな。オニール、どうだ？　今なら畑に紛まぎれてどうにか逃げ切れないか？」


「……何とかなりそうだ。この辺りのことは俺たちの方が詳くわしいんだ、ここさえ突とつ破ぱできれば逃げ切れるはずだし」


　三人の兄妹は、腰こしを低くして麦畑の中を移動した。傭兵たちの包囲に隙すきがないか、慎しん重ちように見て回る。


　だが、彼らが思っていた以上に傭兵たちは狡こう猾かつで、その目は獲え物ものを探す肉にく食しよく獣じゆうのように鋭するどかったのである。


「おい！　そこに誰かいるぞ！」


　リィズがこれまでに聞いたことのないような、野や卑ひな響きの声がした。


「う、うわあああ!?　兄ちゃん、こっちは駄目だ！　もう傭兵がここに──」


　先頭を行っていたオニールの言葉はそこで中断された。首筋に刺ささった矢のために。


「え……？」


　余りに衝撃的な光景に、リィズは何が起こったか理解できなかった。


「オニール！　く、くそ！」


　リィズを抱いたまま、咄とつ嗟さにバーグは踵きびすを返した。麦畑を駆かけ戻る。


「おい、そこに誰かいたぞ！」


「逃にがすんじゃねえぞ！　ひょっとしたら女かもしれねえんだからな！」


　麦畑に怒ど号ごうが響き渡わたる。だが、その声はもはやリィズには届いていなかった。


「今のなあに……？　オニールお兄ちゃんの首から、赤いのがどばって……」


「大丈夫、オニールは大丈夫だ！　後で迎むかえに来よう！」


　リィズはもはや混乱の極地にあった。


　家族の団だん欒らんは失われ、村は燃え、次兄の声は途と絶だえた。これは悪い夢ではないかと思いたくて、ぎゅっと目を閉じて兄のたくましい胸に身を寄せる。しかし、もちろんいつまで経っても夢が覚めることはなかった。


「はあ、はあ、くそっ、もう囲まれてるんだ……。これじゃもう、村に戻るしか……！」


　バーグは麦畑の中を駆け回ったが、そこかしこに人の気配があることに気づき、結局は村の方へと戻るしかなかった。


　だが、このときにはすでに、彼らの故郷は地じ獄ごくと化していた。


「あ……。ああ……！」


　リィズの喉のどからは、もう嗚お咽えつしか出なかった。


　あちこちの家々に火矢が放たれ、逃げ惑まどう人々に襲い掛かかる傭兵たち。火の爆はぜる音とそれに混じる人々の悲鳴、そしてそれを楽しむかのような下げ卑びた笑い声。


「くそ、もうここしか……！」


　傭兵たちに気付かれそうになり、バーグはリィズを抱いたまま家か畜ちく小ご屋やの傍に置いてあった干し草の山へと飛び込んだ。


　地獄そのものの光景を見せられた直後に、視界を閉ざされたのである。リィズは恐怖に駆られ、兄の体にすがることしかできなかった。


「いやあ、いやだようお兄ちゃん！　なんで……？　なんでこんなことになっちゃったの？　怖こわいよ、怖いよう！　お父さんは？　お母さんはどこなの……!?」


「大丈夫、怖いことなんて何もない、兄ちゃんがずっと傍にいてやるからな……！」


　長兄の腕に抱かれながら、リィズは泣き続けることしかできなかった。






第一章　アレスと少女




　　　　　１





　長いこと逃とう亡ぼう生活を送っていたアレスにとって、その光景は冗じよう談だんのようにさえ見えた。


　なぜこんな人ひと里ざと離はなれた森の中に、十歳にも満たないような少女が一人でいるのか。


「君は……？　一人なのか？　両親は？」


　アレスの疑問は、ごく真っ当なものだった。


　親とはぐれ、森の中に迷い込んでしまったとでも考えるのが妥だ当とうだろう。ただ、それにしてはいくつか腑ふに落ちない点がある。少女の身なりがあまりにもぼろぼろだということだ。


　麻あさの服は薄うす汚よごれて元の色が分からないほどだったし、いたるところがほつれている。パンドラを思わせるような長い髪かみも、ずっと櫛くしを入れてないのだろう、あちこちがもつれ放題だった。


　服のすそから見える手足も細く、もう何日も湯ゆ浴あみしてないのだろう、薄汚れ、しかも無残なミミズ腫ばれがあちこちに見られる。


　何より気になったのは、少女の首に巻きつけられた革の首輪だった。


「……ん？　どうした？」


　少女からは、一向に返事が返ってこなかった。それどころか、明らかにこちらに怯おびえている。がくがくと足を震ふるわせ、今にも泣き出しそうだった。


　どうして──という疑問より先に、無理もない、と思う。ここしばらく、自分は野人のごとき生活を送ってきたのだ。さぞひどい風ふう体ていになっているのだろうという自覚はあった。大方、少女には自分が山さん賊ぞくの下したっ端ぱにでも見えているのかもしれない。


「大丈夫だ、私は何もしない。君を虐いじめたりしないよ」


　両手を広げて敵意がないことを示そうとする。それでも少女はその場から動かず、何も言わない。


　いや、違ちがった。少女はぱくぱくと小さな口を動かしている。しかし、ただ何も聞こえてこないだけだ。


「……ひょっとして、口が利きけないのか？」


「…………」


　やはり少女の口からは何も聞こえない。


　だが代わりに、少女の背後の茂しげみから、がさがさと音がした。


　少女がびくりと体を震わせ、アレスも思わず獣けものが出たのかと身構えた。


「捜さがしたぞこのガキめ！　こんなところまで逃げやがって！」


　現れたのは、数人の手下を従えた壮そう年ねんの男だった。体格はやや大きく、目つきにはどことなく愛あい嬌きようもあるのだが、口のまわりに生やしている濃こい髭ひげのせいか、強面こわもてという印象を受ける。


　旅装をしているが、それにしてはどことなく品がある。それも貴族のような品ではなく、誰に接するにしても失礼がないような品──そう、旅の行商人のようないでたちだ。ただ一つ気になるのは、男が手にしていた鞭むちである。


「あ……」


　気付かざるを得なかった。少女の手足にあるミミズ腫れ、首輪。そしてその少女を捜していたらしい鞭を持つ男。


　連想されるものは一つしかない。


「おまえ……奴ど隷れい商人か？」


　声をかけると、男たちもアレスの存在に気付いたのか、胡う乱ろんげな目を向けてくる。


「なんだ貴様、浮ふ浪ろう者しやか？　どこの誰だか知らんが、貴様には関係ないことだろう、口を出すな」


　商人は自身の職業について、一言も否定しなかった。いくつもの修しゆ羅ら場ばをくぐってきたのだろう、その物もの腰ごしには強い気き迫はくのようなものが感じられる。


「……奴隷売買は王国法典で禁じられているはずだが」


　アレスに言えたのはそれだけだった。


　途と端たんに、商人に従っていた男たちが殺気立つ。


「ゼードルさま。やっちまいましょうか？」


　思わずアレスは緊きん張ちようしたが、ゼードルと呼ばれた商人は愉ゆ快かいそうに笑っていた。


「構わん、言わせてやれ。私も長くこの商売をやってきたが、そんなことを言われたのは初めてだしな。だがな、世間知らずの若造よ、それならば私も言わせてもらうが──」


　商人が真正面から睨にらみ付けてくる。


「王国法典とやらを守ってれば働かずとも腹が膨ふくれるとでもいうのか？　北の傭兵どもが攻せめてきても殺されずに済むとでも？　馬ば鹿かげた話だ、生きていくためには金を稼かせがねばならんし、法を守って殺されるぐらいなら誰でも喜んで法を犯すだろうよ。それを禁じる権利など国にも王にもない。大体、奴隷を一番多く買ってるのは誰だと思ってる？　民衆の手本であるべき貴族たちだぞ」


「う……」


　一言も反論できなかった。


　かつてアレスがクラウディアの命令に従い王国中を駆け巡めぐっていた頃ころも、何度となく奴隷を扱あつかう商人や貴族を懲こらしめたことがある。


　それでも奴隷売買そのものは決してなくならなかった。そもそも人を買えるような身分にある者はほとんどが貴族であり、特権によって護まもられている貴族を法に基づいて取り締しまることは非常に難しいからだ。


「だからといって、こんな子供を奴隷にするなど非道にもほどがあるだろう！」


　アレスの正論は、嘲ちよう笑しようをもって返された。


「ふん。本当に何なんだ貴様は、世間知らずの騎き士しみたいなことを言いおって。言っておくがな、こいつは家族もいない孤こ児じだぞ。私が奴隷として仕事の一つもやらねば、こんな時代だ、とっくの昔にどこかで野垂れ死んでいたことだろうよ。感謝こそされ恨うらまれる筋合いはない」


「…………」


　再び言葉を失う。


　少女は本来なら友だちと遊んでいるような年ねん齢れいである。そんな子供に仕事を押しつけて恥はずかしくないのかという反論の言葉は浮うかんだものの、口にはできなかった。昨今行われている大小の争いで困こん窮きゆうしている人々は少なくないだろうし、そのような状じよう況きようでは力を持たない子供から真っ先に餓が死ししていくのが世の常なのだ。そんな子供に、たとえ有ゆう償しようであっても食しよく糧りようを提供するという行こう為いを、自分に非難する資格があるのか。


　ここで商人は少女を睨にらみ付けた。


「それに言っておくが、こんな薄汚れた口も利けないガキなんぞ、このご時世売れる見込みはない。だが私は適当な仕事をやって面めん倒どうを見続けてやってるんだ。にもかかわらず……おまえときたらまた逃にげ出しやがって！　これで何度目だ！」


　手に持った鞭を振ふり上げる。少女はびくんと体を震わせ、鞭から身を守るように身を縮めた。


「や、やめろ！」


　アレスは咄とつ嗟さに叫さけんで少女をかばうように立った。


　それから、自分の行動に驚おどろく。


　──なんだ？　私は……何をしている？


　すべてから逃げた自分に、この少女をかばう意味が、あるいは資格があるのか──そんな疑問が湧わき起こる。もちろん答えは出なかったが、だからといって震える少女をそのままにすることもできなかった。


　立ち塞ふさがったアレスに、商人は面倒くさそうに舌打ちした。


「ちっ、今時結構な正義心だが……。さすがにこれ以上は付き合ってられん。やれ」


「なに……？」


　このとき、奴隷商人に従っていた男たちの一人が、いつの間にかアレスの背後に回っていた。


　パンドラの助言があれば、あるいはかつて戦場にいたときのような緊きん張ちよう感かんがあればそのことに気付けたかもしれないが、少なくとも今のアレスには無理だった。


　後頭部に強い衝しよう撃げきが走る。棍こん棒ぼうのようなもので殴なぐられたのだ。たちまち意識が飛ぶ。


　最後にアレスの目に映うつったのは、少女が慌あわてて顔を寄せてくる光景だった。
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「…………」


　再び意識が覚かく醒せいしたとき、アレスの脳のう裏りに浮かんだのはかつての助言者の名であった。


　──パンドラ？


　次第に意識がはっきりしてくると、もちろんそれが誤りだということが分かる。視界に映っていたのは、あの奴隷の少女の心配そうな顔だった。


　しかしまだ意識が朦もう朧ろうとしていたためか、あるいは少女の背格好や髪かみ型がたが似ていたためか、やはりどうしてもパンドラという名前が連想されてしまう。その名を持つ少女が自分の前に姿を現すことは、もうないというのに。


「ここは……？」


　上半身を起こしたアレスは、自分ががたごとと揺ゆれる馬車の荷台で横になっていることに気付いた。様々な荷物や少女と一いつ緒しよに放り込まれたらしく、身動きする程度の余地しかない。


「…………」


　少女が今にも泣きそうな顔をして、アレスの顔色を窺うかがいながらぺたぺたと体を触さわってくる。よく分からないが、自分のことを心配してくれているようだった。


「大だい丈じよう夫ぶだ、なんともない」


　安心させようとそう答える。しかし、少女を安心させるために微ほほ笑えむといったような器用なことはアレスにはできず、あまり効果はなかったようだった。


　実際、体には特に異常はなかった。後頭部にはコブができているようで、触ると痛んだが、外傷といえばその程度だ。


　だが、一つだけ大きな異変があった。


「こ、これは……！」


　アレスの首には、少女と同じように首輪が付けられていたのだ。


　見ることはできないが、触れば材質は分かる。革製の首輪で、錠じようが付いている。奴隷を拘こう束そくするためのものなのだろう、もちろん外せそうにない。


「なんだ、もう起きてるじゃないか」


　御ぎよ者しや台だいに座っていた男が振り返った。


　忘れもしない、ゼードルと呼ばれていたあの奴隷商である。


「もう気付いてるだろうが、その首輪はおまえが私の奴隷になったことの証あかしだ。外そうなどとするなよ、人の力では外れん、余計な傷を作るだけだぞ」


「わ、私が奴隷だと……!?」


　衝撃的な言葉だった。確かに騎士や貴族だと名乗るつもりはアレスにももうなかったが、いきなり金で売買される奴隷にされたというのは余りに落差が大きすぎたのだ。


「まあ待て、そう嫌いやがることもあるまい。おまえ、見たところしっかりした体つきはしてるが、大した荷物も持っていなかったな。大方、軍から逃げ出してきた落らく伍ご兵というところだろう？」


「…………」


　反論できなかった。大体合っている。


「当たってるようだな。ならこれはおまえにとってもそう悪いことじゃない。おまえはもう私の奴隷だ。だがその代わり、今後おまえは飯の心配をする必要はなくなる。浮浪者にとっては充じゆう分ぶんな待たい遇ぐうだろう？」


「ふ、ふざけるな！　奴隷になって食を得るぐらいなら、喜んで餓死してやる！」


　それはアレスの自尊心ゆえの言葉──というよりは、ゼードルという商人のあまりの勝手な物言いに憤いきどおったがゆえの買い言葉だった。


　そんなアレスの反応にゼードルは少し驚いたようだったが、すぐに嘲あざ笑わらうように続ける。


「それはそれは、ご立派なことだな。だが世の中おまえほど立派な奴やつはそうはいない。生きていくために奴隷をやるしかない連中も大勢いる。たとえば……そこのガキのようにな」


　アレスははっとして、傍そばにいた少女を見た。


　確かに、身寄りのない少女が生きていくには世界はあまりにも厳きびしい。だからと言って、奴隷になるぐらいなら餓死を選べなど、誰だれに強制する権利があるだろうか。


　そんなアレスの心情を見み透すかしたように、ゼードルは続けた。


「反はん抗こう的な奴隷になられると面倒だからな、もう一つ条件をつけてやろう。もしおまえが奴隷として忠実に働くならば、その分ガキの負担を減らしてやる。そいつは今日逃とう亡ぼうの罪を犯したのだ、本来なら鞭むちをくれてやるところだがそれも見み逃のがしてやろう。どうだ？」


　ゼードルという存在が悪あく魔まのように思えた。


　今のアレスに、少女を見捨てることはできなかった。これまでに剣けんを捨て、仲間を捨て、地位も捨ててきたが、だからこそ目の前のこの少女だけは、なぜだか見捨てたくはなかった。


　アレス自身は知る由よしもなかったが、何年も歩んできた騎き士し道どうは、なおもアレスの根こん幹かんを成していたのだ。目の前に助けを必要とする者がいれば、見捨てることはできなかったのである。


「……分かった。その条件を呑のもう」


　たとえば奴隷商人とその取り巻きを倒たおし、ここから逃げ出すという選せん択たく肢しもあるかもしれないが、とても今の自分には無理だろう。承しよう諾だくするしかなかった。


「いい返事だ。そういえば、まだ名を聞いてなかったな」


　本名を名乗るわけにはいかなかった。咄とつ嗟さに考え付いた名を口にする。


「……クレスだ」


「よかろうクレス。私も商人だ、約束は守る。代わりにきっちり働いてもらうがな」


　口の利きけぬ少女は、アレスと奴隷商人との会話の意味をはかりかねているようだったが、それでも雰ふん囲い気きから何かよからぬものを感じているのか、アレスの服の裾すそを摑つかんで心配そうに見上げていた。
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　この直後。


　御者を務めていた手下が、主あるじであるゼードルに小さな声で囁ささやいた。


「いいんですかい、ゼードルさま。あんな得体の知れない男を拾ひろっちまって」


「構わんとも。おまえも見ただろう、あの若造の体格を。よく働きそうではないか」


「ですが……あいつ、どうも兵卒や農民とも思えやせん。元は騎士か何かなのかもしれませんぜ。そんな男を奴隷にして、後々反抗でもされると厄やつ介かいですぜ」


「まあ、ただの農民じゃないのは確かだろうな。しかし元騎士となれば、なおさらあのガキという人質がいる限りよく働くだろうよ。それでも厄介の種になりそうだったら、とっとと追い払はらえばよい。一日でも二日でも働かせられれば、それだけで利益には繫つながるのだからな」


「はぁあ、さすがはゼードルさま」


　納得がいったのか、手下は黙だまり込んだ。


　一方、ゼードルはクレスとの会話を思い出していた。


　ゼードルは知っている。人間というものは、自分に関係ないことならば、たとえ目の前で子供が売り買いされようと何も口を挟はさまない生き物だということを。厄介ごとに進んで首を突つっ込もうなどという義ぎ憤ふんに溢あふれた者などもはやいないのだ。


　奴隷にされる者ですら、抵抗することはまずない。家や家族を失い奴隷になるぐらいしかなくなった人々は、逆らう気力すら失って従順になるからだ。


　しかし、あのクレスという男は、奴隷売買を非難した上で、さらに見ず知らずの初対面の子供のために、甘んじて奴隷になることを承諾したのだ。


　クレスとやらが仮に元騎士だったのであれば、昨今ではさぞ珍めずらしい騎士だったに違ちがいない。ゼードルは、なんとなくそう思った。
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　間もなく、アレスたちの乗る馬車は森の中にある広い空間で止まった。


　そこは一見したところ難民たちの野営地とでも言うべき状じよう況きようになっていた。数十人もの人々がたむろし、思い思いに身を休めている。ただ、見張り役と思おぼしき男たちを除いた全員が、首輪に鎖くさりを通され繫がれているという点で、いささか異様な光景となっていたが。


「着いたぞ、降りろ。元々この馬車は奴隷を載のせるものではないのだからな」


　ゼードルに促うながされ、アレスは馬車を降りた。


「ほら、手を貸そう」


　物が一いつ杯ぱい載せられた荷台から降りることは、小さな女の子には難しいかもしれない。アレスは未だ名も知らぬ少女の腰こしを両手で摑むと、荷台から降ろしてやった。


　驚おどろくほど軽い体だった。こんな小さな女の子が奴隷になっているなど、つくづく信じられない。


「リィズ！　おまえ、なんてことを！」


　声変わりもまだしていない、甲かん高だかい声がした。同時に、十四、五歳ぐらいの少年が駆かけ寄よってくる。手入れなどしていないであろう髪かみはやや長く、体の線の細さも相まって、少年ではなく少女ではないのかと思えるほどだ。


　何事かと思わずアレスが見ていると、少年は突とつ然ぜんリィズの頰ほおをぶった。


「な、何をする！」


　頰を赤くするリィズをかばうように、慌ててアレスは割って入った。


　だが、少年はアレスに構うことなく今度はゼードルに向かって地に頭をつけんばかりの勢いで訴うつたえかけた。


「ゼードルさま！　どうか許してください、こいつにはオレがよく言って聞かせます！　二度と逃にげたりさせませんから、どうか鞭だけは勘かん弁べんしてやってください！」


「落ち着け、テッド。今回は大目に見てやるとも、何せリィズは新しい商品を見つけてきたんだからな」


「え……。あ、こいつか……？」


　テッドと呼ばれた少年が怪け訝げんそうな目を向けてくる。


　そしてこのときになってようやくアレスは気付いた。リィズ。どうやらそれが口の利けぬ少女の名前だということを。


「ちょうどいい、そいつにここのしきたりを教えてやれ。それで今日のことはすべて忘れてやる」


「はあ……。あ、ありがとうございます。おい、こっちへ来い」


　テッドに引っ張られる形で、アレスとリィズはその場を離はなれた。


　そして距きよ離りを置いたところで、問いかけてくる。


「あんた、名前は？」


「ア……クレスだ。そんなことより、テッド……と言ったな。こんな小さな女の子に手を上げるとは、一体何を考えてるんだ」


「うるさいな、新入りが知ったような口利くんじゃないよ！　今日は運がよかったけど、もし逃とう亡ぼう奴ど隷れいの罰ばつを受けることになってたら、リィズみたいなガキは死んだっておかしくないんだ。オレがリィズをぶん殴なぐってでもゼードルの気を逸そらさないとまずかったんだよ」


「…………」


　反論の言葉を失ってしまう。彼は彼なりにリィズのことを思ってああしたのだ。


「オレだって好きで殴ってるわけじゃないんだ。ほらリィズ、もう泣き止やめよ。飯食わせてやるから」


　テッドはリィズの手を取ると、近くの焚たき火へと連れて行った。奴隷たちが集まって鍋なべを囲んでいる。


　彼らはクレスという新顔の存在に気付くと、同情の欠片かけららしい感情を向けてきた。しかし心身ともに疲つかれ切っているのか、それ以上の興味を向けてくる者はいない。
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　テッドが頼たのむと、奴隷の一人がどこか無愛想な──というよりは感情がないような顔をしつつ、薄うす汚よごれた器うつわに麦むぎ粥がゆをよそって渡わたす。


「ほら、食べろよ、リィズ。クレスって言ったな、悪いけど、あんたの分はないよ。用意がないからね」


「それは構わないが……」


　アレスは、頰を腫はらしたまま麦粥を口にしているリィズに目を向けた。


「その少女は、リィズと言う名前なんだな？」


「ああ、そうだよ」


「……何かあったのか？　どうして口を利いてくれないんだ？」


　テッドは唇くちびるをかみ締しめて顔を背けた。


「新入りのあんたには関係ないことだろ」


「そう言われては確かに返す言葉もないが……。同じ奴隷という立場になった以上、私にも何か力になれることがあるかもしれない」


「うるっさいな、なんなんだアンタ？　何かと上から目線だし、自分のことを私呼ばわり？　そりゃ、立場は同じかもしれないけど、アンタを仲間と認めた覚えはないよ。どうしてもっていうなら、明日あしたから馬車馬のように働いてオレやリィズに楽をさせな。そうすりゃ少しは認めてやる」


「……分かった」


　確かに、今の自分は突然やってきた新入りである。リィズにはどうやら込み入った事情があるようだし、ただ事情を聞かせてくれといっても無理だろう。


　どの道、今の自分はただの元浮ふ浪ろう者しやの奴隷なのだ。しばらくはリィズのために身を尽つくしてもいいかもしれない。


　無言のまま、アレスは適当な場所に腰を下ろした。


　この場には五十人を越こえる人々がいるにもかかわらず、会話をしようとする者はあの奴隷商人たちを除いて誰だれもいない。誰もが無言で食事をし、無言で身を休め、時が過ぎるのを待っているだけだった。


　──これが、この王国の裏側か。


　なぜ奴隷たちが何もしようとしないのか、今のアレスにはなんとなく分かった。


　彼らも、自分のように希望を失ったのだろう。奴隷とは所しよ詮せん商品であって、明日にでも暴ぼう虐ぎやくな主人に買われる可能性もあるのだ。そのような明日を想像すれば、とても陽気な気分ではいられないのだろう。


　アレスはあらためてリィズに目を向けた。彼女はテッドと一いつ緒しよに無言のまま腰を下ろしている。時折こちらに視線を向けてくることもあるのだが、アレスと視線が合うと慌あわてて顔を逸らすのだった。


　今、自分に何ができるのかをあらためて考える。奴隷商人たちを打ち倒し、リィズたちを解放する──以前の自分ならきっとそうしただろう。だが、戦いから逃げ出した今のアレスには不可能なことだった。


　それに、たとえリィズたちを解放できたとして、その後はどうするのか。


　ゼードルは言った。こんな時世に、飯を食わせてやってるだけでも感謝されるべきであると。まったくその通りである。たとえ今彼女たちを解放したとして、アレスに食わせることはできない。


　──様子を見よう。


　今のアレスにできることはそれしかなかった。とにかく、今はリィズという少女のために、自分にできることをするのだ。


　日が暮れようとしていた。逃とう亡ぼう防止のためだろう、奴隷たちは一いつ箇か所しよに集められ、毛布代わりのむしろを与あたえられた。


　他に何もやることなく、アレスもまた眠ねむりにつく他なかった。
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　翌日。今度はどうにかアレスも朝食にありつくことができた。


　雑穀の粥である。奴隷の食べ物と言われればなるほど納得できるような味で、よほど空腹でなければ決して食べたいと思うものではない。もっとも、昔から味音おん痴ち気味であったアレスにはわりとどうでもいいことだったが。


「よし、移動するぞ！　分かってるな、遅おくれた者は鞭むちだからな！」


　静かな食事の時間が終わると、奴隷商人ゼードルが大声で告げる。


「ほら、移動だよ」


　声をかけてきたのはテッドである。


「移動……？」


「そうだ。覚かく悟ごしとけよ、隣となりの町まではまだ二日はかかるらしいから、ずっと歩き詰づめになるぞ」


「町か。そこで私たちは売られることになるのか？」


「いいや、土木工事に行くのさ」テッドは苦々しげだった。「今は不景気なんだとよ。若くて綺き麗れいな女でもない限り奴隷は売れないから、ゼードルはオレたちに工事の手伝いさせて金かね儲もうけしてるんだ」


「……なるほど。色々と考えるものだな」


　確かに、戦争は終わったばかりで国の景気はまだまだ上向きとはいえない。貴族たちも度たび々たびの出兵で大きな出費を強しいられてるはずであり、不必要な奴隷を買う余裕はないだろう。その一方で、戦争の影えい響きようで損そん壊かいした街かい道どうや城じよう壁へきなどはいくらでもあるだろう。そういったところに大量の奴隷を連れて行って働かせるというのは、確かに有効な稼かせぎ方だと思える。奴隷商人と言えど、時代に合った商法を見つけなければやっていけないということだろう。


「気をつけなよ、疲れたからってちょっとでも列から遅れたら、即そくこれだからね」


　テッドは手を振ふって鞭を振るうまねをした。


「分かった、教えてくれて感謝する」


「……もったいぶった礼だな。大体、礼を言われる筋合いはない。あんたに足を引っ張られたくないだけだ」


　テッドはぶっきらぼうに言ったが、それはどこか照れ隠かくしのようにも聞こえた。


「しかし……私はいいとして、リィズはどうなるんだ？　ずっと歩き詰めではあの少女には辛つらいだろうに」


　テッドは顔を伏ふせた。


「……そうだよ。ガキの足じゃ辛い旅路になる。結局遅れて、鞭を喰くらって馬車に放り込まれるのがいつものことなのさ。リィズもそれが嫌いやだから、昨日また逃げ出したんだ」


「なんだって……!?」


　憤いきどおりが胸中を満たす。鎖くさりに繫つながれた小さな少女を、大人と同じ速度で何日も歩かせるなど拷ごう問もんに等しい行こう為いだ。挙あげ句く、遅れたからという理由で鞭を振るうなど常じよう軌きを逸いつしている。


「誰もリィズに手を貸してやろうとはしないのか？　おまえもそれを見てるだけなのか？」


　テッドはむっとしたように唇を尖とがらせた。


「最初は手を貸してやるヤツもいたさ。オレも含ふくめてな。でもな、こんな日を毎日続けてりゃ、人のことを考えてる余よ裕ゆうなんてすぐなくなっちまうんだよ。大変なのはリィズだけじゃない、オレたちだって毎日の仕事で疲れてるんだ」


「確かにそうかもしれないが……リィズはまだ幼い子供だろう？　子供には周囲の大人が手を差し伸のべる義務があるはずだ」


「ここじゃ正論を口にしたって腹は膨ふくれないんだよ。文句があるならゼードルに言ったら？　ま、聞いてくれることなんてないだろうけど」


　アレスは言葉を失った。


　日々の糧かてを得るためならば、王国法典になど従う気はない──そう言い切ったゼードルのことだ、足を引っ張る者があれば、それが年とし端はも行かぬ子供であろうと容よう赦しやなく切り捨てるに違ちがいない。それに、他の奴隷たちに対しても、自分を犠ぎ牲せいにしてでも他者を助けろとはとても言えなかった。


「……分かった。そういうことなら、リィズの面めん倒どうは私が見よう」


「あはは、なんとなくあんたならそう言うと思ったよ」


　テッドは笑った。ただし、それは愉ゆ快かいゆえの笑みではなく、嘲あざけり笑っているようにしか見えない。


「いいさ、やってみなよ。けど、言ったからには最後まで面倒見ろよ？　言っとくけど、もし途と中ちゆうでリィズを放り出すようなことがあったら、あんたの食事にこっそり土を混ぜ込んでやるからな」


「もちろんだ、二に言ごんはない」


　強く頷うなずくと、アレスは小さな少女の姿を捜さがした。


「……あれ？」


　だが、どういうわけかあの小こ柄がらなリィズの姿はどこにも見えない。


　そうこうしているうちに、移動の準備なのか、鞭を持った男たちに列を作るよう命じられた。


　アレスたちは一列になって首輪を一本の鎖で繫がれ、その前をゼードルの乗る馬車、後ろを鞭を持った男たちの一団に挟はさまれる形となった。少しでも足を休めようものなら、あるいは列を乱せば、即そく座ざに自分や周囲の奴隷の首が締まり、鞭が飛んでくるのである。なるほどこれでは逃亡など不可能だろう。


　ただ、リィズだけはこの奴隷の列に加えられなかった。


「また逃にげられては面倒だからな。おまえはこっちだ」


　リィズの首輪には鎖の代わりに縄なわが通され、直接ゼードルの乗る馬車に繫がれたのである。もしリィズの足が遅れれば、その首は絞しめられ、小さな体は即座に地面に引きずられることとなるだろう。


「待て！」


　いてもたってもいられず、アレスは声を挟んだ。


「おまえたち、リィズを殺す気か！　そんなやり方はあんまりだろう！」


「うるせえ、奴隷風ふ情ぜいが口を挟むな！」


　すぐさま怒ど声せいを返したのは、ゼードルの取り巻きの一人であった。


「貴様、昨日の新入りだな!?　まだここのしきたりが分かってねえようだな、何ならその体に教え込んでやろうか!?」


　威い嚇かくするように、手に持った鞭をしならせる。


　以前のアレスであれば、その程度の脅きよう迫はくなどものともせず果か敢かんに立ち向かっただろう。しかし今のアレスには無理な話だった。思わず腰こしが引けそうになるのをなんとか留とどめるのが精せい一いつ杯ぱいだった。


「まあ落ち着け、おまえたち」


　鞭を持った男の肩かたに手を置いて制止したのは、ゼードルだった。


「ゼードルさま!?　なぜお止めになるんですかい、こいつにはちぃとばかし躾しつけが必要ですぜ！」


「入ったばかりの商品を無意味に傷つける必要もない、今回だけは見み逃のがしてやれ。だがクレス、覚えておけ。これ以上逆らうなら罰ばつを与えるし、何より私はガキ一人の処しよ遇ぐうにこれ以上時間を浪ろう費ひされたくもない。分かるか、クレスとやら。私は必要とあればこのままガキが引きずられて死ぬことになったとしても一向に構わんのだ」


「……ではリィズの縄は馬車ではなく私の首に巻け。もしリィズが遅れたら、私が連れて行く。それならおまえも無意味に商品を傷つけずに済んで助かるのだろう？」


　ゼードルは笑った。


「そういうことなら構わん、好きにしろ。だがそのせいでおまえの足が遅れるようになったら、容赦なく鞭をくれてやるからな」


　こうしてアレスの首には、鎖の他にリィズの繫がれた縄が結ばれた。


「…………」


　なりゆきがよく分かっていないのだろう、リィズが心配そうに見上げてくる。


「大だい丈じよう夫ぶ、なにも心配は要いらない」


　そう答えたアレスだったが、他の奴隷たちが自分を見る目に、どこか冷たいものが混じるようになったことを感じていた。この移動は、一人でも奴隷の足が遅れれば他の全員が影響を受けることになる。それを嫌ってのことだろう。


　リィズが何をされようと黙だまっていたくせに、そういうところだけは気にするのかと、アレスは暗あん澹たんたる気持ちになったが、今は甘んじて受け入れるしかなかった。


　間もなく、移動は始まった。


　しかし、十歳に満たぬ少女が大人に混じって歩くことには最初から無理があった。リィズは早歩きしなければ付いていけず、さらに日ひ頃ごろの疲ひ労ろうもあるのだろう、半はん時とき（約一時間）と経たたずに息が上がり始めていた。


　しかもリィズは、事あるごとに後ろを気にしていた。その視線の先にいるのは──鞭を持った男たちの一団である。もし遅れたら鞭でぶたれる──そんな風に考えているのだろう。リィズの体にある無残なミミズ腫ばれが、殊こと更さら目に映る。


　こんな生活をこの少女は送り続けてきたのだ。そう考えるだけで、ここしばらく抱いだいたことのない怒いかりがこみ上げてくる。


「リィズ、もういい」


　半ば強ごう引いんにリィズの小さな体を抱かかえ上げ、そのまま背におぶった。


「…………！」


　リィズが降ろして、と言いたげに身をよじる。


「気にするな、おまえ一人ぐらい軽いもんだ。いいからそこで休んでおけ」


　それは噓うそではなかった。リィズを背負ったとき、思わずアレスは息を呑のんだほどだった。軽過ぎる。少女の体は、羽毛のように軽かった。


　この少女はちゃんと成長しているのだろうか。やはりあんな簡素な食事だけでは健康を損そこなうのではないか。再びアレスの胸中を憤りが満たしていた。


「…………」


　そのうちにリィズも、身をよじるのをやめた。


　そのままアレスの背中に身を預けてくる。本当に小さく軽く、そして温かい体だ。こんな小さな少女が言葉を失い、そして毎日のように鞭で打たれていたなどと、考えるだけで嫌になってくる。


「あんた、リィズに情けをかけるのはいいが……。頼たのむから遅れないでくれよ？」


　声をかけてきたのは、すぐ後ろにいた奴ど隷れいだった。


　すでに心中を憤りで満たしていたアレスは、一言口にせずにはいられなかった。


「リィズが苦しむのを黙って見ているだけのあんたに言われたくはない」


「……あのな、これだけは忠告しておいてやる。こんな生活を続けてるとな、すぐに自分のことだけで手て一いつ杯ぱいになっちまうんだ。あんたもそのうち他人に情けなんてかけてる余裕はなくなっちまうよ。今見捨てるか、後で見捨てるのかの違いだ」


　テッドと同じようなことを言う。


「私は見捨てたりしない。とにかく、迷めい惑わくなどかけないから私のことは放っておいてくれ」


「ならいいさ、好きにしな。あと、一応これだけは言っとくぜ。以前は俺がリィズを背負ってやってたんだ」


「……そう、か」


　憤りが、いくばくか霧む消しようしていく。


　きっと彼が悪いわけではないのだ。自分の命より他人の命を優先しろ──などという生き方は、騎き士しぐらいにしか強要されるべきものではない。


　アレスはリィズを背負い直した。


　パンドラとの契けい約やくが失われ、たとえパンドラに与あたえられたあの力が失われたのだとしても、どうやら体力については関係がなかったのだろう。考えてみれば、自分はあれだけ毎日王国中を駆かけ巡めぐっていたのだ、体力ぐらいは付く。そのせいだろう、どれだけリィズを背負い続けても、疲つかれはまったく感じなかった。


「…………すぅ」


　気が付けば、背中でリィズは眠ねむっていた。





　　　　　◆





　リィズは、夢を見ていた。


　父や母、二人の兄が揃そろった暖かい家の夢だった。


　テーブルには母が作った好物の肉入りシチューが並び、父の下手な冗じよう談だんで笑いの絶えない賑にぎやかな食事。


　しかし、夢の中でさえリィズは分かっていた。それは二度と再現されることのない、失われた夢なのだと。





「…………」


　リィズが夢から覚めたとき、最初に目に入ったのは、凜り々りしい青年の顔だった。


「起きたのか、リィズ」


　クレスという青年である。どこか一番上の兄に似たところのある、そしてなぜか自分に手を貸してくれる人。どうやら彼の膝ひざの上で、自分は寝ねていたらしい。


　気が付けば、日もずいぶん傾かたむいているし、他の奴隷たちも皆みんな地面に座って野営の準備をしている。信じられないことだったが、どうやら今日の移動は終わったようだった。


　リィズはある出来事がきっかけで、言葉を失った。それは自分の欲よつ求きゆうを表現する術すべを失ったと同義であり、そのときからリィズは人に頼たよる方法を失っていた。それに何より、他の人たちも自分のことだけで精一杯だということを知っていた。


　しかし子供ひとりで生きていくには、世界はあまりにも過か酷こくだった。最近は移動の列に遅おくれ、罵ば倒とうされ、鞭むちでぶたれ──という日々が常態化してさえいたのだ。


　言葉だけではなく涙なみだの流し方さえ忘れかけていたリィズが、目の前の苦痛から、文字通り逃げ出す道を選んだのは当然の帰結だった。子供が大人から逃げ切ることの難しさとか、逃げた先でどうするのかといったことなど、もちろん八歳の少女には考えられなかった。


　結果的にリィズは逃とう亡ぼうに失敗した。だが、そんなとき──森の中で、この人と出会ったのだ。奴隷商人から自分たちを守ってくれ、それゆえに奴隷にされてしまった人。


「…………」


　結局、この人は今日一日ずっと自分を背負ってきてくれたのだ。それがどれほど困難なことかはリィズにも分かる。自分一人で歩き続けることだけでも大変なのだから。


「食事はもう少し後らしい。疲れてるなら、まだ横になってていいんだぞ」


　リィズは思った。なぜこの人は自分に手を差さし伸のべてくれるのだろうと。そんなことをしても何も得はないのに。


　あるいはこの人も、他の奴隷たちがそうであったように、いつかどこかで自分を見捨てるのかもしれない。リィズは人に見捨てられることの悲しさをすでに知っていた。それは八歳の子供が何度も体験するにはあまりに辛つらいことであり、リィズが涙の流し方を忘れた一因ともなっていた。


　しかし、一人で生きていくことはあまりに辛いということを、リィズは知っている。そして子供というものは、自分を保護してくれる存在を求める。それは一人で生きていくことのできない子供の権利であり、義務であり、本能でもあった。


　それゆえだろう。いつかまた自分は見捨てられるのではないかという恐きよう怖ふに駆られつつも、クレスの膝の温かさから、リィズは離れることができなかった。


　その体の温かさは、リィズに父や母のことを思い出させた。そして久しぶりに、リィズは涙を一ひと滴しずく零こぼしたのである。





　　　　　◆





　アレスの膝で、リィズが再びうとうととしている。


　その表情を見ていたアレスの胸中を、かつて感じたことのないような妙みような幸福感のようなものが満たしていた。すべてを失った自分を頼ってくれる者がまだいることが嬉うれしかったのかもしれない。


　おずおずと手を伸ばし、その髪かみを撫なでてやる。


「ん……」


　リィズが少し体をよじったため、慌あわてて手を引こうとする。しかし、別段嫌いやがってるわけでもなさそうだった。そのまま髪に手を置き、撫でてみる。


　子を持つ親の気持ちとはこんなものなのだろうか、それともこれが慈じ愛あいというものなのだろうか。とにかく、リィズという小さな存在が妙にいとおしく感じられる。


「ほら、あんたたちの分だよ」


　テッドの声がした。その手には三つの木の食器がある。どうやら自分たちの食事も持ってきてくれたらしい。


「……感謝する」


「ホントに変な奴やつだね、あんたは。そういうときはありがとうって言うものだろう？」


　その通りだった。


「……あ、ありがとう」


　どういうわけかその言葉はひどく言い辛かった。考えてみると、貴族や騎士などというものをやっていると、どういうわけか『ありがとう』と言う機会がなかった気がする。


　──なぜだろうな。


　不思議な話だった。平民は確かに普ふ通つうに『ありがとう』と口にする。しかし貴族や騎士が『ありがとう』と口にしたところは記き憶おくにない。


　いくら考えても答えは出そうになかった。いずれにせよ、今大事なことはリィズに食事を与えることの方だろう。


「リィズ、ほら、食事だぞ」


　気持ちよく寝ているところを起こすのは忍しのびなかったが、食事を摂とらせないわけにもいかない。その体を小さく揺ゆする。


「…………」


　ゆっくりとリィズは体を起こした。


「ほら」


　テッドから器うつわを受け取ると、礼を言うように頭を下げてから、木の匙さじで粥かゆを口へと運ぶ。


「熱いぞ。気をつけるんだぞ」


　アレスが言うと、リィズは大きく頷うなずいてからふうふうと木の匙に息を吹ふきかける。その仕草は小動物のようで、見ていて飽あきなかった。


「ほら、あんたも早く食べなよ。冷めちまう」


「ああ」


　テッドに促うながされ、アレスも自分の食事に取りかかった。


　しばし三人は無言のまま不味まずい粥をすすった。


「結局、今日はずっとリィズの面めん倒どうを見てくれたんだな」


　不意に、テッドが匙を動かす手を止める。


「体力には自信がある。私は私にできることをした。それだけだ」


「じゃあ、明日あしたもリィズのことは頼んでいいんだろうね？」


「もちろんだ。言っただろう、私は私にできることをするとな」


「……あっそ。ま、それならそれでいいんだけど」





　　　　　◆





　テッドとクレスの会話を、リィズはじっと聞いていた。


　そして、あらためて知る。やはり今日ずっと自分を背負ってくれたのはクレスだったんだと。


　自分のせいで、この人が奴ど隷れいになってしまったという経けい緯いを、リィズはなんとなく知っている。それなのに、なぜこの人は自分に手を貸してくれるのだろうか。リィズは子供ながらに疑問を抱いだいた。


　じっと横顔を見つめていたためだろう、視線に気付いたクレスが顔を向ける。


　その顔には笑みもなく、感情も読み取れない。だが、自分を安心させようとしていることは何となく分かる。


「いいんだ、リィズ。せめて私ぐらい頼ってくれ」


　その言葉は、リィズにとって──頼るもののない小さな子供にとって、何より嬉しい言葉だった。


　風が吹いた。


　もう秋である。この時間になってくると、かなり寒い。


　リィズは、恐おそる恐るクレスに身を寄せた。クレスには嫌がる素そ振ぶりもない。


　もっと積極的に密着する。クレスの体は温かく、心ここ地ちよかった。


「寒いか？」


　ふるふると首を振って、リィズはクレスに身を寄せ続けた。





　　　　　　　４





　翌日。昨日と変わらぬ朝を迎むかえたアレスたちに、やはり昨日と同じように移動が命じられる。


「乗っていいんだぞ、リィズ」


　背負おうとしたアレスだったが、リィズは首を振って拒きよ絶ぜつした。代わりに、胸を張ってアレスの隣となりに並ぶ。


「お、おい？」


「いいじゃないか、クレス」と、テッドが口を挟はさむ。「リィズだって、ずっとあんたに頼りっぱなしじゃ悪いと思ってんだよ。少なくともリィズが自分で歩けるうちはそうさせておきな」


　リィズも無表情のままこくりと頷く。


　どうせなら自分を頼って欲しいところだったが、子供がやる気を見せているのにそれを削そぐようなこともできなかった。


「……分かった。ではせめて手ぐらい繫つなごう。何かあったとき、すぐ助けられるから」


　それぐらいの譲じよう歩ほはいいと思ったのか、リィズはおずおずと手を差し出してきた。


　その手をしっかりと繫ぐ。なんとも温かく、小さな手だった。





　この日、午前のうちにアレスたちは目的地についた。


　待っていたのは、あらかじめ聞いていた通りの土木作業──街かい道どうの修復だった。


　石いし畳だたみならばともかく、道というものは元来雨が降っただけでも荒あれてしまうため、定期的な修復が欠かせない。古いにしえの帝てい国こくの時代に作られた街道の多くでは石畳が敷しかれ、ベールセール王国が支配するところとなった今でも、主要な街道には石畳が敷かれているが、さすがに田舎道までは手が回らない。ただでさえ、この間まで北との戦争が行われていた。それゆえにしばらく放っておかれたのだろう、目の前に続く街道は、もはや獣けもの道みちではないかというほどに荒れていた。


　修復作業には、すでに十人ほどの人にん夫ぷが従事している。奴隷ではないようだが、自分たちと大差ない格好だ。そのせいか、鎖くさりに繫がれた自分たちを見ても奇き異いな視線一つ送ってこない。


「話を付けてくる。奴隷たちの鎖を外しておけ」


　ゼードルはそう言い残すと、現場の責任者と思おぼしき男と話し込んだ。あらかじめ話は通していたのだろう、話し合いはすぐに終わり、ゼードルはアレスたちに向かって作業の開始を命じた。


「よし、働けおまえたち。とっとと終わらせれば、食事に肉を入れてやるぞ！」


　ゼードルやその部下の男たちに指示され、五人ずつの班を作らされる。


「リィズ。いいか？」


　そんな中、アレスはリィズの前で膝ひざをついた。


　そして、今日もリィズの首に巻きつけられている忌いま々いましい縄なわを解く。


「リィズ。おまえはその辺で遊んでていいんだぞ。それが子供の仕事だからな」


　リィズは驚おどろいたように見上げてきた。そしてふるふると首を振る。


　その唇くちびるが、耳には聞こえない言葉を紡つむぐ。なんと言っているかは大体分かった。わたしも働く──そんなことを言ってるんだろう。


　その意思は先ほど自分で歩くと主張していたときのように固そうで、とても強制はできなかった。


「分かった、だけど無理はするなよ。できることをすればいい」


　リィズは嬉しそうに頷いた。


　とても子供らしい笑みである。考えてみればリィズが笑顔を見せたところなどこれが初めてだった。子供とはこんなに無む邪じや気きに笑うものなのだな、と思わずアレスも釣つられて笑いそうになる。





　　　　　◆





　作業が始まった。


　現場に先に来ていた男たちに指示される形で、通行の妨さまたげになりそうな大小の石を取り除き、土を盛って道を整える。


　基本的には力仕事ではあるが、小さな石をのけるぐらいならリィズにもできるし、他の人の邪じや魔まになるわけでもない。アレスはリィズに目をやりつつ、自分に与あたえられた作業に集中した。


　率先して土砂を運び、石をどける。リィズの分まで働かなければならないということもあったが、何よりアレスにとっては楽な作業だったのだ。少なくとも目の前の仕事さえしていれば、誰だれかに文句を言われることもないし、一応は食事も出る。他に何も考える必要はない。これほど楽なことはなかった。


　街道に大きな岩が落ちていた。恐らく、山の上から崩くずれ落ちてきたのだろう。三人の奴隷が木片を梃て子こ代わりにどうにか動かそうとしていたが、よほど重い岩なのだろう、三人が顔を真っ赤にしながら力を加えても、まったく動く様子がない。


「私も手伝おう」


「ああ、そうしてくれ。こいつが動かせねえとどうにもならん」


　アレスは岩に手をかけた。そして、合図と同時に全身の力を込める。


　岩は、簡単に街道の外に転がり出た。


「あ、あんた……。凄すごい力だな」


　奴隷の一人が、半ば呆ほうけたように言った。


「……そんなことはない。三人なら動かなかったが四人なら動かせた。それだけだろう」


　アレスの言葉は、なぜか言い訳じみていた。三人の奴隷はそれを謙けん遜そんと受け取ったのか、それ以上追及しようとはしなかった。





「よし、今日はこんなところだ。飯食ってとっとと寝ねろ！」


　やがて日が暮れ、作業の中断が告げられた。


　奴隷たちもかなり疲ひ労ろうしていたのだろう、誰もが安あん堵どのため息を吐つきながら思い思いの場所で腰こしを下ろす。


「リィズ、もう終わりだそうだ」


　アレスはリィズに駆かけ寄よると、そう声をかけた。


「今日はよく頑がん張ばったな。もう遊んでてもいいんだぞ」


「…………」


　少しだけ嬉うれしそうにリィズは笑った。やはりこの少女は笑っている方がずっといいと、あらためて思う。


「あんた、よく働いてたな」


　アレスにも声をかけてきた者がいた。テッドである。


「そうか？　まあ役に立ててるならいいが」


「その調子で働いてくれればオレたちも楽ができるんだけどな。とにかく、飯にしよう。手伝ってくれ」


「ああ、助かる」


　ふとリィズの方に目をやると、夕日で伸のびた自分の影かげと戯たわむれているようだった。リィズが子供らしいことをしている。それがなぜかアレスには無む性しように嬉しかった。


　リィズが楽しんでるなら邪魔する必要もないと、ひとまずアレスはテッドを手伝い食事の準備を始めた。といっても、薪まきを集めて火を焚たき、鍋なべに質素な材料を入れて煮に込こむだけだったが。


　事件は、そんなときに起こった。


「リィズ、おまえ昼間はほとんど働いてなかっただろう？」


　そんな声が聞こえた。


「こっちへこい。酒ぐらい運んでもらうぜ」


　男がリィズを連れて行こうとしている。


　アレスは思わず叫さけびそうになった。まだリィズに何かさせるつもりなのかと。リィズの分まで自分が働くという約束は充じゆう分ぶん果たしたはずではないかと。


「やめときな、クレス」


　だが、意外なところから制止される。


　テッドである。


「子供だからって何もさせてなかったらリィズのためにならないよ。食事の手伝いぐらい、やらせた方がいい」


「……そういうものか？」


「そうだよ。あんただって小さい頃ころは家事の手伝いぐらいしただろう？」


　ふと自分がリィズぐらいの歳だったときのことを思い出してみる。なんだか騎き士しの訓練まがいのことばかりやらせられていたような気もするが、確かに狩かりの手伝いをやったこともある。平民の家庭なら、食事の手伝いぐらいはさせるものなのだろう。あの男の偉えらそうな態度にはいささか不満はあったが、奴ど隷れいとしては先輩であるテッドの言葉も無視はできない。少しばかり様子を見ることにする。


　だが、しばらくしてから聞こえてきたガチャンという何かが割れた音と、そして怒ど声せいに思わずアレスは振り返ることとなる。


「このクソガキ！　貴重な酒を無む駄だにしやがって！」


　目に飛び込んできたのは、地面に倒たおれているリィズと、割れて散らばった陶とう製せいの容器だった。


　何が起こったのかを察する。おそらく酒か何かを入れた容器を、リィズが落として割ってしまったのだろう。


　怒声を上げた男が、鞭むちを振り上げた。リィズがびくっと身をすくめる。


　その光景を見た瞬しゆん間かん、アレスは久しぶりに頭に血が上るという体験をした。


「何をするっ！」


　反射的に体が動いていた。鞭が振り下ろされるその寸前に、男とリィズの間に割って入る。アレス自身は気付いていなかったが、その余りの速さに、周囲にいた者たちは皆みな息を呑のんだほどだった。


　さらにアレスは、リィズに向かって振り下ろされた鞭の先端を、右手で摑つかんでみせた。


「なん……だと!?」


　男が困こん惑わくの声を上げる。だが、すぐに奴隷になめられてたまるかと気を取り直したのか、声を荒あららげた。


「じゃ、邪魔をするんじゃねえ新入り！」


　このときになって、ようやくアレスは自分が何をしたのかということを理解し始めていた。怒いかりに駆られて飛び出したはいいものの、後のことは何も考えていなかったのである。


　それゆえだろう、男の怒声を浴びせられ、逆にアレスの方が気け圧おされてしまう。


　それでも、いくつかの事実がアレスの体を支えた。今自分の後ろにはリィズがいるということ。今自分が守らなければ、リィズは理り不ふ尽じんな暴力にさらされるということだ。


　リィズを守るためならば、恐きよう怖ふなどに怯おびえている場合ではない。アレスは大きく息を吸い、一気に吐はき出した。


「うるさい！　子供に鞭を振るうとは何事だ！」


「く、口答えするんじゃねえ！　そいつが粗そ相そうをしたからお仕置きしてやろうとしただけだ！」


　憤いきどおりが、わずかに恐怖を上回った。


「子供が一つ二つ失敗をするのは当然だろう！　鞭を振るうようなことじゃない！　それが嫌いやなら酒でもなんでも自分で運べばいいだろう！」


「き、貴様──」


　男が拳を固めて睨にらみつけてくる。


　数日前の自分なら、怯ひるみの一つも覚えたかもしれない。しかし、後ろにいるリィズの存在が、アレスに虚きよ勢せいを張らせ続けた。負けずに男を睨み返す。この後どうなろうと知ったことではなかった。


「その辺にしておけ」


　不毛な争いが生じる前に、助けの手を差し伸べたのは、意外なことにゼードルであった。


　ゼードルは男の肩かたを押しのけるようにして、二人の間に割って入る。


「無む闇やみに鞭を振るうなと言っているだろう。一応は大切な商品なんだからな」


「へ、へえ。すいやせん」


「もういい、行け。それからクレス──」


　ゼードルはアレスの方を向いて、ため息を吐いた。


「おまえという奴やつは、どうしてそう問題を起こしたがるのだ？　おまえみたいな新入りはこれまでに見たことがないぞ」


「……私だってこんなことはしたくない。頼たのむからリィズに手を出さないでくれ。そうすれば、真面まじ目めに働こう」


　ゼードルはまたため息を吐いた。


「貴様ならそう言うと思ったわ。いいだろう、私とて子供に鞭を振るうのは本意ではない。今回だけは大目に見てやるし、もうリィズに手は出さぬよう言っておこう。だが、覚えておけ。これが最後だぞ？　奴隷が主に逆らうことは決して許されん。今度逆らえば、鞭打ち十回ではすまさんぞ」


「分かった。行こう、リィズ」


　こんな言い争いをこれ以上見せたくなかった。リィズを抱だき上げ、その場を去る。


　ふと、リィズがぎゅっとアレスの体にしがみついてきた。


　口の利きけないリィズなりの好意の示し方なのかもしれない。アレスは黙だまって好きなようにさせた。


　テッドの元へ戻もどると、アレスは奇き異いな視線が自分に向けられていることに気付いた。


「あんた、何者なの？」


　奴隷たちを代表するように、テッドが訊たずねる。


「……なんのことだ？」


「さっきのだよ。鞭を手で摑んだり、あいつらに逆らったり……。というかその手、痛くないのか？」


「？　いや、別に？　そんなことより早く食事にしないか。その鍋、煮に詰つまりかけてるぞ」


「え？　あ、ああ……」


　奴隷たちが何を奇異に思っているのか、アレスにはまったく分からなかった。そのこともあって、テッドたちもそれ以上アレスを問い詰めることはできなかった。





　　　　　◆





　このとき、ゼードルに話しかけた者がいた。


「止めていただいてすいやせん、ゼードルさま」


　先ほどリィズに鞭を振るおうとしてクレスに止められた男である。


「正直、奴隷にあんな凄すごみがあるとは思いませんでしたぜ」


「ああ、もういい。おかげで奴がただ者ではないと分かったしな」


「ええ、やっぱりあいつただの流民じゃありませんぜ。鞭を振り上げたと思ったら、次の瞬間にはあいつが割って入ってたんです。魔ま法ほうでも使われたのかと思ったぐらいですぜ」


「そうだな、鞭をああも簡単に摑んでみせるなど、とても信じられん」


　鞭は長い分、その先端は目にもとまらぬ速さで振り下ろされる。しかも、仮に手や腕うでで防ごうとしても、勢いを伴ともなった鞭の先端をぶつけられれば、耐たえ難い痛みに襲おそわれることとなる。だからこそ奴隷を躾しつける道具として最適なのだ。


　にもかかわらず、クレスはその鞭の先端をいとも簡単に手のひらで摑んでみせた。しかも、苦痛を感じた様子など微み塵じんも見せなかったのだ。


　よほど目がいいのか、あるいは手の皮が厚いのか。


「やはり、元は騎士でもやっていたのか？」


　それが一番可能性は高そうだった。そう考えればクレスがどこか世間ずれしていることも説明がつくし、騎士ともなれば毎日のように剣けんの素す振ぶりぐらいするだろう。手の皮も多少は厚くなっているに違ちがいない。


　いずれにせよ、クレスが頑がん丈じようないい奴隷であることは間違いない。これで目に見えて反はん抗こうするようなことがあれば厄やつ介かいだが、少なくともリィズがいる限りその心配も不要だろう。


「……そうか。リィズをああも庇かばおうとするのも、元騎士だから……か？」


　クレスは元騎士で、何らかの理由で戦場に戻れなくなったのではないか。しかし騎士とは、元来持たざる者に尽つくすことを至上の悦よろこびとする稀け有うな人種だ。それゆえせめてリィズだけでも守ろうとしているのではないか──。


　ゼードルのその推測は、実のところ当たっていた。





　　　　　５





　それからしばらくは、アレスの日常に大した変化はなかった。


　ゼードルたちがリィズに何か干かん渉しようすることはなく、それゆえアレスもただ目の前の仕事を片付けるだけの日々が続く。リィズも日に日にアレスになついてくれていたし、その顔に笑顔が浮うかぶ頻ひん度ども多くなっていた。


　街道の修理も数日で完かん了りようし、アレスたちはまた次の仕事場へ向かうこととなった。


　次の仕事場──それは城じよう壁へきに囲まれたちょっとした城じよう塞さい都市だった。


　どうやら先の北との戦いくさでも大きな被ひ害がいを受けることはなかったらしい。それでも無傷とはいかなかったらしく、城壁の外側の家か屋おくや道に損傷が見受けられた。恐おそらくその修理に自分たちが駆かり出されるのだろう。


　街に近づいたせいか、人の往来が自然多くなっていった。首輪をつけられた奴隷として衆人の目にさらされることは、アレスとしては耐えがたかったがどうしようもなかった。


　もっとも通行人も通行人で、ゼードルを始めとしたいかつい男たちと揉もめ事になるのは避さけたいのか、こちらと目を合わせようとする者はほとんどいない。時折哀あわれみの視線を送ってくる者もいるが、何かをしてくれるわけでもない。


　唯ゆい一いつ足を止め、声をかけてきたのは警備の兵を連れた騎士だった。もしや奴隷売買を見み咎とがめたのではないかとアレスは一いつ瞬しゆん期待を抱いたものの、ゼードルが賄わい賂ろでも渡わたしたのだろう、小声で何か一言二言交かわしただけで何もせずその場を去っていってしまった。


「…………」


　自分さえよければ奴隷などどうでもいいのか。それとも人の心はこうも荒すさんでいるのかと、アレスとしては忸じく怩じたる思いがあったが、どうしようもなかった。


　と、アレスたちが城門前の通りを通りかかったときのことである。


　城門前は人の往来が一番多く、それゆえよく国や領主の布ふ告こく文ぶんが貼り出されることがある。ちょうど今日何か布告があったらしく、人だかりができていた。


　通りかかっただけのアレスたちにはどんな布告があったのかさっぱり見ることはできなかったが、それでも人々が口にしている言葉は聞こえてくる。


「なあ、何て書いてるんだ？　俺ぁ字なんて読めねえんだよ」


「信じられんな……。国王陛へい下かが心労でお亡くなりになったらしい」


「……！」


　瞬しゆん間かん、アレスの胸が高鳴った。


　──陛下が、亡くなった？


　国王ベルセルム四世。それは騎士としても、貴族としても忠誠の対象であり、アレスにとっては父に次ぐ存在である。


　──そんな、なぜ？　こんな突とつ然ぜん……！


「おいおい、突然どういうことだよそりゃあ！　陛下が病気だったなんて話、聞いたこともないぞ！」


「まあ仕方ねえさ、忠実な騎士に一人息子を殺されたとあっちゃ、心労もたたるだろうよ。結構お歳を召めしておられたしなあ」


「え？　何の話だ、それ？　王太子殿でん下かが殺されたってのか!?　どこの騎士にだよ!?」


「なんだおまえ、知らないのか？　三日ぐらい前にクラウディア王女殿下の檄げき文ぶんが貼り出されたじゃねえか。ほら、そこにまだあるだろ」


「知らねえよ、俺ぁこないだまで田舎いなかに行商しに行ってたんだからよ。なあ、読み上げてくれ、俺ぁ字が読めねえっつっただろ？」


「ったく、しょうがねえなあ。ほら、こう書いてあんだよ。ハインツ王太子を殺害した国こく賊ぞくファノヴァール伯はくアレスを捕つかまえた者には、望むままの褒ほう美びを取らせることを、王女の名において確約する……ってな」


　再び頭を殴なぐられたような衝しよう撃げきがアレスを襲った。心臓がはね上がるのを感じながら、なおも耳をそばだてる。


「ファノヴァール伯……どっかで聞いた名だな。いや、そうか、ファノヴァールの騎士か！　〝巨きよ人じん殺し〟のアレスか！　おいおい、あの英えい雄ゆうがハインツさまを殺したってのか！　一体どういうことだ？」


「知るかよ。貴族さまの考えることは分からんね」


　もうそれ以上の会話は耳に入ってこなかった。


「は……はは……」


　乾いた笑みが、アレスの口からこぼれた。


　自分にハインツ王太子殺害の容疑がかかっているであろうことは分かっていた。アレスがすべてから逃にげ出した一因もそこにあった。その一方で、一いち縷るの望みはかけていたのだ。クラウディアならば、自分の無実を信じてくれるのではないかと。だが、その望みも今ここに潰ついえたようだった。


　自分はすべてを失ったのだなと、あらためて思う。王家に忠誠を誓ちかいながら、王太子殿下も、国王陛下も守りきれず、最後の王族にしてアレスの最後の拠より所であったクラウディアには家族の仇かたきだと思われているのだ。


　もはや代々王家を守り続けてきた父や祖父に合わせる顔もない。自分はもうファノヴァールの名を名乗る資格もないのだなと、奴ど隷れいという身分は自分にはむしろお似合いではないかと、自嘲すらしたくなってくる。


　不意に、服の袖そでを引っ張られた。


　リィズである。不安げな顔をして見上げていた。


　自分のことを心配してくれているのだろう。どうしたの、と言いたげに小首を傾かしげている。


「大だい丈じよう夫ぶだ、なんでもないから」


　その頭を撫なでてやる。


　幸い、今の自分は鎖くさりに繫つながれた奴隷である。まさかこんな自分を見てファノヴァールの騎士だと分かる者などいないだろう。


　つまり、このまま奴隷として暮らしている限りはきっと安全なのだ。ならばせめて、唯ゆい一いつ自分が助けることのできるリィズのために、この身を尽くそうではないか。そんなことを考えるアレスだった。


　不意に、リィズがアレスの手をぎゅっと握にぎってきた。リィズなりに気を遣つかってくれているのかもしれない。その小さな手の温かさが、このときのアレスにとって何よりも大きな支えとなっていた。
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第二章　従者たち
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　かつてアレスの曾そう祖そ父ふであるマルスは、ベールセール王国の初代国王として即そく位いしたばかりのベルセルム一世にこう言われたという。「どこの地が欲しいか？」と。


　マルスは建国の英えい雄ゆうである。もし望めばどんな大きな領地でも得られただろう。しかし無欲で知られた彼は、領地など欲しくないとこの申し出を断った。


　だが、一番の大功を上げた武人が領地一つ受け取らないとあっては、他の武人たちの立つ瀬せがなくなってしまう。彼らの中には領地欲しさに戦った者もいるのだ、せめてどこかの地をもらってくれないか──国王からそう説得され、やむなくマルスはある地名を口にした。


　それがベールセール王国の中心からやや北東にあるレストニア領である。昔からドワーフとの交流があり、それゆえに鍛か冶じの盛んな町として知られている。マルスは金銀財宝の類たぐいにはまったく興味を示さなかったが、武人だけあって剣けんや甲かつ冑ちゆうには多少のこだわりがあったという。レストニア領を所領としたのは、当然とは言えずとも自然のことだった。


　しかし、それからおよそ八十年が経過したレストニア領では、かつてない異変が生じていた。





　この日、ファノヴァール伯はく爵しやく家の館やかたに、一人の訪問者の姿があった。


「お呼びと伺うかがい参りました、ヴェリックにございます」


　その男は、見た目はいささか冴さえない中年男といった風ふう貌ぼうをしている。だが、本人に自覚はないが、その度胸と行動力はかなりのもので、かつては賄わい賂ろを強要する領主の私兵や夜よ盗とうの目をくぐり抜ぬけては、あちこちの村々を行き来して行商をしていたこともあった。


「お待ちしておりました、どうぞこちらへ」


　ヴェリックを迎むかえたのは、美しいがどこか冷たさを感じさせる侍じ女じよだった。さすがファノヴァール伯爵家に仕つかえているだけあって、人を殺したことぐらいあるのではと思うような雰ふん囲い気きを醸かもし出している。


　ヴェリックは彼女に案内され、ある部屋へと通された。


「イザーレさま。ヴェリックさまがご到とう着ちやくになられました」


「おお、待っておったぞヴェリック。家族は落ち着いたか？」


　部屋で待っていた老人は、名をイザーレという。行ゆく方え不明のアレスに代わってこの領地を治めている元騎き士しである。


「は、おかげさまで」


　ヴェリックにとって、イザーレは住居を提供してくれた恩人の一人である。そのこともあって、礼を失することのないよう深く頭を下げた。


　かつては王国北部の小さな村で行商をしていたヴェリックであったが、その人生には思わぬ転機が待っていた。北国レアニール連合軍の侵略である。


　北の国境から侵しん入にゆうしてきた残ざん虐ぎやくな傭よう兵へいたちから逃のがれるため、ヴェリックは妻と三人の子供を連れて故郷の村を逃げ出すこととなった。しかし傭兵たちの動きは速く、ヴェリックは家族の逃げる時間を稼かせぐため、決死隊に志願して戦わねばならなかった。


　北の傭兵は強く、決死隊は奮戦するものの、あっという間に瓦が解かいしていった。だがそんなとき、ヴェリックは一人の騎士と出会うこととなる。アレスである。


　たった一人で数十、数百の傭兵を蹴け散ちらしていくアレスの戦いぶりを見て、ヴェリックは悟さとった。自分はこの騎士と出会うために、今まで生き残ってきたのではないかと。そしてヴェリックは、それ以降アレスの案内人として、北との戦いに尽じん力りよくしたのだった。


　その後、アレスは領主として、ヴェリックとその家族を自領レストニアへと招いた。村を出た以上、ヴェリックは難民という立場にある。そしてどこの土地でも難民に安住の地はない。ゆえに、ヴェリックはアレスの申し出を受け、別れていた家族とどうにか再会を果たすと、ここレストニア領の領民となったのである。


「それでイザーレさま。私にいかなる御ご用よう向きで？」


「うむ。一領民であるおまえにこのようなことを頼たのみたくはないが……。現在この領地が抱かかえている問題については、知っておるな？」


「はい、もちろんです」


　鍛冶で有名なこの小さな領地は現在、無視しえぬ大小の問題を抱えていた。一つは領主の不在。そしてもう一つは、その領主にかけられている疑いである。すなわち、ハインツ王太子の殺害疑ぎ惑わくだ。


　領民たちにとっては寝ね耳みみに水の出来事ばかりだったが、この街のすぐ外には現在数百の王国軍が駐ちゆう屯とんしているというのは事実であった。彼らの駐留理由は表向き領主不在の領民を保護するためだということになっているが、実際のところは王太子殺害容疑のかかっているアレスを捕ほ縛ばくするためであることは疑いなかった。もしアレスの王太子殺害容疑が確定ともなれば、彼らはさらに強圧的な行動に出てくることだろう。


「イザーレさま。領民の間でも様々な噂うわさが流れております。私を含ふくめて、多くはアレスさまが王太子殺害などなさるわけがない、誰だれかに陥おとしいれられたのではと考えておりますが……中にはそうではないと考える者もおります」


「つまり、アレスさまが野望に駆かられて本当に王太子を殺害し、姿をくらましたのではないかということだな？」


「恐おそれながら」


「やむを得まい。事実、アレスさまは申し開き一つせず逃げ回っているのだからな」


「今必要なことは、アレスさまが姿だけでもお見せになることだと思いますが……一体アレスさまはいずこにおられるのでしょう？」


「それが、わしにも分からぬのだ」


「なんと……」


　意外な返事だった。ヴェリックとしては、アレスはイザーレと何か示し合わせた上で姿を消し、どこかで真実を明らかにするために戦ってるのではないかとさえ考えていたのだ。


「一体アレスさまに何があったのでしょうか？　まさか、すでに王族殺害の罪で秘密裏りに処しよ刑けいされたとか……？」


「安心するがいい、あの剣だけが取とり柄えの若造が殺されるなどということは有り得まい。恐らく事はそう深刻ではないはずだ」


「深刻ではないと……!?　もう半月以上も行方が分からないというのにですか？」


「そうだとも。アレスさまは戦いで他者に後おくれを取ることはない。もし本気で容疑を晴らすつもりならば、単たん騎きで王城に乗り込んで下手な弁明をするぐらいのことはしておるだろう。しかし、アレスさまは完全に世間から姿をくらましてしまった。これはもう考えられることは一つしかない」


「そ、それは……？」


「考えてみろ。難しいことではない」


　言われた通り、ヴェリックはしばし考え込んだが、あれほど勇ゆう敢かんで強かったアレスが姿を消す理由など、とても考え付かない。


「分からぬか？　では考える手がかりをやろう。おまえは──いや、多くの者たちはな、アレスさまを英えい雄ゆうだと、決して過あやまちなど犯さぬ完かん璧ぺきな超ちよう人じんだと考えているから分からぬのだ。よいか、どれだけ華はな々ばなしい戦功を立てようと、アレスさまはあれでまだ十八歳の若造に過ぎぬのだ。ヴェリック、おまえも十代の頃ころにこう思ったことはないか？　すべてを捨てて逃にげ出したいなどと思ったことは」


「は……」


　ある。あるに決まっている。農村に育った少年ならば、誰もが一度は思うことだ。ヴェリックが行商人になったのもまさしくそう考えた結果なのだ。若いころ、代わり映ばえのしない農村の生活に飽あきたヴェリックは村を飛び出し、そして様々な苦労を重ねて商人になり、村へ戻もどってきたのだ。


「ま、まさか！」


　ようやくヴェリックは、イザーレの言わんとするところを察した。


「つまり、アレスさまは……家出したのだと？」


　イザーレは笑った。


「そうだとも。アレスさまはこれまで国のために尽つくしてこられ、国中から称しよう賛さんの声を受けていた。それが今度は急に手のひらを返され、王太子殺害などという容疑をかけられ国中から非難の声を浴びせられれば、どうなるかな？」


「……な、なるほど、すべてを放り出して逃げ出したくもなるかもしれません」


　ヴェリックとて、養うべき家族がいても、なお逃げ出したいと思ったことはあるのだ。ましてアレスはまだ十八歳。国でも何でもいい、信じていた何かに裏切られれば、家出──とは言わないが、逃げ出したくなったとしてもおかしくはない。


「アレスさまは真面まじ目めすぎるお方であったからな、いつかはこんな日も来ると思っておった。若造の尻しりをぬぐうのは昔から年長者の義務だ、今いま更さら怒おこる気にもなれん。とはいえ、いつまでも家出されていては困るし、そろそろ捜さがし出さねばなるまいて。今も従者のガルムスとレオンが捜しに行ってるのだが、吉きつ報ぽうは何もない。そこでだ、ヴェリック。おまえにも捜そう索さくを手伝って欲しいのだ」


「私に……ですか？　ですが、私など身分も不確かな無学の田舎者にございます。もっと他に適任者はおりましょう」


「そう謙けん遜そんせずともよい。北の傭兵との戦でアレスさまが活かつ躍やくできたのは、おまえの助力あってこそとレオンも言っておった。それにな、今外に駐屯している近この衛え騎き士しどもが我らに手を出さないのは、我ら家臣も主がどこで何をしているかまったく分からないと主張しておるためだ。分かるか？　これがどれほど微び妙みような状じよう況きようにあるのか」


「……はあ、なんとなくは」


　ヴェリックは自分が選ばれた理由を察した。


　たとえば、従者は常に主と共にあるものなのだから、レオンや話に聞くもう一人の従者ガルムスなら、この地にいなくともそう不ふ審しんがられることはないだろう。しかし、それでも多くのアレスの家臣がこの地からいなくなれば、領主と示し合わせて逃げ出したのではないかと、近衛騎士たちの余計な猜さい疑ぎを買うことになりかねない。


　もし近衛騎士たちがその気になれば、こんな小さな町などいつ焼き払はらわれても不思議ではないのだ。イザーレとしても、今は目立った動きは取り辛づらいということだろう。


「この町に移住してきたばかりの私ならば素す性じようも知られておらず、自由に動くことができる──と、そういうわけですね？」


「そうだ。それに人捜しとなれば、武人より商あきないの心得のあるおまえの方が適任だろう。どうだ、引き受けてくれぬか？　もちろん馬も路銀も用意するし、おまえの家族にも不自由はさせぬ」


　ヴェリックの考えは決まっていた。今家族が平和に暮らしていられるのは、すべてファノヴァール家の、アレスのおかげである。そのアレスの力になれるのなら、喜んでこの身を捧ささげるべきだろう。それにあの英雄の役に立ちたいという思いもあったし、何よりヴェリックの家族は一度故郷を失い、ようやくここに安住の地を得たのだ。新たな暮らしを守るため、自分にできることがあるなら、何も躊ちゆう躇ちよはいらなかった。


　かくして、ヴェリックは次のように返事することとなる。


「分かりました、微び力りよくながらお手伝いさせて頂きます」
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　こうして始まったヴェリックの新たな旅路であったが、それは雲を摑つかむようなものだった。広大なベールセール王国から、たった一人の人物を捜し出すというのだから。


　まずヴェリックは、城じよう塞さい都市オルガスタの酒場において、旧知であったアレスの従者レオンと再会した。


「お久しぶりです、レオンどの」


「その節は世話になった。今回もアレスのことで面めん倒どうをかけることになりそうだが、よろしく頼む」


　見た目の子供っぽさを無理に否定するような大人びた口調はそのままだったが、最後に会ってからまだ半年も経たっていないというのに、レオンは前よりいくらか大人びて見えた。アレスのことを含め、色々と苦労を重ねているためだろう。


「紹しよう介かいしておこう。ガルムスだ」


　そう言ってレオンはすでにテーブルについて大きなジョッキで酒を飲んでいたドワーフを紹介した。


「あなたがガルムスどの……ですな？　お話は伺うかがっております」


「うむ。お主がヴェリックだな、わしも話には聞いておる。我が主が世話になったそうだな」


　ドワーフを見かけたことは何度もあるが、直じかに接したことはない。それにしても、自尊心の高さで知られるドワーフが人の下で働くことなどまず有り得ない。そのドワーフを従者にしているとは、つくづくアレスとは型破りな人物であった。


　と、ヴェリックはガルムスの隣となりにやけに大きな荷物があることに気付いた。麻あさ袋ぶくろに入れられたそれは、樽たるのような大きさがある。旅装にしては、いささか大きすぎる。


「それは……？」


「気にするな。ただの荷物だ」


「は、はあ」


　ヴェリックとしてはさらに気を引かれる答えであったが、ガルムスにはそれ以上答える気はなさそうだった。これ以上問い続けたところで無む駄だだろうと悟さとり、本題へと移る。


　まず必要なことは、アレスの行動について分かっている限りの情報を得ることだった。


「さて、では本題に入りましょう。まずアレスさまが最後に目もく撃げきされたのは今より半月近く前のことであり、それ以後一切新しい情報はない……ということでいいんですね？」


「そうだ」レオンは頷うなずいた。「最後に目撃されたのは、王国軍の陣じん地ちで王太子が殺害されたときだ。そのときアレスは王太子の傍そばにいた上に、王太子殺害に使われたのはアレスの使っていた剣らしい。その上、アレスは言い訳一つせず逃げ出したそうだ」


　そう語る彼の機き嫌げんはすこぶる悪そうだった。忠誠の対象である主が逃げ出したとなれば、無理もないかもしれないが。


「わしらもこの半月、方々を捜したが、手がかり一つ見つからん。まあ、アレスが処刑されたという話も聞かんからまだ悲観することはないだろうがな。しかしこの広い王国で騎士一人見つけるのはいささか難しいわい」


　ガルムスはぼやくように言った。ヴェリックも同感だった。まして競争相手がベールセール王国そのものとなれば、たった三人にできることなどたかが知れている。


　それゆえに、ヴェリックは旅の道すがらこう考えていた。自分はアレスという人物と接し、その為人ひととなりを多少なりとも知っている。それに、アレスのことを自分より知っている二人の従者からも情報を得ることができる。もし王国に先んじてアレスを見つけられる可能性があるとすれば、アレスの性格からその旅路を予測することに賭かけるしかない──それがヴェリックの結論だった。


「一つ一つ考えていきましょう。まず、あの騎き士し道どうと忠誠心の塊かたまりのようなアレスさまが王太子を殺害することなど考えられません」


「もちろんだ。大方、王太子殺害の容疑をかけられた──いや、そう嵌はめられたのだろうよ」


　ガルムスの口調は主のことなどまったく心配していないとでも言いたげな、平然としたものだった。まるでイザーレのようである。アレスの名を口にする度たびに腹立たしげなレオンとは対照的だった。


　さらにガルムスは続けた。


「となると、アレスが何も言わずに姿を消した理由も分からなくはない。まず第一に、あやつは戦いならば右に出る者は皆かい無むだが、口下べ手ただ。王太子殺害の容疑をかけられ、自分の弁護が出来ずに逃げ出したというのはありそうな話ではないか」


　言葉は乱暴だったが、主をなじっているという印象は受けない。やはりイザーレと同じように、若造の主が家出したとでも考えているようだ。


「だが──」とレオンが語を継ついだ。「アレスの性格を考えれば、身の潔白を証明するためにすすんで人前に出ようとするはずだ。にもかかわらず、アレスがどこかで姿を見せたという話はまったく聞かない。一体どういうことなんだ!?」


　レオンは苛いら立だたしげにテーブルに拳こぶしを叩たたきつけた。食器類が派手な音を立てたが、酒場の喧けん騒そうに紛まぎれて注目を集めることはなかった。


「いくつか考えられる要因はあります」とヴェリックは言った。「まず第一に、まったく弁護の方法が見つからないほどの、動かしようのない王太子殺害容疑をかけられてしまったとアレスさまが考えた場合です。そうなれば人前には出られないでしょう」


「それはそうかもしれない。だけど、イザーレ辺りに相談しに行くぐらいのことはできるはずだ」


「そうすることでイザーレさまに迷めい惑わくがかかるのではとアレスさまが考えたのだとしたらどうです？　事実、現在レストニア領には王国が派は遣けんした近衛騎士が駐ちゆう屯とんしています。もし下手にアレスさまがレストニア領に姿を現せば、大変なことになっていたでしょうし」


「あるいは、こうも考えられる」と、ガルムスも言った。「アレスの王家に対する忠誠心は絶大なものがあった。それゆえ、王太子を守ることができなかった自分を責め、自信を喪そう失しつし、世間から姿を消したのではないか？　特に王太子はあのクラウディアの兄に当たる。それが守れなかったとなれば、クラウディアに合わせる顔などないと考えて逃げ出したとしても不思議ではない」


「そんな馬ば鹿かな！　僕はそんな情けない男の従者になった覚えなんてないぞ！」


　レオンは怒いかりを隠かくせない様子だった。


　アレスより若い彼には理解できないのかもしれない。人は誰でも、一度や二度は逃げ出したくなることもあるのだと。レオンにそのことを説明してもよかったが、今はアレスのことに話を集中すべきだった。


「では、結果的にアレスさまが世間から姿を隠さねばならなかったのだとして、今どこで何をしているのでしょうか？　まさか世をはかなんで自殺、なんてことはないでしょうが」


　レオンは笑った。


「自殺か。アレスのことだ、自分で死ぬぐらいなら、ある日突とつ然ぜん王都に現れて無実を主張した挙あげ句くに憤ふん死しとか、それぐらいのことはするはずだ」


「あの堅かた物ぶつならば、有り得ぬ話ではないのう」


　レオンは本気のようだが、ガルムスは冗じよう談だんとして受け取ったらしい。笑いながら応じる。


　ヴェリックとしてもガルムスに同感である。アレスを英えい雄ゆうとしてではなく、十八の若者と考えれば、そこまで大それた行動が取れるとは思えなかったのだ。


「では仮にまだ生きているとすれば、衣食住をどうしているのかということになります。たとえば、どこかの貴族に匿かくまわれてるというのはありそうですが」


「それはないだろうな」とガルムスは否定した。「誰だれかに匿ってもらえば、その者に大きな迷惑をかけることとなる。アレスがそれをよしとするとは思えん」


「では、どこかの山奥でひっそりと一人で暮らしていたりするのでしょうか？　旅に慣れたアレスさまならばそれも充じゆう分ぶん可能でしょうし、そう考えれば王国ですら未いまだアレスさまを捕つかまえられていない理由にもなりますが」


　ヴェリックがそう言うと、「アレスはそんなに情けない男じゃない！」とレオンは不満げに唇くちびるを尖とがらせ、腕うでを組んだ。


「アレスがその気なら、貴族や隊商に護衛として雇やとってもらえばいい。アレスの腕なら簡単だろうし、あるいは誰にも仕つかえず遊ゆう歴れきの身になっている可能性もあるだろう」


「さてな、素性不明の強い武人がいる──などという情報が流れれば、アレスの居場所などとうの昔に判明しているはずだ。それにアレスは体だけが取り得だからな、その気になれば、どんな肉体労働でも食い扶ぶ持ちを稼かせぐことぐらいできるだろうよ」


「確かに……。戦後の復興期である今なら、尚なお更さらその可能性はあります」


　結果的に、ヴェリックがもっとも可能性が高いと考えたのは、ガルムスの主張した、アレスが武人以外の形でどこかで働いているという推測だった。


　アレスが世捨て人になっているという可能性もありそうなものだったが、これについてはそうなっていないよう祈いのるだけだった。何しろ山奥で一人暮らししているとなれば、王国もアレスを捜せないだろうがヴェリックたちとしても捜しようがない。


　こうしてヴェリックの行動方針は決まった。


「分かりました。このオルガスタは商業の中心地です。そういうことなら、試ためしに商人たちに情報を流してみましょう。闇やみ雲くもに捜すよりはマシかと思います」





　……この後、オルガスタの商人たちの間で、次のような情報が流れることとなる。


　とある貴族が、鉱山開発に乗り出そうとしており、頑がん健けんで働き者の人員を求めている。ただし、短期間で成果を上げるため、選えり抜ぬきの人員を集める必要がある。よって希望者の採用は行わず、他た薦せんのある者のみを採用する。ついては、適切な人員を紹介してくれた者、あるいはその情報を提供した者にも多額の報ほう酬しゆうが支し払はらわれることとなるだろうと。


　多少の胡う散さん臭くささはあったが、他人を推すい薦せんするだけで金がもらえるとあって効果は大きかった。翌日から情報は大量に提供され、ヴェリックら三人は確かく認にんのため東とう奔ほん西せい走そうすることとなるのである。
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　アレスは、すでに日課となりつつある土木作業に従事していた。場所は、集落から少し離はなれたところにある街かい道どうである。


　大雨の影えい響きようで小さな土ど砂しや崩くずれが起き、街道が塞ふさがってしまい、その復旧作業にゼードルが奴ど隷れいの労働力を提供したのである。


　馬に乗った一人の行商人がふらりとやってきたのは、アレスがいつものように黙々と土木作業を行っていたときのことだった。


　それだけならば決して珍めずらしい光景ではなく、アレスも気にすることはなかっただろう。


　だが、その行商人はただの通行人ではなかった。普ふ通つうの通行人であれば、奴隷という存在に少々の哀あわれみか、あるいは少々の侮ぶ蔑べつの混じった好こう奇きの目を送りつつも、そそくさとその場を去っていくものである。しかしその商人だけは、その場に留とどまって動く気配がなかったのだ。


　どうしたのかと、アレスは思わず作業の手を止めてそちらの方を見やった。


「あ……」


　商人と目が合う。そして、その商人が自分の知ち己きであることに気付く。


　ヴェリック。忘れもしない、北の傭よう兵へいとの戦いの最中に出会った案内人である。


「さ……捜さがしましたよアレスさま！」


　ヴェリックは慌あわててアレスの傍に近寄ってきた。その声には抑おさえきれぬ興奮が混じっている。


　アレスとしては、返す言葉もない。


「……何を言っているのか分かりません。人ひと違ちがいではありませんか」


　顔を伏ふせてそう返すしかなかった。だが、考えてみれば声を出した時点で失敗だった。


「何を仰おつしやるのです！　その声、そのお姿、間ま違ちがいなくアレスさまではありませんか！　一体なぜこのようなところに？　それにその首輪……なぜ奴隷などに身をやつしておられるのです!?」


　アレスには何も言えなかった。もう自分はアレスさまなどと呼ばれる立場にはない。すべてを投げ出し、すべてから逃げ出した卑ひ怯きよう者、それが自分なのだ。自分のことなど放っておいて欲しかった。


　助け舟ぶねは、意外なところからやってきた。


「なんだ貴様！　勝手にうちの商品に話しかけないでもらおうか！」


　ゼードルの部下であった。


　周囲の奴隷たちが思わず体をびくりとさせるような怒ど声せいである。ヴェリックがごく普通の平民であれば、この時点で恐きよう怖ふに駆かられて逃げ去っていたかもしれない。


　しかし、ヴェリックはあの傭兵との戦いを共に生き抜いた猛も者さである。怒鳴りつけられた程度では微み塵じんも動どう揺ようは見せなかった。


「これは失礼しました。私はヴェリック、見ての通りただの行商人にございます。商品と仰られましたな？　実はこちらの奴隷を気に入りましてね、少し商いの話をさせて頂けませんか？」


「……む。少し待ってろ」


　商いの話を持ち出されれば、彼らゼードルの部下たちに逆らうことはできない。男は渋しぶ々しぶゼードルを呼びに行った。


　この頃ころになると、何事が生じたのかと、周囲の奴隷たちもアレスに視線を集めつつあった。その中にはもちろんリィズやテッドの視線も含ふくまれている。


「部下が失礼をいたしました、私の名はゼードルと申します。私の奴隷をご所望とのことですが」


　さすが商いの心得はわきまえているのだろう、ゼードルは普ふ段だん奴隷と接しているときからは想像できないほど腰こしを低くしてヴェリックに接した。


「ええ。知り合いの貴族が今、鉱山開発のための人員を求めておりましてね。こちらのような奴隷を捜していたのです」


「これはお目が高い。こちらの奴隷はクレスと申しましてな、ご覧の通り若く頑がん強きようで、よく働きます」


「はあ、クレス……ですか」


　アレスにとっては偽ぎ名めいを使っていることが露ろ見けんした瞬しゆん間かんである。なんともいえない居い心ごこ地ちの悪さがあったが、ヴェリックは何も言わなかった。


「それで、いかほどで売って頂けるのでしょうか？」


「さてさて……そこは商売ですからな。そちらこそ、一体いかほどならお買い上げ頂けるのでしょう？」


「はて。こういう場合はまず売り手から値段を提示して頂けるものと思いますが？」


「ただの奴隷をお買い求めとあればその通りですが、何しろこちらの奴隷は稀まれな掘ほり出し物ですからな」


　武人であるアレスは知る由よしもなかったが、このとき二人の商人の間では目に見えぬ盛大な火花が散っていた。ヴェリックはどれだけ吹ふっかけられてもアレスを買うつもりであった一方、クレスという奴隷が只ただ者ものではないと察していたゼードルは、クレスの価値を測りかねており、容易に自分から値を言うべきではないと判断していたのである。


　だがその駆け引きも、アレスの次のような言葉で終わりを迎むかえることとなる。


「ヴェリック。私はこのままでいい。無む駄だに金を使う必要はない、もう私のことは放っておいてくれ」


　やはりアレスは知る由もなかったが、その言葉によってゼードルは、あらためてクレスがただの浮ふ浪ろう者しやの類ではないと悟さとったのである。ヴェリックという商人は、恐おそらくどれだけ吹っかけられてもクレスを買うつもりだろう、これは後々金になる──ゼードルはそう考え、さらに値を吊つり上げるため次のように提案することとなる。


「本人がこう言っているとなれば、無理に売りつけることはできませんな。私は奴隷商人ではありますが、奴隷の権利をすべて踏ふみにじるほど悪人ではないつもりでおりますので」


「……分かりました。ではせめてこれを受け取って頂きたい」


　ヴェリックは皮かわ袋ぶくろから銀貨を取り出しゼードルに渡わたした。


「これはいかなる代金ですかな？」


「クレスを一刻（約十五分）ほどお貸し頂きたい。これはその賃料です」


「生あい憎にくですが、一人の奴隷にだけそのような特とく別べつ扱あつかいをすることはできませんな。それでは他の奴隷に示しがつきませんし、何よりクレスのためになりませんので。他の奴隷全員に同じ対応をなされるなら話は別ですが」


「……分かりました」


　銀貨をさらに数枚ゼードルの手のひらに載のせる。


「一刻だけあなたの所有するすべての奴隷に休きゆう憩けいを与あたえて頂きたい。それでどうでしょうか」


「そういうことでしたら拒こばむ必要はありませんな」


　ゼードルは振ふり返って叫さけんだ。全員休憩だ、奴隷には水でも飲ませてやれ──と。


「では、ごゆっくりと。クレス、くれぐれも粗そ相そうのないようにな」


　ゼードルも去り、その場に二人残される。


「アレスさま……」


「……今の私の名はクレスだ。それ以上話したいことはない」


　もう誤ご魔ま化かせるとはアレスも思っていなかった。ただ、もう自分は以前の自分とはまったく違ちがうのだということを知って欲しかった。


「……一体何があったのです？　王太子殿でん下か殺害の話は聞いています。しかし私も、あなたの従者たちも、そしてあなたの領民も、あなたが真犯人だなどと思ってはいませんよ」


「…………」


　そういうことではない。いや、それも確かに要因の一つではあったが、それだけではないのだ。


　しかし、なんと説明すればいいかはアレス自身にも分からず、結局口ごもってしまう。


　と、そのとき。


　首輪をした小さな少女が、アレスの元へ駆け寄よってきた。


　リィズである。どうしたの──と言いたげに、不安げにアレスを見上げる。


　アレスはその小さな体を抱だき上げた。


「何でもないよ。どこにも行ったりしないから、安心してくれ」


「アレ……いえ、クレスさま。その子は？」


「……私の事はもう放っておいてくれ。私はこの子を守らなければならない。今の私にできることは、それだけなんだ」


「事情は分かりませんが、必要ならその子もあなたと一いつ緒しよに買い上げ、自由の身にできるでしょう。それでも私と一緒に来ては頂けないのですか？」


　その発想はアレスにもなかったようだ。


　はっとしたように少女の顔を見る。


「……そうか。私のことはともかく、この子だけならそうしてもらった方が──」


　と、言いかけたときだった。


「……！」


　リィズがアレスの体にしがみつき、嫌いや々いやと首を振ったのだ。今にも泣き出しそうな顔をしながら。


　慌ててアレスはその頭を撫なでた。


「いや、そうか、分かった。おまえが嫌ならそれでいい」


　どうにかリィズをあやすと、あらためてヴェリックに向き直る。


「ヴェリック、見ての通りだ。私はもう誰だれの力にもなれない。この子とも離れられない。だから……もう私のことは放っておいてくれ」


「……分かりました。今日のところは出直すとしましょう。ですが、また顔を出すことはお許し願いたい」


「……私に何も言う権利はない。私は一いつ介かいの奴隷に過ぎないのだからな」


　ヴェリックは一礼してその場を去った。





　　　　　◆





　アレスの元を去りながら、ヴェリックは一人呟つぶやくこととなる。


「一体、あなたの身に何があったというのですか……？」


　どうやらアレスの心が負った傷は、思っていたより深いらしい。これでは、たとえ無理に連れ戻もどしても何も解決しないだろう。


　とにかく、アレスを見つけるという当初の目的は果たせたのだ。後のことは、自分よりアレスのことをよく知っているイザーレやガルムスに任せるべきだろう。


　それに、望みはまだあるように思えた。もう一度後ろを振り返る。視線の先にはあのリィズという名らしい少女を不器用そうにあやしているアレスの姿があった。


　二人の間にどういった経けい緯いがあったのかは分からない。それでも、小さな子供を決して見捨てようとしないのは、ある意味アレスらしいと言えるではないか。


　ヴェリックは、再び先ほどの奴ど隷れい商人ゼードルの元へ向かった。


「どうやら、クレスとの話し合いは済んだようですな？」


「ええ。残念ですが、今日のところは引き下がることとします」


「そうですか。ではあなたにぴったりの商品があるのですが、お買い上げ頂けませんかね？」


　ヴェリックはその言葉の意味を図りかねた。まさか自分がアレス以外の奴隷を求めているとでも思われたのだろうか、と。


「どういった商品でしょうか？」


「今後の我々の予定が書かれた羊皮紙です。今なら銀貨五枚にしておきましょう」


「…………」


　恐ろしく抜ぬけ目のない商人であった。また自分がアレスに会いに来るであろうことを完全に予想している。


　買わないわけにはいかないし、銀貨の五枚ぐらいもちろん持ってはいる。だが、それはイザーレから渡されたレストニア領民の血税である。無駄にはできないし、何より一商人として相手の言い値で物を買うようなことはできない。


「銀貨一枚ならば買いましょう」


「おやおや、あなたはいささかこの商品の価値を見誤ってませんか？　せっかく見つけた奴隷を買う機会を永遠に失ってしまいますよ？」


「それはお互たがいにとって真に残念な話ですね。そのときはあなたも貴重な顧こ客きやくを一人失うことになるのですから」


　二人の間に、商人にしか見えない火花が散る。


　この後、結局ヴェリックは銀貨二枚での取引を成立させることとなる。





　　　　第三章　従者たち　二
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　レオンが初めてアレスと出会ったのは、故郷ガザーブ領でのことである。


　父が領民に対して圧政を敷しき、私腹を肥やしていたとき、突とつ然ぜんやってきたのがアレスであった。そしてアレスは、レオンはもちろんすべてを文字通り叩たたきのめして去っていった。


　それ以後父は圧政をやめざるを得ず、そしてレオンもまた己おのれの未熟さを思い知らされたのである。それまでは狭せまい田舎いなかということもあって、レオンは自分の剣けんの腕うでが相当なものだと自うぬ惚ぼれていた。他の騎き士しに劣おとるものがあるとすれば、それは若さゆえの体格ぐらいのものだろうと。まさに井の中の蛙かわずのごとき状態にあったのだが、その自信はアレスによって木こっ端ぱ微み塵じんに打ち砕くだかれたのだ。


　そのときレオンは、まず悔くやしさとそして嫉しつ妬とのような感情を抱いだいた。


　そして次にレオンがアレスと出会った──いや、アレスを目もく撃げきしたのは、レオンが反乱軍に身を投じていたときである。


　その頃ころの自分を思うと、いささか気き恥はずかしくなるときもある。アレスにあって自分に足りないもの──それは実戦経験ではないかと考え、故郷を飛び出し、志願兵として反乱軍に飛び込んだのだ。


　そしてレオンは反乱軍の一兵士として、アレスの人並み外れた強さをあらためて思い知らされた。もはやとても自分の敵かなう相手ではないと。


　だからこそ、次にレオンはアレスの従者になることを選せん択たくしたのだ。そうすればアレスの強さの秘密を知ることができるかもしれない。そして、いつか再び勝負を挑いどみ、今度こそアレスを負かし、つけ加えるならそのときこそアレスの義ぎ妹まいにしてレオンの命の恩人であるエレナに求きゆう婚こんしようかとさえ思っていた。


　だが、決してそれだけではなかった。レオンはアレスの強さに何度も嫉妬した一方で、別の感情をも抱くようになっていた。それは憧どう憬けいと呼ばれるものである。


　常に軍勢の先頭を切って戦い抜くその勇姿、何人にも負けぬその強さ、いずれも一武人として憧あこがれを抱かずにはいられなかったのだ。そして自分がそんなアレスの従者でいられることに──レオンとしては素直に認め難いことであったが──ある種の幸福を感じてもいた。それに、ヴェリックを含ふくめアレスに魅せられた者の多くがそうであったように、アレスが今後何をなしていくのかということに期待もあった。


　憧憬、嫉妬、期待。もともとレオンのアレスに対する心境は極きわめて複雑だった。それゆえ、アレスが姿を消してからのレオンの心境はさらに混こん沌とんとしていた。アレスがすべてを投げ出して逃にげることなど有り得ない。ではなぜ姿を見せないのか。そんな思いがぶつかりあっていたのである。


　だからこそ──だからこそ、ヴェリックに案内されてその光景を目にしたとき、レオンは失望を通り越こして絶望すら感じた。


「本当なのか。本当にあれが、アレスなのか！」


　首には首輪を付けられ、黙もく々もくと城じよう壁へき修理に使う石材を運んでいるアレスの姿。それはレオンが抱いていたアレスへの憧憬を根本から打ち砕くほどの衝しよう撃げきがあった。


「何をやってるんだアレス！　この大変なときに！」


　いてもたってもいられず、駆かけ寄ってその胸むな倉ぐらを摑つかみ上げる。


　アレスは突とつ然ぜん現れたレオンに驚おどろいたようだったが、すぐに顔を背そむけた。


「……どこの誰だか知らないが、放してくれないか」


　いかなる障害にも負けないであろう強い光を放っていたアレスの目は伏ふし目めがちで、声にも以前のような芯しんの通った張りがない。


「ふ、ふざけるな！」


　頭に血が昇のぼったレオンは、思わずアレスの体を突つき飛ばした。アレスは受身も取らず、無様に尻しり餅もちをつく。


「何をなさるのですか騎士さま！　うちの商品に手を出さないでくだせえ！」


　奴隷たちの監かん視し役であろう、すぐに鞭むちを持った男が飛んでくる。


　レオンは数枚の銀貨を男に投げつけた。


「話は聞いている、それだけあれば奴隷を一人借りるには充じゆう分ぶんだろう！」


「……へ、へえ」


　男を黙だまらせておいて、アレスの胸倉を再度摑み上げる。


「一体何のマネなんだこれは!?　いや、人の目を欺あざむくために、わざとそんな芝しば居いをしてるんだろう!?　そうだと言ってくれアレス！」


「……今の私の名はアレスじゃない。もう放っておいてくれ」


「！　一体いつまでふざけているつもりだ！」


　レオンは拳こぶしを振ふり上げた。眼を覚まさせてやろうと、渾こん身しんの力を込める。


　だが、拳を叩きつけることはできなかった。意外なところから阻そ止しされたためだ。


　腰こしの辺りを、弱い力で引っ張られていた。何かと視線を下ろすと、小さな女の子がしがみついている。


「な、なんだ……？」


　レオンが意表を突かれていると、少女はレオンとアレスとの間に割って入り、大きく両りよう腕うでを広げた。


　なぜか少女は一言も言葉を発しなかったが、何を言わんとしているかはなんとなく分かる。この人を虐いじめないで──ということだろう。


　その瞳ひとみは恐きよう怖ふに揺ゆれ、体も震ふるえている。そんな少女を見ていると、まるで自分の方が悪人のように思えてくる。レオンは振り上げた拳を下ろさざるを得なかった。


「リィズ、おまえは下がっていなさい」


　アレスが少女に声をかけ、その小さな体を引き寄せた。


「お主も落ち着かんか。殴なぐってどうなる問題でもないだろう」


　レオンにもそう野太い声がかけられる。


　その声の主が誰だれだか分かったのか、アレスの顔にわずかながら動どう揺ようが見て取れた。


「ガルムス……か？」


「久しいな、我が主あるじよ」


　武骨なドワーフが姿を現す。


　二人の間に、無言の時が流れた。


　それはアレスの従者になってまだ日の浅いレオンにはない、二人の深い絆きずな、あるいは因いん縁ねんがあることを示すものだった。





　　　　　◆





　レオンとガルムス、そしてアレスと名も知らぬ奴ど隷れいの少女の四人は、車座になって腰を下ろしていた。


　騎士と従者が焚たき火を囲んで歓かん談だんというのは珍しくない光景だろうが、このときばかりはそんなのどかな状況ではなかった。三人の誰も口を利きかず、しかも先ほどの少女が子犬のようにアレスに寄より添そっている。


「奴隷商人と話はつけてきました、しばらくは話ができます」


　ヴェリックが戻もどってくる。この時点でレオンとしては憤ふん慨がいしたいところだった。従者が主と話をするのに、なぜ奴隷商人の許可を得なければならないのかと。


「では……さて、何から話したらいいものでしょうか」


　この場の空気のせいだろう、普ふ段だんは話し上手のヴェリックでさえ、どう切り出せばいいか戸と惑まどいを隠かくせないようだった。


「……なぜ、私を放っておいてくれないのだ？」


　それがアレスが発した第一声だった。


「私に何をしろというのだ？　見ての通り、私はもう一いつ介かいの奴隷に過ぎない身だ。何もできないし、何かをしたいとも思わない」


「何をすればいいかって？　簡単なことだ」


　レオンは即そく座ざに返した。


「おまえは僕やガルムスが見込んだ主なんだぞ？　それなのに、突然姿を消したり、王太子殺害の容疑がかけられてるのに申し開き一つしようとせず、挙句の果てには奴隷として逃げ回ってる。こんなこと許せるか、堂々とすべてと戦ってくれ。それでこそ僕たちの主だ」


「……押し付けがましいな。私が何をしようと私の勝手だろう。大体、おまえたちが私の従者になったのもほとんど押しかけだったではないか」


「ふ、ふざけるな！　よくもそんなことを！」


　そんな言葉だけは聞きたくなかった。思わずレオンは跳とびかかろうとしたが、


「まあ落ち着け。熱くなっても仕方あるまい」


　ガルムスに腕を摑まれてしまう。その腕に込められた力は強く、レオンがいくら身をよじってもまったく揺るがなかった。


「くっ、放はなせガルムス！」


「落ち着けと言うておろうが。おまえがいきり立ったところでどうなる状況でもないのだからな」


　レオンとしては、むしろガルムスの落ち着きっぷりこそが腹立たしかった。


　アレスは、「おまえたちは勝手に従者になったのだから今いま更さらどうこう言うな」と、そう言い捨てたのだ。それは確かに否定できない事実ではあったが、だからこそ怒いかりを覚えずにはいられない。おまえは僕たちをその程度の存在にしか見ていなかったのかと。


「アレスさま、ならばむしろ私たちにお教え頂けませんか？」


　ヴェリックが、やはりガルムス同様落ち着いた口調で問う。


「アレスさまの身に一体何があったのです？　なぜ奴隷になど身をやつしておられるのですか？」


　それは確かに疑問だった。


　最後にレオンがアレスと行動をともにしていたのは、〈風の戦いくさ乙おと女め〉たちと共に北の軍勢の撤てつ退たいを見届けるという任にあたっていたときのことである。その折、レオンはアレスとは別行動を取ったことがあったのだが、合流地点に戻ってみればなぜかアレスはおらず〈風の戦乙女〉だけという状況だった。その後いくら捜さがしてもアレスは見つからず、次にその名前を聞いたときには、どういうわけか王太子を殺害して逃げたということになっていたのだ。


「……答えるつもりはない。それに、私自身答えようがない」


　またわけの分からないことを言う。


「ではアレスさま。アレスさまの方に、ご興味はないのでしょうか？　たとえば、今あなたの故郷がどうなっているかについては……？」


　ヴェリックらしい巧たくみな切り込み方だった。その話題について、アレスに興味がないわけがないのだ。アレスは責任感の強い男だ。自分を領主と慕したってくれる領民を見捨てるわけがない。


　しかし、レオンはアレスの返答に再び失望することとなる。


「……私も自分がどのような立場にあるかは分かっているつもりだ。下手に故郷に姿を見せれば、余計な争いを引き起こすことになりかねないということをな。私はこのまま姿を隠し続け、後はイザーレにでも任せておいた方がよほど事はうまく運ぶはずだ」


　それは単なる責せき任にん逃のがれではないかとも思えるが、ある程度的まとを射ているところが始末に悪かった。確かにこのままアレスが世間から姿を隠し続ければ、王国もレストニア領に手出しはしないかもしれない。


「じゃあ、王都は!?」レオンは声を荒あららげた。「王女殿でん下かのいる王都が今どうなっているのか、それも知りたくはないのか!?」


　効果はあったようで、表面上アレスは無言だったが、少しだけその目が動いたのをレオンは見み逃のがさなかった。


　ここぞとばかり、レオンは更に声を荒らげた。


「知らないだろう、今王都じゃな、あのフィリップがすべてを牛ぎゆう耳じっているんだぞ！」


「な、なに……？　あのフィリップが？」


　初めて、アレスが明めい瞭りような興味を抱いだいたようだった。


「教えてやる！　王都の現状をな」


　レオンは語った。この半月の王都の現状を。


　もちろんレオンは王都にいたわけではなく、知っている情報はすべて伝でん聞ぶんである。しかし、それでもフィリップの脅きよう威いを伝えるには充分だった。





　……ベルセルム四世、およびハインツ王太子の国こく葬そうの日──すなわち王国暦れき八十三年第十の月六日。唯ゆい一いつの肉親であるクラウディア王女を差し置いて、葬そう儀ぎの喪も主しゆをフィリップ将軍が務めたことは、王国中に衝撃を与あたえた。フィリップが国王の喪主を務めたということは、フィリップこそが国王の継けい承しよう者となったことの証明でもあったのだ。


　そのことを示すかのように、翌日からフィリップは次代の国王は自分とばかりに権力の掌しよう握あくを始めた。国防、国政を司つかさどる会議には我が物顔で出席し、国王のように意見を述べ、あるいは国王のように結論をまとめる。しかも、国務大臣カルレーン侯こうを始めとした有力者たちも、その行動を掣せい肘ちゆうしようとはしないという。


「それだけじゃない！　フィリップの奴やつ、とうとうクラウディア王女との婚こん姻いんを発表したんだぞ！」


「なん……だと!?」


　これにはさすがにアレスの顔色が変わった。


「そんな馬ば鹿かな、クラウディアさまはエディンバラに嫁とつがれることになっているはず……！」


「状況は変わったのです、アレスさま」と、ヴェリック。「今やクラウディアさまは王家の血を受け継つぐ唯一のお方。他国へ嫁がせるよりも、まず国内の有力貴族と結けつ婚こんさせることで地じ盤ばんを固めようとしているのでしょう」


「いいのかアレス！　あんな奴に、クラウディア王女をくれてやって！」


　クラウディアの名を出せば、アレスも立ち上がるかもしれない。レオンはどうにかアレスを挑ちよう発はつしようとした。


　実際このとき、アレスは多少なりとも感情を露あらわにしていた。だが、すぐにまた落ち込んだように顔を伏ふせてしまう。


「……いいも何も、私にどうこう言う資格もないだろう。それに、クラウディアさまも何のお考えもなくそのような婚姻を受け入れはすまい。クラウディアさまにはクラウディアさまなりのお考えがあったのだろうし、私には何も言う資格はない」


「本気で……本気でそんな風に考えているのか！」


　アレスとクラウディアがただならぬ関係にあるというのは、色々と話を聞いてなんとなく知っている。だがそのクラウディアにさえも、アレスはもう関知しないと言い放ったのだ。レオンが受けた衝しよう撃げきは大きかった。


「アレスよ。お主のことだ、さては例のお触ふれのことを本気にしているのではないか？　王女の名前でお主を捕とらえろという、あれだ」


「…………」


　ガルムスの指し摘てきに、アレスは沈ちん黙もくで返した。


　それでアレスがクラウディアにすら冷たい反応をした理由を察する。


「馬鹿だろうおまえ！　おまえが王族殺しをやらかしたなんて本気で考えてる奴がどれだけいると思ってるんだ！」


「レオンどの、さすがに声が大きいです、少し抑おさえませんと……」


　周囲の奴隷の耳が気になったのか、ヴェリックが小声で囁ささやく。


　だがレオンの知ったことではなかった。こちらに注意を向けている奴隷など、アレスに寄り添っている少女ぐらいのものだし、たとえどこかに聞き耳を立てている奴隷がいようとどうでもよかった。どうせすぐにアレスは奴隷の身分を投げ捨てることになるのだから。


「実際そうなんだろ!?　あんた、ハインツ王太子の殺害なんてやってないんだろ!?」


「……無論だ」


「ならいいじゃないか！　王女殿下だってそれぐらいのこと分かってるはずだ！　それともあんたが忠誠を尽つくしてきた王女は、そんなに頭が悪いのか!?」


　アレスは頭を抱かかえて首を振ふった。


「実際クラウディアさまがどうお考えになられているかなど、おまえにも分かるまい。それに、王太子殿下は私の目の前で亡くなられた。王家に忠誠を誓ちかった私が、王家を守ることができなかったのは明白な事実だ。事の真しん偽ぎがどうであれ、クラウディアさまに合わせる顔はない」


「……くっ！」


　ああ慰なぐさめればこういじける。本当に愛想が尽きそうだった。同じ従者という立場にあるガルムスが、なぜ一度も怒ど声せいを発しないのか不思議で仕方がない。


「では、もう一つ話をさせて頂きましょう」と、ヴェリックが語を継いだ。「フィリップの野心はここにきて明白なものとなり、王都では反発する貴族たちも現れ始めたそうです。しかしフィリップは、その反発を待ち構えていたかのように新たな活動を開始しました。反対する貴族たちに様々な罪を着せ、一いつ斉せいに摘てき発はつ──いえ、粛しゆく清せいを始めたのです。今や王都の広場には、フィリップの専せん横おうに反対した貴族やその一族の死体が並べられない日はなく、人々は皆みな声を潜ひそめて生活しているとか」


　その話はレオンも初耳だった。さすが商人というべきか、どこかで仕入れた情報なのだろう。いや、この際アレスを奮い立たせるためなら噓うそでも関係ない。


　だが、それでもアレスに変化はなかった。


「……その話をして、私にどうしろと言うんだ？」


「！　もう勝手にしろ！　この臆おく病びよう者め！」


　レオンはそう怒鳴りつけていた。人々が犠ぎ牲せいになっているという話を聞かされ、それでもなお動こうとしないアレスに、もはや我が慢まんできなかったのだ。


　形式上とはいえこんな男を主と仰あおいでいたなど、自分の歩んできた道までもが否定されているようで馬鹿らしくなってくる。もう限界だった。これ以上アレスの情けない姿を見てはいられない。レオンは立ち上がると、足早にその場を去った。


「レオンどの！　待ってください、レオンどの！」


　ヴェリックが追ってくる気配があったが、今は構う気にはなれなかった。とにかく一刻も早くアレスが視界に入らないところへ行きたかった。


　やがて誰だれもいない林の中へと辿たどり着いたところで、ようやく足が止まる。


「ま、待ってください、お願いですから……」


　ヴェリックはなおもしつこく追ってきていた。しかし、レオンは振り向く気にはなれなかった。なぜなら、


「泣いているのですか、レオンどの」


　誤ご魔ま化かそうと思ったが、無理だった。右みぎ腕うででごしごしと双そう眸ぼうをこする。


「泣いて悪いか！　僕は、僕は……英えい雄ゆうと呼ばれるに相応ふさわしい男の従者になったんだ！　それなのに……なんだあの醜しゆう態たいは！　あんなの、見ていられるか！　国も、王家も捨てたアレスなんぞくたばればいい！　もうどうにでもなればいいんだ！」


「……お気持ちは私にもよく分かります」


「分かるもんか。大体、僕が怒おこってる理由はそれだけじゃない……！」


　先ほど、アレスと再会したときのことを思い出す。自分がアレスの前に姿を現したとき、アレスは他人のフリさえした。だが、その後でガルムスが姿を見せたときは身分を誤魔化そうともしなかったのだ。


　分かっている。自分はアレスの従者になってからまだ日が浅い。信しん頼らいや絆きずなといったものを得るには、まだ色々と足りないものがあるのだ。ガルムスと同じ対応は望めない。そのことを理解しているつもりではあったが、実際にあのような態度の違いを見せ付けられると忸じく怩じたる思いがあった。


「僕では、まだ駄だ目めなんだろうな」


「……どういうことです？」


「僕では、アレスの助けなんかできないんだ。戦場ではガルムスの方が、戦場以外ではイザーレ辺りの方がよほどアレスの助けになれる。アレスにとって、僕なんてどうでもいいんだ。だから僕が何をしたって、アレスは立ち直ろうとしないんだ」


　考えてみれば、もともと自分がアレスの従者になれたのも、半ば強ごう引いんに押しかけたからだ。そんな自分にアレスが意識を向けてくれる方がおかしい。


「レオンどの、失礼ながらあなたは一つ間ま違ちがっています」


　ヴェリックは力強く言った。


「……違う？　何が違うというんだ？」


「確かにあなたはアレスさまの従者となって日が浅いのかもしれません。ですが、アレスさまがああなっておられるのは、別に日数の問題でも、絆きずなの深さの問題でもないんです。何があったのかは分かりませんが、アレスさまは心を失っておられるのですから」


「心を、失う？」


「そうです。だから何を言ってもアレスさまを奮い立たせることなどできません。あなただけではありません、私やガルムスどのにだって無理でしょう。なぜなら、他人の心は他人の手で取り戻もどせるものではありません、アレスさまご本人の問題なのですから。レオンどのや私たちにできることは、アレスさまが心を取り戻す手伝いをすることだけなのです」


「……心を取り戻す手伝い？」


「そうです。アレスさまの悩なやみはアレスさまにしか分かりません。ですが、私たちにもアレスさまを支えることはできます。そして、支える手は多い方がいい」


「…………」


　分からない話ではなかった。だが、同時に理解したくない話でもあった。アレスはそこまでしてやらねばならないほどのどん底にいるなどと、思いたくはない。


「じゃあ、アレスを支え続けて、本人が立ち直るのを気長に待てと？」


「ええ、そうです。ガルムスどのやイザーレさまも間違いなくそのつもりなのでしょう。実は今申し上げた話の半分も、イザーレさまの受け売りですから」


「イザーレの？　じゃあイザーレは、アレスがああなってるって予想してたのか？」


「ええ。イザーレさまは仰おつしやってましたよ、これほど長くアレスさまが顔を出さないということは、きっと精神的な問題を抱えてるからだろうと。それゆえに、私にあることを一つ頼たのんだぐらいです」


「……どんなことだ？」


「私も面識はないのですが……。ある人を、呼んでくるようにと。その人ならば、アレスさまの支えにはなるからと」


「…………」


　レオンには、年寄りたちの考えることは今一つ分からなかった。ヴェリックやイザーレの言っていることはつまり、今のアレスは人の支えがなければ立つこともできないということである。一人で立ち上がることすらできないような男に何の価値があるのか。


　だが、アレスのことを自分やガルムスよりも知っているのは、恐おそらくイザーレだろう。そのイザーレがそう言っていたのなら、無視はできなかった。


「……分かった。なら一度だけそうしてみよう」


「ありがとうございます、レオンどの」


「別に礼を言われることじゃない」


　レオンはもはや、イザーレやヴェリックほどアレスを信用していなかった。それゆえか、ヴェリックの顔を直視できず、顔を背そむけた。


　アレスの支えとなりうる人物なら、一人だけ心当たりがある。一度だけなら賭かけてみてもいいと、そう思っただけのことである。何より、彼女もアレスの現状を知る権利があるはずだからだ。


　ただし、賭けるのはこの一度だけである。もし彼女を連れてきても、なおアレスが立ち直ることができないのであれば。


　そのときは、身の振り方を考え直す必要がありそうだった。


「待ってろよ、アレスめ」


　心中で呟つぶやく。


　おまえは僕の主あるじなのだ。どんなに形式的なものであっても、一度主従の誓いを結んだ限り、僕の主に相応しい主でいてもらわなければならないのだ。休む暇ひまなどこれ以上与あたえてなるものか。





　　　　　◆





　一方、このとき。


　アレスの元からはレオンが去り、ヴェリックが去り、必然的にガルムスが残された。


　しばらくはお互たがいの間を沈ちん黙もくが支配していた。ただ一人、リィズだけがどうしたのかと二人の間で視線を行き来させているだけである。


「おまえも、私に戦場に戻れと言うのか？」


　いつまでも黙だまっていても仕方がないと、ついにアレスはそう訊たずねた。


「いや、わしはおまえの従者だ。従者が主のやることに口を出す資格などなかろう。お主ぬしの好きにすればよい。レオンにはレオンの考えがあるようだがな」


「……じゃあ何をしにきたのだ、こんなところまで」


「従者は主の元にいるべきだ。他に理由は必要ないだろう？」


　ガルムスらしい理り屈くつではある。そしてガルムスの頑がん固こさを、アレスは誰よりも知っていた。こうなれば、説得しない限り本当に自分の傍に居座るかもしれない。


「ガルムス、おまえにだけは言っておこう。私はもはや戦う力を失ったんだ。十人や百人の敵を前にして、一歩も退ひかなかったときが懐なつかしいな。だが、あれは私の力で戦っていたのではないのだ。今の私にはおまえの主たる資格はもうない。レオンのように私を見捨てて自由に生きればいい」


　ところがガルムスの反応はまったく予想だにしないものだった。


「言いたいことはそれだけか？」


「な、何？」


「お主ぬし、人の言うことを聞いていたか？　理由などない、わしはお主の従者だ、だからお主の傍にいる。それだけのことだと言っただろう」


　これはガルムスなりの気き遣づかいなのだろうか。だが、だとするとアレスには重荷だった。もう自分はガルムスの主となることはないだろう。下手に期待をかけられるより、レオンのように見捨ててくれた方がいっそ気が楽になるというものだ。


「さて──おい、そこの偉えらそうな奴やつ！」


　不意にガルムスは、鞭むちを持った男の一人に声をかけた。


「おまえたちの親分を呼んでこい。話がある」


　見知らぬドワーフに小間使いがやるような用事を押しつけられ、もちろん男は不満そうだった。しかしガルムスの静かな迫はく力りよくに気け圧おされたのか、黙って言われた通りにする。


「何かお話があるそうですが」


　間もなく、ゼードルが場に現れる。


「おうとも。話は大体聞いておる。働き者の奴ど隷れいを捜さがしておるのだろう？　そこで、一人奴隷を推すい薦せんしたい」


「はあ……」


　アレスは内心で首を傾かしげた。ドワーフが奴隷を推薦するなど聞いたことがない。それはきっとゼードルも同様だったのだろう、目を白黒させている。


「いえ、もちろん働き者の奴隷とあれば、是ぜ非ひ推薦頂きたいものですが」


「おう、働き者も働き者よ。それに力もある。並の人間の三倍はよく働くぞい。もっとも、飯の方も人の三倍は食うことになるが」


　アレスは、ガルムスが言わんとしているところを察した。


「ま、待てガルムス。まさかその奴隷というのは……」


「そうだ、わしだ」


「な、何を考えてるんだ！　おまえまで私に付き合う必要はないと言っただろう！」


「うるさいわ。お主にこそわしが何をしようととやかく言う権利もないだろう。わしは好きで奴隷になろうとしているのだからな」


「む、無理を仰られても困ります」と、ゼードルも反論する。「ドワーフの絆の強さはよく聞いております。あなたを奴隷として扱あつかおうものなら、私は他のドワーフに殺されてしまいます」


「ふうむ、なるほど。言われてみればそうだな。ではこうしよう。北の戦が終わったばかりということで、この辺りの治安はかなり乱れておると聞く」


「はあ、確かに」


「では、腕うでの立つ護衛は要いらぬか？　並の人間より十倍は強いし護衛料も必要ない。ただ、飯の方も三倍は食うことになるだろうが」


「……なるほど、悪い話ではありませんな。ですが、並の人間より十倍強いというのはいかがなものでしょう？　少しお力を見せて頂きたいものですが」


「よかろう、ならばおまえの部下を集めよ。何人でもよい」





　……一刻（約十五分）後。そこには地面に転がされて「参った」と連呼する男たちの姿があった。


　かくして、ゼードル率ひきいる奴隷隊商に、一人の同行人が増えることとなったのである。ただの奴隷であるアレスに、抗こう議ぎする権利はもちろんなかった。
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　翌日。アレスたちは土砂で埋まった街道の復旧作業を続けていた。


「ほら、さっさと運べ！　三日以内にここを通れるようにしなきゃならんのだ！」


　鞭を持ったゼードルたちの怒ど声せいばかりが響ひびく中で、アレスたちは木き桶おけに土砂を入れては運ぶという作業を黙もく々もくと行っていた。しかし土砂の山には大小の岩や倒たおれた木が混じり、作業は中々はかどらない。


　リィズも相変わらずアレスの傍そばで、わずかではあるが土砂を運ぶ仕事をしている。少し離はなれたところでは、ガルムスが暇そうに横になっていた。


　それにしても、とアレスは思った。やはりリィズにこのまま仕事をさせるのは問題なような気がしてくるのだ。リィズぐらいの歳なら、もちろん多少の家事は手伝うにしても、もっと好きに遊ぶ権利もあるはずなのだ。それに、声のこともある。妙みような労働を課すぐらいなら、声を取り戻す練習でもさせた方がいいのではとも思うのだ。


　アレスには一つの考えがあった。アレスは昼間はリィズの分まで仕事をしなければならないが、たとえばその間、リィズをガルムスに預けてはどうか。あの髭ひげもじゃのドワーフが遊び相手に相応ふさわしいかは疑問だが、少なくともリィズの安全は間ま違ちがいなく確保できるだろう。それに、確かガルムスには子供がいるという話を聞いたこともある。案外、リィズの世話をよくしてくれるかもしれない。


　問題は、ガルムスに頼み事をする資格が自分にまだあるかということだが、それについては恥はじを忍しのんで頼みさえすれば引き受けてくれるような気もするのだ。


　と、アレスが考えていたときだった。


　背中に何かが当たるのを感じた。ふと見上げると、土砂の山からぱらぱらと小石が落ちてくる。


　どうしたのかと見上げていたその次の瞬しゆん間かん、何かがこすれるような鈍にぶい音が響いた。と同時に、斜しや面めんの一部が滑すべり落ちるように動いたのである。


　それが何を意味するのか悟さとった瞬間、アレスは大声で叫さけんだ。


「逃にげろ！　山が崩れるぞ！」


　地じ盤ばんが安定しないまま作業を続けたためだろう、新たな土砂崩れが起こったのだ。斜面が一気に崩れ落ちる。


　混乱が起こった。奴隷たちはたちまち悲鳴を上げ、我先にとその場を逃げ出した。


「リィズ!?」


　アレスも危険から脱しつつ、リィズの姿を捜した。少し離れたところにその姿を見つける。リィズは突然のことに戸と惑まどっていたようだが、何が起こっているのかは察したのだろう、ちゃんとその場から逃げ出している。


　やがて土砂崩れは収まったようだった。幸いなことにリィズを含ふくめ、巻き込まれた者はいない。


「大だい丈じよう夫ぶか？」


　すぐ傍でへたりこんでいた仲間の奴隷を助け起こしてやる。


「あ、ああ。早く注意してくれて助かったよ」


　だが、その直後。


「危ない！　逃げろ！」


　アレスではない誰だれかの声がした。


　何事かと上を見る。


「なにっ!?」


　視界に飛び込んできたのは、木の葉や土を散らしながら斜面を転がり落ちてくる倒とう木ぼくだった。


　アレスは周囲を見回した。そこにはまだリィズを含めた大勢の奴隷がいる。特にリィズは、その場にへたりこみ動こうともしない。


　どこへ逃げればいいのか分からないのだろう。あんな長い倒木が勢いよく転がってくれば、逃げる間もなくリィズを含めた人々はなぎ倒され、何人もの死傷者が出るに違いない。


「くっ……！」


　このままではリィズが危ない。そう思った瞬間、アレスの体は自然に動いていた。このときアレスの胸中には恐きよう怖ふなど一欠片かけらもない。


「うおおおおお！」


　右みぎ肩かたと両手の三点で、転がり落ちてくる木を受け止めたのである。とてつもない衝しよう撃げきが全身を襲おそった。


「くうう！」


　激痛が体中を駆かけ巡めぐり、思わず力が抜ぬけそうになる。それでも今手をゆるめれば、この倒木はリィズたちを襲うだろう。アレスは腹に力を入れ、全精力を注いで木を支え続けた。


　だが、ふっとその重さが半減する。どうしたのかと疑問を持つよりも早く、力強い声がかけられる。


「よし、アレスよ。一二の三で放ほうり投げるぞ！」


　ガルムスだ。横を見れば、ガルムスが共に丸太を支えてくれていた。


「どうしたアレス！　一二の三だぞ！」


「わ、分かった！」


「よし、行くぞ！　一二の……」


「三！」


　二人の息は正確に合っていた。二人は渾こん身しんの力を込め、木を持ち上げるとそのまま後方へ、リィズたちの向こう側へと放り投げたのである。


「やれやれ。さすがに少しばかり重かったな」


　ガルムスが肩をさすりながら、なんでもなさそうに言う。


　歓かん声せいが上がった。と、同時にリィズが真っ先にアレスの元へ駆けつけてくる。


「…………！」


　泣きそうな顔で、必死に唇くちびるを動かす。自分のことを心配してくれてるのだろう。


「あ、ああ。少し痛むが大したことない」


　どうにかリィズを安心させようとしていると、テッドや他の奴隷、人にん夫ぷたちも次々アレスとガルムスの元へやってくる。


「助かったよ、クレス。借りができたな」


「ああ、あんなの当たってたら骨折じゃ済まなかったぜ」


「しかしすげえな。よくあんなでっかい木を……」


　口々に褒ほめ称たたえてくる。


「い、いや、気にするな。たまたまだ」


　答えになっていない答えを口にするアレスの表情に、喜びはまったくなかった。


　自分の行動で人を救うことができたのだ。少し前ならそれはとても嬉うれしいことだっただろう。だがこの出来事は、アレスにとってある気付きたくない事実を再確かく認にんさせることにもなったのである。


「こら、おまえたち！　怪け我が一つしてないならとっとと仕事に戻もどれ！　時間はもうないんだぞ！」


　そこへゼードルたちがやってきて、鞭むちを振ふりかざし追い散らしにかかる。奴ど隷れいたちはなんと冷たいことかと不満を口にしつつも、仕事に戻っていくしかなかった。ガルムスもまた、用は済んだとばかりに無言で戻っていく。


　そんな中、ゼードルはアレスの傍まで来ると、感心と呆あきれを足して二で割ったような表情で言った。


「やはりとんでもない奴隷だな、おまえは。まあよくやったと褒めてやる。おかげで商売道具を傷つけずに済んだからな」


「……それはよかった」


　アレスはそれだけ言うと、また作業に戻った。
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　この日の出来事は、これで終わりではなかった。


　夕刻のことである。奴隷としての仕事が終わった後、アレスには思わぬ誘さそいが待っていた。


「アレスよ、付き合え」


　腕をがっちりと摑つかまれる。


　ガルムスであった。


「な、何だ、何をする？　早くリィズの元に戻らないと……」


「いいから来い、昼の一件を盾たてに、ゼードルに許可はもらっておる。それにこれはあの子供のためにもなることだぞ」


「…………」


　よく分からないが、ガルムスには昼間手を貸して貰もらった借りもある。無む下げに断ることはできなかった。ましてや、リィズのためと言われればアレスに反論の余地はない。


　リィズにはテッドもいるのだ。少しの間ぐらいならいいだろう。


「分かった、付き合おう。だが、どこへ行くというんだ？」


「黙だまって付いてこい、すぐに分かる」


　ガルムスは、一人ずんずんと森の方へと入っていった。やむなくその後に続く。


　日はすでに傾いていることもあって、森の中は薄うす暗ぐらい。その暗さは、奥へ進めば進むほど増していった。いよいよガルムスが何をする気なのか分からなくなってくる。


　と、ついにガルムスはアレスに背を向けたまま口を開いた。


「アレスよ。一つだけお主ぬしに訊ききたいことがあってな」


「……なんだ？」


「お主がすべてから逃げ出したという理由……。それはひょっとして、お主が得ていた奇き妙みような力と何か関係があるのではないのか？」


　心臓を射い貫ぬかれたような衝撃が、アレスを襲った。


　思わず足が止まる。ガルムスは背を向けていたので、動どう揺ようした表情を見られずに済んだのは幸いだった。


「な、なぜそう思う？」


　かろうじてそう口にすることしかできない。


「わしはずっとお主の従者をしていたのだぞ。誰よりも長くお主の傍そばに居て、何度となく互たがいの斧おのと剣けんとを交えてきたのだ。そのわしが気付かぬわけがなかろう？　お主はドワーフのわしでさえ敵かなわぬ筋力を持ち、後ろから飛んでくる矢を避よけ、あるいは毒入りの酒を回かい避ひし、ついでに言えばよく独り言を言う。とても人間業わざではない。だが、たとえばお主に何かが取り憑ついていて力を貸していたのだと考えれば、すべて辻つじ褄つまが合うのだ」


「…………」


　信じられなかった。ガルムスが、あのパンドラの存在に気付いていたなど。


　いや、確かパンドラの話によれば、ジェレイド辺りもその存在を薄うす々うす感じ取っていたという。ジェレイドに気付けたことが、ガルムスに気付けないとは言い切れない。


　しかし、ガルムスが気付きかけていたというのなら、なぜパンドラは何も注意を喚かん起きしなかったのだろうか。あるいはパンドラは──その黄昏たそがれの主とやらは、すべてを見通す力を持っているらしいが、人の心までは読めないという。つまりこのことは、ガルムスがずっと心中で思っていたことなのだろうか。


　思わずアレスはパンドラとの約束のことを思い出し、背筋に冷たいものを感じた。パンドラはこう言ったではないか。もし我の存在を他言すれば、大事な人の命を奪うばうと。


　だが、ガルムスは自分の推測を言ったに過ぎない。これは約束を違たがえることにはなっていないはずだと、どうにか自分を納得させる。


　アレスが黙り込んでいると、ガルムスは続けた。


「実を言うと、そのことに気付いたきっかけはもう一つある。わしはな、アレス。レオンが話題にしておったフィリップと、斧を交える機会があったのだ。トゥールスレン城じよう砦さいでクラウディア王女を守るときにな。結局、王女は守り切れなかったが」


　初耳だった。


「そ……それで？」


「フィリップの刃やいばをわしの斧で受け止めたとき、気付いたのだ。お主の剣から受ける衝撃と同じだとな。もちろん技は違うが、剣に込められた力は似通っておった。そう、あれはお主と同じ万ばん人にんを斬きり伏ふせる剣だ。その後、お主が逃にげ出し、対照的にフィリップが台たい頭とうし始めたという話を聞いてな。ぴんときたのだよ。ひょっとしてお主は力を失い、その得体の知れぬ力はフィリップの元へ行ったのではないかとな。それゆえにおまえは戦えなくなり、逃げ出したのではないのか……とな」


「…………」


　アレスは驚おどろきのあまり声も出せなかった。ガルムスの推理の鋭するどさもそうだったが、もう一つ、自分の元を離はなれたパンドラが、フィリップに力を貸しているというその推測に。


　だが、確かにそう言われれば納得はできる。すべてを見通すパンドラの力を躊ちゆう躇ちよなく悪用すれば、権力の掌しよう握あくなど簡単なことだということを一番知っているのはアレスである。


　パンドラが自分の元を離れたその直後のフィリップの台頭。充じゆう分ぶん考えられる話ではないか。


「どうなのだ、アレス。わたしの推測は誤っておるか？」


　当たっている。だが、そんなこと言えるわけがなかった。


「……私に何かが取り憑いていた？　そんな馬ば鹿かげた話、あるわけがなかろう」


「ふふん、相変わらず噓うそが下手だのう、我が主よ」


　ガルムスは肩を揺ゆらして笑った。


「この大陸は広く、やたらと性格の悪い者がおる。どこかの気まぐれな神がちょっかいを出してくる可能性は否定できまいて。巨きよ人じんと戦ったというお主なら分かるはずだ」


「……おまえが何を言っているか分からん。そう簡単に人に手を貸してくれる神などいるものか」


「そうかもしれぬな。実のところ、一つだけ腑ふに落ちぬことがある。昼の一件を見るに、お主の持っていた怪かい力りきはそのままのようにも見えるのだ。だとすれば、わしはいささか見方を違えているのかもしれぬ」


「…………」


　あらためて、ガルムスの鋭さに驚く。確かに、それはアレスも以前から薄々感じていたことだった。


　リィズを一日背負い続けたとき。大の大人でも運べぬような大きな岩を一人で運んだとき。そして今日の土ど砂しや崩くずれでの一件。


　気付かざるを得なかった。かつてパンドラに与あたえられた力が、未いまだ自分の身に宿っていることに。


　だが、気付きたくなかった。いっそこんな力などなくなっていればとも思う。


「仮に……だ、ガルムス。あくまで仮の話として聞け」


「おう、なんだ？」


「仮に私におまえの言うような何らかの力があったとしよう。だとすれば、私は卑ひ怯きよう者もいいところだとは思わないか？　確かに私は多くの敵を倒たおしてきた。だが、それはすべて他者の力を借りた結果だというのだからな」


　自じ嘲ちようの笑いがこみ上げてくる。


　アレスには、様々な二つ名があった。〈赤の悪あく魔ま憑き〉、〝巨人殺し〟等々……。無数の敵を相手に、大おお仰ぎような啖たん呵かを切ったことも何度もある。自分を相手にするに、それだけの人数で足りるのか──と。


　ところが、それができたのはパンドラという他者の助力があったからなのだ。自分一人では何もできなかった。自分はその程度の存在だったのだ。なぜパンドラは、助言者としての立場と同時にこの卑怯な力も奪っていかなかったのか。いっそ恨うらみたくもなってくる。


　そもそも、力があったところでどうしようもない。戦場を迷うことなく突つき進むことができたのはパンドラの助言があったからこそなのだ。今の自分では、たとえ戦場に出たとしても流れ矢の一本で簡単に死んでしまうだろう。それに、クラウディアの家族を守れず、彼女の信しん頼らいを失ったという事実も変わらない。


　ところが、アレスの心の内を知ってか知らずか、ガルムスは足を止めて振り返ると、なんでもないことのように言った。


「なんだお主。そんなことでずっと悩なやんでおったのか？」


「な、なに……？」


　ずっと悩んでいたことを、そんなこと呼ばわりされ、アレスは怒おこるより先に呆あつ気けにとられた。


「まあよい。お主には色々と言ってやりたいことがあるが……。一つだけわしからも言わせて貰もらうぞ」


　ガルムスは再び背を向けて歩き出した。


「たとえばだ。本当にお主になんらかの入れ知ぢ恵えをしていた余計な悪魔が取り憑いていたとして、お主は戦場における一挙一動に至るまで、悪魔にああしろこうしろといちいち指示されていたのか？」


　口にはできなかったが、それは違う──と内心で答える。パンドラはそれほど親切な存在ではなかった。


「言っておくがな、アレス。毎日のようにお主と訓練していたわしには分かる。お主の剣の太刀たち筋すじ、戦場での立ち居い振ふる舞まい、それはすべてお主の訓練と経験の賜たまものだ。お主から何が失われたかは知らぬ。だが、お主が歩んできた道を否定することは出来ぬぞ。それはお主とわしとで作り上げてきた結果だからだ。お主が否定しようとわしが肯こう定ていする。それだけは覚えておけ」


「…………」


　アレスは何も言えないでいた。目の覚めるような衝しよう撃げきがあったからである。


　アレスには、これまでの戦いを生き抜ぬいてこられたのは、すべてパンドラの力があったからこそという思いがあった。何なん人ぴともおよばぬ怪力と、絶対に死からは逃のがれられるというパンドラの助言があってこそ、華はな々ばなしい戦果を上げることができたのだと。


　だが、ガルムスはそれを否定した。その否定が正しいのかは分からない。しかし、アレスの心が多少なりとも揺るがされたのは事実だった。


「さて、我が主よ。わしからの最後のおせっかいだ。レオンが言うておったフィリップとクラウディアとの婚こん姻いんだがの。さすがに国王の喪も中ちゆうに盛大な結婚式というわけにはいかなかったらしく、日取りは半年は先になると言われておる」


「……何が、言いたいのだ……？」


「なに、大したことではない。ただ、まだ時間はあるということだ。さ、長話は終わりだ、この辺りで良かろう」


　ガルムスは足を止めると、懐ふところから何かを取り出した。


「ほれ、受け取れ」


　差し出されたのは、弓と矢や筒づつであった。


「これは？」


「何を言っとるんだお主は。見ればわかるだろう、弓矢に決まっておるだろうが」


「いや、それは分かるが……。これで私に何をしろと？」


「狩かりだ。鳥でも獣けものでもよい、何か仕し留とめて帰るぞ」


「な、何のために？」


「何のためにだと？　肉を食うために決まっておるだろうが。お主もあのリィズという子供も、麦むぎ粥がゆばかり食っていては体がもつまいて。それに、わしも干ほし肉は食い飽あきたところだ。たまには新しん鮮せんな肉が食いたい」


　提案は突とつ飛ぴだったが、言っていることはもっともだった。


　リィズの小さな体のことを思い出す。八歳の少女にしては少し瘦やせ過ぎではないかという気はしていたのだ。たまには栄養のあるものや、うまいものを食べさせてやるべきなのだろう。


「……分かった。やろう」


　弓矢を受け取り、肩かたに担ぐ。


「しかし、弓など長いこと持ったことがない。もうすぐ日も落ちるのに、狩りなどできるだろうか？」


「体に染みついた技というのは忘れようとて忘れられるものではない。なあに、鳥の一羽ぐらいどうとでもなるだろうよ」


「そ、そうか……」
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　その頃ころ。


　リィズは、不安に押しつぶされそうになっていた。


　どこをどう捜さがしても、クレスの姿が見つからないのだ。この時間帯、いつもならクレスはテド──いや、テッドと一いつ緒しよに食事の準備をしている。今日はリィズもそれを手伝おうと思っていたのだが、どこにも姿がない。


「どうしたんだ、リィズ？」


　不安そうにしていたためか、声をかけてくれる人もいた。しかし、声を口に出すことのできないリィズに、返事はできなかったのである。


　唯ゆい一いつリィズの不安を理解してくれたのは、付き合いの長いテッドだった。


「リィズ？　ひょっとして、クレスを捜してるのか？」


　こくこくとリィズは頷うなずいた。


「そういや、姿を見かけないね。どうしたんだろ？　まああいつのことだ、そのうち戻もどってくるさ」


　今はテッドの言葉を信じるしかなかった。大人しくクレスが姿を現すのを待とうとする。


　しかしそうこうしているうちに、ある騒さわぎが起ころうとしていた。


「おい、クレス!?　クレスの姿が見えねえぞ！　どこへ行った!?」


　鞭むちを持った男たちが、そう騒ぎ出したのだ。


「おい、あのガルムスってドワーフもいねえぞ！」


「やっぱりだ、ただ者じゃねえとは思ってたが……とうとう逃にげ出しやがったな！」


「…………！」


　リィズが受けた衝撃は大きかった。


　増大していた不安は消え、代わりにまた見捨てられたのだろうかという悲しさが胸中を満たしていく。


　これまでもそうだった。自分に手を差さし伸のべてくれる人は何人もいたが、そのすべてが途と中ちゆうでその手を振ふり払はらったのだ。ゆえにリィズは、自分ひとりで生きていくための道を子供ながらに見み出いださなければならなかった。


　しかし子供が親を欲ほつするのは本能であり、リィズは手を差し伸べてくれたクレスを再び頼り始めていた。だが、そんなクレスでさえも、今までどんなときでも自分を助けてくれたあの人も、ついに自分を置いていってしまったのではないか。


　リィズは親を失った。だが、親に置いていかれたことはない。


　猛もう烈れつな寂せき寥りよう感が襲おそってくる。それはまだ体験したことのない苦しみだった。


　心が苦しい。胸が苦しい。クレスの名を呼びたいのに、声が出ない自分がもどかしい。


　──クレス！　クレス！


　日はすでに山の向こうに姿を消している。そのせいで、辺りは段々と暗くなっていった。そして暗さが増せば増すほど、リィズの心細さも増していった。


「おいリィズ！　クレスはどこだ!?」


　男たちがいつもクレスと一緒にいたリィズを問い詰つめたのは、当然のことだった。


　もちろんリィズには答えようもない。クレスの居場所も知らないし、声の出し方も分からない。そして久しぶりに浴びせられた男の怒ど声せいは、かつて何度も振り下ろされた鞭の痛みをリィズに思い出させた。


　と、そのときである。


「どうした？　何の騒ぎだ、これは」


　今まで姿を見せなかったゼードルだった。


「大変ですゼードルさま！　クレスとガルムスの姿が見えねえんです！　逃とう亡ぼうですぜ、間ま違ちがいありやせん！」


　が、ゼードルの示した反応は、誰だれもが意外に思うものだった。


　烈れつ火かのごとく怒るでもなく、それどころかどこか居い心ごこ地ち悪そうに頭をかいたのである。


「……そういえば言い忘れておったな。あの二人ならば狩りに行っている」


「へ？　狩り？」


「そうだ。たまには肉が食いたいからと、ガルムスの提案でな。昼の一件もある。褒ほう美びのつもりで行かせてやったのだ」


　男たちは呆あつ気けに取られたように言葉を失っていた。


「はあ、そういうことでしたら。しかし、狩りになんぞ行かせて、そのまま逃げられたりしないでしょうか？」


「多分大だい丈じよう夫ぶだろう。考えてもみろ、もしあいつらが本気で逃げ出そうとしたら、おまえたちでは到とう底てい止め切れん」


　男たちは再び言葉を失った。


　と、そのときである。


「リィズ！　どうしたんだ!?」


　誰よりも聞きたい声が聞こえた。


　反射的に振り返る。捜し求めたクレスの姿がそこにあった。


　リィズは何も言うことができず、代わりにクレスの胸に飛び込んだ。しがみついて、声も上げずに泣く。


「ど、どうしたんだ？　なぜ泣く？」


「どこ行ってたんだよ、クレス。リィズのやつ、必死になって捜してたんだぞ？」


　リィズの代わりに、テッドが言う。


「そうか、それでか。すまなかったな、リィズ。一言言っていけばよかったの。ちょっと狩りに行っていたんだ」


　クレスはリィズの体を抱だき上げ、強く抱きしめてくれた。クレスの体温が体中に感じられ、ようやくリィズは安心できた。


「クレス、成果はあったんだろうな？」


「ああ。この通りだ」


　答えたのはクレスではなく、その傍そばにいた髭ひげもじゃのドワーフであった。


　その背には、大きな猪いのししが担がれていた。
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　その日の夕食では、いつもより多くの歓かん談だんが聞こえた。


　味気ない食事に、獲とれ立ての猪しし肉にくが加わったからだろう。奴ど隷れいたちは久しぶりのごちそうに、自然と口は軽く頰ほおも緩ゆるくなっていたのだ。


「ほら。たくさん食べろよ、リィズ」


　リィズにも、クレスが麦粥をよそってくれる。


　いつもの味気ない麦粥とは違ちがい、香こう草そうと新鮮な肉が加わっている。


　ふうふうと冷ましてから、木の匙さじで口に運ぶ。


　その味は、否応なくかつて家族と囲むはずだった団だん欒らんのことをリィズに思い出させた。もちろん母の作った肉入りシチューの味とは比べようがないが、それでも胸の中が一いつ杯ぱいになってくるのだ。


「リィズ？　どうした、どうして泣いてるんだ？」


　やっぱりというか、すぐにクレスが声をかけてくる。


　心配させたくない──子供ながらにリィズはそう考え、そして自分にできる唯一の感情の表現方法を使った。


　笑みを浮うかべて首を振ったのである。


「そ、そうか？　ならいいんだが」


　意味は一応通じたのか、不器用そうにクレスは言った。


　そんなクレスに、リィズは無言で身を寄せるのだった。





　　　第四章　若者と老人たち
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　ベールセール王国北部には、二つの大都市がある。一つは城じよう塞さい都市の名で知られるオルガスタであり、もう一つは王国の北西、肥ひ沃よくなブラヴィル海に面した港街オルトーユである。ジェレイド率いる旧反乱軍ことボルネリア軍は、現在その二大都市の中間地点に駐ちゆう屯とんしていた。


　ほんの半月前まで、彼らは数々の戦功を立て、兵士たちも自信と希望に満ちあふれていた。しかし、今ではそれがすべて幻だったかのように、雰ふん囲い気きは沈しずんでいた。怪け我が人があちこちで苦痛にうめき、無事だった兵士たちの表情も一様に暗い。


　その中に、〈風の戦いくさ乙おと女め〉の二つ名を持つミーアの姿もあった。ミーアには怪我一つなかったものの、他の兵士たちと同様に、気分は塞ふさぎこみがちであった。


　この日、そんなミーアの元にある旧知の客がやってくることとなる。


　レオンである。


「アレスが、見つかった……!?」


　それは今のミーアにとっては何物にも代えがたい朗報であった。ただ一つ気になったのは、その報をもたらしたレオンの顔が曇くもりがちであったということである。


「でもアレスの奴やつ、何があったか知らないけど、戦う気力をなくしてるんだ。頼たのむ、ミーア。あいつを力づけてやってくれないか。僕では無理だったけど、あいつの背中を守って一緒に戦ったあんたなら立ち直らせることができるかもしれない」


「……分かったわ。何だかよく分からないけど、あいつが見つかったんなら行く。多分今ならあたしも動けるだろうし」


　アレスには問いたださねばならないこともあった。二人で過ごしたあの日の夜、一体なぜアレスは、自分の元から逃げ出したのか。


「しかしミーア」と口を挟はさんだのは幼おさな馴な染じみのルークである。「おまえはボルネリア軍の象しよう徴ちようだぞ、こんな状じよう況きようでここを離はなれていいのか？　ただでさえジェレイドが倒たおれたというのに」


「……そうね。一応話はしとかないとまずいでしょうね」


「ちょ、ちょっと待ってくれ！　ジェレイドが倒れたってどういうことだ!?　ここに来るときも気になってたんだ。見たところ負傷兵は多いし兵士たちの表情も暗い。一体何があったんだ？」


　ボルネリア軍の近きん況きようを知らないレオンからすれば、当然の反応だろう。


「ま、色々あってね。後で話すわ。今はジェレイドと話をつけるのが先よ」


　ひとまずミーアは、ジェレイドのいる天幕へ向かった。
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　まず天幕の入り口でミーアを出で迎むかえたのは、ジェレイドの世話をしているソフィアである。


「ジェレイドの具合はどう？」


　ミーアが訪ねると、ソフィアは予想通り暗い顔をする。


「よくありません。食事もほとんど喉のどを通らない有様で……」


「そう」


　一軍の将にしてボルネリア軍の唯ゆい一いつの希望が病びよう床しようの身なのだ。兵士たちの表情が暗いのも無理はない。


「僕なら大丈夫ですよ。ご用ですか、〈風の戦乙女〉」


　今入っていいものなのかとミーアが躊ちゆう躇ちよしていると、中からジェレイドの声がした。


「ごめんね、ソフィア」


　またジェレイドに負担をかけることになるかもしれない。かといって、相談しないわけにもいかない。ミーアは小声でソフィアに謝ると、天幕に入った。


　中ではジェレイドが簡素なベッドに身を横たえている。顔色が悪く見えるのは、決して薄暗い明かりのせいだけではないだろう。


「ジェレイド、今さっきレオンが来たの。知ってるっけ、レオンのこと」


「ああ、覚えてますよ。アレスの従者で、ドワーフじゃない方ほうですね」


　本人が聞いたら怒おこりそうな覚え方だった。


「そのレオンが、アレスを見つけたって。でも、よく分からないけど戦う気力を失ってるらしいの。ねえ、会いに行ってきていい？　一発あいつをぶん殴なぐってきたいの」


「…………」


　ジェレイドはしばし黙だまり込んだ。


「……分かりました、行ってきてください」


　ややあって、そう答える。


「いいの？」


「以前なら不安定要素であるアレスにはご退場頂いた方が都合がよかったんですが、今はこの状況ですからね……。どうにかして立ち直らせてください。ただし、その鬘かつらは外して服も替え、〈風の戦乙女〉ではなくミーアとして行動してください。今、〈風の戦乙女〉が本隊から離れて別行動を取っていると思われるのは、あまりいいことではありませんから」


「分かったわ、ありがと」


　ジェレイドとしても難しい判断だったのだろうと思う。アレスとは敵同士であり、一時はその死さえも願い、実際に画かく策さくしたこともあるのだ。そんなアレスに、助けの手を差さし伸のべようというのだから。


「話は聞かせてもらった」


　このとき、バラッと天幕の入り口を開けて入ってきた者がいた。


　ずっと外で盗ぬすみ聞きしていたのではないか──そう思えるような時節で入ってきたのは、長い耳が特とく徴ちよう的なエルフ、リーエンノールであった。


「アレスに会いに行くのだな？　そういうことなら私も同行させてもらおう」


　ミーアはいささか呆あきれ気味だった。


「あんた、アレスの話になるとなんだかんだで出てくるわよね？　そんなに気に入ったの、あんなのが？」


「ああ、気に入ったな。あの男こそ人の世に伝わる真の英えい雄ゆう、赤せき神しんオディウスの申し子だ。アレスが今後どのような道を歩むのか、機会があるなら是ぜ非ひ間近で見ていたいものだ」


「……いいでしょう」ジェレイドの返事はため息交じりだった。「客かく将しようのあなたにどうこう言う権利もありません、行ってきてください。あなたの望むように、アレスを正道に立ち直らせてやってください」


「心得た」


　こうして〈風の戦乙女〉の二つ名を一時的に捨てたミーアは、レオンの案内により、ルークとリーエンノールを伴ともないアレスの元へ駆かけつけることとなったのである。
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　この頃のミーアの心中は複雑なものがあった。アレスは一いつ時ときは敵であり、一時は味方だった。そして共に戦っているときに、アレスに惹ひかれ始めている自分を自覚してもいた。


　しかし運命のあの日、アレスはまるで怯おびえた子犬のように、ミーアの前から逃にげ出した。何も言わずに逃げ出したのだ。


　ミーアとしては、あの出来事が何かの間ま違ちがいであって欲しかった。アレスは誰だれよりも勇ゆう敢かんで、誰よりも強い存在でいてもらわなくてはいけないのだ。そんなアレスだったからこそ、自分は惹かれたのだから。


　だからこそ、今のアレスの姿を見ることは、ミーアにとって余りに衝しよう撃げき的だった。薄うす汚よごれた衣服、首には首輪。一心不乱に土砂を運ぶその姿からは、まさしく奴ど隷れいという言葉しか浮かばない。


「何よ……！　何て格好してんのよこの馬ば鹿か！」


　ミーアはアレスに近寄ると、その胸倉を摑つかみ上げた。それは奇くしくも先にレオンが取ったのと同じ行動であった。


　いきなり胸倉を摑み上げられ、しかもそれがミーアだと分かって、アレスはかなり狼ろう狽ばいしたようだった。しかしすぐに諦あきらめたように息を吐はく。


「……今度はおまえか。どうして私のことを放っておいてくれないんだ」


「ふざけたこと言ってんじゃないわよ！　聞いて、ジェレイドが倒れたの！　フィリップがでしゃばってる話は聞いたんでしょ？　あいつよ、あいつにあたしたちは一杯喰わされたのよ！」


　アレスの顔に、驚きよう愕がくが走った。


「あのジェレイドが、倒れた……!?」


「そうよ！　仲間が一杯死んで、ジェレイドはまた血を吐いて倒れたわ。あんたの力がいるの、アレス！　お願いだから力を貸してよ！」


　しかし、アレスは力なく首を振ふるだけだった。


「もういいだろう、許してくれ。私は疲つかれた。以前のように戦える自信はないし、そもそも私一人の力など、王国にとって何の役にも立ちはしない」


「どうして？　アレスはアレスでしょう！　王国にとって役に立つかどうかなんて関係ない、傷つく人が目の前にいたら、理り屈くつ抜ぬきで助けようとするのがあんたでしょ!?」


「分からない。おまえには分からないんだ、ミーア」


「！　この馬鹿！　当たり前よ、あんたの考えてることなんて分かるわけないでしょ！」


　憤いきどおりをぶつけるように、ミーアは思わず風の精せい霊れいの力を行使していた。強い風がアレスに叩たたきつけられる。


　それは決して強い力ではない。にもかかわらず、アレスは簡単に吹ふき飛び、無様に尻しり餅もちをついた。


「なによ……！　なんなのよ……！」


　ミーアの目じりにじわっと涙なみだが滲にじんだ。


　これ以上アレスの情けない姿を見てはいられない。ミーアは唇くちびるをかみ締しめると、アレスに背を向け、走り去った。
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「いいのか、ミーア」


　ミーアの背に、ルークが声をかけてくる。


「いいのよ。あんなアレスにもう興味もないわ。帰りましょ」


「分かった。おまえがそれでいいというのなら、俺は構わん」


　二人は馬の轡くつわを取った。だがそんなとき、今度はここまでの道案内を務めてくれたレオンの声がかけられる。


「ミーア。やっぱりおまえでも駄だ目めなのか？」


「そうみたいね。ごめんなさいねレオン、どうやら力にはなれそうにないわ」


「……いや、いいんだ」


　レオンはうなだれながら呟つぶやいた。


「あんたなら──アレスの背を守って共に戦った〈風の戦いくさ乙おと女め〉なら、アレスも立ち直るんじゃないかと思ったが……。アレスがあそこまで情けない奴とは思わなかったよ。僕ももういい。アレスという男は所しよ詮せんあの程度だったんだ」


　レオンがアレスに心しん酔すいしていたことを、ミーアは知っている。そのレオンが、主あるじを見限ろうというのだ。その心中は察するに余りあった。


「……そう。ねえ、これからどうするの？　なんなら、あたしと一いつ緒しよに来る？」


　レオンは少し考えたようだったが、すぐに首を横に振った。


「やめておこう。故郷にでも戻もどって、身の振り方を考えるよ」


「分かったわ。じゃあ──」


　馬に乗ろうと、鐙あぶみに足をかける


「まあ待て、人間の若人わこうどたち。そう急ぐこともなかろう」


　意外な第三者の声がした。


　木の陰かげから姿を現したのは、リーエンノールである。


「何よ、リーエンノール」


「おまえたちの態度を不思議に思ってな。ミーア、一つ訊ねるが、おまえはなぜそうも苛いら立だっているのだ？」


「そんなの決まってるでしょ!?　アレスのあんな情けない姿を見せられたからよ！」


「そこだ。そこがどうにも分からんのだ。おまえたちはなぜアレスのことを情けないなどと思っているのだ？　一体どの辺りが情けないというのだ？」


「な、何言ってんの……？」


　ミーアは信じられないと言いたげにリーエンノールの顔を見つめた。レオンも同様である。あんなアレスの姿を見せられては、がっかりしない方がおかしいというものだ。


「いい？　以前のアレスはね、風の女王シルフイードの力をぶつけたって平気な顔してたのよ？　それなのに、さっきの見たでしょ？　今のあいつはちょっとシルフの力ぶつけただけで吹っ飛んだのよ？　情けなくて見てられないわ、誰にも負けないあいつの意志の強さは一体どこへ行っちゃったのよ！」


「なるほど、そうか。それでアレスに失望して帰ろうというわけか？」


「そうよ。あんな情けないヤツに、もう興味なんてないもの」


　リーエンノールは小さく肩かたをすくめた。


「やれやれ、人間というのは寿じゆ命みようが短い分、その人生は濃のう厚こうなものだと聞いていたが、気の方はいささか短いのだな」


　リーエンノールが何を言いたがっているのかさっぱり分からない。ミーアとレオンは、煙けむに巻まかれたように言葉を失ってしまった。


「ミーア、それにレオン。ようするにおまえたちは、アレスに失望したわけだな？」


「ええ、そうよ。それが何？」


「失望というものは、望みが失われたからこそ陥おちいるものだ。つまり──おまえたちは、アレスに多大な期待をしていたのだろう？」


「……だったら、何？」


「にもかかわらず、アレスの無様な姿を見せ付けられ、その期待を裏切られた。だから怒おこっているのだろう？」


　どうにも要領を得ない会話だった。アレスへの苛立ちもあって、段々腹が立ってくる。


「ええそうよ！　その通りよ！　当然でしょう、ちょっと前までアレスは誰よりも頼たよれる戦友だったのよ！　それなのにあんな姿を見せられちゃ怒りもするわよ！」


「そうか。では聞くがな。アレスは、これまで何のために戦ってきたと思う？　いや、これではいささか回りくどいな、ではこう聞くとしよう。アレスがこれまでに戦ってきた理由は、人々の期待に応こたえるためだったと思うか？」


「あんたが何を言いたいのか分からないが……。それは違ちがう。あいつが人の目を──名声や人望を気にして戦っていたとは思えない」


　答えたのはレオンだった。


「同感だ。あの男は名声の得られぬような戦いにさえ進んで身を投じる男だったからな。だからこそ、おまえも含ふくめて多くの人がアレスに期待をかけた。それは事実だろう。だが、アレスの方はどうかな？」


「どういうことよ？」


「おまえたちはアレスに期待をしていた。それが裏切られた。しかしアレスからすれば、本人も望まぬ期待を勝手にかけられ、しかもその期待に応えられないというだけで、おまえたちは怒って去ろうという。アレスからすれば、こんな理り不ふ尽じんなことはないと思うがな。アレスという男は、誰にも負けぬ、いかなる逆境にも耐たえられる強い男でなくてはならない──それはおまえたちの一方的な思い込みではないのか？」


「…………」


　ミーアは咄とつ嗟さに言葉が出なかった。


　目から鱗うろこ──とは言わないが、そういう見方ができるのは事実である。自分がこれまでにしてきたのは、単なる押し付けだったのだろうか。そう考えると、むしろ自分の方に何か非があったのではないかと思える。その衝撃はレオンも同じだったようで、わずかな戸と惑まどいが表情から見て取れる。


「年長者のおせっかいだ、これだけは言わせてくれ。世の中には万能な者などいないということを、まず知るべきだ。誰だって迷いもすれば歩みを止めたくなるときもある。ましてアレスは私の人生の五分の一も生きていない若造だ、迷うことがあるのは当然だ。だからこそ立ち直る機会をくれてやれ。今のアレスを否定できる者は、人生で一度も道に迷ったことのない者だけだ。もっともそんな輩やからがいるとすれば、そいつは全能の神か、そうでなければよほどの世間知らずだろうがな」


　またミーアは言葉を失った。これが百年を生きるというエルフの言葉の重みなのか。


　確かに、ミーアも歩みを止めたくなったときはある。迷うこともあった。アレスが今まさにその迷いの時だというのなら時間を与あたえるべきなのか。


　何も言えずにいるミーアとレオンを見て、なぜかリーエンノールは笑い出した。


「何笑ってんのよ？　あたしたちが迷ってるのが、そんなに面白い？」


「怒るな。私もエルフの中では説教される側であったし、人の世に出てからは数十年、とんと説教というものからは無む縁えんだったのだ。だが、若人に説教するのがこうも面白いとはな、故郷の年寄り連中の気持ちが少し分かったよ」


　ひょっとしてこのエルフは、実はかなり性格が悪い方なのではなかろうか。なんとなくそう思うミーアだった。


「興が乗ってきたぞ、ついでだ、おまえたちに望みを持たせるために一つ面白い話をしてやろう。私がはるか東の国を旅していたときのことだ。あちらの国では、〝意志〟というものは〝心〟の上に成り立つものと言われていてな」


「心の上に、成り立つ……？」


　かみ締めるように、ミーアはその言葉を繰くり返した。


「そうだ。心があって初めて、人は強い意志の力を持つことができるというのだ。たとえば、我らは風の精霊を意志の力によって従わせる術すべを知っている。だが、もし我らも心を失えば、風の精霊が我らの意志に従うことはないだろう」


　リーエンノールの口にした喩たとえは、ミーアにとっては非常に明快なものだった。


　たとえば風の女王シルフィードを従わせるには、強い意志の力が必要となる。もし心に迷いがあれば、絶対に従わせることなどできない。


「強い意志も心があってこそ……アレスは今、心を失っているから、だから強い意志なんて持ちようがないってこと？」


「その通りだ。心が折れる、心が挫くじけるという言葉もあるだろう？　人が心を失うことはそう珍めずらしくもない。だが、長い時間と経験をかけて磨みがきぬかれた意志の強さそのものは、なくなったりはしない。心を取り戻すことさえできれば、自然にアレスは強い意志の力を取り戻すだろうよ」


「…………」


　リーエンノールの言葉は、ミーアの心中に染み渡わたった。確かに、心とはそれほどに複雑なものなのだ。


「じゃあ聞くけど、一体どうやったらアレスは心を取り戻すって言うんだ？」


　レオンの問いに、リーエンノールは首を傾かしげた。


「さあ？」


「さあって、そんな無責任な！」


「それが分からんからアレス自身も立ち直れないでいるんだろう。アレスじゃない我らに分かるはずもない。だが、我らがどうすべきか、すでに手本を見せている奴やつがいる。それを真似まねればいい」


「手本？　誰だれのことよ？」


「分からんか？　アレスの従者だという、あのドワーフだ」


　リーエンノールはある一点を指差した。その先にいるのは、奴ど隷れいたちの作業場の隅すみに座っているドワーフ──ガルムスである。


　奴隷の子供であろうか、一人の少女に何か木の遊具を作ってやっているようだった。


「レオン、あのドワーフは、随ずい分ぶん昔からアレスに仕つかえているんだろう？」


「あ、ああ。よく知らないけど、少なくとも僕以上には……」


「となれば、あのドワーフこそ誰よりも主あるじに立ち直ってもらいたいと思ってることだろうよ。だが、あのドワーフは見ての通り何もしてはいない。間ま違ちがいなく私と同じ事を考えているんだろう」


「つまり……気長に待ってるってことか？　アレスが心を取り戻すそのときを」


「そういうことだ。人間にしろエルフにしろドワーフにしろ、迷う時間は必要なのだろうよ」


「…………」


　確かに自分は短気、あるいは勝手すぎたかもしれない。ミーアはそう考えるようになってきていた。


　アレスにはこれまで頼ってばかりだった。それが急に頼れなくなったというだけで腹を立てるのは正しいことなのか。これまでの借りを返すためにも、今ぐらい長い目で見てやれなくてどうするというのか。


　だが、まだ一つだけ気がかりなことがあった。


「……でも、今もウチの軍は大変なことになってるのよ？　王都でもフィリップが暴れてるっていうし、こうしてる間にも傷ついてる人々は大勢いるはずよ。アレスが立ち直るのが遅おくれれば遅れるほど、そういった人が増えていくのよ？　それを黙だまって見てろっていうの？」


「阿あ呆ほう、履はき違えるな。そんなもの、責められるべきはフィリップであってアレスではないではないか。それこそアレスの責任ではないし、まったく関係のないことではないか」


「……それもそうね」


　まったくその通りである。ミーアは恥はじ入るように俯うつむいた。


「ただ、付け加えるなら──」と、リーエンノールはさも愉ゆ快かいそうに言った。「賭かけても良い、たとえばアレスが心を休めているこのときに、フィリップによって千人が死んだとしよう。だがそうなれば、後にアレスが立ち直ったとき、その十倍は救うべく尽じん力りよくするだろうよ」


「……ジェレイド辺りが好きそうな論法ね。誰かを救うために誰かを切り捨てるなんてやり方は、好きじゃないんだけど」


「なら、おまえのやるべき事は簡単だ。アレスが立ち直る時間を少しでも短くするために尽力すればいい」


　今度こそ、ミーアはすべての反論を失った。


「……分かったわ。もう少しアレスに時間をあげましょう。あのドワーフを見習って、ね……」
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　ミーアがアレスと再会して三日後のことである。


　この間、ミーア、ルーク、レオン、リーエンノールの四人は、アレスたちの視界に入らないよう距きよ離りを置いて旅を続けていた。


　そしてこの日、ミーアたちは奇き妙みような旅人と遭そう遇ぐうすることになる。


「あれ？　ヴェリックじゃない？」


　かつて北の傭よう兵へいとの戦いの折、道案内を務めてくれた行商人。


　その彼が、馬車の御ぎよ者しやを務めていた。小さな馬車だ。人を一人乗せる程度の大きさしかない。乗っているのは、質素な貫かん頭とう衣いに身を包んだ白はく髪はつの老人が一人である。


「おや、レオンじゃないですか。それにそちらの女性は……ひょっとして〈風の戦いくさ乙おと女め〉ですか？」


　ヴェリックもミーアたちに気付いて馬車を止める。


「そういえば、鬘かつらを外して会うのは初めてだっけ？　よく分かったわね、あたしって」


「ええ、声と背格好と雰ふん囲い気きでなんとなく」


　と、このとき、馬車に乗っていた老人がヴェリックの肩かた越ごしに訊たずねた。


「何？　話に聞いていたレオンに〈風の戦乙女〉か？」


「ええ。それに〈風の戦乙女〉の護衛のルークどの、それからエルフのリーエンノールどのもおられます。いずれもアレスさまと共に戦った方たちですよ」


「そうか、それは挨あい拶さつせねばならぬな。足が不自由ゆえ馬車の上からで失礼する。私の名前はウォルナーという」


「ウォ、ウォルナー!?　あなたがあのウォルナー卿きよう!?」


　レオンが驚おどろきの声を上げる。


　その名はミーアの記き憶おくにはなかったが、レオンにとっては違うらしい。


「あんた、知ってるの？」


「ああ、騎き士し道どう精神の鑑かがみと言われた有名な騎士だよ。それに、ガルムスから聞いた話だけど、昔アレスは修行のため、ある騎士の従者をしていたことがあったそうだ。その騎士の名が、ウォルナーって……」


「へえ。つまり、アレスのお師し匠しようさまってこと？」


　その老人は笑った。


「大したことは教えておらぬよ。騎士道のなんたるかを少々叩たたき込んだだけだ。とにかく、レオンどの。あなたのことは聞いておる。よく私の不ふ肖しようの弟子の従者などになってくれたものだ」


「べ、別に、ただの成り行きです」


　珍しくレオンが敬語だった。


「〈風の戦乙女〉。あなた方のことも道すがら聞いた。アレスに手を貸してくださったそうだな。不器用な弟子の代わりに礼を言いたい、心より感謝する」


「……べ、別に大した事はしてないわ」


　なるほど、レオンの気持ちが少し分かる。確かにこうも礼れい儀ぎ正ただしく正面切って礼を言われると、反応に困る。


「それにしても、どうしてあなたがこんなところに？」


　レオンが訊ねる。


　答えたのはヴェリックである。


「イザーレどのに頼たのまれていたのです。もしアレスさまが道に迷っていたなら、ウォルナーどのを連れて行ってくれと」


「つまり……アレスを立ち直らせにきてくれたの？」


　ミーアはわずかな期待を込めて問いかけたが、ウォルナーは笑った。


「残念だがそれはできぬ。人は誰しも迷うもの、そして迷いから抜ぬけ出すには自みずから答えを出さねばならぬ。だが、こういうとき年寄りには少しばかりおせっかいが出来るのでな」


　リーエンノールと同じことをいう。


　だが、だからこそ興味が湧わいてきた。師匠ともなれば、アレスのことを誰よりも知っているに違ちがいない。そのウォルナーが、道を見失ったアレスのために、一体何をするというのか。


「……不ぶ躾しつけだけど、盗ぬすみ聞きさせてもらっていいかしら？　あなたがアレスに何をするのか、知りたいの」


「それはいささか面おも映はゆいな。私はただつまらぬ昔話をしようとしているだけだ。だが、それで何かあなた方のためになるというのであれば、喜んで協力しよう」
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　その日、アレスがいつものように土木作業をしていたときのことである。


　その場に一台の馬車が通りかかった。それだけなら別にアレスが気に留とめることもなかったが、どういうわけかその馬車は奴隷たちが作業をしている中心に止まったのだ。


「なんだ？　ひょっとして、またあんたへの客か？」


「それならまた休きゆう憩けいできていいんだがな」


　仲間の奴隷たちが、茶化すように言ってくる。


「まさか……」


　アレスは誤ご魔ま化かすように苦笑した。レオンやミーア辺りならまだ分かるが、こうも連日自分に会いに来る者がいるとも思えなかったのだ。


　だが、馬車に目をやったアレスは自分の認識が間違っていることに気付いた。馬車の御者はヴェリックであり、馬車に乗っているのはかつての師だったからだ。


「ウォ、ウォルナー師!?」


　驚きを隠かくせなかった。なぜヴェリックが、師のことを知っていたのか。そしてなぜ師を連れてきたのか。


　そうこうしてるうちにヴェリックは、もうおなじみとなった行動を取っていた。ゼードルに銀貨を支し払はらっているのである。


　間もなく、奴隷たちに命令がくだった。


「少し休憩だ！　今のうちに水を飲んでおけ！　クレス、おまえには客だ、応対してやれ！」


　言われるまでもない。さすがに大事な師が来たとあっては、何もしないわけにはいかなかった。


　ヴェリックの助けを借りて馬車を降りようとしているウォルナー師の元へ駆かけつける。


「なぜウォルナー師がこのようなところへ!?　それも、そんなお体で……！」


「私の体のことなど心配にはおよばぬ。ヴェリックがいい馬車を見つけてきてくれたからな。何より、私の教え子がよりにもよって奴隷になっているというのだ、一度ぐらい目にしておきたくてな」


　師らしくないことを言う。この師は、そんな下手な冗じよう談だんを言うような人ではなかったはずだ。


　実のところアレスには、師が姿を現した理由に、一つだけ思い当たる事があった。


「あなたも、私に何かしろと仰おつしやりにいらしたのですか？」


「何のことだ？　おまえにはすでに教えるべきことは教えたし、騎き士し叙じよ勲くんを受けた身である以上、私に何も言う権利などない。ただ、今日は一つ昔話をしに来ただけだ。おまえの父親のな」


「父上の？　昔話……？」


　さっぱりわけが分からなかった。


　確かに、アレスの父ジェラルドとウォルナーは、共に戦場を駆けたこともある戦友だと聞いている。アレスが騎士修行のためウォルナーの元へ預けられたのもそこに一因があるほどだ。そのウォルナーになら、父に関する昔話の一つや二つできるだろう。


「い、一体どういうことです？　なぜ今私に、父の昔話など……」


「いいから座れ。一応は私はおまえの師なのだからな、長話の一つぐらい付き合う義務はあろう」


「は、はあ」


　そう言われれば断る術はない。


　アレスたちは椅い子す代わりになりそうな手近な石を見つけ、車座になって座った。


　遠巻きに奴ど隷れいたちが見つめているのが分かる。その中にはリィズやテッドも含ふくまれており、彼らの前でこれ以上奇き異いに映うつる行動は取りたくなかったが、師の言いつけとあれば仕方なかった。それに、実のところ父の昔話とやらにも興味はあった。


「それで、父の話とは……？」


「うむ。おまえの父が亡くなってから、まだ一年ほどだったな。父君について、どのような人物だったと思っている？」


「ファノヴァール家の名を汚けがすことなく、常に人々の先頭に立って戦い続けた勇ゆう敢かんで誇ほこらしい父です」


「なるほどな。だが……ジェラルドとて、最初からそれほど勇敢だったわけではない。それどころか、初うい陣じんの折にはある大失態をやらかしておってな」


「あ、あの父上が？　一体どのような失態を……？」


「聞いて驚くなよ。初陣の前日に、敵前逃とう亡ぼうをやったのだ」


「そ、そんな！　噓うそでしょう!?」


　驚くなと言う方が無理だった。敵前逃亡は、騎士にとって主への反逆の次に罪深い唾だ棄きすべき行こう為いなのだ。あの勇敢な父が、そのような失態を犯していたとは到とう底てい思えない。


「……一体、父に何があったのです？」


「教えてやろう。ジェラルドにも、おまえと同じように若いときがあったということをな。あれは確か今から三十年ほど前、そう、王国暦れき五十四年のことだ──」





　　　　間章　一　ファノヴァール家の物語
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　ジェラルドは、ファノヴァール伯はく爵しやく家の三代目である。


　もっとも、ベールセール王国暦れき五十四年のこのときはまだ家か督とくを継ついでおらず、父──すなわち二代目当主たるケヴィンに仕つかえる騎き士しとして勤めを果たしていた。


　父ケヴィンはすでに五十一歳にもなっていたが、武人として日々訓練を怠おこたることのなかったその体は衰おとろえを知らず、それどころかその知略と武略には老練さが加わり、円熟の極みに達していた。これから始まるであろう北との戦いくさでも大功を立てることが期待されており、そしてケヴィン本人もまた戦いへの意い欲よくは充じゆう分ぶんであった。





「北の連中め……。性しよう懲こりもなく攻せめてきよってからに……！」


　ケヴィンは決戦の地となるであろう平原を見回しながら呟つぶやいた。はるか先には〝氷と鉄の国〟こと北の大国レアニール連合軍の大軍が陣じんを構えている。


「ですが、北の軍勢は三万とも言われております。今の我らに勝てるでしょうか」


　そんな気弱な言葉を口にしたのは、傍そばに控ひかえていた部下の若い騎士だった。


　確かに、現在のベールセール軍は総勢二万に満たない。本来ならもっと多くの軍勢を動員することもできたはずなのだが、三年前に即そく位いした国王ベルセルム三世の施し政せい──後に〝流血の御み世よ〟と呼ばれることになる悪政──の結果、国力は大きく衰すい退たいしていた。北はその隙すきを突ついて侵しん略りやくしてきたのである。


　本来なら、いかなる理由があろうとファノヴァール家に仕える騎士に気弱な発言は許されない。しかしその騎士はまだ若く、これが初うい陣じんだった。多少は大目に見なければならないだろう。


「臆おくしてはならぬ。他国から謂いわれなき侵略を受けたとき、容よう赦しやなく剣けんを振ふるって追い返すことこそ我ら武人の義務なのだ。それに戦は数ではない。いくら北の雑ぞう兵ひようどもが多かろうと所しよ詮せんは烏う合ごうの衆しゆう、後おくれを取ることなど有り得ぬ。何より我らファノヴァールの騎士がいるのだからな」


　最後は半ば茶化すようにケヴィンは言ったが、そう簡単に気分を切り替かえられるものではないのだろう、その騎士はまだどこか青白い顔をしていた。


　まあ仕方のないことだった。こればかりは各おの々おのが自分の戦う動機を見つけなければ前へ進めない。


　と、そのときケヴィンはもう一つ気がかりなことがあったことを思い出した。


　ケヴィンの配下には、もう一人初陣の騎士がいる。次期ファノヴァール家の当主となる息むす子こジェラルドである。


　──まさかジェラルドまでこのような青い顔はしておらぬだろうな。


　ただの騎士ならばいざしらず、ファノヴァール家の血を引く者は、常に陣頭に立って兵を導かねばならず、それゆえ臆おく病びようや怯きよう懦だといった言葉からは無む縁えんでなければならない。初陣だからといって青白い顔をしているようなことがあっては偉い大だいな先代に申し訳が立たないのだ。


「そういえば、ジェラルドはどうした？　今朝から姿を見ておらぬが」


「……いえ、私も見ておりません。少し捜さがして参りましょうか？」


「ああ、頼たのむ」


　だが、使いに出した騎士は、間もなく凶きよう報ほうを携たずさえて戻もどってくることとなるのである。


「大変です、ケヴィンさま！」


「どうした、何事だ？」


「ジェラルドどののお姿が、どこにも見えないのです！　それだけではありません、ジェラルドどのの愛馬も、荷物もなくなっております！」


「な……なんだと!?」


　愛馬も、荷物すらなくなっている。初陣に怯おびえるどころの話ではない、それではまるで──逃にげ出したとしか思えなかった。
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　一人の少年が、森の中の道を愛馬と共に進んでいた。


　いや、本来ならば少年と呼ぶべきではない。彼は十六という男子の成人年ねん齢れいには一応達していた上に、正式な騎士叙勲も受けていた身だからである。


　その双そう眸ぼうは常に前に向けられ、目鼻立ちは性しよう根ねを表しているかのように歪ゆがみがない。重たい甲かつ冑ちゆうを着込んで何日も馬に揺ゆられているにもかかわらず、表情や動作からは疲ひ労ろうしている様子はまったく感じられない。


　それでも、十六といえばまだ子供と大差ない。もし他の騎士たちに混じれば、その一回り小さな体格はさぞ見み劣おとりして見えたことだろう。


　少年は、名をジェラルドといった。ファノヴァール伯ケヴィンの息子であり、後に三代目ファノヴァール伯爵家当主となる身でもある。


「……これからどうしようか……」


　今、ジェラルドは、いくつもの大きな問題を抱かかえていた。


　まず、ここ最近剣を抜ぬいたことがなかった。騎士たるもの、実戦はなくとも素す振ぶりぐらいは毎日行うものである。しかし、生来修行に熱心なはずだったジェラルドは、それすらも怠おこたっていた。


　理由は──到とう底てい誰だれにも言えるものではない。手が震ふるえて剣が抜けないのだ。


　ジェラルドは、実戦に出たことがなかった。一方で現在、ベールセール軍とレアニール連合軍、総勢数万ともいう軍勢がにらみ合い、いつ決戦が始まってもおかしくない状じよう況きようになっている。本来なら、そこがジェラルドにとって初陣の場となるはずだった。


　しかし、多分そうはならないだろう。なぜならジェラルドは、逃げ出してきたからだ。


　数万の軍勢のただ中に放り込まれ、自分は生き残ることができるのか。人を斬きるとは一体どういうことなのか。あるいは人に斬られるとどんなに痛いのだろうか。訓練の際、木ぼつ剣けんで体を叩たたかれたことは何度となくある。実際に斬られるというのは、その何倍も痛いのだろう。そして何より、死ぬとはどういうことなのか。


　それに、北の軍勢の強さは音に聞こえている。凶きよう悪あくな傭よう兵へいたちと、毎年のように発生している内乱で鍛きたえ上げられた士族たち。実戦経験のない自分に、彼らと戦って勝つことなどできるのか。


　ジェラルドは、幼少より頭がよく回る方だった。それが今は仇あだとなっていた。十六歳の大人になったばかりの少年にとって、初陣はあまりにも考えることが多く、しかもその多くの命題は、答えを見つけようがないものばかりだったのだ。


　その未知への恐きよう怖ふが、ジェラルドに重くのし掛かかり、剣を持つことすらできない体の失調をもたらしていたのである。


　さらにいえば、ファノヴァールの家名もまたジェラルドにとっては大きな重しだった。


　ジェラルドの祖父──すなわち初代ファノヴァール伯は、王国の建国に多大な貢こう献けんを果たし、初代国王をして「ファノヴァール家が王位を望めば甘んじて貸かし与あたえよ。我が王家にはそれだけの借りがある」とまで言わしめた。そして父ケヴィンもまた、常に陣頭に立つ果か敢かんな戦いぶりで、ファノヴァールの家名を汚けがすことはなかった。


　だが、ジェラルドには父のように戦える自信はなかった。父もそろそろいい年のはずだが、未いまだに試合をして勝ったためしがない。そんな自分が父と共に戦い抜くことができるとも思えない。


　悩なやみ事はまだあった。


　実のところ、父が現在所有している兵力は、わずか二十騎足らずである。田舎いなか伯爵として動員できる兵力としては普通だ。その内の一人ということであれば、まだ自分がいる意味もあるかもしれない。


　しかし、ファノヴァールの武名は世に鳴り響いている。その武勇にあやかろうというのか、他の貴族たちから自みずからの私兵を傘さん下かに加えてもらえないかという打だ診しんはすでにいくつも受けているし、何より国王や将軍が放っておくわけがない。後々最低でも数百人規模の兵力を与えてくれるに違ちがいないのだ。


　つまり、成人になったばかりの新人の騎士など、たとえいなくとも大たい勢せいに何ら影えい響きようはないのだ。


「父上……。僕は……」


　ジェラルドが内心で抱いだいている葛かつ藤とうは、相当なものがあった。


　そして騎士たちの中でも唯ゆい一いつの十代の騎士であるジェラルドは、その葛藤を相談する相手も、処理する方法も見つけることができなかった。


　結果的に──追おい詰つめられたジェラルドは、逃げ出したのである。ベールセール軍の陣地を人知れず抜け出し、森の中の間かん道どうを単騎でさまよっていたのだ。


　戦地が近いということもあって、この辺りの治安は悪く、間道を一人で進むことには危険もあった。だが、街かい道どうは通れない。今、街道は多くの軍勢が行き来している。たとえ彼らと遭そう遇ぐうしても、王国騎士の格好をしている以上、何ら咎とがめられることはないと思うが、出来る限り厄やつ介かいごとが起こるような事態は避さけたかった。


　何より、自分は戦場から逃げ出してきた身だ。これから戦いに臨のぞもうという人々と、顔を合わせたくはなかった。


「これから、どうしよう……」


　先ほどこぼした弱よわ音ねを、さっきより弱々しく繰くり返す。


　逃げ出したはいいが、これからの展望があったわけではなく、手持ちの食料や路銀にもそれほど余よ裕ゆうはない。狩かりの腕うでにはそれなりに自信はあるが、それだけで食っていくことなどできないだろう。


　かといって、故郷には戻もどれない。帰郷しても追い出されることはないだろうが、もし父や騎士たちが帰ってきたとき、一体どんな顔をして出で迎むかえればいいのか分からないからだ。


　生来の頭の回転の良さが、ここでも裏目に出ていた。先のことを考えれば考えるほど憂ゆう鬱うつになってくる。こんなに悩むぐらいなら、やはり父と共に戦うべきではなかったか。そんな気にもなってくるのだが、今いま更さら戻れないという思いもあったし、やはり戦いへの恐怖は未だ尽つきることがなかった。


　だが、間もなくジェラルドは未来ではなく、他のことに思いを馳はせざるを得なくなる。


　森の間道を行くジェラルドの眼前に、五十人ほどの群衆が現れたためである。
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　彼らは広くない道の真ん中で腰こしを下ろし、休きゆう憩けいを取っているようだった。


　間ま違ちがいなく軍属ではない。ほとんどが女子供に老人で、どういうわけか働き手となるような男がまったくいなかった。さらに大半が大した荷物も持っておらず、突とつ然ぜん現れたジェラルドに怯えを隠かくせないでいる。


「難民……か？」


　そんな言葉が自然と口を突ついて出る。


　戦地周辺では珍めずらしくもない。力を持たない農民は、敵味方を問わず略りやく奪だつの対象となりかねない。それゆえ戦火を避けるため、故郷を離はなれて難民となるのだ。


「あなた誰だれ？　敵なの、味方なの？」


　凜りんとした声が響いた。


　一人の少女が、強い光を秘めた瞳ひとみでジェラルドを睨にらみ付けていた。


　年齢はジェラルドより二つ三つ下だろう。まるで精せい緻ちな人形のような整った顔をしていた。瞳は大きく強い光を放ち、長い髪かみは後ろで束ねられ、どことなく気の強そうな印象を受ける。


　なんとも場にそぐわない少女だった。驚おどろき、戸と惑まどい、怯えを隠せないでいる難民たちの中で、その少女だけが腕を組んで一歩も退ひくことなく堂々としているせいかもしれない。それに、格好も違う。多くの難民たちが薄うす汚よごれた質素な衣服を身にまとっているだけだというのに、その少女の衣服だけは、いささか薄汚れてはいたものの、まるで貴族の子女が着るそれのように質が良さそうだった。


「私は──」


　答えようとしたジェラルドは、ふと思い立って馬を降りた。高い馬の上から答えたのでは、彼女たちを文字通り見下しているような気になってくるためだ。自分はそんなに偉えらい存在ではない。


「私はジェラルド。怪あやしい者ではない、たまたま通りがかっただけの騎士だ」


「ジェラルドですと……!?」


　驚いたようにその名を復唱したのは、彼女ではなく傍そばに座り込んでいた老人だった。


「あなた、彼を知ってるの？」


「はい、噂うわさだけですが……。彼かの英えい雄ゆう、ファノヴァールの騎士のご子息の名が、確かジェラルドさまと。それも、最近成人して騎士になったばかりと聞きました」


　老人の言葉を耳にしたジェラルドは、戸惑いを隠せなかった。まさか未だ戦功も立てたことのない自分の名が、こんなところまで広まっているとは。


「ファノヴァールの騎士!?　凄すごいわ、国の英雄じゃない！　ねえあなた、本当なの？」


「……私の父の名が、ファノヴァール伯ケヴィンだということは確かだ」


　ジェラルドの口調は苦にがりきっていた。


　確かに父や祖父は英雄と呼ばれるに足る武人であり、誇ほこらしいとも思う。しかしジェラルドはその名めい誉よある武家から逃げた身なのだ。父や祖父を褒ほめられれば褒められるほど、虚むなしくなる。しかし騎士として噓うそはつけなかったし、少なくとも敵ではないと分かってもらえるなら──とも思ったのだ。


「そう。よかったわ、こんなところであのファノヴァールの騎士に会えるなんて」


　少女の笑顔が、今は痛かった。やむなく話を変えようと試こころみる。


「……あなた方こそ、このようなところで一体どうしたのだ？」


「見て分からない？　逃にげてきたのよ。北の傭兵が、わたしたちの領地に入ってきたから」


「北の先兵か……」


　北の軍勢は、傭兵を先兵としてよく用もちいるという。戦場周辺に傭兵をばらまき、集落を襲おそわせ兵へい站たんを荒あらすのだ。


　これをやられると、ベールセール軍としては非常に対処が難しい。軍勢を差し向ければ傭兵を殲せん滅めつすることは容易なのだが、間もなく行われるであろう決戦のことを考えると兵力を分散させるわけにはいかないし、さらに神しん出しゆつ鬼き没ぼつかつ局地での戦いに優すぐれた傭兵は、軍勢を出しても捕ほ捉そくしきれない可能性がある。結果的に、彼らへの対処は後ご手てに回らざるを得ず、周辺に住む領民たちが犠ぎ牲せいを強しいられるのだ。


　この群衆も、その一部というわけだろう。ただ一人、彼女だけはいささか毛色が違うようだったが。


「そうだ。ねえ、あなたに一つお願いがあるんだけど」


「わ、私に？　何だ？」


「もし良かったらしばらくの間わたしたちを北の傭兵から護まもってくれないかしら？」


「……え。私が？　君たちを護る？」


「ええ、お願い。有名なファノヴァールの騎士が護衛してくれるなら、こんなにありがたい話はないもの」


「…………」


　父や祖父ならば──真のファノヴァールの騎士ならば、絶対に彼女たちを放っていくことはないのだろう。あるいは、もし今が平時であれば、ジェラルドも何らかの助力は申し出たかもしれない。


　だが、今は戦時であり、ジェラルドは戦いとそしてファノヴァールの名を負おうことが怖こわくて逃げ出した身である。今の自分に彼らを護る資格があるとは思えなかったし、もし傭兵が襲ってきたとしても、護り抜ぬく自信が、いや、そもそも戦える自信すらなかった。


「……すまない。そうできればと思うが、私には……その、任務があるんだ」


　下へ手た糞くそな噓に、少女は落らく胆たんを隠そうともしなかった。


「そう。じゃあしょうがないわね。考えてみれば、あのファノヴァールの騎士が、目的もなくこんなところにいるなんておかしいものね」


「……申し訳ない」


　返す言葉もない。何より彼女を騙だましていることがあまりにも心苦しく、ジェラルドはただうなだれるしかなかった。


　そんなジェラルドを見てどこか負い目でも感じたのか、少女は少しだけ申し訳なさそうに言い添そえた。


「まあ仕方ないわ、あなたにもやることがあるんでしょうし。でもあなた、あっちの道から来たってことは、とりあえずわたしたちと行く方向は同じはずよ。しばらくは一いつ緒しよにいてくれてもいいんじゃない？」


「…………」


　今は一人でいたいというのがジェラルドの本ほん音ねだった。しかし、同じ方向に進むだけと言われれば断る理由は思いつかなかったし、本当に何もせず彼女たちを放っていくことにも強い抵てい抗こうがあった。何より、これ以上彼女が落胆しているところを見たくはない。


「……分かった。少しの間でよければ」


「よかった、ありがと」


　少女はにこりと笑った。先ほどから尖とがった顔しか見ていなかったが、そんな表情もできるのかと、思わず魅み入いってしまうような笑みだった。


「さあみんな、休憩は終わりよ。疲つかれてるでしょうけど、もう一ひと頑がん張ばりよ」


　少女の合図に、人々は腰を上げ始めた。
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　間もなくジェラルドは、小さな決断を強いられることとなる。人々が歩いているというのに、自分一人が馬を使うのは余りにも気が引けたのだ。


「騎士には馬が必要なんでしょ。そんなに重そうな甲かつ冑ちゆうだって着てるんだから、気にしなくていいのに」


　と少女は言ってくれたが、笑いも泣きもせず、疲れた表情で歩く子供の姿を見た後では、到とう底てい自分一人だけ馬に乗ることなどできなかった。


　とはいえ、乗馬の経験などあるわけもない子供を軍馬に乗せるのも危ない。そこで馬の背には難民たちの荷物を載せることにした。


　今や荷馬となってしまった愛馬の轡くつわを取りながら、少女らと共に歩く。


「これでもみんなかなり楽になるわ。ありがと」


「……これぐらいで助けになるなら、馬ぐらいいくらでも貸そう」


　戦場から逃げ出した自分でも、人の役に立てている。そのことにほんの少しばかりの嬉うれしさを感じるが、一方でこんなことしかできない自分が情けなくも思える。


　と、ここでジェラルドはあることを思い出した。


「そういえば、まだ君の名前も聞いてなかったな」


「あら、そうだったっけ？　わたしの名前はフィオナよ」


「フィオナか、いい名前だ。ところで……一つ聞きたいことがあるんだが、いいだろうか」


「別にいいわよ。何かしら？」


「私の思い違ちがいかもしれないんだが、君一人だけ他の人々と、なんというかその、雰ふん囲い気きが違うような気がするんだが」


「あら、やっぱり分かる？　そうよ、わたしはこの地を治める領主の娘むすめだもの」


「やはりそうか」


　彼女の凜とした態度、小こ奇ぎ麗れいな服装、その若さでありながらこれだけの人々をまとめあげる統率力。貴族だと聞けば、なんとなく納得はできる。


　もっとも、貴族の娘といえば蝶ちようよ花よと箱入りで育てられるものである。それがなぜこんな危険な野外で女子供や老人を先導しているのだろうか。しかも、どこに敵が潜ひそんでいるかも分からないこの戦時に。


「色々と聞きたいことがありそうな顔してるわね」


　ジェラルドの疑問を見み透すかしたように、フィオナは言った。


「……貴族の子女が、なぜこんなところに？」


「聞かれると思った」と、フィオナは肩かたをすくめる。「この辺りの領民はみんなお父さまの城に避ひ難なんしてるんだけど、一いつ箇か所しよだけ、この人たちの村までは避難の命令が行き渡わたってないことが分かったの。だからわたしがその伝令役を買って出たってわけ」
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「…………」


　戦争になれば、戦地の治安は急激に悪化する。そうなったとき、領民は城に逃げ込むことで難を逃のがれるものだ。しかし、いよいよ戦争が始まるという状じよう況きようになればどうしても混乱が生じる。その結果、逃げ遅おくれる領民が生まれても不思議ではない。


「……話は分かるが、何も君がそのようなことをせずともいいだろうに」


「何言ってるの？　わたしは領主の娘で、領民を護る義務があるもの。そんなこと、騎士のあなたなら分かるはずでしょ？」


「…………」


　一言も返せなかった。


　なんと立派な志こころざしか。領主は領民を保護する義務はあるが、同時に彼らの生せい殺さつ与よ奪だつの権利をも持っている。それゆえ世の中には領民を完全に物もの扱あつかいし、傍ぼう若じやく無ぶ人じんな振ふる舞まいをする領主も少なくないというのに。


「……それにしても、なぜ君たちは女子供や老人ばかりなんだ？　村を捨てて逃げ出してきたのだとしても、男がいないのはなぜだ？」


　フィオナは思い出すのも嫌いやと言いたげに唇くちびるを尖らせた。それだけでは飽あき足らないのか、路ろ傍ぼうに落ちていた石をはしたなく蹴けり上げる。


「あなたより前に出会った侯こう爵しやくの一団に連れて行かれたのよ。故郷を護りたければ協力しろってね。わたしの乗ってた馬まで持って行かれたわ」


「…………」


　戦時には領民から強制的に徴ちよう兵へいすることも珍めずらしいことではない。しかし、


「……貴族が他の貴族の領民に手出しをする権利はないはずだろう」


「ええ、そうよ。もちろんわたしも領主の娘として抗こう議ぎしたわ。だから男手だけで済んだのよ。もしわたしが抗議しなかったら、若い女まで一緒に連れて行かれてたでしょうね」


「…………」


　絶句する他なかった。


「ひどい話だ」


「まったくよ。でも、相手が侯爵じゃどうしようもないわ。わたしじゃなくてお父さまが抗議したところで後で詫わびの使者が一人来るぐらいでしょう。うちみたいな貧びん乏ぼう伯はく爵しやくは大貴族さまを怒おこらせたら生きてはいけないのよ。弱肉強食って、本当に嫌な言葉よね」


「……そうだな」


　よほど悔くやしかったのだろう。フィオナの目には、悔し涙なみださえ滲にじんでいた。


　そして、そんな彼女に何もしてやれないことを、ジェラルドもまた悔くやんだ。
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　日が暮れようとしていた。


　老人や子供たちに夜を徹てつして歩けるだけの体力はなく、ジェラルドたちは森の中で夜を明かすこととなった。


　ジェラルドからすれば不安で仕方がなかった。彼らの歩みがあまりにも遅おそかったためだ。合流してから多分まだ一里（約四キロメートル）ほども進んでないだろう。もし背後に傭よう兵へいが迫せまっていれば、いつ襲ってきても不思議ではない状況だ。


　しかし、老人や子供たちは疲れ切っていたし、夜道を歩くのは危険だった。それに、傭兵たちにしてみればここは敵地であり、その敵地を夜間に動くことがあるとも思えない。そう考えて自分を納得させる他なかった。


「ねえ、ジェラルド」


　質素な寝ね床どこの準備をしていると、フィオナが顔を出した。


　その両手に、十歳にも満たないような二人の小さな子供の手を引いて。


「食料のこと、ありがと。みんな着の身着のままで逃にげてきたから、ほとんど手持ちがなかったのよ」


「そのことか。別に大したことじゃない」


　ジェラルドは、持っていた食料をすべて人々に供出していた。


　もっとも、堅かたいパンと干し肉、干した果くだ物ものが数日分あった程度だ。数十人の腹を満たすにはまったく足りない。


「あの程度しか持ち合わせがなくてすまないが……」


「いいのよ、この子たちの空腹がまぎれただけでも充じゆう分ぶんだわ。ねえ？」


「うん。干し肉おいしかったー」


　少年たちの口から、無む邪じや気きな声が返ってくる。


　昼間の子供たちの表情は、見ていられないほどやつれていた。その顔にわずかでも笑みが戻もどったことが、少しでも彼らの役に立てたことが、ジェラルドには嬉しかった。


「ねえ。少しいいかしら？　この子たちも、あなたと話をしたがってて」


「私に大して面白い話などできないが……」


　剣けんを振るうのは無理だが子供向けの話ぐらいならできる。フィオナの要望を断る理由は見つからず、ジェラルドは使っていたマントを差し出した。


「私のマントだ、使ってくれ。そのまま地面に座るよりマシだろう」


「あら、ありがと。遠えん慮りよなく使わせてもらうわ」


　フィオナと二人の子供は、ジェラルドから少し距きよ離りを置いて地面に座った。


「それで、聞きたいことというのは？」


「あなたの家のお話よ」


「私の家……？」


　ジェラルドの顔が曇くもった。


「そうよ。ほら、ユニス。聞きたいことがあるんでしょ？」


　促うながされると、傍かたわらの少年がおずおずと口を開いた。


「ねえねえ。お兄さんてファノヴァールの騎き士しなんでしょう？　これまでにどんな戦いをしてきたの？」


「…………」


　その純じゆん粋すいな子供の言葉は、どんな刃は物ものを用いるよりも鋭するどくジェラルドの胸を穿うがった。


「ファノヴァールの騎士って言ったら天下の大英雄だものね。わたしも色々聞いてみたいわ。ねえ、あなたのお父さまやお祖父じいさまってどんな人だったの？」


「…………」


　フィオナにも子供たちにも、悪気などないのだろう。恐おそらく、本当に純粋な興味でファノヴァールの騎士の話を聞きたがっているのだろう。


　だが、だからこそ──ジェラルドには耐たえ難かった。まさか自分がそのファノヴァールの家名から逃げ出してきたとは、絶対に言えない。


「……フィオナ。やはり止やめておこう。今日はもう遅い。それに、明日あしたはまたずっと歩き詰づめなんだ。今日はもう眠ねむった方がいい」


「え……」


　ジェラルドの言葉には、抑おさえきれぬ拒きよ絶ぜつの意思がこもっていた。


　その変化に気づいたのだろう、三人は当然戸と惑まどいを隠かくせない様子だった。


「ど、どうしたの、突とつ然ぜん。ごめんなさい、わたし何かまずいこと聞いちゃった……？」


「……いや、そんなことはない。ただ明日のことを考えているだけだ。話なら城に到とう着ちやくしてからだってできる。今は体を休めることを優先するべきだ」


「で、でも──」


　と、フィオナは何か言いかけたが、すぐに口を閉ざして代わりに小さく嘆たん息そくした。


「……分かったわ。ほら、二人とも、話はまた今度してくれるって。今日はもうお母さんのところに戻って横になってなさい」


　もちろん少年たちは不満げだった。


　しかしフィオナの命令は拒こばめないのだろうか、あるいは場の空気を察したのだろうか、結局は従いその場を後にする。


　二人きりになったフィオナとジェラルドの間に、居い心ごこ地ちの悪い沈ちん黙もくが訪れた。


「ねえ。本当にわたし、何かあなたを怒らせるようなこと言ったのかしら？　だったら──」


「そんなことはない」


　強く否定する。これ以上その会話が続けば続くほどに、自分がみじめに思えてくるだろう。ジェラルドは強引に話を切り替かえた。


「いいから、今日はもう君も眠った方がいい。お互たがい、疲つかれてるはずだ」


「……そう。分かったわ、もう寝ねましょう」


　フィオナもその場を立ち去る。


　一人残されたジェラルドは、さっきまでフィオナたちが座っていたマントの上で横になった。


　──これが、臆おく病びよう者への罰ばつなのだろうな。


　そんなことを思う。


　自らに課された義務を放り出し、逃げ出した者に待っているのはこんなみじめな未来だけなのだと。


　初めてファノヴァールと名乗ったときの、フィオナのあの期待のこもった目を思い出す。いや、フィオナだけではない、村人皆みなが同じような目を向けていた。自分にできることなど何もないというのに。


「……もう、これまでだな」


　誰だれにも聞こえない小さな声で呟つぶやく。


　もう彼らと一いつ緒しよにはいられない。これ以上あの期待のこもった目で見られることも、そして彼らの期待が失望に変わることにも、自分は到とう底てい耐たえられないだろう。


　もうファノヴァールの名は捨てようと本気で思った。自分にその名を名乗る資格がないということは、嫌というほど思い知らされたのだから。
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「ううん……。もう朝……？」


　翌日。木々の隙すき間まから零こぼれる朝日に、フィオナは目を覚ました。


「あいたたたたた……」


　まず、体中の痛みに気付く。毎日使っている柔やわらかいベッドではなく、硬かたい地面に寝て夜を過ごしたためだ。


　そして、その痛みが思い出させてくれる。今、自分が何をしているのかを。


　まず戦争が起こった。次に北の先兵たる傭兵が父の領地に侵しん入にゆうしてきた。それゆえ、一人でも多くの領民を救うため、フィオナは父の城を飛び出たのだ。


　我ながら無茶なことをしたとも思う。でも、後こう悔かいはしていない。一人でも多くの領民の命を救えるのならそれでいい。


　それに、面白い出会いもあった。ジェラルドという若いファノヴァールの騎士だ。


　第一印象は悪くなかった。若く背は高めで、何より騎士にありがちな粗そ暴ぼうな感じがまったくないのがいい。それゆえに、フィオナは彼に思わず道中の護衛を頼たのんだのだった。ほとんど無理矢理な形で。


　だが──そのジェラルドを、昨晩怒らせてしまったことを思い出し、フィオナの顔は曇った。


　未いまだによく分からない。なぜジェラルドの態度が、あんなに豹ひよう変へんしたのかは。


「ま、もう気にしてても仕方ないか」


　フィオナは生来前向きな性格だった。くよくよ悩なやむようなことは好まない。とにかくまずは元気よく朝の挨あい拶さつでもかわせば、昨日のようにぎくしゃくすることもないだろう。


「……あれ？」


　辺りを見回したフィオナだったが、あることに気付く。


　ジェラルドの姿がどこにもないのだ。


「ねえ、誰かジェラルドを見なかった？」


　村人たちに訪たずねる。しかし彼らも同様だったらしく、言葉は返ってこなかった。


「フィオナさま」


　と、そのとき、一人の老ろう婆ばが歩みでた。


「実はあの騎士さまより伝言を預かっております」


「伝言……？　どういうこと？」


「はい、今朝のことでございます──」


　老婆の話は、次のようなものだった。





　……老人の朝は早い。慣れない地面で寝ていたこともあり、その日、彼女は日が昇のぼるよりも早く目を覚ましていた。


　そして小用のために起きた老婆は、まさに今、馬に乗って出立しようとしているジェラルドを見たという。


　こんな早くにどうなされたのか──その問いかけに、騎士はこう答えたという。


『……あなた方を護衛したいのは山々だが、私には私の任務がある。何より、今敵が現れれば私一人では到とう底ていあなた方を護りきれない。そこで、援えん軍ぐんを呼びに行ってこようと思うのだ──』


　そしてジェラルドは、昨日来た道を戻っていったという。





　……老婆の話を聞いた村人たちの見せた反応は、様々だった。


「よかった、援軍が来てくれるならわたしたち助かるじゃない！」


　そう安あん堵どする村人がいる一方で、別の疑ぎ惑わくを抱いだく村人の数も決して少なくはなかった。


「待って。でもそれなら、なんで黙だまって行くようなことをしたの？」


「そういえば……。ま、まさか、わたしたちを見捨てて逃げたんじゃ──」


「滅めつ多たなことを言ってはいけないわ」


　議論がおかしな方向へ転がろうとしていることに気付き、フィオナは即そく座ざに否定した。その口調は穏おだやかだったが、反論を許さぬ迫はく力りよくがあった。


「あの人は一度はわたしたちと一緒にいてくれたのよ。今いま更さら裏切ることなんて考えられないわ」


「ですが、昨日会ったばかりの騎士なんてどこまで信用できるものか……」


「そうですよ。わたしたちはつい最近、その騎士に夫や息むす子こを連れていかれたばかりなんですよ……？」


「気持ちは分かるわ。でも、世の中そんな貴族や騎士ばかりじゃないわ。大だい丈じよう夫ぶ、わたしを信じて。わたしはジェラルドを信じてる。だから、ジェラルドを信じるわたしを信じなさい」


　村人たちは、それ以上は何も言わなかった。世の中そんな貴族や騎士ばかりじゃない──危険を承知で自分たちを助けに来てくれたフィオナにそう言われれば、誰も反論はできなかったのである。


　──信じてるわ、ジェラルド。


　初めて会ったときから、どこか頼たよりなさげなところがあることは感じていた。


　しかし、一つだけ確かなこともあった。あの人は、噓うそをつけるような性格ではないということだ。


　きっと、すごく不器用なのだろう。だからこそ、確信を持って言える。


　あの人は、人を裏切るような器用なまねは絶対にできないと。
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　その頃ころジェラルドは、再び単たん騎きで森の中をさ迷っていた。


「僕はなんて情けないんだろうな……」


　戦場から逃にげ、父から逃げ──そして今また、自分を信しん頼らいしてくれていたであろう人々から逃げてきたのだ。情けないにもほどがある。


　南の方へ行こう、と思った。


　戦地から遠く離はなれた地へ逃げて、そして農民にでもなろうと思った。今の自分に自信があることといえば、体力ぐらいだ。それを活いかせば、どうにか生きていくことぐらいできるだろう。


　今のジェラルドは、まさに臆おく病びようの極きよく致ちにあった。


　人に会うのが怖こわかった。北の傭よう兵へい、味方のベールセール軍、地元の領民──その誰に会ったとしても、自分の情けなさを再確認させられるだけだろう。


　だが、そんなジェラルドの心理状態が、このときは幸運を呼びこんだのである。視界の隅すみに人ひと影かげが見えたとき、ジェラルド本人も驚おどろくような素早さで茂しげみに隠かくれることができたのは、まさにその臆病さゆえだった。


「…………！」


　運命とはどれほど険しくできているのだろうか。道の先から現れたのは、腰こしに赤く錆さびた斧おのや剣けんを提げ、薄うす汚よごれた格好をした男たちだった。その数はおよそ二、三十人ほど。


　一目で分かる。正規軍がうろついているこの状じよう況きようで賊ぞくの類たぐいが出没するとは思えない。彼らこそ何度も人伝づてに聞く北の傭兵なのだろう。


　見つかればベールセールの軍人である自分など間ま違ちがいなく殺されるだろう。ジェラルドは緊きん張ちようしたが、幸いなことに素早く茂みに隠れることができたためだろう、彼らが気付く様子はなかった。そのままじっと彼らをやり過ごす。


「ふう……」


　大きく息を吐はく。


　だが、安あん堵どしている時間はなかった。ある単純だが恐おそろしい事実に、気付いてしまったためである。


　この一本道を、あの傭兵たちは進んでいる。その先にあるのは何か。


「……フィオナ……！」


　戦せん慄りつする。


　もし、フィオナたちが傭兵と遭そう遇ぐうするようなことがあれば。


　金で雇やとわれた傭兵たちだ。彼らにとって、慈じ悲ひなどという言葉はもっとも縁えん遠どおいものだろう。


「どう、する……？」


　自問する。


　他国から来た傭兵に土と地ち勘かんなどないだろう。急ぎ間道を進み、フィオナたちのところへ戻もどり、このことを知らせるべきではないか。しかし、知らせたところでフィオナたちの足で逃げ切れるとは思えない。


　では、援軍を呼びに行くのはどうか。この近くを捜さがせばベールセール軍の軍勢もいるはずだ。その力を借りることができれば、数十人の傭兵など簡単に蹴け散ちらせるだろう。


　だが、味方の正確な位置など分からないし、少数の傭兵退治のために兵を動員してくれるとも思えない。何より、自分のような若造の騎き士しの言葉に耳を傾かたむけてくれるわけがない。


　そもそも、たとえ自分が何もせずともフィオナたちは無事城へ逃げ込めるかもしれないし、傭兵たちも必ずしもフィオナたちを捕ほ捉そくできるとは限らない。案外このままでも、何も起こらないかもしれない。


「そうだ、きっとそうなる……。何も起こりやしないさ……」


　どのみち、自分一人では他にどうしようもないのだ。だとすれば、今自分ができる最善の行動は、このまま彼らに見つからないようにすることだろう。


　こうして、そのまま傭兵たちが見えなくなるまで、ジェラルドはじっと茂みに潜ひそんでいた。
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　フィオナたちの足取りは、遅ち々ちとして進まなかった。


　慣れない旅路。不足がちな食料。そこにいつ敵が襲おそってくるかも分からない恐きよう怖ふが加わり、もはや誰だれもが疲ひ労ろうの極地にあったのだ。


「フィオナさま、本当にすいませんねえ……」


「気にしないで、これぐらい大したことじゃないから」


　元気なのはフィオナぐらいで、彼女は息の上がった老婆に肩かたを貸して歩いていた。


　そのかいあってか、日が真上に昇るころになると段々とフィオナの見慣れた景色が増えてきていた。目的地に近づいている証しよう拠こだ。


「みんな、もうすぐよ！　この分なら夕方までにはお父さまの城に着けるわ！」


　その声は、疲つかれ切っていた領民たちを励はげますに充じゆう分ぶんな効果があった。


　だが──まるで何かに運命づけられていたかのように。


　フィオナたちは、無事にこの旅路を終わらせることはできなかったのである。


　始まりは、一団の後ろの方にいた年配の女の叫さけび声だった。


「きゃあああああ！　よ、傭兵よ！」


　もっとも恐れていた単語を耳にしたフィオナたちは、反射的に後ろを振ふり返り──そして見た。


　粗そ末まつな武器や粗末な衣服に身を包んだ野や獣じゆうのごとき男たちの姿を。


　男たちも最初は女の叫び声に驚いた様子だった。だが、すぐにその顔に喜き色しよくを浮うかべ、そして赤茶色に染まった武器を手に取った。


　フィオナの決断は一いつ瞬しゆんだった。


「みんな、逃げて！　荷物を捨てて、一目散にこの道を進みなさい！」


　しかしあまりに突とつ然ぜんの出来事だったせいか、人々は戸と惑まどい、なかなか動こうとしない。


「何してるの！　逃げないと死ぬわよ！　元気のある人は他の人に手を貸して！　さあ、早く！」


　彼らを追い立てるように、フィオナはなおも声を張り上げた。


　そのかいあってか、人々は荷物を捨て、できる限りの速度で道を進み始めた。しかし、背後から追いすがってくる屈強な男たちから逃のがれることは到底不可能だろう。


　それゆえに、フィオナはただ一人別の行動を取っていた。


　一人道に立ち塞ふさがり、傭兵たちがやってくるのを待ち受けていたのである。


「待ちなさい！」


　フィオナは彼らを前にして怯えることなく言ってのけた。


「何だ？　てめえは」


「お嬢じようちゃん、生あい憎にくと俺たちは忙いそがしいんだがな」


　あらためて彼らと接すると、その下げ劣れつさがよく分かる。人の性しよう根ねは顔に出るというが、彼らはまさにそれだった。下げ卑びた目、嫌いやらしく歪ゆがんだ唇くちびる。まさに、金で人の命を奪うばうことを生なり業わいとする最低の人種の顔つきだ。


「黙だまりなさい！　あなたたち、何しに来たの？　ここはわたしのお父さまの領地よ。あなたたちに立ち入る権利を与あたえた覚えはないわ。すぐに立ち去りなさい」


「そうか、そいつは悪かったな。ならすぐ出て行ってやるさ。ただし、俺たちが満足するまで暴れさせてもらった後でな！」


　傭兵たちの笑い声が唱和した。その間にも、傭兵たちはフィオナの周囲を取り囲み、逃げ道を塞いでいる。


　やはり、話し合いでどうにかなるような相手ではないのだ。フィオナは覚かく悟ごを決めなければならなかった。


　一度呼吸をしてから、告げる。この状況で、村人たちを救う恐らくはただ一つの方法を実行するために。


「なら、わたし一人で満足しなさい」


「はあ？」「何？」


　傭兵たちは、フィオナが何を言ったか計はかりかねた様子だった。


「わたし一人で満足しなさいと言ったの！　わたしは貴族の娘むすめよ。小こ汚ぎたない農民より、わたしを抱だく方がいいでしょう？」


　傭兵たちは一瞬だけ顔を見合わせた後、下卑た笑みを浮かべた。


「へっ、言われずともそうしてやるつもりだったんだがな」


「貴族の娘の肌はだなんて見たことねえや！　せっかくのご提案だ、堪たん能のうさせてもらおうぜ！」


　傭兵たちは、一いつ斉せいにフィオナに襲い掛かかった。


　すべては覚悟の上だった。いざとなれば命を捨てる覚悟でここまでやってきたのだ。この程度のことで臆おくしてはならない。


　しかし、痛いぐらいに四し肢しを地面に押さえつけられ、身動き一つ取れないまま、下卑た男たちの視線にさらされることは、想像していた以上の恐怖があった。


「へっへっへ、どうした嬢ちゃん。いい覚悟のわりには、体が震ふるえてるぜ？」


「う……うるさいわね！　やるならとっととやりなさいよ……！」


　気き丈じように振る舞まうが、語ご尾びが震えるのはどうしようもなかった。


　男の薄汚れた手が、清らかなフィオナの体に触れようとする。


「ひっ……」


　覚悟は決めていたつもりだったが、あまりの未知の恐怖に、口から小さく悲鳴が漏もれた。


　自然と、ある男の顔が脳のう裏りに浮かんだ。もう自分が助かる道などないが、ただ一つ可能性があるとすれば、それは──。


　──ジェラルド……！





　そのときだった。





　まさにフィオナの服を引き裂さこうとしていた男の頭に、どこからともなく飛来した矢が突つき刺ささったのである。





　　　　　◆





「は、はは……。なんだ、簡単じゃないか」


　矢を放ったのは、騎き乗じようしたジェラルドだった。


　あの後。茂みに隠れて傭よう兵へいたちをやり過ごした後、ジェラルドが選んだ道は──彼らの後を密ひそかに追つい跡せきすることだった。


　それは考えた末に導きだした苦く悩のうと妥だ協きようの産物だった。


　援えん軍ぐんを呼べる可能性はないに等しい。一方で、フィオナたちの元に自分が駆かけつけてもできることなどたかが知れているし、何より彼女たちが必ず襲われるとも限らない。


　だからといって、このまま何もしなかった挙あげ句く、もしフィオナたちに何かあれば、自分は一生後こう悔かいするだろう。


　それゆえに、ジェラルドは密かに傭兵たちの後を追うという道を選んだのだ。このまま傭兵とフィオナたちが遭そう遇ぐうすることがなければそれでいいと。


　もっとも、そのときはまだ、両者が本当に出で遭あったときはどうするかということは考えていなかった。


　しかし、フィオナがたった一人で傭兵の前に立ち塞がり、そして押おし倒たおされるのを見た瞬しゆん間かん、ジェラルドの体は自然に動いていた。気付いたときには、ジェラルドはその手に弓を構えていたのだ。


　続いてジェラルドは二の矢を番つがえ、馬を彼らの前に進ませた。


「その少女を放せ、この国から出て行け！　さもないと無む駄だに命を落とすことになるぞ！」


　放たれた二本目の矢は、狙ねらい違たがわず別の傭兵の首筋に突き刺さった。


　もちろん、ジェラルドの戦いへの恐怖は消えたわけではない。体の震えは未だにある。


　しかし、考えてみれば、自分は毎日のように騎き射しやの練習をしていたではないか。空を飛ぶ小さな鳥や、地を駆ける獣けものを毎日のように狩かっていたではないか。


　それに比べれば、獣よりはるかに大きく、さらに小鳥よりはるかに鈍どん重じゆうな人の頭を射ることなど難しくはない。なんでこんな簡単なことに気付かなかったのかと、さっきまでの自分を殴なぐり飛ばしたい気分だった。


「くそ！　何者だ!?」


「騎士だ！　隊長、ベールセールの騎士ですぜ！」


「野や郎ろう、なめたまねしやがって！　仲間の仇かたきだ、やれおまえら！　あいつをぶっ殺せ！」


　傭兵たちが武器を構えて向かってくる。


　ジェラルドは、両足だけで見事に馬を操りながら応戦した。


　傭兵たちは実戦経験も豊富なのだろう。その戦いぶりは果か敢かんで、何度となくジェラルドを怯ひるませた。


　だが──誰も彼もが父ほどではなかった。武名高きファノヴァール家の現当主、五十歳を超こえてもなお負け知らずという父ケヴィンに比べれば、傭兵の動きは大したことはなかった。


　それに、父に仕える騎士十人を相手に組み手をしたこともある。しかも父は「後で白しろ魔ま術じゆつ師しに治ち療りようさせればよい」と言ってのけ、騎士たちは一切手加減なく木ぼつ剣けんを叩たたきつけ、体中に青あお痣あざを作られたものだ。


　あのときに比べれば、まったく大したことはない。ジェラルドは狭せまい道や森の中を巧たくみに動き回り、襲い来る傭兵を次々射い貫ぬいていった。


　唯ゆい一いつにして最大の懸け念ねんは、敵の数が多いということだけだ。


　しかし、多数を相手に戦う方法を、ジェラルドはよく学んでいた。重要な点は二つ。迅じん速そくに動き回り一度に複数の敵を相手にしないこと、そして早期に敵の指揮官を討ち取ることだ。


「殺せ！　絶対に生かして帰すんじゃねえ！」
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　誰が指揮官かはすぐ分かった。先ほどから偉えらそうに命令を飛ばしているあの傭兵だ。もっとも、数人の手下に守られている彼を攻こう撃げきするのは容易なことではないだろう。


「…………」


　ジェラルドは矢の尽つきた弓を捨てた。


　そして、馬に載のせていた長大な馬上槍やりを携たずさえ、突とつ進しんする。


「うおおおおおおお！」


　今まで逃にげ回っていたのが一転して突っ込こんできたのだ。突然の攻撃の変化に、傭兵たちは明らかに後れを取っていた。


　ジェラルドの構えた馬上槍が一人を貫き、愛馬の体当たりでさらにもう二人が跳はね飛ばされた。


　人の壁かべに穴が空いた。


　好機である。しかしこのとき、愛馬の動きがつんのめるように止まった。


　馬の足は決して頑がん丈じようではない。二人もの大男を跳ね飛ばした結果、何らかの怪け我がを負ったのかもしれない。


　だがそれは予想済みである。躊ちゆう躇ちよすることなくジェラルドは馬上から跳とんだ。剣けんを抜ぬき放はなちながら、真っ直ぐ、敵の指揮官に向かって。


「うお!?」


「うわああああああああ！」


　悲鳴と気合いの声が交こう錯さくする。


　傭兵は斧おのを振ふり上げて防ごうとするが、このような形で不意を打たれるとは思わなかったのだろう、完全に動きが遅おくれていた。


　空中から斬きり下ろされたジェラルドの剣は、傭兵を袈け裟さ懸がけに深く切り裂いていた。


「ぐ……ぼぁ……」


　口から血を噴ふん出しゆつしながら、傭兵は崩くずれるように倒れ込んだ。


「できる……。戦えてる！」


　このときになってようやく気付く。あれほど抜くのに躊躇していた剣が、いつの間にか手の中にあることに。


　ジェラルドは、戦いとは何かという疑問の答えを摑つかみかけていた。死や恐きよう怖ふなどどうでもいい。ただ、フィオナを守りたい──想おもいはその一つだった。


　ようやく理解する。父の元から逃げ出したのは、自分が何のために戦ってるのか分からなかったからだ。非力な自分が一人加わっただけで誰だれも救えるとは思えなかったからだ。だが、今は違ちがう。今、自分には行動を起こすことで確実に救える人がいる。自分が戦う理由はそれで充じゆう分ぶんだった。


　ジェラルドはなおも動きを止めなかった。常に機先を制すべし──それこそがファノヴァール家が代々後こう世せいに伝えている最大の家か訓くんであり、ジェラルドはその家訓を最大限実行したのだ。


　ファノヴァール家が世に知られるようになってから五十年。その間、常にファノヴァールの名を受け継つぐ当主たちは戦い続けてきた。そしてその戦いの技と経験は、すべて後代に受け継がれてきたのである。その現時点での集大成ともいうべき存在が、ジェラルドだった。


　その体も力も未だ成熟してはいなかったが、技と戦術は洗練されていた。数十人いた傭兵たちは、今やその数を半分近くまで減らしていた。


　しかし、ただの人であるジェラルドには限界が近づいていた。


　第一に、疲ひ労ろう。第二に、武器の威い力りよくも落ちていた。何人もの血肉を斬ったその剣は大きく切れ味を落としていたのである。もはや敵を倒すには斬るのではなく剣でぶっ叩くしかなかったが、それには大きな力がいる。


　ジェラルドには極めて厳しい状じよう況きようだった。そのせいだろう、傭兵たちが繰くり出す攻撃をかわすことも難しくなり、その体には大小の切り傷が刻まれていった。


　それでも──戦いの形勢は、動かなかった。


　ジェラルドはあれほど恐おそれていた傷の痛みに決して屈くつしなかった。そしてジェラルドが疲労していた以上に、傭兵たちは士気を、戦意を失いかけていたのだ。


　傭兵たちは、仲間の半数と頭領とをたった一人に殺された。それだけでも戦意を失うには充分だった。他方、ジェラルドは疲労の極きよく致ちにあったといえど、その目に宿る戦意の光だけは微み塵じんも揺ゆるぎがなかった。


　絶対にフィオナだけは護る。そのためならば自分の命がどうなろうと構わない──。


　今のジェラルドは、まさに家族を護ろうとする猛もう獣じゆうのようだった。こうなると多少の傷や疲労に意味はない。猛獣とは、手て負おいになることで逆にその恐ろしさを増すものだからだ。


「どうした、傭兵ども！　この程度で僕に勝てると思ってるのか！」


　それは虚きよ勢せいだった。だが、今の傭兵たちを威い圧あつするには虚勢で充分だった。


「く、くそっ！　なんて奴やつだ！」


「おい、もう逃げようぜ！　こんな奴殺したって何の足しにもならねえ！」


「そうだ、とっとと逃げるがいい！」


　ジェラルドはなおも叫さけんだ。


「このようなところで血を流しても無駄にしかならないぞ！　去れ！　少しでもこの世に未練があるならばな！」


　効果は充分にあった。傭兵は利のあるところでしか動かない。苦労して一人の騎き士しを殺しても、大した利益が得られないことを悟さとると、もはやこの場にいる意味を見み出いだせなかった。


　一人が逃げ出し二人が逃げ出し、間もなくすべての傭兵が雪崩なだれを打ってこの場からいなくなる。後に残ったのは、死体だけだった。


　それがジェラルドが初うい陣じんを終えた瞬間であった。


「……ふう」


　まるで糸が切れたように、ジェラルドはへたりこんだ。


　初めての戦せん闘とうが終わり、気が緩ゆるんだ瞬間、疲つかれがどっと出たためである。


「ジェラルド！」


　と、次の瞬間。


　ジェラルドは、柔やわらかい何かが自分の体を覆おおったことに気付いた。


　フィオナだ。彼女が抱だきついていたのだ。


「遅おそいじゃない！　どうしてもっと早く来てくれなかったのよ！」


「……すまない」


　フィオナは泣いていた。自分は女性を泣かせてしまったのだ。今いま更さらながらに、自分の未熟さと卑ひ怯きようさを痛感する。


「まあいいわ、許してあげる。結局、あなたは来てくれたんだから」


　涙なみだをぬぐいながら、そして半分ぐらい笑いながら、フィオナは言う。


　フィオナの腕うでに込もる力が強くなった。同時に気付く。フィオナの体が、震ふるえていることに。


　それで悟る。フィオナもまた、怖こわかったのだろうと。


「フィオナ。どうして君はたった一人で傭兵たちを止めようなどと考えたんだ？　あいつらに捕つかまれば、どんなひどいことをされるか分かっていただろうに」


「あなたこそ何言ってるの？　どうなるかなんて分かってる。だからこそ領民のみんなをそんな目に遭あわせるわけにはいかなかったんじゃない」


「…………！」


　フィオナは体が震えるほどに恐怖していた。にもかかわらず、自分のすべきことを果たそうとしたのだ。


　ジェラルドはようやくすべての答えを見つけた。


　恐怖とは、忌いむべきものではないのだと。本当に忌むべきこととは、自分のなすべきことをなさないということなのだと。


　剣を振ってばかりのジェラルドにとって、異性とこうも触ふれ合ったのはこれが初めてだった。ただ、おずおずとその小さな体を抱きしめ返す。なんとなくそうしなければならないような気がしたのだ。


「すまない。本当にすまない。だが、大だい丈じよう夫ぶだ、もう安心してくれ。もう二度と君をこんな目には遭わせないから。この国は、僕たちが守るから」





　　　　　８





　ファノヴァール伯はくケヴィンの元に、ジェラルドが戻もどってきたとの報が伝えられたのは、息むす子こが姿を消してから三日後のことであった。


　今までどこで何をしていたのか──ケヴィンは怒いかり心頭に発し、息子と再会できたなら、まずなんと怒ど鳴なりつけてやろうかと頭を悩なやませていた。


　しかし、


「父上、ただいま戻りました」


　男子三日会わざれば刮かつ目もくして見よ──その諺ことわざの生きた見本が、目の前にあった。


　三日前の息子は、それは武家の息子としては恥はずかしいものだった。戦いに怯おびえ、食事すらほとんど口にせず、常に青白い顔をしていた。


　しかし──一体この三日の間に、息子の身に何があったのだろうか。今の息子には、初陣を控ひかえた若造の騎士といった印象はまったくなかった。怯えている様子はおろか、動作一つとってもまるで熟練の騎士のような貫かん禄ろくがあるようだった。本当に突とつ然ぜん子供から大人になったようだ。


「無断で戦場から離はなれた罪は承知しております。いかような叱しつ責せきでも受ける覚かく悟ごです」


　そんな息子の姿を見せられては、とても叱しかり付ける気にはなれない。


「……いや」


　かろうじて、それだけを口にする。


「何も言わずともよい。その顔を見れば分かる。そんなことより北との決戦は間近だ。久しぶりに私と試合でもするか」


「はい、喜んで」





　……この後。


　間もなく始まったベールセール軍とレアニール連合軍との戦いにおいて、ケヴィンとその息子ジェラルドは見事な大功を立て、ファノヴァールの武名を再び世に知らしめることとなる。


　また、この二年後には、ファノヴァール家の元にとある伯はく爵しやくから縁えん談だんが持ち込まれることとなる。その縁談は紆う余よ曲きよく折せつあったものの、結果的にジェラルドは妻をめとることとなった。フィオナという名の新にい妻づまを。


　もっとも──ジェラルドの奥手ぶりはフィオナも呆あきれるほどで、二人の間にアレスと名付けられる子が生まれるのは、この十年以上も後のこととなるのだが。




　　　　　◆◆◆





「……今の話、本当なのですか？」


　アレスが受けた衝しよう撃げきは、決して小さくなかった。


「私が噓うそなどついてどうする？」


　ウォルナーはいつもどおり真しん剣けんだった。もともと、噓をつけるような人でもない。


「もっとも、これはジェラルドから聞いた話だ。本人が噓をついている可能性はあるがな」


　それはないだろう。かつて自分が戦場から逃にげ出したことがある──などと噓をつく理由が一体どこにあるのか。


　しかし、そうなるといよいよアレスには信じ難い話だった。あの強かった父に、そんな過去があったとは。


　自分と同じように、父も迷うことがあったのだ。何のために戦うのか。なぜ戦わなければならないのか。なぜ恐きよう怖ふに打ち勝つことができたのか。父の出した結論と考え方は、今のアレスにとって、一ひと際きわ深く心に染み入るものだった。


　もっと父の話を聞きたいと思った。


　ところがである。ウォルナーが次に口にした言葉に、アレスは驚おどろかされることとなる。


「さて、そろそろお暇いとまさせてもらおう。ヴェリック、すまぬが帰路も頼たのむぞ」


「え……」


　思わずアレスは呆あつ気けに取られた。


「も、もうお帰りになるのですか？」


「そうだ、私の用はこれで終わりだ。言ったはずだ。昔話をしに来ただけだと」


　ウォルナーは本気だった。ヴェリックの手を借り、さっさと馬車に乗ろうとする。


　アレスは慌あわてて声をかけた。


「ウォルナー師？　私にそのような話をなさったのは、私にもう一度剣けんを取れということではないのですか？　父も一度は逃げ出した。けれど結局は戻ってきたと……」


「アレスよ。おまえは我が弟子ではあるが、すでに私の手を離れてもいる。そんなおまえに私がどうこう言う権利などない。おまえの道は、おまえが決めるのだ。もう一度言おう、私はただ昔話をしに来ただけだ。ヴェリック、頼む」


　ヴェリックは一度頷うなずくと、馬に鞭むちを入れようとした。


「ま、待ってください！　ウォルナー師！」


「なんだ？　もう用は済んだのだ、早く帰らせてくれ」


　なんとなくこのまま師を行かせてはならないと思い、声をかけたアレスだったが、言うべき言葉は何も浮かんでこなかった。


「か、必ずまた会いに参ります！　どうかそれまでお元気で！」


　結局、口にできたのはそれだけだった。


「うむ」


　ウォルナーは相変わらず無表情のまま一度だけ頷くと、「ではまたな」と一言言い残し、本当に帰って行ってしまった。アレスは無言のまま、それを見送ることしかできなかったのである。





　　　　　◆





「分からない。分からないわ……」


　ウォルナーとアレスの会話を、ミーアたちは一部始終盗ぬすみ聞きしていた。風の精せい霊れいに命じて、声をここまで運ばせていたのである。


「何も分からないことはないと思うが……」


　リーエンノールが首を傾かしげる。


「疑問があるなら、本人に聞いてみればいいだろう。ほら、もうこっちに来るぞ」


「ええ、そのつもりよ」


　アレスの元を離れたウォルナーの乗った馬車は、間もなくミーアたちの目の前を通り過ぎようとしていた。


　すかさずミーアは馬車に駆かけ寄よった。


「待って、ウォルナー。あれは一体どういうことなの？」


　御ぎよ者しやのヴェリックが馬車を止めるのももどかしく、疑問を投げかける。


「あの話をするためにここまで来たっていうのは分かる。あのアレスのお父さんの話は、絶対に今のアレスのためになると思うもの。でも、なんでそれだけなの？　なんでアレスにとっとと立ち直れって言わないの？」


　ウォルナーはその疑問を予測していたかのように、滔とう々とうと答えた。


「風の精霊の力とやらで、私の話は聞いていたのだろう？　なら、おまえにも同じ言葉を送ろう。私は昔話をしに来た。その用事は済んだ、だから帰る。それだけだ」


「……分からないわ。あなただって奴ど隷れいになって働いてるアレスの姿を見たんでしょ？　それなのにどうしてあなたは、何も言わないでいられるの？」


「アレスが歩むべき道はアレス自身が定めねばならぬ。私はその後押しをしに来たに過ぎぬ。今後歩むべき道は、アレス自身が決めることだ」


「どうして？　なんでそんなに気長でいられるの？　あんな腹の立つ情けないアレスの姿を見せ付けられながら……」


「ウォルナー師、どうか教えて欲しい」と、レオンも問いかける。「アレスの師ならば、あなたは僕にとっても師だ。考えてみれば、イザーレもガルムスそうだった。どうしてあなた方は、アレスを見捨てようとしないのですか？」


「ふむ、そうか。そこが理解できぬのか。それならば問おう、レオン、それにミーア。おまえたちは、挫ざ折せつというものを経験したことがお有りかな？」


「あるわよ」「あるさ」


　二人は吐はき捨すてるように呟つぶやいた。


「人は誰だれしも挫折を経験する。だからアレスにも挫折から立ち直る時間を与あたえろって言いたいの？」


　それはつい先日、リーエンノールに言われたことでもある。


　この老人も彼と同じことを言うのかと思った。だが、ウォルナーは首を横に振ふった。


「少し違ちがう。私のような世捨て人が、おまえたちにどうこうしろと言う資格などない。ただ、これだけは言わせてくれ。ここにいるということは、おまえたちはその挫折から立ち直ったということなのだろう？　しかし、その一方でおまえたちはアレスが挫折していることを許せないでいる。それはなぜだと思う？」


　ややあって答えたのはレオンだった。


「……僕は挫折を経験した。でも、あなたの言う通り立ち直ってここにいる。でも、アレスはいつまでもうじうじしてるだけだ。それが許せないのは、確かだ」


「そこが間違っておるのだ」即そく座ざにウォルナーは断じた。「それはおまえがそう思いたいと思い込んでるに過ぎぬ。でなければ、アレスを見捨てるなどという考えが浮うかぶはずがない。ではもう一つ聞こう。おまえたちは、挫折というものを恥はじであると思っているのではないのか？」


　咄とつ嗟さに反論ができなかった。


「挫折というものは、自分の力では乗り越こえられない壁かべが目の前に生ずることから生まれるものだ。それを恥と思うのは仕方がないことかもしれん。特に若者は完かん璧ぺきを求めたがる。自みずからが経験したような恥を、理想とする英えい雄ゆうには経験してもらいたくないのだろう。だからおまえたちは、アレスが挫折していることを許せないのだろう」


「そ、そんなこと……」


　言われてみると頷うなずけるところはあった。ミーアはアレスに対し、憧あこがれさえ抱いだいていた。ちょっと鈍にぶいところはあるけれど、英雄と呼ばれるに相応ふさわしい強い人だと。


　だが、今のウォルナーの言葉を聞いてから考えるとどうだろう。今のアレスを見て、真っ先に浮かんだ思いは「情けない」というものだった。だから我が慢まんがならなかったのではないか。自分の思い描えがいていた英雄像が否定されたような気がして。


「私からも一ついいでしょうか」


　黙って三人のやり取りを聞いていたヴェリックが、このときになって口を開いた。


「レオン、私もずっと疑問をもっていました。どうしてあなたは私たちと違い、アレスさまにずっと厳しい態度でいるのかを。今のウォルナーどのの言葉を聞いて私にも分かりました。あなた方はアレスさまに完璧を求めていたんでしょう。アレスさまは我々にとってもっとも忠誠や信しん頼らいに値する人でした。そんな人が、恥と思えるような挫折に陥おちいっているなどと、考えたくなかったのでしょう」


　反論一つできずに聞き入ってしまう。


「ですが私のような中年に言わせてもらえば、挫折とは人生でもっとも有益な経験ですよ。あなた方が経験した挫折は、本当にただの恥として切り捨てていいものなのですか？　その経験があなた方の成長に繫がったと考えることはできませんか？」


「それは……」


　レオンもミーアも、やはり何も言えなかった。


「一つ聞いて下さい。アレスさまが心を失い、同時にフィリップが台たい頭とうしてきたときから、私には蒼神ラクリナースさまだか赤神オデイウスさまだかの考えていることが、何となく分かる気がするんです。きっと神々は、アレスさまが兵を率いて戦うことをお望みなんだと。そして今回の経験は、そのとき必ずアレスさまの力になるでしょう」


　ここでヴェリックは、なぜかいささか気き恥はずかしそうに頰ほおをかいた。


「いえ、私風ふ情ぜいがこんなことを偉えらそうに語る資格があるとも思えないんですけどね。確かにアレスさまはこと戦いとなれば、右に出る者はいません。ですがその戦いの才は、アレスさまがお一人だったからこそ、存分に発揮できたのです。ですが、大勢の兵を率いることになれば、その中には失敗をしでかす者も必ず出てくるでしょう」


　ミーアにはようやくヴェリックの言いたいことが分かった。


「そういえば、ジェレイドも言ってたわね。もし失敗を知らないような人が、指揮官になって大勢の人を統率しようとすれば、部下の失敗を許せない狭きよう量りような指揮官になるって……」


「ええ、その通りです。天才と呼ばれうる人は、自分に出来ることが他人に出来ないということを理解し難いものだと聞いたことがあります。アレスさまに今後も英雄であって欲しいと願うなら、なおさら挫折を知ってもらうべきですよ。アレスさまにとって今回の出来事は、まことに天の贈おくり物というべきです」


　ミーアとレオンは、顔を見合わせて黙り込んだ。
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　ウォルナーやヴェリックと別れた後。


　長い沈ちん黙もくを経へて、ミーアはレオンに話しかけた。


「ねえ、レオン。気付いてる？　あたしたちと、ヴェリックたちの違いに」


「違い？　どういうことだ？」


「今のアレスを見て失望してるのは、あたしとあんただけってこと。でも、ヴェリックもリーエンノールも、ガルムスもウォルナーも、あたしたちとは違う考えを持ってる。この違いはどこからきてると思う？」


「……一つだけ心当たりがある。簡単なことだ、僕たちだけが若い」


「そうなのよね……」


　ミーアもレオンも、未いまだ十代の若造である。一方でヴェリックたちは、すでにミーアの何倍もの人生を生きているのだ。


　だからこそなのだろう、その年寄りたちの言葉には、強い説得力があった。


　挫折を恥と思ってはいけないということ。挫折こそが人を成長させるということ。アレスがより大きな武名を馳はせるためには、なおさら挫折を経験することが必要だということ。


「僕も、一つ気付いたことがある」


　ややあってレオンが言った。


「……何？」


「ヴェリックもリーエンノールもガルムスもウォルナーも……アレスが立ち直ることを確信してた。だから、あいつらはアレスにとっとと立ち直れ、なんて直接言葉をかけたりせず、ずっと見守ってるだけなんだ。そこも、僕たちとは違う」


「……そうね。そうだったのね」


　今、ようやくミーアは理解した。自分はアレスに理想を押し付けるだけで、アレスを信頼しようとしていなかったと。


　アレスを信頼してさえいれば、今回の挫折がアレスをより大きな存在にするだろうと、ヴェリックたちのように大きく構えることもできたはずなのだ。ましてミーアはずっとアレスの傍そばで戦ってきた。アレスを信頼することなど容易だったはずなのだ。


　不意に、レオンが立ち上がった。


「どうしたの？」


「頼たのみがある、ミーア。ちょっと用事ができた。アレスのために、まだすることがあったよ。少し遠出することになるから、おまえの馬を貸してくれないか」


「あんたも、ちゃんと立派な馬を持ってるじゃない」


「かなりの遠出になるんだ。早く済ませるためにも、馬は二頭いた方がいい」


「そう。それがアレスのためになるんだったらいいわ。行ってらっしゃい」


「感謝する」


　レオンも気付いたのだ。アレスのために、まだできることがあるということを。


　それが何かは知らない。だが同時にこのとき、ミーアもある決意をしていた。


　アレスをもっと信じようと。そしてアレスのために、自分もできることをしようと。







第五章　アレスとミーア







　　　　　１





　アレスは、眠ねむりの浅い日々を送っていた。


　自分は、本当に今のような生活を送っていていいのだろうかという疑問に悩なやまされていたのである。もちろん、ウォルナーの話が原因だった。


　一度は戦場から逃にげ出すことを選んだという父。まるで、今の自分と同じように。


　しかし、父は再び剣けんを手に取ったという。心に勇気があったからではない。戦いへの恐きよう怖ふもそのままだ。ただ、守るべき者を守りたかったがゆえに。


　アレスがすべてを捨てて逃げ出したのは、恐怖に起因するところが大きい。パンドラがいなくなったことにより、戦えなくなった恐怖だ。しかし父は、恐怖を抱いたまま戦場へ戻もどったのだ。今の自分のように、パンドラに与えられた特とく殊しゆな力もないのに。


　アレスにも守りたい者はいる。その筆頭は、クラウディアだ。もしクラウディアの命に危機が迫せまっているというのなら、勇気など関係なく、その元へ駆かけつけ剣を振ふるったかもしれない。


　だが、今クラウディアは自分を兄の仇かたきと信じている。クラウディアの元へ駆けつけても仕方がない。そもそも、別にクラウディアに危険が迫っているわけでもないのだ。


　むしろ、今の状じよう況きようでは、下手に自分が姿を現した方が危険をもたらす可能性が大きいだろう。義ぎ妹まいエレナの元しかり、故郷レストニア領しかりだ。


　それに、自分にはまだパンドラの残した忌いま々いましい力がある。土木作業に使う分には便利だが、あの卑ひ怯きような力を振るって他人に犠ぎ牲せいを強しいるようなことに、一体何の意味があるのか。むしろ自分の騎き士しとしての誇ほこりを汚けがすだけではないか。


　一方で、今のアレスにも守れる者がたった一人いる。リィズだ。そしてリィズ一人ならば、今の状態を維い持じしていても守れる。いや、むしろリィズのためにはこのままの方がいいのではないか。そんな風にも思えてしまうのだ。


　そうこうしているうちに、眠りの浅い夜は明け、再び仕事の時間がやってくる。


「ガルムス。今日も頼む」


「うむ、好きにしろ」


　唯ゆい一いつアレスの傍に残った知ち己き、ガルムス。その心境は未いまだにアレスにもよく分からない。なぜ相変わらず、何の行動も取ろうとしない自分の傍にいてくれるのか。


　だが、理由はどうあれガルムスの存在は、アレスも意外なところで助かっていた。アレスが働いている間のリィズの世話を任せられるからだ。


　アレスが懸けん命めいに働いていることもあってか、最近になってようやくリィズを働かせようと主張する者はいなくなっていた。だからといってリィズにも頑がん固こなところがあるのか、相変わらずアレスの手伝いをしようとする。それでもガルムスが付つかず離はなれず見張ってくれているおかげで、アレスとしては安心して好きにさせることができた。


　それに、意外なことに──と言ってはいけないのかもしれないが、ガルムスもかなり子供の扱あつかいに慣れているようだった。小刀一つで木片を削けずって子供が好みそうな玩具おもちやまで製作してのけたときは、アレスとしても驚おどろきを隠かくせなかったものだ。


「わしは四人もの子を育てたのだぞ」


　とはガルムスの言である。ガルムスにも家族がいることはもちろん知っていたが、子供が四人もいるというのはいささか意外ではあった。


　いずれにせよ、休きゆう憩けいの合間に人間の子供と髭ひげもじゃのドワーフが遊んでいる光景は、いささか奇き妙みようではあったものの、アレスや他の奴ど隷れいたちの目を和なごませたものだった。


　かくして、その日の作業も滞とどこおりなく進んでいた。


　ところがである。働き始めて一いつ時とき（約二時間）ほどが経過したころ、アレスの元に再び客がやってきたのである。


「アレス。いえ、クレスだっけ？　とにかくなんでもいいから、あたしに付き合いなさい」


　ミーアであった。


「な、なんでおまえが……。おまえにはもう言うべきことを言ったはずだ」


「うるさいわね。いいから黙だまって付いてきなさい。これからしばらくあんたの時間はあたしが買ったの。だから言うことを聞いてもらうわ」


　奴隷であるアレスとしては、反論のできない物言いである。


　アレスは最後の望みをかけるように、ゼードルの方を見やった。しかしゼードルは、とっとと行けと言いたげに、あごをしゃくるだけだった。


「……分かった、付き合おう」


　リィズの面めん倒どうはガルムスが見ていてくれるし、ゼードルの許可──というよりは命令では仕方がない。アレスは再び奴隷たちの奇き異いな視線にさらされつつ、作業場を離れることとなったのである。
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　誰だれもいない森の中に入ったところで、ようやくミーアは足を止めた。


「一体何なのだ？　私なんかにもう用はないはずだろう」


「うるさいわね。いいからそこに座りなさい」


　ミーアには何か逆らいがたい雰ふん囲い気きがあった。やむを得ず、手近な倒とう木ぼくに腰こしを下ろす。


「別に大した用事じゃないの。あんたのお師し匠しようさんと同じ。ちょっとあたしの昔話に付き合ってもらいたいだけよ」


「昔話……？」


「そうよ。覚えてる？　あたしがどうして反乱軍に身を投じる気になったかって話を、いつかしてあげるって」


　覚えていた。パンドラに突とつ然ぜんの離り別べつを告げられるほんの少し前、ミレスデン軍の撤てつ退たいを見届けるために王国軍から離れていたときのことである。


「それを、今からか……？　なぜ今？」


「いちいちうるさいわね、いいから黙って聞きなさいっ。今のあんたの時間はあたしのものなんだから！」


　無茶な理り屈くつだったが、奴隷であるアレスとしては反論ができない。


「分かった。聞こう」


「そう、それでいいのよ」


「…………」


「…………」


　話を聞く態勢になったアレスだったが、場に訪れたのは沈ちん黙もくだった。


　ミーアが黙り込んでしまったのである。


「ん？　どうした？」


「う、うるさいわね！　どこから話したらいいのか分かんないのよ！　いいから黙って聞いてなさい！」


　なぜかミーアは頰ほおを紅こう潮ちようさせながら怒ど鳴なった。


　理り不ふ尽じんだと思いつつ、これ以上怒鳴られたくもないので黙っておく。


「そ、そうね。やっぱりあのときからの話をした方がいいわね」


　やがてどうにか気を落ち着けたらしいミーアは、咳せき払ばらいを一つしてから、それでもどこか気き恥はずかしそうに話を始めた。


「今から……えっと、八年ぐらい前のことよ。あたしが九歳だったときのこと」





　間章　二　父から子へ
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　その日、フーリエ村の近くにある丘おかには一人の少女の姿があった。


　髪かみは空のように青く、目もまた空のように澄すんだ九歳の少女。天てん真しん爛らん漫まんといった言葉がふさわしい無む邪じや気きそのものの彼女は、名をミーアといった。


「見ててね、お父さん」


　ミーアは丘の下に向かって呼びかけた。


　下にいるのはミーアの父シルヴィスである。年ねん齢れいは三十を越こえているが、歳のわりには若々しく見える剽ひよう悍かんな男だ。


　その父が「ああ」と頷うなずくのを確認すると、ミーアは両りよう腕うでを広げ、目を閉じた。辺りにいる目には見えぬ精せい霊れいたちの存在を感じやすくするためだ。


「さあ、風たち。あたしと一いつ緒しよに踊おどろう！」


　直後、風が吹ふいた。


　最初は正面からの風だったが、すぐにミーアの髪を巻き上げるような吹き上げの風となり、その次にはつむじ風となった。ミーアが腕を振ふりながらくるくると回る度たび、まるで一緒に遊んでいるかのような、自然には有り得ない風が吹き続ける。


「どう？　あたし、お父さんと同じことできるようになったんだよ！」


　ミーアは得意げに胸を張った。父は目を丸くし、驚おどろきを隠かくせないでいる。


「……驚いたよ。さすが父さんの娘むすめだ」


「えへへ」


　自分を褒ほめてくれる父の言葉が心ここ地ちいい。


「でもあたし、お母さんから聞いたよ、お父さんってもっと大きな風を起こせるんでしょ？　ねえ、やってみせてよ」


「……それは駄だ目めだ」


「えー、どうしてよぅ？」


「いいか、ミーア。精霊は使い方次第で簡単に人を傷つけることもできるんだ。無む闇やみやたらと使ってはいけないものなんだよ。父さんもだけど、おまえも気をつけないといけない。分かるか？」


　ミーアはまだ不満だった。しかし、父の真しん剣けんな顔を見てはとても口答えできるものではない。


「うん、分かった。大だい丈じよう夫ぶ、風はあたしの友だちだもん」


「よし、いい子だ」


　父はミーアに近づくと、その大きな手で頭をなでてくれる。


「なんだ、ミーア。こんなところにいたのか」


　丘の下から聞こえた声に振り返る。一人の少年がいた。


「あ、ルークだ」


　少し年上だが、同じ村に住む遊び友達である。


「今日の手伝いは終わりだろ!?　遊びに行こうぜ、みんなもう森で待ってるぞ」


「あっ、うん！　お父さん、行ってくるね！」


「日が暮れる前に帰ってくるんだぞ。森の奥まで行っちゃ駄目だからな」


「うん、大丈夫！」


　ミーアは父に向かって頷うなずきながら、丘を駆かけ下りていった。
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「い、今のは……」


　このとき、丘の上の父子のやり取りを、フーリエ村からじっと見ていた者がいた。


　ビッセルという名の農夫である。年齢は三十代半ば、人の良さそうな顔と中肉中背の体つきで、これといった特とく徴ちようのない男だ。


　丘の上で小さな少女の起こした奇き跡せきにビッセルは居ても立ってもいられず、急ぎ村を飛び出し丘に向かった。かなりの時間がかかったが、幸いなことに友人であるシルヴィスは何か考えごとでもしていたのかその場に留とどまっていた。


「見ましたよ！　さっきあなたの娘さん、風の精霊を操ってましたよね!?」


　シルヴィスは、突然現れたビッセルに驚いた様子もなく頷いた。


「ああ、大したもんだよ……」


　精霊を扱うには、二つの才能が必要とされている。精霊の存在を感じ取る能力と、そして精霊を従える強い意志である。


　前者については、無邪気な子供ならば環かん境きよう次第で自然に身に備わるとも言われている。しかし、精霊の存在を感知できても、それを制せい御ぎよすることは子供には難しい。


　にもかかわらず、ミーアはああも簡単に精霊と遊んで──使し役えきしてみせた。もっとも、それほど不思議なことではないのかもしれない。なにせミーアは、強大な風の黒くろ魔ま術じゆつの使い手であるシルヴィスの娘なのだから。


「さすがあなたの娘というべきですかね。まだ九歳でしたよね？　それですでに風の精霊を操れるなんて、将来が楽しみじゃないですか」


「……複雑だな。ミーアには俺と同じように、ささやかな家庭でも持ってくれればそれでいいと思ってるんだがなあ」


「もっともなご意見です。でも、今や少し人里を離はなれればどこに賊ぞくや妖よう魔まが潜ひそんでいてもおかしくない世の中ですよ。ミーアが自分や愛する人の身を守る程度の力を身につけてくれるのは、きっといいことでしょう」


「……そうだな。ああ、きっとそうだ」


　二人の間に会話が途と切ぎれた。そのまま、並んでフーリエ村を眺ながめる。人口わずか二百人足らず。ベールセール王国に無数にある小さな農村の一つだ。


「時の経たつのも早いものだな。俺とマレーナがこの村に来てから、もう十年も経ったのか」


「ええ、早いものです」


　ビッセルは、自然十年前のことを思い出していた。


　シルヴィスが一人の女性を連れて突然この村を訪れたときのことを。
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　今から十年前。その頃ころ、ビッセルは町で役人をやっていたが、父が亡くなったのを契けい機きに故郷のフーリエ村に戻もどり、農作業の傍かたわら、子供たちを相手に私し塾じゆくのようなことをやっていた。嫁よめのアテがないことだけが悩なやみだったものの、それなりに独身生活を満まん喫きつしていた。


　フーリエ村は、行商を除けば旅人すら立ち寄ることのない辺境の村である。しかし十年前のその日だけは例外だった。ビッセルに会いに一組の男女が訪れたのである。


「あ……あなたは！　シルヴィス!?」


「よう、久しぶりだな」


　かつてビッセルは遠出した際、ゴブリンの群れに襲おそわれたことがあった。そのとき風のように颯さつ爽そうと現れ、風の黒魔術を行使して彼を助けてくれたのが、シルヴィスだったのである。


　それだけではない。ビッセルがやっていた仕事というのは、役人として領民たちの苦情を処理することで、その中には領主に頼たのみ込んで兵力を動員してもらわなければならないものもあった。しかし領主がそう簡単に兵を動かしてくれるわけがない。そんなとき、安い料金で事を解決してくれたのがシルヴィスだったのだ。ビッセルからすれば、まさに公私にわたる命の恩人である。


　シルヴィスは傍そばにいた女性を振ふり返った。


「紹しよう介かいしとくよ、妻のマレーナだ」


「えっ、妻……!?」


「は、初めまして」


　おずおずと頭を下げる彼女は、青みがかった綺き麗れいな長い髪と澄んだ瞳ひとみ、そして雪のような白い肌はだの持ち主だった。少々瘦やせ気味ではあるが、それがまた彼女の儚はかなさを演出していると言えなくもない。


　それにしてもその肌の白さは、この国の人間とは思えなかった。


「これはこれは、こちらこそよろしく。ひょっとして……北の国のご出身ですか？」


「あ、ああ。その、彼女は難民でね」と、シルヴィスはどこか照れ臭くさそうに言った。


「はい。身よりもなく、さ迷っていたわたしをこの人が助けてくれたんです」


「なるほど……」


　北の国──レアニール連合は内戦の絶えない地で、毎年のように多くの難民が生まれているという。恐おそらく彼女も難民としてさ迷っているときに、風のような気ままな旅をしているシルヴィスと偶ぐう然ぜん出会い、救われたのだろう。


「しかしシルヴィス。まさかあなたが結けつ婚こんするとは思いませんでしたよ」


　ビッセルの知ってるシルヴィスという男は、とにかく束そく縛ばくを嫌きらう性格をしていた。その彼が、一部の哲てつ学がく者によれば〝人生の墓場〟とさえ言われる結婚をするとは意外だった。


「その、色々あってな」


　そう言って、二人は照れ臭そうに笑い合った。未いまだ嫁のアテもないビッセルからすれば、なんともうらやましい光景である。


「まあ身を固めるのはいいことです。それで、どうして私のところへ？」


「それが……マレーナは、その、身ごもってるんだ。俺の子をさ」


　シルヴィスは、かつて見たことがないほどに気き恥はずかしそうだった。


「だから俺もそろそろ腰こしを落ち着けようと思ってるんだが……。近場にはあまりアテがなくてな。いきなりで悪いんだが、少しの間この村に住ませてもらえないか？」


　それで理由を察した。シルヴィスならいくらでも人に恩を売ってそうだが、元々人の多いところは嫌いな男だし、身重の妻がいては遠出もできないのだろう。


　いずれにせよ、彼に頼たよられるのは悪い気はしない。何しろ自分の命と職とを救われたことがあるのだ、住まいを提供するぐらい安いものである。


「分かりました、お安い御ご用ようです。受けたご恩は返させてもらいますよ」





　その後、フーリエ村の住人は二人増えることとなった。


　ちょうど村には空き家もあったし、それに少なくともその頃の領主は、領民への締しめ付つけも決して厳しくはなく、ビッセルが保証人となることで領民となることが簡単に認められたのである。


　そして、間もなくフーリエ村の住人はもう一人増えることとなる。シルヴィスとマレーナという夫婦の間に生まれたその娘こそ、ミーアである。
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「ただいまー！　あー、お腹なか空すいた」


　夕方。


　ミーアが家に帰り着くと、すでに家の中にはおいしそうなシチューの匂においが漂ただよっていた。


　そして台所では、いつものように両親が仲良く並んで夕ゆう餉げの準備をしている。ミーアにとっては見慣れた光景だが、最近になってそれが少し変わったことなのだとも気付き始めた。友だちの話を聞くと、普ふ通つうの両親というものはああもベタベタしていないらしいのだ。


　けれど、父と母の仲がいいことはいいことのような気がする。もっとも、九歳の誕生日のときに自分をそっちのけでずっとベタベタしているところを見せ付けられたときは、ずいぶんと腹も立ったのだが。
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「はいはい、ちょっと待ってね。もうすぐだから」


　母の楽しげな声がする。


「ちょっとあなた、つまみ食いしないでください」


「何言ってるんだ、味見だよ味見。何せ今日のシチューは俺が作ったんだからな！」


「あー、それならあたしもあたしも！」


「ほら、ミーアがマネしちゃうじゃないですか」


　母は料理が得意で、その手料理がミーアは大好きだった。


　そして父も料理が趣しゆ味みだった。特にお菓か子しを作るのが好きで、父はどこからか蜂はち蜜みつや砂糖を手に入れてはミーアを喜ばせた。もっとも、時々独創的に過ぎるその料理は、ミーアの口に合わないことも少なくはなかったが。


　この日のシチューもどうにか及きゆう第だい点といったところで、小さな農村の小さな家で、親子三人の楽しげな会話はいつまでも続いたのである。





　後に何年もの時が経過しようと、この頃ころの幸せな日々をミーアはずっと忘れることはなかった。


　しかし、変化の時は人知れず近づいていたのである。
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　まず最初の変化が現れたのは、三ヶ月後のことである。


　この辺り一帯を治めていた領主ルゴール伯はく爵しやくが亡くなり、喪もが明け次第、放ほう蕩とうぶりで知られる彼の息むす子こがその跡あとを継つぐこととなったのである。


　すべての領民にも喪に服すよう布告が出され、まずこれに併あわせて間近に迫せまっていた秋の収しゆう穫かく祭が禁止となった。


　誰だれもが楽しみにしていた祝い事が中止になったのだ。特に子供たちの不満は相当なもので、ミーアも友人と共に顔も見たことがない領主をなじった。


　しかし、それも凶きよう兆ちようの一つに過ぎない。


　さらにその半月後のことである。領主の元から使者がやってきて、村の男たちが集められた。もちろんミーアら子供たちは知らない。使者が村民たちに次のように告げたことを。


「先日喪に服すよう布告を出したにもかかわらず、秘密裏りに祭りを行った者たちがいると聞いている。先代のご恩をないがしろにするがごときこの所業を見み逃のがすことはできぬ。そこで罰ばつを兼かね、おまえたちに葬そう式しきにかかる費用を負担してもらうこととなった。亡き先代のご恩に報むくいるためにも、積極的に納税せよ──」





　翌日。明らかに食しよく卓たくに並べられるシチューやパンの量が減っていた。


「あれ？　どうしたの？　今日のご飯、ちょっと少なくない？」


　無む邪じや気きに訪たずねるミーアに、父は表向き顔色を変えることはなかった。


「……今年の収穫は豊作とは言えなかったからな。これから冬が来るし、できるだけ節約しないといけないんだ」


「ふーん。そうなんだ」


　育ち盛りのミーアとしては、お腹一いつ杯ぱい食べられないのは不満だった。わずか九歳の子供に、それ以上のことは考えられない。


「いいのよ。収穫も終わってお母さんはあんまり働いてないからお腹減ってないの。あなたはいつも通り食べなさい」


「嫌いやよ、そんなの。お母さんの分をもらってまでお腹一杯になんてなりたくないわ！」


　憤ふん慨がいしたようにミーアが言うと、両親は顔を見合わせて笑った。


「おまえはやさしい子だな、ミーア」


「お母さんたちはもう大人だからいいのよ。でも、あなたは一杯食べて早く大きくならないと」


　父と母とに代わる代わる勧すすめられ、そして何より遊び疲れた育ち盛りの子供に、食しよく欲よくを抑おさえろというのも無理な話だった。結局、ミーアはいつも通りの食事を平らげるのだった。
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　子供というのは敏びん感かんなところがある。食事の量について疑問を抱いだいたのはミーアだけではなかった。他の多くの友人たちも、皆みんな似たような体験をしていたのである。


　そして中には、両親から事情を聞くことに成功した大人びた子供もいた。


「今度から税金が重くなるらしいよ。それで節約しないといけないんだって」


「ふーん」


　もっとも、それは貨か幣へいを持ち歩くことすらない田舎いなかの農村に住む子供たちに理解できる話ではない。すぐにその話は忘れ去られ、話題は今日何をして遊ぶかということに移った。


　しかしどうも不ふ吉きつな予感がしたミーアは、その日の夜、両親に訊たずねることとなる。


「ねえ、ぜいきんが重くなるってどういうことなの？」


　そのときの両親の表情は、かつて見たことがないようなものだった。一いつ瞬しゆん驚おどろいたような顔をした後、安心させるように笑ったのである。初めて見るぎこちない笑みだ。


「なに、子供のおまえが心配するようなことじゃないよ」


「そうそう。それより、夕ご飯にしましょう。今日のシチューはお肉が入ってるのよ」


　両親に揃そろって話を逸そらされてはどうしようもなかった。何より、今日も一日動き回って空腹だったミーアの興味は、すでに台所から漂ってくるいい匂いの方へと向けられていたのだった。
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　それからも、領主からの使者が来る度、ミーアたちを取り巻く環かん境きようは、なおも悪化していった。


　父は一回り瘦せて見え、母は顔色が悪くなった。友だちの中にも目に見えて瘦せてきた子供がいる。


　大人たちは冬が近づくにつれ常に尖とがりきった渋しぶい顔をするようになり、子供たちもまたその影えい響きようからは逃のがれられなかった。


　村に響ひびく笑い声は、段々と減っていった。
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　栄養状態の悪化と、厳きびしい寒さは容易に人の体に失調をもたらす。


「知ってるか？　三つ隣となりのメニルの街で、疫えき病びようが流行はやり始めたんだ」


　その日、フーリエ村を訪れた行商人は、売り物の雑貨を広げながら村人たちにそう語った。


　疫病。それはもっとも忌いむべき言葉の一つであった。七十年あまりの王国暦れきには、幾いく度たびもの疫病の記録が刻まれている。中には数万単位の死者を出した年もあるのだ。


「穏おだやかじゃありませんね。どんな症しよう状じようが出るんですか？」


　そう訊ねたのは、村では一番の物知りとされているビッセルだった。


「俺が見た患かん者じやは、高熱と、それに咳せきに苦しんでたよ。年寄りや体の弱い者を中心に、もう三百人は死んだって話だ」


「……それは恐おそろしいですね」


　冬は空気が乾かん燥そうするし、新しん鮮せんな食べ物を口にする機会も減る。その二つの条件がいずれも病気が蔓まん延えんする原因になるということを、ビッセルは知識として知っていた。その上、今年は税金の値上がりによる食しよく糧りようの不足も懸け念ねんされている。これだけの条件が揃えば、疫病の大流行というのも充じゆう分ぶん考えられる。


「あなたも気をつけてください、あちこちの村を回る行商人は病気がうつりやすいとも聞きますし」


「ああ、できるだけ気をつけてるよ」





　ビッセルの予感は正しかった。


　まず、その行商人が彼らの前に姿を現すことは二度となかった。そして、この二日後。まさに行商人が伝えたのと同じ症状が村人の中にも出始めたのである。
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　まず最初に病に倒たおれたのは、村むら長おさの妻だった。彼女は村でもっとも高こう齢れいだった。


　話はすぐに村中に広まり、当然のようにビッセルが彼女の寝ね床どこへと呼ばれた。もっとも、ビッセルも医者ではない。見た目から病気の正体や治ち療りよう法を判断するのは不可能だった。


「……すいません、私にもはっきりしたことは……」


「そうか……」


　ビッセルが首を横に振ふると、村長も落らく胆たんしたように肩かたを落とした。


「俺にも診みせてもらえませんか」


　そう言って部屋へ入ってきたのは、シルヴィスだった。


「おまえ……。病気に詳くわしいのか？」


「シルヴィスはあちこち旅をしていたことがあるんです。無む駄だにはならないでしょう、診させてあげてください」


「……分かった。頼たのむ」


　シルヴィスは老ろう婆ばの額に手を当て、次に手首を取って指を当てた。


「何か分かったか？」


　村長の疑問に答える代わりに、シルヴィスは立ち上がった。


「……とりあえずこっちへ」


　そして、二人を隣りん室しつへと誘さそう。


　隣の部屋に行って戸を閉めると、シルヴィスは重々しく告げた。


「多分、間ま違ちがいない。同じ症状を見たことがある。土熱病だろう」


「土熱病!?」


　名前を聞き、ビッセルもまた記き憶おくの井い戸どからその病気の知識を引っ張り出すことに成功する。


「なんだ、その土熱病というのは!?　重い病気なのか!?」


「……ええ。患者は止やむことのない咳と高い熱と倦けん怠たい感に襲おそわれ、やがて衰すい弱じやくして死に至る病と聞いています」


　村長の絶望した表情は、とても正視できず、ビッセルもシルヴィスも終始うつむいていた。


「どうすればいい？　どうすれば妻を救える？　治す方法はないのか!?」


「……土熱病はとても重い病気です。覚かく悟ごはしておいてください」


「そ、そんな……！」


「それから……申し上げにくいことですが、病人を隔かく離りせねばなりません。土熱病は近くの人にうつることが知られてるんです」


「馬ば鹿かな！　病に苦しむ妻を放っておけというのか!?」


「しかし長く彼女に接していれば、病びよう魔まは確実にあなたをも蝕むしばむでしょう。そうなれば今度はまた別の誰かにうつるかもしれないんです」


「ならば、話は簡単だ」


　村長に迷いはなかった。


「四十年……四十年連つれ添そった家内だぞ。見捨てられるわけがなかろう。これよりわしは誰にも会わぬ。家内と二人だけで暮らすとしよう」


「…………」


　村長を翻ほん意いさせられる自信は、シルヴィスにはなかった。四十年。自分の年ねん齢れいよりもはるかに長い時を共に過ごした夫婦なのだ。自分のような若造に、その絆きずなを絶てなどと言う権利はきっとないのだろう。


　そしてこれ以後、村長が公おおやけの場に姿を現すことは二度となかった。
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　病魔は、人の手によって阻そ止しできるものではなかった。


　村人たちは誰だれもが家に閉じこもり、病魔から逃れようとしていた。しかしそれでも炊すい事じ、洗せん濯たく、畑の世話と、どうしても他人との接せつ触しよくを余よ儀ぎなくされる機会が生じる。病魔はそのときを狙ねらいすましたかのように、侵しん食しよくを続けたのである。


　半月が経った。


　病人の数は二十人、死者は五人を数えていた。


　初め、病人は村長の家に集められ、村長が病人の世話をしていた。しかし間もなく村長にも病の症状が出始め、他の老人が集まって世話をするようになっていた。


　フーリエ村から、一切の笑い声が消えた。


　人々は家に籠こもってひたすら疫病が過ぎ去るのを待っていた。
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「つまんないなぁ……」


　ミーアは村近くの丘おかの上で一人膝ひざを抱かかえていた。


　疫病が流行っているせいで、村の中で遊ぶことはできなかったし、ルークを始めとした親しい友人と会うこともできなかった。


　それゆえ、この丘の上で父に接触が許された唯ゆい一いつの友人──風の精せい霊れいと遊んでいたのだ。


　しかし精霊と戯たわむれるのも嫌きらいではないのだが、たまには仲のいい友だちと遊びたいとも思う。


　そんなミーアの心情に気付いたのか、風の精霊たちも今日はどこか動きが鈍にぶいようだった。


「……お腹なか空すいたし、寒くなってきたし、今日は帰るね。また明日あした」


　精霊たちに小さく呟つぶやいて、ミーアは帰路についた。


　小道を通って、話し声一つしなくなってしまった村へ戻もどる。道中、誰と会うこともなく。


「ただいまー。お母さん、お腹──」


　そこから先をミーアは口にできなかった。


　床ゆかに倒れて苦しそうに呼吸している母の姿を見つけたためである。


「お母さん!?」


　慌あわてて駆かけ寄よろうとするミーアだったが、母はそれを拒こばんだ。


「だ、駄だ目め。近寄っては駄目よミーア、あなたにも病気が……」


　ミーアは悟さとらざるを得なかった。人が何人も死んでるという重い病が、ついに母に襲いかかったのだ。


「ま、待ってて！　お父さん呼んでくる！」


　自分一人ではどうしていいか分からない。もっとも頼たよれる存在である父を呼びにいくため、ミーアは部屋を飛び出した。


　小雪さえちらつく中、冬小麦の世話をしていた父を捜さがし出す。


「お父さん！　大変、お母さんが倒れてる！」


「……なんだって！」


　父はすぐに事情を察してくれたようだった。


　父子二人、息を切らせながら懸けん命めいに家へ戻る。


「マレーナ！」


　父は倒れていた母を抱だき上げると、ベッドへと連れて行った。


「あなた……。お願い、わたしから離はなれて……」


「できるか、そんなこと！　何も言うな、いいからそのまま休んでろ！」


　このときほど絶望している父の顔を、ミーアは見たことがなかった。


「お父さん……。どうなの？　お母さんも病気になっちゃったの……？」


　震ふるえる声で尋たずねる。その双そう眸ぼうには涙なみだがたまり始めていた。この村を襲っているのは、死に至る病なのだ。もしその病に母が倒れたのだとしたら──そこから先のことは、想像するだけでも恐ろしかった。


「ミーア。病気がうつるかもしれない。おまえはビッセルのところに行ってなさい」


「いや！　お母さんとお父さんといる！　ずっと一いつ緒しよに！」


「ミーアっ!!」


　かつて聞いたことのないような父の怒ど声せいが響き渡り、思わず体がすくむ。


「母さんは大だい丈じよう夫ぶだ。父さんが、きっと何とかするから。だからおまえはビッセルのところに行ってなさい」


　その声には、それ以上反論を許さない厳しさがあった。


「本当に、お母さん大丈夫なの……？」


「もちろんだ。お父さんが一度でも噓うそをついたことがあったか？」


「……うん、分かった」


　最後にミーアは苦しそうに息をする母の姿をもう一度見た。


　そして、涙を堪こらえながら身を翻ひるがえしたのである。
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　ビッセルは、突とつ然ぜん増えた同居人に多少動どう揺ようしつつも、精せい一いつ杯ぱいミーアを暖かく迎むかえ入れた。


　ミーアにもそれが分かる。しかし、どれほどの温ぬくもりであっても、母のそれとは比べようがない。差し出された夕食にもほとんど手を付けず、借りた寝床を涙で濡ぬらす夜が始まる。


　やがて、最初の夜が明けた。


「……半月ほど家を空けようと思ってる」


　翌朝、ビッセルの家にやってきた父シルヴィスは、一いつ睡すいもしていないであろう疲つかれ切った目をしてそう告げた。


「妻のことは村長に頼んでおいた。ビッセル、ミーアのことを頼めないか？」


「……分かりました、こっちのことは任せてください」


「お父さん、どこか行っちゃうの……？」


　ミーアは泣き出す寸前だった。母に続いて、父までどこか遠いところへ行ってしまうような気がしたのだ。


　父シルヴィスは、片かた膝ひざを突ついてミーアと同じ目線になった。


「母さんは病気なんだ。だから母さんを治す方法を探してくる。もう少しだけ、母さんと会うのも我が慢まんしてくれ。ビッセルと一緒にいてくれ」


　憔しよう悴すいしきった父の顔を見れば、九歳の少女にわがままは言えなかった。


「……うん、分かった。だから、早く帰ってきて」


「ああ」


　父は力強く頷うなずくと、一度だけその大きな手でミーアの頭を撫なでた。


　そして、そのままその足で村を出て行ったのである。


「大丈夫です、あなたのお父さんは誰よりも強いし、顔も広い人ですから。きっといい解決方法を探してきてくれますよ」


「うん……」
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　ミーアの新しい日常が始まった。


　もっとも、それほど大きな変化があるわけではない。ビッセルと共に寝ね起おきし、そして日中の大部分を風の精霊と共に過ごすだけの日々だ。


　しかし、九歳の子供にとって、両親と離されて過ごすのは耐たえ難いことだった。それゆえに、ミーアは何度となくビッセルや父の言いつけを破ることとなってしまう。


「お母さん、起きてる？」


　その日、ミーアが向かったのは生家のすぐ外である。正確に言えば、母の寝しん室しつのすぐ外だ。ここならば父やビッセルの言いつけ通り家には入ってないし、母と会話ができるのだ。


「もう……。ここへ来ちゃ駄目って言ったじゃない」


　か細い母の声がした。


「大丈夫よ、直接会ってるわけじゃないんだし」


「しょうがない子ね……。じゃあちょっとだけよ？」


　窓まど越ごしの、いや、壁かべ越しの母との会話である。ミーアからは母の表情は見えない。その上、決して長い時間会話ができるわけでもない。母が疲れるようなことがあってはいけないからだ。


　しかし確かにそこに母はいて、自分と話をしてくれる。それだけでも、ミーアにとっては幸せなことだった。





　それからしばらくして。


　父が帰ってきた。
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「お帰り……なさい、お父さん」


　久しぶりの父との再会である。嬉うれしいはずなのに、ミーアの声の調子は自然下がっていった。


　父の表情が、半月前に会ったときとまったく変わっていなかったからだ。


　疲れ切り、張はり詰つめたような表情。父の旅がうまくいかなかったことは、明白だった。


「駄目だったの……？」


　それはつまり、母の病気が治らないことを意味している。ミーアはたちまち泣き出しそうな表情になった。


　そんなミーアを、父は黙だまって抱だきしめた。


「ミーア。よく聞いてくれ」


「うん。なに……？」


「お母さんは病気なんだが、誰だれかが看病してやらなくちゃならない。今は村長に頼たのんでるけど、日に日に病人が増えてるし、もう限界だ。だから、父さんが母さんの看病をするよ。おまえはもうしばらく、ビッセルと一緒にいてくれ」


「え……。でも、お母さんの病気って、近くにいる人にうつっちゃうんでしょう……？」


「……大丈夫、お父さんは強いから。病気になんてならないよ」


　こういうとき、子供は鋭するどい。ミーアは父の答えに間があった意味を敏びん感かんに察していた。


「嫌いやよ、そんなの！　じゃああたしも一緒にお母さんの看病する！」


「駄目だ！　生命力の弱い子供だと尚なお更さらうつりやすいんだ。今おまえまで病気になったら……父さん、どうすればいいのか分からないよ……」


　こんな気弱になってる父は見たことがない。ミーアは何も言えなくなってしまった。


「お母さんの病気……。きっと治るよね？　またみんなで一緒に暮らせるようになるよね……？」


「ああ、治るとも！　また三人で暮らせるようになるとも……！」


　父の言葉を、ミーアは信じるしかなかった。
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　その日の深夜、ミーアはベッドの中で目を覚ますことになる。両親が病気で亡くなる夢を見たからだ。


　親子三人で暮らしていたときは、怖こわい夢を見たときは両親のベッドに潜もぐり込むのがミーアの密ひそかな楽しみだった。両親に挟はさまれて眠ねむる暖かいベッドほど寝ね心ごこ地ちのいいものはない。


　しかし、今はそれもできない。いや、ひょっとすると、今後二度とあの温もりを感じることはできなくなるかもしれないのだ。


「いやだ……。そんなのいやだよぅ……」


　ミーアは泣き疲れて眠るまで、一人枕まくらを濡らし続けた。
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　最初の病人が出てから、一月が経過しようとしていた。


　疫えき病びようの勢いは未いまだ衰おとろえることがなく、病に倒たおれた村人の数は、今や四十人に達しようとしていた。死者も二桁けたを突とつ破ぱし、その中には病をおして患者の看病をしていた村長も含ふくまれていた。


「領主は何をやってるんだ！　こんな状じよう況きようだってのに、相変わらず税を取ることしかしねえ！」


「まったくだ。ただでさえ少ない食しよく糧りようを分け合ってる状況だってのによ……」


「それどころじゃねえ。今は働き手が激減して冬小麦の世話もロクにできてねえんだ、来年になったらいよいよ危ねえぞ……」


　領主への怨えん嗟さの声は日に日に高まっていった。しかし、たかが農民に何かできるわけでもない。村人たちは、ただくだを巻き、病びよう魔まが過ぎ去るのを待つことしかできなかった。


　そんな日々の中、ミーアの日課は変わらなかった。


　今や母はもちろん、父にも会えない状況が続いている。相変わらずビッセルの家で寝起きし、夜になれば枕を濡らし、そして日に一度は母の元へ向かった。父にも内ない緒しよのことだ。


　そして、母に会う度たびミーアは悪い予感に駆かられた。母の容態がちっともよくならないどころか、日に日に弱っているような気がしたからだ。


　そんなある日のことである。いつものように母とわずかな会話を楽しんでいたときだ。


「じゃあ……お母さん。そろそろ行くね」


「……ええ。あ、そうだ。実はね、今日はあなたの友だちのルークが、リンゴを持ってきてくれたの。たくさんあるから、あなたも一個食べなさい」


「いらないわ。あたしの分までお母さん食べて、早くよくなってよ」


「母さん、三つも食べられないわ。もう熟してるみたいだし、これ以上置いておいたら傷いたんじゃうもの。あなただって最近はあんまりお腹なか一いつ杯ぱい食べてないんでしょう？」


　事実だった。ビッセルにはよくしてもらっている。しかし今は村全体の食糧が危険な状況で、誰もが四六時中腹を空かせているような状態だったのだ。


　ミーアも例外ではない。甘酸っぱいリンゴの味が口一杯に広がる感覚を思い出すと、もう我慢ができないとばかり、ミーアのお腹が小さく鳴った。


「じゃあ……一個だけ」


「ええ、持っていきなさい」


　窓からリンゴを持った母の手が差し出される。


　その腕うでは、明らかに以前より細くなっていた。





　たかがリンゴとはいえ、久しぶりに母からもらった食べ物である。それはいささか酸味が強かったものの、最近食べたどんな食事よりおいしく感じられた。


「……そうだ。ルークにお礼言っておこう」


　他の村人にはできるだけ接せつ触しよくしないようにと、ビッセルから言われている。しかし、お礼を言うという理由があるなら少しぐらい会いにいっても構わないだろう。


　ルークの家へ向かう。ちょうど彼は、家の裏で薪まきを割っていた。十歳と少しの少年にはいささか荷が重い仕事に見えるが、わりとルークは力があるらしく、軽々と斧おのを振ふっている。


「ルーク」


　少しだけ、声をかけるのが怖かった。


　彼と言葉をかわすのは久しぶりだ。病気がうつるから近寄るな、などと言われたらどうしようかと思う。


「よう、ミーアじゃないか。元気か？」


　しかし、ルークはいつも通りだった。父も母も、自分の環かん境きようも変わってしまった今、それが何より嬉しい。


「うん、どうにか。ルーク、あなたも元気そうで何よりね」


「農家の次じ男なん坊ぼうなんて、病気を患わずらってる暇ひまもないからな」


　冗じよう談だんめかして言う。


「それより、おまえのお母さん……調子どうなんだ？」


「……あんまり……」


「そ、そうか……」


　なんとなく場がしんみりしてしまい、ミーアは慌あわてて話を変えようとした。


「それより、リンゴのこと、ありがとね」


「ああ、いいってことさ。森の中で、運良く晩熟おくてのリンゴの木を見つけてさ。でも、さすがに時期が時期だからあんまり残ってなくてさ。すまなかったな、一個しか届けられなくて」


「……え……？」


　ミーアの表情が変わった。


「ね、ねえ。今なんて言ったの？　何個のリンゴだって……？」


「うん？　一個しか届けられなくてすまなかったって……」


「……!!」


　その言葉の意味を悟さとり、ミーアは即そく座ざに駆け出していた。


　家へ、生家へと駆け戻もどる。父と母とビッセルの言いつけを破って扉とびらを開け、母の寝室へと飛び込む。


「ミーア……!?　駄だ目めよ、ここへ入ってきちゃ──」


　久しぶりに見た母は、ひどく瘦やせこけていた。


　そんな母に、ミーアは駆け寄よった。


「なんで!?　リンゴ、一つしかなかったんでしょ!?　なんでお母さん食べなかったの!?」


　それで、母は自分がここへ来た理由を察したようだった。


　ここへ入ってきたことを叱しかる代わりに、やさしくミーアの頭に手を置く。


「お母さんは……もう、いいのよ。今はあなたの方が大事なの。おいしいものを一杯食べて、病気なんかに負けない強い子に育って欲しかったの」


「なんで!?　なんでそんなこと言うの!?　それじゃお母さん……もうすぐ死んじゃうみたいじゃない！」


　このとき見た母の顔を、ミーアは生しよう涯がい忘れることはなかった。


　母は、笑ったのだ。重い病魔に冒おかされているとは思えない、朗ほがらかな顔で。


　だが、その双そう眸ぼうからは涙なみだが零こぼれ落ちていた。


「いい、ミーア。人はいつか必ず死ぬの。それに、母さんは充じゆう分ぶんに生きたわ。シルヴィスと出会えて……あなたが生まれて。今も、ずっと幸せよ。これ以上望むものは何もないくらいに」


　もうすぐ死ぬことの、何が幸せだというのか。ミーアはそう問いただしたかったができなかった。あまりにも激しい嗚お咽えつのためだ。


「ミーア、何してるんだ！」


　激しい叱しつ責せきの声がした。父が入ってきていた。母と同じように土気色の顔をした父が。


「離はなれなさい、ミーア。これ以上、母さんと一いつ緒しよにいては駄目だ」


　父が無理矢理部屋から連れ出そうとする。


　ミーアはベッドを摑つかんで必死に抵てい抗こうした。


「いやだあ！　いやだよぅ、お母さん！　死んじゃいやだぁ！　一緒にいて、ずっと一緒にいてよぉ！」


　それでも、父の力には敵かなわない。やがてミーアは母から引き離され、家の外へと連れ出されるのだった。





　別れの日は、近づいていた。
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　数日後のことである。


　ミーアが床とこにつこうとしていると、ビッセルが外へ出かけようとしていたのだ。


「こんな時間に、どうしたの？」


「……いや、なんでもありませんよ。ちょっと出てくるだけですから」


　何日か一緒に過ごして子供ながらに分かったことは、ビッセルは噓うそをつくのが下手だということだ。そのわざとらしい態度から、簡単な用件で外出するのではないことだけはすぐに分かった。


　しかし、付いて行きたいと言っても承知してくれるとは思えない。


「……分かった。あたし、寝るから」


「ええ、おやすみ」


　その日は、それ以上のことは起きなかった。すべてが始まったのは、翌日のことである。





「ミーア。朝ご飯が済んだらちょっと出かけますよ」


「え？　どこに……？」


「あなたの、生家にです」


　家に戻れる。そのビッセルの言葉を聞いた瞬しゆん間かん、確かにミーアの心は躍おどった。


　しかし、とても喜ぶ気にはなれなかった。ビッセルの顔を見てしまったからだ。今までに一度も見たことのないような、張はり詰つめたビッセルの顔を。


「何かあるの？」


「……とにかく、来てください」


　不安に駆られたまま、ビッセルと共に家を出る。


　そして、何日も焦こがれ続けた両親のいる生家へと向かった。


「シルヴィス。ミーアを連れてきましたよ」


　二人玄げん関かんの前に並ぶ。


　ミーアの胸は不安と期待に高鳴っていた。ひょっとしたら、中には元気になった父と母がいて、また一緒に暮らせるようになるのではないか。だって、そうでもなければ、自分がここへ連れてこられるはずがないではないか。


　やがて、扉が開いた。


「お父さん、お母さん……！」


　出てきたのは、恋こい焦がれた両親──父と、その腕に抱いだかれた母の姿だった。それも、母は見たこともないような綺き麗れいな衣装を身につけていた。花はな嫁よめ衣装である。ただ、病気のせいだろう、二人とも顔は土気色で、特に母の衰すい弱じやくぶりは子供でも一目で分かった。


　ミーアは思わず息を呑のんだほどである。まるで死んでいるかのようにさえ見えたからだ。しかし、母はミーアに気付くと、その瘦せこけた顔に笑みを浮うかべてくれた。けれど、その口からは何も言葉は出ない。もうしゃべる力さえ残ってなかったのだ。


「お別れだ、ミーア」


「え──」


　突とつ然ぜん口にした父の言葉が、ミーアには理解できなかった。


「母さんは……もう長くない。父さんも、病気を患ってしまった。これ以上この村にいれば、他の村人にも病気が広がりかねない。何より、母さんを一人で逝いかせるわけにはいかない」


「お父さん？　なんなの？　どういうことなの……？」


「父さんたちは、村を出ることにしたんだよ」


「じゃ、じゃあ！　あたしも付いて行く！　そのためにあたしを呼んだんでしょ？　一緒に行こう、あたし、お母さんの看病もするから！」


　父は、顔を伏ふせた。


「それは、できない。そんなことをすれば、おまえにまで病気がうつってしまうからな」


　その言葉の意味を理解するのに、少し時間が必要だった。


「それって……どういうこと、なの……？」


　父は再び同じ言葉を繰くり返した。


「お別れだ、ミーア。おまえは、この村に残ってビッセルと暮らせ」


「いやだぁ！」


　空気を吐はき尽つくさんばかりの勢いで、ミーアは叫さけんだ。その目にはすでに涙がにじんでいる。


「なんで!?　なんでそんなこというの!?　なんであたし一人を置いていくなんていうの!?」


　ミーアは両親の元へ駆かけ寄ろうとした。だが、できなかった。ビッセルにがっしりと羽は交がい締じめにされてしまったためだ。


「あたしはお母さんもお父さんも好き！　大好き！　お父さんは違ちがうの!?」


「そんなわけないだろう！」


　父は、顔を背そむけ、涙を流しながら答えた。


「いつまでもおまえと一緒に居たいに決まってる！　おまえは宝だ、手放したくなんてない！」


「じゃあ、一緒に──」


「駄目だ！　それじゃあおまえの命まで危険にさらしてしまう！」


「いいよ！　いい！　あたし、お父さんとお母さんと別れるぐらいなら一緒に死にたい！」


「馬ば鹿かなことを言うんじゃない！　おまえはまだ十歳にもなってないんだぞ！　生きてさえいればいくらでも楽しいことがある！　こんなところで終えていい人生じゃない、それにおまえが生きていてくれるから、父さんは母さんと一緒に逝いけるんだ！」


「いや！　お父さんとお母さんと一緒じゃなきゃ嫌いやだ！　お願い、別れるなんて言わないで！　連れてって、あたしも一緒に連れてってよぅ！　ビッセル、離して、お願い！」


　もはやその場にいる者で涙を流していない者は誰だれもいなかった。ミーアも、シルヴィスも、マレーナも、そしてミーアを羽交い締めにしているビッセルも、涙を流していた。


「……ミーア。分かってあげてください、あなたのお父さんの覚かく悟ごを」


「分かんない！　そんなの分かんないよ！」


　ようやく、ビッセルが付いてきた理由が分かった。


　自分を止めるためだったのだ。


「すまない、ミーア。もうこれしかないんだ。だが、おまえは決して一人じゃない。母さんは星になって、父さんは風になっていつまでもおまえのことを見守り続けてるから。だから……不ふ甲が斐いない父さんを、今は許してくれ」


「いやぁ！　待って、待ってよぅ！　置いてかないでぇ！　お父さん、お母さぁああん！」


　母を腕に抱いた父が、一歩一歩家を、村を離れて森の中へ入っていく。


　ビッセルに羽交い締めにされたミーアは、泣なき叫びながらそれを見送ることしかできなかった。





　ビッセルの家に無理矢理連れ帰されたミーアは、そのまま物置へと閉じ込められた。


「開けて！　ビッセル、ここ開けて！　早く行かないと、お父さんもお母さんも遠くへ行っちゃう！　ねえ、お願い！」


「ミーア。あなたの気持ちはよく分かります。私を恨うらんでくれてもいい。でも、これはあなたのお父さんが考えた末のことなんです。私には彼の意見を尊重しなければならない義務がある。どうか、今しばらくは我が慢まんしてください」


「分かんない！　そんなの分かんないよぅ！　いいから開けて、お願い！」


　しかしもちろんビッセルが扉とびらを開けてくれることはなかった。


「ビッセル、お願い！　お願いだからぁ！」


　ミーアの泣き叫ぶ声は、いつまでも響ひびき続けた。





　　　　　◆





　ミーアが気付いたとき、辺りは真っ暗になっていた。


　どうやら泣き疲つかれて眠ねむってしまったらしい。小さな窓から覗のぞく空には、すでに月が昇のぼっていた。


　泣き疲れると、心というものはどうにかなってしまうものらしい。あるいは、もう父には追いつけないということを理解してしまったためだろうか。いずれにせよ、ミーアの目からはもう涙なみだは流れなかった。


　そして、ミーアは自分が目を覚ました原因に気付いた。


《────》


　自分に語りかけてくる、何らかの存在が感じられたのだ。


「……何？　誰なの？」


　それは、声ではない。言葉で説明できるようなものでもない。ただ、ミーアには分かった。精せい霊れいだ。風の精霊が自分を呼んでいるのだ。


　しかし精霊に人の言葉はしゃべれない。彼らは言葉にはならない意思でそれを示すのだ。その意思を感じ取る能力こそが、黒くろ魔ま術じゆつ師しに必要な能力といわれている。


「なに……。なんなの……？」


　精霊が、何か自分に語りかけようとしているのが分かる。風の精霊たちとは何度となく遊んだが、それは初めてのことだった。


　しかし人とは違う曖あい昧まいなその意思の意味を知ることは容易ではない。ましてここは建物の中であり、風の精霊の存在は非常に希き薄はくとなっている。


「ビッセル。いるの？」


「ええ」


　意外なことに、返事はすぐにあった。この寒い中、ずっと物置の外で待っていたらしい。


「お願い、ここを開けて。もうお父さんを追いかけるなんて言わないから。誰かが……精霊があたしを呼んでるの。あたし、きっと行かなくちゃいけないの！」


「…………」


　扉は、驚おどろくほど簡単に開かれた。


「行きなさい、ミーア」


　まるでこうなることが分かっていたかのように、ビッセルは言った。


「行って精霊の意思に耳を傾かたむけてください。あなたにはそれが必要なんです」


「……うん、分かった」





　ミーアは一人、誰も出歩かない夜の村を走った。


　村を抜ぬけ、外れへ。父と共に風の精霊と一いつ緒しよに遊んだ、小高い丘おかを駆け上る。


　そして、頂上へと登のぼり詰つめたその瞬間。


《────》


　ミーアはとてつもなく強大な風の意思を感じ取ることとなる。


　風は、言葉ではない声で言った。汝なんじ、ミーアよ──と。


「だ、誰!?　誰なの？　どうしてあたしの名前を知ってるの？」


　ミーアは混乱した。ミーアの知っている風の精霊は、こんなに明確な意思を発したことなどなかったからだ。


　言葉にならない意思は、なおも続けた。我はシルフィードと呼ばれる存在──と。


「シルフィード……」


　父から聞いたことがあった。それは風を統すべる女王の名であると。


「なんなの、シルフィード！　あたしに何を言おうとしてるの!?」


　シルフィードは伝えた。我は汝の父シルヴィスと契けい約やくを交わしていたと。そして汝の父と我は、つい先刻新たな契約を交わしたと。


　その契約とは、シルヴィスの命と引き換かえに、その娘むすめミーアに力を貸すというものだった。


「！　そ、それって……」


　シルフィードは言った。ミーアよ、拳こぶしを突つき出せ。そして我が名を呼べ。それこそが汝の父の遺志である──と。


「…………」


　無言のまま、ミーアは言われた通り拳を突き出した。突然の出来事が多すぎて、未だに頭は混乱している。


　しかし、シルフィードの言う通りにすることで、父の意思が感じられるのではないか──。そんな気がしたからだ。


「あなたの力を見せて！　シルフィード！」


　次の瞬しゆん間かん。


　突き出した拳から、凄すさまじい風が飛び出した。


「え!?」


　風はものすごい唸うなりを上げ、夜の草原を突き進んでいった。


「…………」


　思わずミーアは息を呑のんだ。地面が大きく削けずれていた。


　それがどれほど強い力なのか、ミーアは知っていた。精霊と精霊は互たがいに反発するという。たとえば、風の精霊を大地にぶつけたとしても、そこには地の精霊がいる。通常であれば大した変化は起こらない。


　しかし、シルフィードはその大地もろともこれほど広こう範はん囲いに亘わたって削り取ったのだ。その力たるや、いかほどのものか。


「分かりましたか、ミーア。あなたのお父さんの偉い大だいさと、そして彼があなたのために残したものの温かさが」


　後ろから声がした。


　振ふり返ると、後を追ってきていたのだろうか、ビッセルの姿があった。


「どういう……こと、なの？」


「昨日、私はシルヴィスと話をして、彼のやろうとしていることを知ったんです」


　妻マレーナは病気で、もう明日をも知れぬ状じよう況きようになっていた。それにシルヴィス自身もまた、妻に付きっ切りで看病をした結果、病に冒おかされていた。


　シルヴィスは悩なやんでいた。彼は妻を誰よりも愛していた。決して離はなれたくないと。そして、妻と同様に娘も愛していた。


　しかし、病を患わずらった以上、もはや娘と接することもできない。


　そしてシルヴィスは、ある決意をする。妻は間もなく死ぬ。ならば、自分も一緒に付いていこうと。


「分かりますか、ミーア。あなたのお父さんは、妻と一緒に逝いくか、子供と少しでもわずかな時を過ごすか、そのどちらかを選ばなければならなかったんです。最悪の選せん択たくです。私だったらとてもどちらも選べません。だけど、彼は選んだんです」


「分かってるわ。お母さんの方を、でしょ……？」


「違ちがいます。シルヴィスの選んだ道はそんなものじゃありません。シルフィードの力を得た今なら分かるはずです。シルヴィスは、妻と共に逝くと同時に、誰にも負けない強い力をあなたに与あたえたんです」


「あ……」


　初めてミーアは父の心を知った。


　父は、自分を見捨てたのではない。母と自分、双そう方ほうを最後まで見捨てない道を選んだのだ。母を看み取とり、そして娘には一人でも生きていけるだけの力を与えてくれたのだ。自みずからの命と引き換えに。


「でも……でもあたしは、こんな力なんていらなかった！」


　涸かれたと思った涙が、再びあふれ出した。この力を受け継ついだことが、すなわち両親の死の証明であると気付かされたからだ。


「お父さんとお母さんと、少しでも一緒に居たかった！　あたし一人で生きていくぐらいなら、あたしも一緒に死にたかった！」


「……！」


　ビッセルは手を振り上げた。


　殴なぐられる、と反射的にミーアは身をすくめる。


　だが、ビッセルはその手を下ろそうとはしなかった。代わりに、ミーアの小さな体を強く抱だきしめたのである。


「分かってます……。シルヴィスも、そうしたかったはずです。だけど彼はそうしなかった！　分かりますか、あなたに生きてもらいたかったからです！　シルヴィスは長い旅の末に愛する女性を見つけました。娘のあなたになら分かるはずです、彼が妻をどれだけ愛していたかを。妻と一緒にいるときがどれだけ幸せだったかを。彼はあなたにもそんな幸せを味わってもらいたくて……だからこそあなたを生かしたんです！　一人にしてしまうことを承知で！」


　ビッセルの体温は、わずかながら父や母と同じ温もりを感じさせた。


　それは同時に、いくつもの厳しい現実をミーアに突きつけることとなる。


　二度と父と母の眠るベッドに潜もぐり込むことはできないということ。


　二度と父や母と食しよく卓たくを囲むことはできないということ。


　二度と父や母と一緒に笑い合うことはできないということを。


「うぇ……」


　これまでに両親と過ごしたすべての思い出がよみがえってくる。


「うわああああああああああああん！」


　ミーアは再び声を上げて泣いた。


　風が吹ふいた。まるで風の精霊たちが、ミーアを慰なぐさめるように。


「お父さん……お母さん！　お父さん、お母さぁあん！」


　風が吹き荒あれる中、何度も何度も、父と母を呼び続ける。


「うわあああん！　うわあああああああああん！　お父さん……お母さぁあああん！」


　赤子のように、いつまでもいつまでも。
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　翌朝。


　ビッセルの前に現れたミーアは、どこかこれまでと違っていた。


「気分はいかがですか？」


「よくはないわよ、もちろん。でも、ちょっとは落ち着いたつもり」


　天てん真しん爛らん漫まんという言葉がぴったりだった少女は、急に大人びて見えた。まるで──かつて気ままな旅をしていたときの彼女の父親のように。


「ねえ、ビッセル。聞きたいことがあるの」


「何なりと」


「村のみんなが言ってたわ。今病気が流行してるのは、新しい領主が税金を搾しぼり取って食しよく糧りようが減ったからだって。ねえ、教えて。父さんは、あのシルフィードの力を持ってたんでしょう？　なのに、なぜ領主に逆らおうともしなかったの？」


　確かに、シルヴィスの実力をもってすれば、貴族を一人殺すぐらいは造作ないことだっただろう。


「ミーア。世の中はそう単純には出来ていないんです。今だから言いましょう。事実、彼は領主を力で従わせようと考えたこともあったそうです。覚えてますか、マレーナが病に倒たおれたときのことを」


「あ……」


　思い当たることはあった。あのとき、父は半月ほど家を留守にしていたのだ。


「でも、その途と中ちゆうで気付いたんです。領主一人を殺しても、何も守れないことに」


　ビッセルは子供のミーアにも理解できるよう根気よく説明した。


　まず、たとえば悪あく辣らつな領主を殺すことができたとしても、すぐさま代わりの領主が任命されるだろう。そして、貴族殺しは大罪だ。新たな領主、あるいは王国すべてを敵に回すことに繫つながりかねない。そのすべてを倒せるほどの力は、シルヴィスにもないのだ。


「領主を殺したところで、何かが改善するわけではないんです。直すなら、もっと根本的なところを直さないといけないんです」


　ビッセルは知っている。それこそが、シルヴィスがあてのない旅を続けていた理由の一つだったということを。


「ビッセル。お願い、教えて。あたし、世界のことをもっと知りたい。母さんや父さんの身に起こったことが二度と起きないようにしたいの。そのためには、どうしたらいいかを知りたいの」


「…………」


　あらためて少しだけ、ビッセルは不安に駆かられた。自分に、子を育てることなどできるのかと。


　しかし、友の、命の恩人の残した子を育てるのだ。これほどの恩返しは他にないだろうと、すぐさま決意し直す。


「……分かりました」


　ビッセルは、力強く頷うなずくのだった。
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　ミーアがビッセルの元に身を寄せてから、瞬またたく間に四年の歳月が過ぎた。


　そして、成人とされる十四度目の誕生日のことである。


　村の入り口で、ビッセルはミーアたちの旅立ちを見送ろうとしていた。


「やはり行くのですね、ミーア」


「ええ。何度も言ったでしょ？　あたしは世界を直接見てみたいの」


　年々女らしくなっていた少女は、力強く頷いた。成長と共に、母と父、それぞれの面おも影かげが強く出ている。白く綺き麗れいな肌はだと青みがかった髪かみは母譲ゆずり、旺おう盛せいな生命力と強い意志は父譲りだ。彼女の両親に蒼そう神しんが課した運命は過か酷こくだったようだが、その分娘むすめの方には多少の融ゆう通ずうを利きかせてくれたらしい。


　今後も彼女に蒼神の加護がありますようにと、内心で強く祈いのる。


　ビッセルは、彼女の同行人となる道を選んだ青年を振り返った。


「ルーク。ミーアを任せましたよ」


「ああ、くれぐれも暴走はさせないようにするさ」


　ミーアがぽかりと彼の頭を殴った。


「余計なお世話よ。そんなことより先生こそ、早くお嫁よめさんでももらって身を固めてよ。もうあたしってコブもなくなったんだから」


「そういう言葉は自分に返ってくるものですから、軽々しく口にしない方がいいですよ。あなたも本来ならそろそろ身を固めてる年とし頃ごろなんですからね。あと三年もしたら、耳が痛くなるぐらい早くいい人見つけなさいって言われるようになりますよ」


「……それはちょっと怖こわいわね」


　実のところ、ミーアには自分が誰だれかに恋こいをして一いつ緒しよになるという光景がまったく想像できなかった。師であるビッセルの言葉は、とても笑えない。


「じゃあ行くわ。元気で」


「ええ、あなたも」


　こうして、最後の別れを交かわし、ルークとミーアは共に生まれ育った故郷を後にした。


「本当にいいの、ルーク？」


　道すがら、訪たずねる。


「ん？　なんのことだ？」


「こんなアテのない旅に付き合っても、面白いことなんてないわよ？」


「いいんだよ。俺は長男じゃないし、いつか家を出て行かなきゃならなかったんだ。ちょうどいい機会さ」


「……そ。ありがと」


　正直、彼の申し出は本当に嬉うれしかった。


　シルフィードの力があるとはいえ、何も分からない外の世界へ飛び出そうとしているのである。気心の知れた友人が傍そばにいてくれることは、どれだけの助けになることか。


　こうしてミーアは旅立った。かつては、彼女の父がそうしたように。
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　ミーアが話を結んだとき、アレスはあるものに気付かざるを得えなかった。ミーアの双そう眸ぼうから零こぼれる水の雫しずくにである。


「……泣いてるのか、ミーア」


「え……」


　気付いてなかったのか、ミーアは慌あわてて腕うででごしごしと目を拭ぬぐった。


「あんたのせいよアレス。あたしにこんな話をさせるから、色々思い出しちゃったじゃないの」


「そ、そうか。す、すまん」


　なぜ自分のせいにされるのかは分からなかったが、ひとまず謝るしかない。


「話を続けるわよ。それからあたしは二年ぐらい旅を続けたわ。この国がどれだけ歪ゆがんでたのか、多少は分かったつもり。ついでにいえば、あたしの未熟さもね。ちょっと風の黒くろ魔ま術じゆつが使える程度の小娘には、できることなんてなかったの。でも、無む駄だじゃなかった」


　アレスは、真正面からミーアに見み据すえられた。


「ジェレイドと、それからアレス、あんたに会えたからよ」


「…………」


　言葉の意味が、分からなかった。


　ただ、その真っ直ぐな瞳ひとみをなんとなく見ていられず、顔を伏ふせてしまう。


「アレス、あんたはあたしに似たところがあるのよ。あたしは風の黒魔術だけは誰にも負けない自信があるわ。あんたも、剣けんを持たせれば右に出る者はいない凄すごい力を持ってる。しかもあんたは、あたしと違ちがって自分の力で人を救う術すべを知ってたわ。あたしにはそれが分からなかった。父さんがそうだったように、破は壊かいしか生まない風の力じゃ誰も救えないと思ってた。でも、ジェレイドに会えた。ジェレイドはあたしの力を使って、人を救う方法を知ってる。だからあたしはジェレイドに力を貸してるの」


「……立派なことだ。だが、私はもう……」


「そうね、分かってる。とっとと立ち直れなんてもう言わないわ。でも、これだけは覚えていて。あたしには、力がある。ロクでもない力よ。父さんからもらっただけだし、怪け我がや病気を治せるわけでも、空腹を満たせられるわけでもない。でもね、こんな力でも必要としてる人はいるってこと。あたしは望んでこの力を手に入れたわけじゃないわ。でも、あたしにはきっとこの力を受け継ついだ責任があるんだと思う。それに、あたしみたいに親を失くす子供を、もう見たくないの。だから、あたしは戦うわ。これからもずっとね」


　ミーアは勢いをつけて立ち上がった。


　その表情には、何か満足したような笑みがある。


「さ、あたしの用は済んだわ。仕事中に邪じや魔ましたわね。後は好きにしなさい」


　そのままくるりと背を向けたため、アレスは慌てて口を挟はさんだ。


「ま、待て！　待ってくれ！　分からない。昨日も私の師がやってきて、おまえと同じことをしたんだ。一方的に話をして、去っていったんだ。分からない、一体私にどうしろと言うんだ？」


「だから、別にあんたに何かしろなんて誰も言ってないでしょ？」


　背中越ごしにミーアが振ふり返る。その表情は、怒おこってるでも笑ってるでもない。


「これはあんたの道よ、アレス。あんたができることを、あんたがしたいことをすればいいの。あたしたちの話なんて、どうでもいいことじゃない」


　今度は振り返ることなく、ミーアは森の中へと姿を消した。


「私にできること？　私のしたいこと……？」


　一人残されたアレスには、黙だまってその後ろ姿を見送ることしかできなかった。
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　アレスは、奴ど隷れいたちの、自分を見る目に変化が起こりつつあることに気付いていた。


　初めて彼らと出会ったとき、反応は無関心の一言だった。もともと奴隷たちは自分のことで手て一いつ杯ぱいであり、たった一人の新入りなどどうでもよかったためだろう。


　その後、アレスも積極的に働いたせいか、やがてぽつぽつと気き遣づかいの声をかけてくれる者も出てきた。ところが、最近になってまた声をかけてくる者が少なくなっていた。それどころか、まるで腫はれ物に触さわるかのように接してくるようになっていた。


　一番それが分かるのは、麦むぎ粥がゆを盛った皿を渡わたされるときである。たとえば奴隷になったばかりの頃ころは無言で差し出されていたのだが、それが次には「ほら、食いな」と一言ぐらい声をかけてくれるようになった。それがどういうわけか今は「ど、どうぞ」となぜか丁てい寧ねい語ごになっているのだ。


　最初、アレスはその原因が分からなかったが、朝食の折にテッドと交わした次のような会話で、事の次第を悟さとることとなる。


「なあ。前から聞いてみたかったんだけどさ。あんた本当に何者なんだ？」


「何のことだ？」


「たった一人の奴隷に会うために、こんなにしょっちゅう客が来るなんて聞いたことないよ。ひょっとしてあんた、奴隷になる前は貴族か何かだったのか？」


「……そんなことはない。私はただの奴隷だ」


「ただの奴隷だったら、あんなに客が来て、しかもあの業ごう突つく張ばりのゼードルが応対を許してくれるわけがないだろ」


「……そ、それもそうか」


　こればかりはアレスにもいかんともしがたかった。


　別にアレスとしては何ら特とく別べつ扱あつかいを求めているわけではない。そもそも、先日やってきたウォルナーにしろミーアにしろ従者たちにしろ、望んで来てもらったわけではないのだ。それどころか、アレスとしてはもう知り合いの誰とも会いたくはなかったのだ。


　いっそもう誰も自分の元へ来ることがなければとも思う。もちろん、ウォルナーやミーアの話を聞いて、胸の奥でよく分からない感情がうごめくことはあった。だが、このままリィズと普ふ通つうに暮らしていけるなら、それでもいいのではという思いもまた強くあったのだ。


「そういえば──そろそろ教えてくれてもいいんじゃないのか？　リィズのことを」


「…………」


　返事の代わりに返ってきたのは、テッドの冷たい視線だった。


　だが、ふっと息を吐はいてその目を下に向ける。


「そうだな。あんたには教えとくべきだろうな。リィズのこと、任せてもよさそうだし……」


「ああ、絶対にリィズを裏切ったりはしない。だから教えてくれ。どうしてリィズは……声を失ったんだ？」


「正確なところは分からないよ。オレとリィズは同じ村の出身でね。ここから北の方にあった小さな小さな村さ。でも、北との戦争が始まった頃ころ……オレたちはそんなこと知りもしなかったんだけどね、とにかくある日突とつ然ぜん傭よう兵へいどもが村に押しかけてきたんだ」


「なんだって……!?」


「小さな村さ、傭兵に攻せめられりゃひとたまりもなかった。村には火が放たれ、男は殺され女は……言わなくても分かるよな？」


「……ああ」


　アレスは、傭兵と逃にげ惑まどう人々の間に立って戦ってきたのだ。傭兵に襲おそわれたというだけで、村がどうなったかなど簡単に想像がつく。


「分かってるのは一つだけ。オレは運良く難を逃のがれられたんだ。親おや父じに、貯蔵庫に放り込まれてさ。で、一晩明けて外に出てみたら、みんな殺されてて、生きてたのはリィズだけだったってわけさ」


「…………」


　言葉もなかった。


　テッドもそうだが、あんなに小さな少女が体験するにはあまりに辛つらい出来事である。


「リィズが声を失ったのは、そのせいなのか？」


「だろうな。オレが見つけたときには、もうリィズは何もしゃべれなくなってたよ。無理もないけどな。あいつには両親と二人の兄貴がいたんだけど、末っ子のリィズはそりゃあもう可愛がられてたから。で、その後オレたちは難民になって、運良く……って言うのかな、ゼードルに拾われて奴隷になったんだ」


　アレスは目め頭がしらが熱くなるのを感じた。我が慢まんできず、指で両の目頭を押さえる。


「それが……そんな過か酷こくな運命が、リィズに課されたというのか」


　悲しみと憤いきどおり、そして後こう悔かいがアレスを襲った。


　なぜリィズが、十歳にも満たぬ少女がそんな目に遭あわなければならないのか。なぜそのような理り不ふ尽じんがこの世に存在するのか。そして何より、自分は何をしていたのか。あの傭兵との戦いのとき、少なくともパンドラの加護があったあのときなら、もっと自分にできることがあったのではと、リィズの故郷を救うこともできたのではないかとも思うのだ。


　同時に、つい先日、ミーアの口から語られた話もまた脳のう裏りによみがえった。悲劇的な彼女の両親の話と、ミーアの決意。


　アレスは、自分自身にも分からない何かの衝しよう動どうを再び胸の奥に感じていた。自分は一体どうすべきなのか。しかし、一方でウォルナー師の話を聞いた際に抱いだいた懸け念ねんもまだ存在していた。クラウディアに見限られた以上、やはり自分はもう何もすべきではないのではないかという懸念だ。


　その二つの思いが、アレスの胸中でせめぎあっていたのである。


　だが、まるでそんな胸中を見み透すかしていたかのように。


　この日、新たな訪問者が、アレスの元を訪れようとしていた。


「や、やっと追いついたぞ……」


　レオンだった。よほど何か長い旅でもしてきたのだろうか、疲ひ労ろう困こん憊ぱいといった様子で息も絶え絶えである。


　ただ、レオンには連れがいた。それもどういうわけか女性の連れである。


　旅装束に身を包んだその女性のことを、アレスは知っていた。


「シ、シオーネ!?　なぜここに!?」


　驚おどろかずにはいられない。本来なら王都にいるはずのクラウディア王女専属の侍じ女じよが、こんな僻へき地ちにいるのだから。


「ご無ぶ沙さ汰たしております、アレスさま。今はクレスさまだそうですが、私にとってアレスさまはアレスさまです。いつも通りに呼ばせて頂きますわ」


　悪戯いたずらっぽく笑う。その柔にゆう和わな笑顔は、間ま違ちがいなくシオーネであった。


「なぜあなたがこのようなところに!?」


「大した用事ではありませんわ。アレスさまに一つお話をしに来ただけです」


　その台詞せりふを聞くのは、これが三度目だった。


「あなたまでもが、私に話を……!?」


「はい」


　にこりと微ほほ笑えむ。アレスとしては煙けむに巻まかれたような心境だった。


「感謝しろよ、アレス」


　長い間馬に揺ゆられて痛めたのだろう、レオンは尻しりをさすりながらといういささか情けない格好で答えた。


「久しぶりに親おや父じの名を借りたよ。親父の名みよう代だいとして、フィリップに忠誠を誓ちかいに行くって建前で、ようやく会えたんだ。クラウディア王女殿でん下かにな」


「な、なんだって……!?」


　そういえばレオンの父は伯はく爵しやくである。その立場を利用すれば、それぐらいのことはできるのかもしれない。


「そうだ！　シオーネ、あなたなら誰だれよりも詳くわしくご存じのはずだ、クラウディアさまのご近きん況きようは？　フィリップと結けつ婚こんするというのは本当なのか？　それに……わ、私のことは何と……？」


「落ち着いてください、アレスさま。まず申し上げておきますが、わたしはわたしの意志でここへ来たのです。クラウディアさまとは一切関係ありません。ですので、クラウディアさまについてのことは一切申し上げるつもりはありません」


　シオーネが何を言っているのか分からなかった。


「わ、分からない……。では、本当に私に話をするためだけに、ここまで来たというのですか？」


「その通りですわ。さ、アレスさま。お座りください。いささか長い話になりそうですので。そう面白い話ではありませんけどね」


「……分かった、聞こう」


　レオンが王都まで行き、わざわざ連れて来てくれたシオーネなのだ。一体彼女が何を話してくれるのか、聞かないわけにはいかなかった。


　アレスたちはもう何度もしているように車座になって座った。そしてシオーネは語り始める。


「覚えてますか、アレスさま？　わたしたちが初めて出会ったときのことを」





　間章　三　侍じ女じよと王女と朴ぼく念ねん仁じん
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　シオーネという少女は、貴族の娘むすめとして生を受けた。


　しかし領地も持たない貧びん乏ぼう男だん爵しやく家けの、しかも非ひ嫡ちやく出しゆつ子しだったため、幼少期は庶しよ民みんとほとんど何も変わらない生活を送ることとなる。一応は貴族の娘でありながら、他の子と同じように、十歳になる頃ころには奉ほう公こうに出なければならないほどだった。


　もっとも、彼女の奉公先は父の経営する牧場で、そこで働くことはほとんどシオーネ自身の意思でもあった。彼女は小さい頃からその牧場で多くの動物たちの世話をして育ったからである。動物の世話は彼女にとって趣しゆ味みであり、シオーネ自身としては働いているつもりはまったくなかった。


　そんなある日、シオーネの将来にかかわるある出来事が起こる。ハインツ王太子が牧場に行ぎよう幸こうした折、彼の乗った馬が暴れ出したのだ。それを取り押さえたのが、当時十四歳のシオーネであった。これによってシオーネは王太子に名を覚えられるという名めい誉よを授かることとなる。さらにこの頃になると、シオーネは将来をうかがわせる可か憐れんさをかもし出すようになっていた。


　ここに至って、シオーネの父も娘に牧童をやらせていることの無益さを悟さとった。彼はシオーネを貴族の子女として、どこに出しても恥はずかしくないよう教育し始めたのである。もし今回の縁えんを通じて王太子とより親密な関係にでもなれれば、男爵家の威い勢せいを大いに高めることができるのではと考えたのだ。


　二年余りの時を経へて、シオーネは貴族の子女として完かん璧ぺきな礼れい儀ぎ作法を身に付けた。しかし、このときシオーネはすでに十七。通常の貴族の娘であれば、十四になる頃には社交の場に出ている。彼女はいささか行き遅おくれていた。まして一度は危機を救ったことがあったとはいえ、王太子と接する機会などそうはない。


　父の思おも惑わく通り事は運ばず、シオーネは独身のままさらに一年を過ごし、行き遅れを心配する父をよそに、牧場で牛や馬の世話をして気ままな日々を送っていた。


　そんなある日のことである。この頃シオーネの父は、類たぐい稀まれな名馬を献けん上じようしたことで国王ベルセルム四世の覚えがよくなっていた。王太子に娘を勧すすめられるほどではなかったものの、娘に最適の仕事口を見つけることぐらいはできたのである。


「シオーネ、いい話がある。クラウディア王女殿下お付きの侍女が、高こう齢れいを理由に引退することになってな。本来なら次の侍女は王城に長く勤めている侍女から選ばれるらしいのだが、今回は王女殿下たっての希望で、城の内外から広く候補を募ぼ集しゆうすることになったそうだ。せっかくだからおまえを推すい薦せんしておいたぞ」


「……はい？　わたしが王女殿下の？」


　もちろんシオーネからすれば寝ね耳みみに水であった。牛や馬の世話をしていた自分が、いきなり王女殿下の世話をすることになるというのだ。無む謀ぼうな話としか思えなかったが、父の命令とあれば逆らうわけにはいかず、一応は採用試験を受けることとなったのである。


　シオーネからすれば父への義理を立てたに過ぎない。まさか自分が王女殿下の近侍になることなど有り得ないと本気で思っていた。


　実際、志願者は他にも大勢おり、その中には長く王家や貴族に仕えていた侍女や、シオーネの父より高い地位にある貴族の娘も含ふくまれていた。彼女たちに勝てるとはとても思えなかった。


　だが、本人にとっても意外なことに、シオーネは難関を次々突とつ破ぱしていくこととなる。侍女としての技量があっても家いえ柄がらの不確かな者、あるいは逆に、家柄は有名だったが侍女としての技量に欠ける者が多かったためである。特に王女に仕える侍女ともなれば、家名が重視される。その点シオーネは、かつて王太子の危機を救った少女として、わずかながら王家に知られていた。


　かくして、本人は知る由よしもなかったが、試験はシオーネの独どく壇だん場じようとなっていた。侍女としての経歴こそ充じゆう分ぶんとはいえなかったが、礼儀作法、そして牧童として培つちかった体力が評価され、あれよあれよといううちに最終試験にまで進むこととなったのである。


　最後の試験。それはクラウディア王女本人との面会であった。


　シオーネにとっては父の顔を立てるために受けた試験ではあったものの、王女殿下と直じかに接する機会などそうはない。自分たちの上に立つ王女というお人がどんな為人ひととなりをしているのかを見てみたいという思いもあり、シオーネは半ば本気で王女との謁えつ見けんに臨のぞんだ。


　謁見の場は、クラウディアの私室であった。およそ少女の部屋とは思えない、本ほん棚だなばかりで飾かざり気けのない奇き妙みような私室であった。


「初めまして、クラウディアさま。シオーネと申します」


「うむ、聞いておる」


　クラウディア王女を目にしたのはこれが初めてだった。


　──なるほど、さすがは王女と名乗られるだけのことはありますわ。


　それがシオーネの抱いだいた最初の印象である。


　歳はまだ十歳と少しのはずであるが、その凜り々りしさ、賢かしこさ、美しさはすでに内面から外面へと滲にじみ出ており、これが国王の一人ひとり娘むすめだと言われれば誰もが信じるだろう。


「シオーネか、よい響ひびきの名だな。いくつになる？」


「はい、十八になります」


「ほう、やはり若いな」


　その言葉に、少し不安を抱く。十八という年ねん齢れいは、独身の貴族の娘としては決して若くはない。にもかかわらず、王女は若いと言った。それは恐おそらく、王女に仕える侍女としては若過ぎるという意味なのだろう。


「わたしのような若じやく輩はい者では不適なのでしょうか……？」


「いや、そのようなことはないぞ。年寄りばかり相手にすることには飽あいていたところだしな。ただ……自分で言うのもなんだが、わたしは多分扱あつかいにくいぞ？　何せ国に一人しかおらぬ王女なのだからな」


「はあ……」


「ゆえに、まず訊たずねておきたい。そんなわたしの侍女を、本当に務め抜ぬく自信があるのか？」


　シオーネは一いつ瞬しゆん言葉に詰つまった。


　そのように問われれば、是ぜと答える以外に有り得ない。だが、そんな当たり前の答えをこの王女が望むだろうか。


　シオーネは咄とつ嗟さに判断した。先ほどクラウディアは言ったではないか、今までの侍女は歳を取った人ばかりで、飽きがきていたと。


　つまり、クラウディアは変化を求めているのだ。ならば自分も通り一いつ遍ぺんのこと以外を口にすべきなのだろう。


　シオーネは優ゆう雅がに腰こしを折った。


「ご安心ください。わたしは父の所有する牧場で育ちました。どんな暴れ馬の扱いにも慣れておりますので」


　クラウディアは一瞬きょとんとした後、声を荒あららげた。


「わたしを暴れ馬と申すか！」


　シオーネは冗じよう談だんが通じなかったかと一瞬背筋が凍こおりつくのを感じたが、こうなっては引けない。微笑さえ浮うかべて返す。


「いえ、とんでもありません。馬より小さいだけ扱いやすいというものですわ」


　クラウディアは、しばし黙だまり込んだ後、先ほどの怒いかりが噓うそだったように笑い出した。


「ははは！　わたしはおまえの主あるじとなるのかもしれぬ一国の王女なのだぞ？　そのわたしに、よくもそのような生意気な口を叩たたけたものだな」


「恐れながらわたしから見れば、クラウディアさまは王女である以前に子どもにございます。子に躾しつけをするのは侍女の役目でございましょう。クラウディアさまの地位ばかりを恐れていては侍女など務まりませんわ」


「よくぞ申した」と愉ゆ快かいそうにクラウディアは膝ひざを叩いた。「そもそも今回外部から侍女を迎むかえようとしたのも、わたしの機き嫌げんばかり気にする者を近侍にしてもつまらぬと思っていたがゆえなのだ。シオーネと言ったな。面白い、試ためしに一月ばかりわたしに仕えてみよ」


「ありがとうございます。謹つつしんでお受けいたしますわ」


　こうしてシオーネは、馬や羊や牛に代わり、今度は一国の王女を世話することとなったのである。
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　王女の侍女というぐらいであるから、さぞ激務なのだろうとシオーネは思っていたが、実際のところそんなことはなかった。


　確かに侍女としての拘こう束そく時間は長い。朝起きてから、寝ねるまでずっと仕事が続く。ただし、仕事と言ってもただクラウディアに付きっきりでいなければならないというだけであって、他に何かやることがあるわけではない。


　炊すい事じ洗せん濯たく掃そう除じと、本来侍女がすべき仕事はいくらでもあるはずだが、さすがは王女というべきか、そのいずれもに専属の侍女がおり、シオーネがやるべきことといえば食事や衣類の受け渡わたしぐらいのものだった。


　そもそも、一国の王女ともなれば外出もままならないらしく、クラウディアの一日と言えば時折城内を散歩するぐらいのもので、あとはずっと部屋にこもって静かに読書にいそしむだけなのだ。こうなるといよいよシオーネのやることはお茶の用意ぐらいしかない。


「なんの本を読んでいるのですか？」


　試しにそう訊ねて本を覗のぞかせてもらったこともあるが、なんだか良く分からない政治だか経済だかの本で、到とう底ていついていけそうになかった。その辺りはさすが聡そう明めいと謳うたわれる王女だけのことはあると思うものの、シオーネとしてはいささか退たい屈くつな日々であった。


　ただし、忙いそがしいときは本当に忙しい。


　たとえば公務だ。国の重要な式典があれば、もちろん王女であるクラウディアは出席しなければならない。このときのクラウディアは感心するほど凄すごい。王女としての威い厳げんを崩くずさないためか、朝から晩まで、四六時中背筋を伸のばして人と接し続けてみせるのだ。


　このときは専属の侍女としてシオーネも傍そばに控ひかえていなければならないのだが、とてもではないがクラウディアの真似まねはできそうにない。幸いなことにシオーネは無表情のまま静かに佇たたずんでいればいいだけだが、クラウディアの方はひっきりなしに訪れる賓ひん客きやく相手に、時に凜々しく、時に微ほほ笑えみ、様々な態度を使い分けて接し続けなければならないのだ。


　あるとき、シオーネは聞いたことがあった。


「クラウディアさまはどうしてあのような大変なことを、いともたやすくこなすことができるのですか？」


　そんなとき、クラウディアはなぜそんなことを聞かれるのか分からないというような顔で答えるのだ。


「わたしは命の危険もなく、食の危険もなく、毎日を好き勝手に過ごしているのだ。あの程度の仕事は完璧にこなさねば、民に合わす顔がないだろう」


　手芸や舞ぶ踏とうや宴うたげにばかり熱を上げている多くの貴族の子女たちに聞かせてやりたい言葉だった。また、そういう言葉を聞くと、シオーネとしてもこの人の支えになりたいと思うのである。





　それでも、クラウディアもやはり十歳と少しの少女である。式典などが長引くと、やはり疲つかれは隠かくせなくなる。


　しかもそういうときに限って、酒の回った客が訪れ、クラウディアに無む駄だな話を持ちかけるのだ。


　その日もベールズという壮そう年ねんの近この衛え騎き士しがクラウディアを捕つかまえ、自分の武勇伝と、いかに長く忠実に王家に仕えてきたかを延々と語りだしたのだ。


　まさに自分こそ次の将軍に相応ふさわしい──などというくだりに至っては、さすがのシオーネも黙ってはいられず、口を挟はさんだ。


「申し訳ございませんが、クラウディアさまもお疲れです。今日のところはこの辺りでご容よう赦しや頂けませんか？」


　大たい抵ていの相手ならば、それで引き下がってくれるはずだった。王女を気き遣づかうのは騎士の義務でもあるからだ。


　しかしベールズという騎士は、酒が回っていたせいか、王女との時間を邪じや魔まされたことに我が慢まんならなかったらしい。


「侍女風ふ情ぜいが生意気に口を挟むな！　これは王女殿でん下かと我ら騎士との大事な会話なのだ、貴様ら侍女は大人しく床ゆかでも掃そう除じしておればよい！」


　宴に集まっていた人々が一いつ斉せいに注目するほどの大声であった。


　並の侍女であれば、萎い縮しゆくして口を挟んだことを悔くやんだだろう。だが、シオーネはこと度胸についてだけは満点であった。怯ひるむどころか、もっと皮肉の一つも言ってやろうと一歩前に出たのである。


　だが、慌あわてたように横から出された手によってシオーネの試こころみは制された。他ならぬクラウディアであった。


「ベールズ卿きよう。侍女たちは下手に敵に回さぬ方がよいぞ？　今後卿は城の中で食事をすることができなくなってしまうからな」


「は、はあ？　どういうことですか？」


「我らの食事や酒は、すべて侍女たちが用意しているのだ。たとえば床を掃除した雑ぞう巾きんの絞しぼり汁じるを食事に混ぜることぐらいはたやすいことだろう。卿も戦場ではさぞ強いのだろうが、胃の方も丈じよう夫ぶなのか？」


　そのような返し方をされるとは思わなかったのか、ベールズは鼻はな白じろんだ。


　と、同時に王女の近くで揉もめ事が起こっていることに周囲の騎士たちも気付いたのだろう、ベールズに非難めいた視線が集中する。


「わ、私もそろそろ酔よいが回ってきたようです。失礼いたします、殿下」


　さすがに居い辛づらくなったのか、ベールズはそそくさと場を去った。


　シオーネはクラウディアに向かって一礼した。


「ありがとうございます、クラウディアさま、わたしたち侍女をかばって頂いて。でも、あのような男を追い払はらうのに、何もクラウディアさまのお手を煩わずらわすことはありませんのに」


「確かにわたしのことさえ暴れ馬呼ばわりしたおまえのことだ、放っておいてもうまくあしらっただろう。だが、相手は一応名のある武人なのだ、下手に敵は作らぬ方がよいぞ」


「確かにそうですわね。お気遣い、痛み入りますわ」


　納得したように、シオーネは深く頭を下げた。


「それにしてもシオーネ、初めて会ったときから思っていたのだが、おまえは本当に物もの怖おじという言葉を知らぬのだな」


「人を怖こわがる道理などありませんわ。考えてもみてください、どんな屈くつ強きようなお方であろうと、わたしが故郷で相手にしていた馬の方がよっぽど大きいのです。それに、馬に接するときは、まず強く出ることが重要なのです。そうすれば馬もこちらを対等、あるいは格上の存在とみなし、素直に従うようになってくれるんです。相手が誰だれであろうと弱気は禁物、それだけのことですわ」


「なるほど、覚えておこう。しかししてみると、おまえは本当に馬に接するかのようにわたしと対面したのだな？」


　クラウディアは苦笑を隠せないようだった。





　試用期間とされた最初の三十日は、あっという間に過ぎていった。


　もっとも、シオーネはこの三十日が試用期間だったということをすっかり忘れていた。そして、三十一日目にも普ふ段だんとまったく同じように顔を出し、クラウディアもそのことを咎とがめようともしなかった。


　かくして、シオーネは正式に王女付きの侍女となったのである。
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　瞬またたく間に時は過ぎていった。


　この頃ころは王国も平和で、争乱の兆きざしもそれほどなく、シオーネとクラウディアは、時にお互たがいに学びつつ、差し障さわりのない日々を送っていた。


　だが、ある日のこと。クラウディアのもとには様々な来客があるのが常であったが、この日訪れた来客だけは、いつもと趣おもむきがまったく異なっていた。


「はい？」


　いつものように扉とびらがノックされ、出で迎むかえたシオーネの前に現れたのは、赤い甲かつ冑ちゆうを着込んだやたらと若い騎士だった。


　赤い甲冑は近衛騎士の証あかしである。まずこの時点でシオーネはややげんなりした。先日のベールズ卿もその一例であるが、近衛騎士という連中に辟へき易えきしていたためである。彼らは気き位ぐらいばかりが高く、王族以外の人々を見下し、侍じ女じよとみれば馬ば鹿かにするか口説きにかかるかのどちらかでしかないからだ。


「アレスです、クラウディアさまにお目通り願いたい」


　その口こう上じようを聞いたシオーネは、さらに不信感を増した。仮にも王女殿下の私室を直接訪れ、面会を申し込むとあれば、並の身分では許されない。それゆえこういったときは自みずからの名前だけではなく地位も口にすべきなのだ。たとえば国務大臣の何なに某がしです、などと言われれば、シオーネもそれなりの対応をしなければならない。


　しかしアレスと名乗ったその人物は、本当に名前しか口にしなかった。


　ひょっとしてこの人物は、売名のためにいきなりこの部屋に来たのではとシオーネは疑問を抱いだいた。珍めずらしいことではないのだ。王女の覚えをよくしたいと考え、突とつ然ぜんこの私室へやってくる人物というのは。ましてその騎士は、どう見てもまだ十代後半、世間知らずな年ねん齢れいだ。大体、そんな若さで近衛騎士になどなれるはずがない。大方親の七光か何かだろう。


　しかし、この場所へ足を運べるだけでも、アレスがそれなりの立場にあるということの証明であり、一いつ介かいの侍女に過ぎないシオーネに門もん前ぜん払ばらいはできなかった。


　それに──その騎士に、惹ひかれるものがないわけでもなかった。


　特に、その目だ。なんと真っ直ぐな瞳ひとみだろう。いかなる障害をもってしても、決して歪ゆがませることなどできないと思えるような瞳だ。


　総合的に考えて、門前払いにはできなかった。


「はあ……。お待ちください」


　とにかくシオーネは生返事をしておいて、クラウディアに訊たずねた。


「クラウディアさま、アレスという方が面会を求めておりますが」


「なに、アレスが!?」


　クラウディアの反応も意外なものだった。


　これまでに面会人がやってきましたと言えば、それが誰であれクラウディアはいかにも気けだるそうな顔をしたものだった。無理もない。この部屋にやってきた面会人は、誰であろうと例外なくクラウディアにおべっかを使い、そうでなければとにかく粗そ相そうのないようにというつもりなのか、終始事務的、もしくは儀ぎ礼れい的な態度で接するためである。その様は傍で見ているシオーネでさえ飽あきてしまうほどなのだ、クラウディアにとっては尚なお更さらだろう。


　だが、アレスという訪問者の名を聞いたこのときだけは、クラウディアは嬉うれしそうだったのだ。それはシオーネが初めて目にする反応だった。


「お知り合いですか？」


　問い返すと、クラウディアはわざとらしく咳せき払ばらいをした。


「あ、ああ、うむ、少しな。構わぬ、通せ」


「はあ」


　生返事をしておいて、アレスを迎むかえに行く。


「どうぞ、お入りください」


「は、失礼いたします」


　その態度には、他の近衛騎士にはない礼れい儀ぎ正ただしさがあることだけは認めなければならなかった。


「ひ、久しいな、アレス」


「は、ご無ぶ沙さ汰たしております」


　挨あい拶さつをするクラウディアは、いつものクラウディアではなかった。どこか緊きん張ちようしているようだし、言こと葉ば遣づかいでさえどこかぎこちない。一国の将軍や大臣と相対してもまったく動じることのなかったあのクラウディアが、である。


「そういえば、会うのは初めてだったな。アレス、この者はシオーネといってわたしの新しい侍女だ」


「……どうも」


　シオーネは静かに一礼したが、その心中では少々の波風が立っていた。自分に対してアレスを紹しよう介かいするのではなく、アレスに対して自分を紹介されてしまったからだ。自分が二の次にされてしまったようで、いささか物悲しい。


　それからもクラウディアは、短い間であったがアレスと楽しそうに話し続けた。会話自体は「元気か？」「ええ、まあ」などとまったく他愛もない内容であったが、一つだけ違ちがうところがあった。クラウディアが喜き怒ど哀あい楽らくの感情をはっきり示すのだ。アレスがはっきりしない返事をすれば叱しかり付け、頼たよりない言葉を返せば怒おこり、あるいは小こ悪あく魔まのような笑みを浮うかべてからかったりする。


　それはシオーネが初めて目にするクラウディアの表情だった。王女としてではない、十歳と少しの年齢に相応の少女の表情だ。


　自分にも見せてくれないあんな表情を向けられるアレスとは一体何者なのか。シオーネは嫉しつ妬とにも似た感情から、そんな疑問を抱かずにはいられなかった。
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　その後、独自にシオーネはアレスのことを調べた。


「これはこれは、麗うるわしのシオーネ嬢じようではないですか。君の方から私の元へ来てくれるとは光栄の至り、今日はどのような御ご用ようで？」


　シオーネが訪ねたのは、ローランという近衛騎き士しだった。やたら長ちよう髪はつかつ軽けい薄はくな、近衛騎士らしからぬ近衛騎士で、シオーネがこの城で王女付きの侍女になったとき真っ先に口説きにきたという経けい緯いもある。シオーネが近衛騎士という人種に偏へん見けんを抱くことになった原因の一つでもあった。できればあまり親しくしたい相手ではないが、桶おけは桶屋という。近衛騎士のことなら同じ近衛騎士である彼に聞くのが一番だと思ったのだ。それに、ローランが武骨な他の騎士よりはいくらか話しやすい相手であることも間ま違ちがいない。


「実は、アレスという方のことについてお聞きしたいのですけど」


「む、あいつか」


　ローランは唇くちびるを尖とがらせた。


「シオーネ、あれはやめておいた方がいい。いくら腕うでの立つ騎士とはいえ、あんなに寡か黙もくな騎士と男女の付き合いをするのは苦痛でしかないぜ。あんなのよりお勧すすめなのは──」


「いえ、別にそんなつもりはありません」


　ローランが得意げに自分を指差したので、話が長くなる前に口を挟はさむ。


「ただ、最近よくクラウディアさまと親しげに話をしているのを見ますので、どのような方かと疑問に思っただけです。クラウディアさま付きの侍女としての義務ですわ」


「そういうことか。いいぜ、俺が知ってることなら教えよう」


　……アレスについての素す性じようはすぐに分かった。


　アレスとは、建国の英えい雄ゆうファノヴァール家の次期当主なのだという。その剣けんの腕はあの若さにして右に出る者がいないほどで、現在は史上最年少の近衛騎士であり、さらに数年前には子供ながらにして、いや、子供であったがゆえにクラウディアの護衛を務めていたこともあったらしい。しかもその護衛を務めていた際に、暗殺者の一団からクラウディアを護まもり抜ぬくという大功を立てたこともあるという。


「なるほど、そんなことがあったのですか」


「ただ、相当な変人だぜ、あいつは。新入りの近衛騎士だからってんで俺たちで歓かん迎げい会開いてやろうとしたのに、酒は飲まないって一言で容よう赦しやなく断りやがったしな。まあ仕事ぶりは糞くそ真ま面じ目めだし、悪い奴やつじゃないとは思うがな」


「ありがとうございます、それだけ聞ければ充分です」


　ようするにクラウディアにとって、アレスは幼おさな馴な染じみで命の恩人ということである。


　シオーネとしては、ある推測をせずにはいられなかった。ひょっとして、クラウディアはアレスに対し、女としての何らかの感情を抱いているのではないだろうか──と。


　クラウディアはアレスに命を救われているのだ。普ふ通つうの十代の少女なら、それだけでも惚ほれるぐらいのことはあってもおかしくはない。


　シオーネからすればいい気分ではいられなかった。自分がクラウディアに一番近いところにいると思っていたのに、その席を横取りされたような気がしたためである。
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　アレスはそれからも頻ひん繁ぱんにクラウディアの元を訪れた。二人はあくまで王女とその家臣という関係に終始していたものの、クラウディアはアレスに対し、やれ山さん賊ぞくを退治して来いだの、やれどこぞの領主の態度が悪いからお灸きゆうを据すえて来いだの、他の騎士には絶対に頼たのまない奇き妙みようかつ無茶な頼みごとをしていた。ところがアレスもアレスで、毎度渋しぶい顔をしつつも最終的には「分かりました」と一言で承しよう諾だくし、数日後には何事もなかったかのように「解決しました」と戻もどってくるのだ。つくづく、底が知れない男であった。


　そんな日々がしばらく続いた後のことである。


　この日、クラウディアは王都の郊こう外がいで行われる閲えつ兵ぺい式に出席しなければならず、もちろんそれにシオーネも同行した。


　閲兵式とは王の治世の節目に行われる式典で、数千もの兵士たちが日ごろの訓練の成果を見せるべく、大規模な軍事演習を行うというものである。国王や貴族たちは、大勢の兵士たちが将軍の指揮通り変へん幻げん自じ在ざいに動く様を見ては歓かん声せいを上げ、自国の安あん泰たいを祝った。


　その中にあって、周囲に気を遣つかっているのだろう、クラウディアも表向き上じよう機き嫌げんのように見えた。だが、シオーネから見ればそれがただの演技だということが分かる。


「こういうのはお気に召めしませんか？」


　少しは気を紛まぎらわせてみようと、そう話を振ふってみる。クラウディアは一つため息を吐ついてから答えた。


「軍などというものは、どれだけ威い勢せいを誇ほころうと、所しよ詮せんは人を傷つける道具に過ぎぬ。あれほどの人手があれば、どれほど多くの畑を耕しどれほど多くの人を養うことができるだろう……などと考えると、いささか馬鹿らしくなってきてな」


「お気持ちはよく分かります。ですけど……」


「ああ、分かっている。軍隊が金食い虫だというだけの理由で排はい除じよしようものなら、喜んで北のレアニールは我が国を征せい服ふくにかかるだろう。だからこそわたしも軍の有用性は分かる。分かるのだが……それでも、人殺しを目的とした組織に価値など認めたくないのだ」


　これが十歳と少しの少女の口から語られた言葉なのだから恐おそれ入る。


「今そんなことを考えてもどうなるものでもありませんわ。式典はまだ続くのです、考えていることが顔に出る前にご気分を切り替かえられたほうがよろしいかと」


「……そうだな。まったくその通りだ」


　朝から始まった式典は、日が傾かたむきかけた頃ころに滞とどこおりなく終わった。王太子である兄や、国王である父は、まだ軍幹部を交えての祝しゆく宴えんがあったものの、さすがにそういった場に年とし端はのいかぬ少女を出席させることはできなかったのか、クラウディアには王城への帰宅が許された。


　本来ならこのような場合、天てん蓋がいのない馬車に乗せられ、王都に住む人々に笑顔を振りまきながら帰ることを余よ儀ぎなくされるのだが、さすがに式典があったこの日は疲ひ労ろうを心配されたのか、周囲からは中が見えない天蓋つきの馬車での帰宅だった。


　騎き乗じようした数十人の近衛騎士たちに前後を守られ、王城へ戻る。なんの事はないいつもの行程であったが、この日だけは違った。


　不意に、馬車が止まったのである。


　少し停車するぐらいなら珍めずらしくもないが、しばらく待っても馬車が動き出す気配はなかった。


「どうしたのだ？」


「さあ……」


　天蓋つきの馬車の中からでは周囲の状じよう況きようは分からない。二人は首を傾かしげるしかなかった。


　ややあってから、馬車の戸口が叩たたかれた。


「どうかしましたか？」


　シオーネが木製の窓を少し開けると、護衛の近衛騎士の一人が畏かしこまっていた。


「は。なんでもこの大通りの先で火事があったとかで、通行できそうにありませぬ。これより適切な処置を取りますので、もうしばらくお待ちを」


「ならば回り道するがよい」


　話を聞いていたクラウディアが答える。


「とんでもない！　一国の王女たるクラウディアさまに、こそこそ回り道させるわけにはまいりませぬ」


　頑がん迷めいな騎士の態度に、クラウディアがわずかながら腹を立てたことをシオーネは察した。


「構わぬ、これは命令だ、迂う回かいせよ。火事となればこのあたりの通りも騒さわがしくなろう。大きな馬車と何十人もの騎士が並んでいては邪じや魔まであろうからな。重ねて命ずる、これは命令だ」


「……は、承知しました」


　王女の命とあらばやむを得ない──そう言いたげな顔をして、騎士は去った。


「まったく、どうにも武人という人種は頭が固くていかんな」


「ですね」


　こればかりはシオーネとしても相あい槌づちを打つしかなかった。


　間もなく馬車は進み出した。方向を変え、大通りを出る。そして、シオーネは人生最大の危機に直面することとなる。


　最初に聞こえたのは、何かが空を裂さく音だった。直後、馬がいななき、人の悲鳴が上がる。


「て、敵てき襲しゆうだっ！」


　騎士の声に、シオーネは戦せん慄りつした。


「て、敵ですって!?」


　慌あわてて窓から外を見ようとする。だがその直後、窓のすぐ傍そばに矢が突つき刺ささり、ひっ、と息を呑のむ。


「落ち着け、シオーネ。珍しいことではない。大方どこぞの不ふ穏おんな組織がわたしの身み柄がらでも奪うばいに来たのだろう」


「そ、それ大変じゃないですか！　なんとかしないと！」


「女二人にできることなど何もないではないか。今できることといえば、護衛たちがなんとかしてくれることを期待するだけだ」


　こんな状じよう況きよう下かにあるにもかかわらず、クラウディアは平然と言ってのけ、シオーネもわずかに冷静さを取り戻した。主あるじであるクラウディアがこうも堂々としているのに、侍じ女じよの自分が動どう揺ようを見せるわけにはいかなかったのだ。


「……分かりました。わたしもクラウディアさまの侍女です、腹を据すえましょう」


　その間も剣けん戟げきの音や人馬の悲鳴は絶え間なく鳴り響ひびいていた。


　音を聞いてるだけでもなんとなく分かる。不利なのは騎士たちの方ではないかと。


「大変だ、御ぎよ者しやがやられたぞ！」


　そんな声が聞こえ、シオーネは背筋が凍こおりつくのを感じた。


　しかも、御者がいなくなったにもかかわらず、馬車が動き出したのである。


「馬車を奪い返せ！　なんとしても殿でん下かをお守りするのだ！」


　その言葉で新たな事実を悟さとらざるを得なかった。


　この馬車が、乗っ取られたことを。
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　冗じよう談だんや芝しば居いではない。それはシオーネが生まれて初めて感じる、命の危機だった。


「だ、大だい丈じよう夫ぶですか、クラウディアさま……？」


「わたしは別になんともない。おまえの方こそ大丈夫か、声が震ふるえているではないか」


「き、気のせいです。わたしもクラウディアさま付きの侍女となったときから覚かく悟ごはしておりました。怖こわくなんてありませんわ」


「うむ。よく言ったぞ、シオーネ」


　護衛の騎き士しからも引き離はなされ、見知らぬ場所へ連れてこられたにもかかわらず、それでもクラウディアに動じる様子はない。それどころか、明らかに自分の方が心配されている。


　こうなるとシオーネにも侍女としての矜きよう持じがあった。年下の主でさえこうも堂々としているのだ、主の身を守る義務がある自分がいつまでも怯おびえているわけにはいかない。


　やがて馬車はどこかの倉庫にでも入ったのか、窓から入ってくる光の量が目に見えて減った。そして、扉とびらが開けられる。姿を現したのは、もちろん見知った騎士の顔ではない。


「出ろ」
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　低い声で命じたのは、黒装束に身を包んだ男だった。


「シオーネ、変な気を起こすなよ。ここは従うしかない」


「は、はあ」


　クラウディアと共に黙だまって馬車を出る。


　馬車の周囲には、やはり同様に黒装束に身を包んだ男たちが十人、いや二十人はいた。


　彼らの頭領だろうか、一人の大おお柄がらな男が二人の前に立つ。


「ようこそ、クラウディア王女殿下」


「無用な挨あい拶さつだな。そもそも、呼ばれた覚えもないのだからな」


　クラウディアが素そっ気け無く答える。


「確かに、いささか不ぶ躾しつけな招待であったことはお詫わびしよう。我々は反貴族同盟の者だ。この国の貴族たちの専せん横おうは日に日に目に余るようになっている。民には重税を強しい、あるいは奴ど隷れいのようにこき使う者さえいる。これ以上奴やつらの専横を許さぬため、我らは立ち上がったのだ。クラウディア王女、我らの目的のため、しばしその身を預からせて頂く」


　反貴族同盟。聞いたことのない名前だったが、ようするに貴族の支配に反はん抗こうする集団なのだろう。もっとも、その格好とやり方からして、盗とう賊ぞくと変わらない集団であることは間ま違ちがいない気もする。


　クラウディアはふんと鼻を鳴らした。


「貴様らが何者で、何を目的としているかは知らぬし、知りたくもない。いずれにせよ、このようなやり方で何かをなそうとしても達成されるはずはないのだからな」


　堂々たる物言いに、男たちは憤いきどおった。それを頭領が手で制する。


「勇ましいことで。もっとも、いつまでその気き丈じようさを保っていられますかな。あなたの生せい殺さつ与よ奪だつの権けんは私が握にぎってるのだ。今すぐあなたの首を斬きって国王陛下に献けん上じようすれば、さぞ面白いことになるでしょう」


「おまえの目的がその程度のものであればそうするがよい。それで何かが変えられると本気で思っているのならばな」


「……なるほど、その堂々たる態度、さすがは一国の王女というべきかな。よろしい、あなたの身柄と交こう換かんであれば、国王陛下も我々の要求を無む下げにはできまい。申し訳ないが、しばしこの倉庫にご逗とう留りゆう願おう。どうか妙みような動きだけはなさらぬよう。大人しくしている限り、あなた方の命は保証しよう」


「いいだろう、こうなった以上はじたばたと見苦しいまねはすまい。だが、せいぜい気をつけるのだな。王女がさらわれたとあれば、今いま頃ごろはどこぞの騎士が血相を変えてわたしを捜さがしているだろう。もし見つかれば無事では済まぬぞ」


「どうでしょうな、この王都は十万もの人が住む大都市です。この場所を突き止められるとは思えませんな。大体、貴族かぶれの騎士など怖こわくもない。現に我々は騎士どもを出し抜ぬいてあなたをさらってみせたのですからな」


「さて、それはどうかな。なにせ先ほどはあやつがわたしの傍にいなかったのだからな」


　男たちはクラウディアの言葉の意味を計はかりかねたようだった。だが、シオーネにだけは分かった。


　クラウディアが言っている騎士というのが、あのアレスのことであると。
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　その後、クラウディアとシオーネは地下の一室に閉じ込められた。物置だったらしいその部屋は、もちろん掃そう除じなどされていない。


「こんなところへクラウディアさまを閉じ込めるとは……。お体は大丈夫ですか？」


「問題ない。おまえこそ、こんな薄うす汚ぎたない場所に閉じ込められることになってしまってすまぬな」


「そんなこと気になさらないでください！　大体、わたしはクラウディアさまの侍女なのですから、こうなる前にもっと何か手を打つべきでした。たとえば、わたしが囮おとりとなってクラウディアさまを逃にがすとか……」


「おまえに求められている役割は侍女としての役割だ。それ以上のことをしても給料は変わらぬぞ」


「見み損そこなわないでください！　わたしはただの侍女に過ぎませんが、あくまでクラウディアさまの侍女なのです！　クラウディアさまのために必要とあれば命でもなんでも張ります！」


「そうか、嬉うれしいことを言ってくれるではないか。ただ、わたしも別におまえの忠誠を疑ってるわけではないぞ。どうせすぐに助けは来るのだから、無む駄だな危険を冒おかす必要はないと言っているのだ」


　その言葉の意味を察する。


「……信じておられるのですね。アレスさまが、助けにきてくれると」


「うむ。あの男のことだ、わたしがさらわれたと聞いて、今頃王都中を駆かけ巡めぐっていることだろうよ」


　王都には何千もの騎士がいる。王女がさらわれたとなれば、その全員が動員されての大捜そう索さくが始まっていることだろう。


　確かにいつかは彼らの内の誰だれかが助けに来てくれるかもしれない。だが、それがアレスである可能性は、常識的に考えれば決して高くない。


　それでも、どうやらクラウディアはアレスが真っ先に助けにきてくれることを確信しているらしい。あの年ねん齢れいに似合わぬ聡そう明めいさを持つクラウディアがだ。


「信しん頼らいされているのですね、アレスさまのこと」


「いや、信頼……とは違ちがうな。これは……そうだ、必然なのだ。わたしが窮きゆう地ちに立たされれば、アレスがやってくる。アレスが窮地に立たされればわたしが手を貸してやる。それだけのことだ。だから、何も心配する必要はない。心配することがあるとすれば、ここに厠かわやがないことぐらいだろうな」


「確かに、それは心配ですね」


　クラウディアなりの冗談のつもりなのだろう、思わずシオーネは笑った。


　だが一方で、確かにそれは笑っていられない重要な心配事であるとも思う。果たしてあの連中は、小用の度たびにここから出ることを許可してくれるのだろうか。もしそうでなければ、結構大変なことになるような気もしてくるのだ。
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　幸いというべきか、シオーネのその心配だけは杞き憂ゆうに終わった。


　にわかに場が騒さわがしくなっていた。閉められた扉の鉄格子の間から、次のような会話が聞こえてきたのだ。


「た、大変です！　騎士たちにこの場所を発見されました！」


「何だと!?　どうやってこの場所を……いや、とにかく相手は何人だ!?」


「多くありません、赤い甲かつ冑ちゆうを着た近衛騎士が二人です！」


「たった二人!?　そうか、王女救出の大功に釣つられて先走ったな。よし、迎むかえ撃うて、援えん軍ぐんを呼ばれる前に始末しろ！」


　その会話を聞いたクラウディアは、自じ慢まんげに胸を張った。


「ほらきたぞ、アレスだ」


　なぜ即そく座ざにアレスと断言できるのか疑問だったが、何よりもう一つ懸け念ねんがあったのでまずそちらを口にする。


「で、ですが、どうやらやってきたのは二人だけだそうです。大丈夫でしょうか……？」


「なに、アレスならば一人でも充じゆう分ぶんだ。むしろ後一人が余計だな。誰であろう？」


　クラウディアと並んで鉄格子の隙すき間まから様子を窺うかがう。


　どうやらアレスとおぼしき誰かは階上から下りてこようとしているらしい。頭領を含ふくむ男たち十人足らずが武器を持って迎え撃とうとしている。


　そのとき、上から黒ずくめの男が下りてくる。


「と、止まりません！　一階にいた仲間は全ぜん滅めつです！」


「な、なんだと!?　敵はたった二人なのだろうが！」


「うち一人がとんでもない手て練だれなのです！　とても止められません！」


　悲鳴のような会話だった。


「クラウディアさま！　クラウディアさまはいずこか!?」


　間もなく聞こえてきたのは──間違いない、あのアレスの声であった。


「アレス！　ここだ、わたしはここにいるぞ！」


　クラウディアが叫さけんだその直後である。


　階段からアレスが飛び出す。そして待ち伏ぶせていた周囲の男たちをものともせず、左手に持っていた剣けんを振ふるって片かたっ端ぱしからなぎ倒たおしていく。


「つ、強い……」


　思わずシオーネが呆あつ気けに取られるほどだった。


　何人もの敵に取り囲まれつつも、一歩も退ひくことなく、目にもとまらぬ速さで剣を振り、斬きり伏せていく。


　その形ぎよう相そうはまさに鬼おにのごとくで、戦いぶりに至ってはもはや人間のそれではなかった。そして同時に知る。クラウディアがアレスをあれほどまでに信頼していた根こん拠きよを。アレスのあの強さを知っていたからこそ、クラウディアは全ぜん幅ぷくの信頼を置いていたのだ。


「矢だ、矢を撃ち込め！」


　悲鳴のような命令によって、弓を構えた部下が三間（約五・四メートル）ほどの至し近きん距きよ離りから矢を放った。それも、アレスの真横から。


「危ない！」


　アレスが並外れた騎き士しだということは分かったが、あんな距離から矢を撃たれてはかわしようがない。シオーネはアレスに注意を喚かん起きしようと思わず声を上げた。


　だが、それも無用のことだった。


　アレスは矢の方を振り向きもせず、そのまま無造作に右手で摑つかんで見せたのだ。信じ難いことに、目にもとまらぬ速度で飛んでくる矢を手摑みにしたのだ。


　そのまま何事もなかったかのように摑んだ矢を投げ捨て、動どう揺ようしている敵をさらに斬り伏せていく。


　十人以上いたはずの黒装束の男は、もはや一人しか残っていなかった。


「こっ、こんな馬ば鹿かな！　くそっ、出てこい！」


　最後に残った頭領が、シオーネたちの閉じ込められている物置の扉とびらを開けた。


　意図は明めい瞭りようだった。自分たちを人質にしようとしているのだ。


　シオーネは咄とつ嗟さにクラウディアの前に立ち塞ふさがった。ここでクラウディアが人質に取られるようなことがあれば、さすがのアレスの剣も鈍にぶるだろう。なんとしても阻そ止ししなければならなかった。


　しかしその行動は制された。他ならぬクラウディアによって。


「構わぬ、抵てい抗こうするな、シオーネ。わたしはアレスを迎えに行ってくるだけだ」


　クラウディアは頭領の前に自ら進み出た。


「よ、よし来い！」


　頭領はそのままクラウディアを乱暴に引っ張り出すと、首筋にナイフを突つきつけた。


「貴様、そこまでだ！　今すぐに剣を捨て──」


　だが、アレスの方は男の言葉になど耳も貸さなかった。それどころか、鬼のような形相にさらに怒いかりをほとばしらせたのである。


「無礼者がああああああ！　クラウディアさまに何をする！」


　アレスは傍そばにあった麻あさ袋ぶくろを取った。どうやら穀物の入った麻袋のようだ。それは見た目よりはるかに重いはずであるが、アレスはまるで皿を放るかのように右手でむんずと摑むと、いとも無造作に放り投げた。


　すべては一いつ瞬しゆんの出来事だった。クラウディアの首筋にナイフを突き立てる暇ひますらなかったのだろう、頭領は顔面に麻袋の直ちよく撃げきを受け、悲鳴すら上げることなく昏こん倒とうする。


　あれだけいた黒装束の男たちは、もはや一人も立っていなかった。


「クラウディアさま、ご無事ですか!?」


　アレスは真っ先にクラウディアの元へ駆け寄よろうとした。


　──これは、参りましたわね。


　その光景を目まの当たりにしたシオーネは感服し、そして認みとめないわけにはいかなかった。アレスの強さ、そしてクラウディアを思う一いち途ずさを。


　アレスはこの広い王都で誰よりも早くクラウディアを捜さがし出し、そして何十人もの敵をいともたやすく退しりぞけたのだ。クラウディアさま、ご無事ですか──ただその言葉を口にするためだけに。


　だが、一方でクラウディアの取った行動は意外なものだった。駆け寄ってきたアレスの頭を、ぽかりと殴なぐりつけたのである。


「え──」


　当然のように呆気に取られるアレスをよそに、クラウディアはまくしたてた。


「馬ば鹿か者もの！　なんでもっと早く来なかったのだ!?　おかげですっかり腰こしが冷えてしまったではないか！」


「なっ……。わ、私だって精せい一いつ杯ぱいやったんです！　ここを探し出すのにどれほど苦労したことか！」


「ええい、騎士は結果がすべてであろう！　そもそもだ、おまえがしっかりしていないからわたしがこんな連中に捕つかまることになったのだぞ！　わたしとの誓ちかいはどうしたというのだ！」


「だ、だって私が王都を離はなれていたのはクラウディアさまの命令で──」


「ええい、だってとはなんだ、だってとは！　騎士の言い訳は見苦しいぞ！」


　なぜか二人は口げんかを始めていた。


　クラウディアはどんな状じよう況きようになろうとちっとも動じなかったほどアレスを信じていたというのに、一体なぜ喧けん嘩かになるのか。


　一瞬考え込んだシオーネは、すぐに答えを見つけた。


「……ようするに、二人ともまだ不器用なんですね」


　クラウディアは、アレスが助けに来てくれることが分かっていたがゆえに、気き丈じようなまま振る舞まえたのだ。しかし、実際にあのような状況に置かれれば恐きよう怖ふを感じない方がおかしい。すべてが片付いてアレスの顔を見た瞬間、その緊きん張ちようの糸が切れてしまったのだろう。そして爆ばく発はつした感情を持て余し、アレスにぶつけているのだ。


「あーあ、何やってんだアレスのやつ。せっかくお姫ひめさまを無事助け出せたってのに、怒おこらせてどうするんだよ」


　シオーネが考え込んでいると、聞き覚えのある声がした。


　姿を現したのは誰だれあろう、近衛騎士のローランである。


「あら？　なぜあなたがここに？」


「なぜってことはないだろう？　アレスと一いつ緒しよに君を捜してたんだからな」


　そういえば、この場所へやってきた侵しん入にゆう者は二人いたという話を思い出す。恐おそらく、彼がもう一人なのだろう。


「感謝してくれよ、シオーネ。君が王女殿でん下かと一緒にさらわれたと聞いて、俺は血ち眼まなこになって捜したんだからな。はっきりいって、ここを見つけることができたのは俺のおかげと言ってもいいんだぜ？」


　とりあえず自分に恩を売りつけようとしていることだけは分かった。


「一つお尋たずねしますが、ローランさま。この男たちと戦っていたのはアレスさまだけでした。ローランさまは今まで一体いずこにおられたのですか？」


「え？　そ、それはもちろんこの不届き者どもと戦ってたに決まってるじゃないか」


「そうですか。それにしては活かつ躍やくしておられたのはアレスさまだけで、ローランさまのお姿は見えなかったのですが、どうしてでしょう？　まさかとは思いますが、戦いはすべてアレスさまに押しつけ、ご自分は高見の見物をなさっていた──なんてことはありませんよね？」


「あ、あ、当たり前じゃないか！　そ、そうだ、俺は上で戦ってたんだからな。大変だったんだぜ、右から左から襲おそい来る敵を次から次へとばったばったと斬きり倒し──」


「それにしては、お召めしの甲冑や剣にも傷一つお見受けできませんが」


「そ、それは……あれだ。もちろん、俺が強かったからに決まってるじゃないか」


　あまりにも幼よう稚ちな噓うそであった。強いというのは、アレスのような者のことを言うのだ。ローランに襲い来る何人もの敵をまともに相手にできるとはまったく思えない。


　シオーネはにっこりローランにほほえんで見せた。


「ごめんなさい、ローランさま。助けに来て頂いたことには感謝いたしますが、わたし噓をつく殿との方がたにはあまり好意が持てませんの。あしからず」


　それだけ言うと、ぷいと顔を背ける。ローランが何かまだ弁解がましく口を動かしていたが、もはや耳には入ってこない。


　一方、アレスとクラウディアはまだ何か言い争いをしていた。


　アレスは必死に何か弁解らしいことを口にしていたが、他方クラウディアは腕うでを組んでつんと突き放はなす。


　その光景を見ていたシオーネは思わず笑った。アレスは気付いているのだろうか。クラウディアがああも感情を露あらわにして接してくれる相手など、他にいないということを。




　　　　　◆◆◆





「…………」


　アレスには、どう反応すればいいのか分からなかった。


「分かりますか、アレスさま」


　長い話を終えたシオーネが、さらに続ける。


「わたしはあなたのことを、ねたましいとさえ思っていたときがあったんです。なぜああもクラウディアさまと親密に接することができるんでしょうと。でも、今は違ちがいます。アレスさま、あなたは恐らくクラウディアさまの願いに応こたえられる唯ゆい一いつの人なのです。王女としてではない、クラウディアさま個人の願いに応えられる唯一の殿方なのです。誰よりも強く、そして誰よりも一いち途ず。わたしがクラウディアさまのお力になれるのは侍じ女じよとしてですが、それ以外のことでクラウディアさまのお力になれるのは、あなただけなのです。だから……あなたにだけは、クラウディアさまを譲ゆずってもいいと思ったんですよ？」


　アレスにとっては、何より嬉うれしい言葉だった。自分が、あのクラウディアの力になれていたことは。


「し……しかし、クラウディアさまは私のことを兄上の仇かたきと……」


　シオーネは答えなかった。その代わりに、服についた落ち葉や汚よごれを払はらいながら立ち上がる。


「わたしの話はこれで終わりです、もう帰らねばなりません。王さま気取りのフィリップに勘かん繰ぐられると面めん倒どうですからね。でも、アレスさま。もうアレスさまにはお分かりのはずです。あなたが忠誠を捧ささげた方が、どんなお方なのかを。クラウディアさまが、あなたを肉親の仇だなどと思うことがあるのでしょうか。あなたはそれを、ご自分の目や耳で確かめたんですか？」


「…………!!」


　アレスが受けた衝しよう撃げきは、並々ならぬものだった。


　その衝撃が覚めやらぬうちに、シオーネは再びの旅支度を終えていた。


「ではお暇いとまいたします。また近いうちにお会いしましょう」


「送っていこう。女に一人旅させるわけにはいかない」


　レオンの提案を、シオーネは喜んで受け入れた。


「助かりますわ。街かい道どうの辺りまでで結構ですので」


　こうして、シオーネも去って行った。


　後に残されたのは、シオーネの言葉の意味を必死に考えるアレス一人であった。
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　その日の夜のことである。


　奴ど隷れい商人のゼードルは、部下も連れず、ある人物の元を訪たずねた。


「ガルムス、訊ききたいことがある」


　すでに一人寝ねる準備をしていたガルムスは、どこか煩わずらわしそうに身を起こした。


「お主ぬしか。いや、そろそろ来るとは思っておったぞ。クレスのことだろう？」


　ゼードルは、最近ドワーフという種族のことをかなり見直していた。彼らは怪かい力りきばかりが自じ慢まんの種族だと思っていたが、なかなかどうして頭の回転もずっと速い。


「話は早そうだな、ならば単刀直入に言おう。クレスとは一体何者だ？」


「わしに答えられることは何もない。答えが知りたければクレス本人の口から聞き出すのだな」


　その答えは、ゼードルも予想していたものだった。


「私も商人の端はしくれだ、世情にはそれなりに詳くわしいつもりでいる。先に行われた北との戦いくさで大功を上げたとある騎き士しが、このところ世間に姿を現さないという話は知っているし、もちろんその騎士の名も耳にしている。ついでにいえば、度たび々たびやってくる客が、クレスをアレスと呼んでいることも聞いた」


「ほう？　奇き妙みような偶ぐう然ぜんもあるものだな」


　ガルムスは表情一つ変えず言ってのけた。


　ゼードルとしては、クレスこそが彼かのファノヴァールの騎士であるという確信はすでに抱いだいている。それゆえに、ガルムスにその根こん拠きよを提示すれば多少なりとも変化を見せるのではと思っていたが、アテが外れた格好だった。もしガルムスが意識して無表情を装っているのなら、相当なしたたか者である。


　やむなく、ガルムスから新しい情報を得ることは断念する。


「話を変えよう。最近耳にした話なのだがな。ここから少し北にある領地を治めているソミュール伯はくという貴族が、多くの奴隷を買い求めているらしい」


「ほう。それで？」


「率直に言おう。私としては、一刻も早く厄やつ介かい払ばらいがしたい」


　ガルムスは初めて表情に変化を見せた。口ひげを動かし、笑ったようなのだ。


「よい考えだな。もしクレスが本当に彼のファノヴァールの騎士であれば、奴隷商人などという非合法な存在は許すまい。いつ心変わりして襲ってくるか分かったものではないからな」


　それこそがまさにゼードルが抱いていた不安だった。


「だが、なぜそんな話をわしにするのだ？　売り払いたければ売り払ってしまえばよかろう」


「……不安がある。厄介払いしたいのは事実だが、今奴隷を金で売買するようなところを見せ付ければ、あの男が牙きばを剝むいてくるのではないかと思ってな。おまえの考えを聞かせてもらいたい」


「なるほど、そういうことか。今のわしはおまえの用心棒だ、答えぬわけにはいくまい。といっても、わしに言えることなどたかがしれておるがな」


「構わん。教えてくれ」


「これだけは言える。わしの知っているアレスという男は、随ずい分ぶんと義理には厚い。お主の職業は確かに褒ほめられたものではないだろうが、一いつ宿しゆく一いつ飯ぱんの恩を仇あだで返されるようなことはなかろうて」


「……そうか、分かった」


　ゼードルの心は決まった。


　早急にアレスをソミュール伯に売り払うのだ。ソミュール伯についてはどうもよくない噂うわさが流れており、そもそもこのような突とつ然ぜんの商売はゼードルの好むところではなかった。しかし、今は早急にクレスを手放す方が優先だと判断したのである。


　ゼードルは小さく礼を言ってガルムスの元を去った。
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　一人になったガルムスが次のように呟つぶやいたことは、もちろん誰だれも知らない。


「歩む道に変化が生じようとも、それはあの男の運命だ。ただの平へい坦たんな道をいつまでも歩いていてもつまらんからの、たまには変化が与あたえられるのもよかろうて」





　　　　第七章　英えい雄ゆう再起
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　アレスは迷っていた。


　自分が歩みを止めたその原因が何だったのか、分からなくなっていたのだ。


　もちろん、すべてから逃にげ出したきっかけは分かっている。第一にパンドラの消失。それによって今までのように戦うことができなくなったのではないかという恐きよう怖ふが生まれ、さらに自分の命がどこから狙ねらわれているか分からないという妄もう想そうに囚とらわれた。その結果、かつては敵だったミーアと一いつ緒しよにいることすら恐怖を抱いだくようになり逃げ出したのだ。


　第二に、ハインツ王太子の死だ。ミーアと別れて王太子の元へ駆かけつけたとき、すでに彼は死亡しており、その殺害容疑をかけられた。この頃ころは人と接すること自体が恐怖となっており、もちろん弁明などできず、その場から逃げ出すことしかできなかった。


　その後、愛馬オルトスにも見捨てられ、少なくとも十日近くの間、誰もいない森の奥で無益に時を過ごした。しかしそのおかげで、自分の命が狙われているのでは──というありもしない恐怖からはある程度逃のがれることができた。


　付け加えれば、リィズと出会うこともできた。口の利きけない彼女は、今の自分でも唯ゆい一いつ力になってやれる存在だった。彼女の力になることは、不思議な充じゆう足そく感、あるいは幸福感をもたらしてくれた。


　その後、クラウディアが兄の仇かたきとして自分を捜さがしていることを知り、もはや二度と世には出まいと決意し、奴隷の身となることすら受け入れたのである。


　だが、そこへまずヴェリックがやってきた。そのときは大した話もしなかったものの、その後ヴェリックは二人の従者、ガルムスとレオンを連れてきた。


　レオンはすぐに去っていったが、他方ガルムスは、何も言わずに残ることを選んだ。そしてガルムスやリィズたちと接しているうちに、かつてパンドラに与えられた力が未いまだに身に宿っていることに気付いたのだ。もっとも、その事実は決して喜ぶべきことではなかったが。


　だがそんな折、ガルムスは彼なりの洞どう察さつ力でパンドラの存在をある程度推測し、その上で言ったのだ。


「お主ぬしが歩んできた道を否定することは出来ぬぞ。それはお主とわしとで作り上げてきた結果だからだ。お主が否定しようとわしが肯こう定ていする」


　パンドラの力があったからこそ、いくつもの戦場を生き延びることができたという負い目は確かにあった。だが、ガルムスが気付かせてくれたのだ。十年に亘わたって培つちかってきた剣けん術じゆつは自分のものだと。パンドラは、戦場における一挙一動に至るまでああしろこうしろと助言してくれたわけではない。それに、北との戦争では、パンドラはほとんど助言すらしてくれなかったではないか。にもかかわらず、自分は生き抜ぬいてきたではないか。


　さらにその後、アレスの元を離はなれたと思っていたレオンがミーアを呼び、ヴェリックはウォルナー師を呼んできた。


　ウォルナー師は意外な話をしていった。あの完かん璧ぺきであった父も、戦場から逃げ出したことがあったと。それでも父は、恥はじも外聞もかなぐり捨て、再び戦場に戻もどる道を選んだ。なぜそれができたか。勇気も恐怖も関係ない。ただ自分にも守ることができる者がいる──それだけだったという。


　ミーアもまた語った。自分には力がある。父からただ与えられただけの破は壊かいの力。しかしミーアは、自分と同じような悲劇を二度と起こさないため、その力を人々のために役立てることを決意し、その道を模も索さくすることを選んだのだ。


　それはかつてクラウディアから聞かされた言葉を思い起こさせた。彼女はこう言ったではないか。天から贈られた才は、天下のために役立てるべきだと。


　今いま更さらながらに考えたことがあった。この身には、自分のものではない力が宿っている。ただの運で得たような力だ。その力を振ふるって戦うことは、果たして恥なのか？


　恥──なのかもしれない。自分に敗れた武人たちがその事実を知れば、指を差して笑うかもしれない。


　だが、それがどうしたというのか。少なくとも自分には、人々を守るためにのみ剣を振るってきたという自負がある。人々に害を為なす賊ぞくや貴族に後ろ指を差されたところで、どこに後ろめたいことがあるのか。恥をかいて人が救えるなら、それはむしろ本望ではないか！


　つい先日のシオーネの言葉も忘れられない。


　シオーネは教えてくれた。クラウディアが、どれだけ自分のことを信しん頼らいしてくれているのかを。そしてシオーネは問うた。あなたはクラウディアさまを信頼していないのですか──と。


　そんなわけがない。信頼しているに決まっている。


　アレスはクラウディアの聡そう明めいさと慈じ悲ひ深ぶかさとを知っている。だからこそ、いつだって彼女の命令に従い、尽つくしてきたのだ。


　そんな彼女に対して、疑念を抱くこと。それ自体が、ハインツ王太子を守れなかったこと以上に、クラウディアに対する最大の裏切りなのではないか──そうも思えるのだ。


　しかし、ここでアレスの思考は止まってしまう。


　では自分は何をすべきなのか。その先を考えようとしたとき、必ず視界に入るのがリィズの存在だった。


「…………？」


　純じゆん朴ぼくな表情で自分を頼たよってくれる物言わぬ少女。彼女を放って何らかの行動を起こすことはできなかった。





　実のところ、アレスは気付いていなかった──というよりは、気付いていないフリをしていた。もしその気になりさえすれば、ヴェリックたちから資金を融ゆう通ずうしてもらって、リィズたちを奴ど隷れいの身から解放し、保護することも難しくはないということを。


　このときアレスはリィズを守るためという理由を自みずからに言い聞かせることで、自分の殻からを作って閉じこもり、積極的に危険を冒おかすことから逃げ出していたのである。


　だが、その殻は決して厚くはなかった。アレスが新たな道を選ぶ時は、刻々と近づいていた。
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　事が起こったのは、アレスたち一行がある伯はく爵しやく領に入ったときだった。


　関所を通り抜けたアレスたちを、なぜか騎き士しの一団が待っていたのである。


「おまえがゼードルか？」


　騎士の一人が、ぞんざいな口ぶりで訪たずねると、ゼードルは揉もみ手でをしながら進み出た。


「左様にございます。失礼ですが、ソミュール伯爵閣下の……？」


「そうだ、ソミュール伯の騎士キルベインだ。そいつらが商品だな？」


「はい。もしお気に召めした者がおりましたら、どうぞお買い上げください」


　ゼードルと騎士が交かわしたその会話で、アレスはなんとなく成り行きを察した。


　どうやらソミュール伯とやらは、奴隷を欲ほつしているらしい。そして自分たちは、売られるためにここへ連れて来られたのだと。


　奴隷である以上、売り買いされることは甘んじて受け入れなければならない。アレスとしては、とにかく揉め事にならないことと、リィズと離れ離れにならないことを祈いのるだけだった。


　数人の騎士たちが、品定めするようにアレスたち奴隷を見て回る。その一人が、アレスやリィズの前にも立った。


「…………！」


　このときアレスはいつものようにリィズの手を引いていたが、その手が微び妙みように震ふるえていることに気付いた。


　理由がなんとなく分かる。キルベインと名乗った彼らは、格好こそ騎士のそれだが、言こと葉ば遣づかい、雰ふん囲い気き、仕草、どれをとっても一領主に仕つかえているとは思えない品のなさなのだ。


　彼らの雰囲気は、まるで賊か、あるいは──かつてこの国に多大な被ひ害がいをもたらした傭よう兵へいそのものではないかという気がする。故郷を傭兵に襲おそわれたというリィズが怯えるのも無理はない。


「なんだ、ガキが一人いるだけで、女一人いねえじゃねえか」


「申し訳ございません。若い女の奴隷というのは需じゆ要ようのわりに供給が少ないものでして」


　悪お寒かんのするような会話であった。


「まあいい。こんな奴隷どもでも暇ひまつぶしの道具にはなるだろう。おい、奴隷商人。こいつらを全部買ってやる」


「ぜ、全員でございますか？　もちろんありがたい話ですが、五十人分の奴隷ともなりますと、いささか値が張りますが……」


「なに、金ならある。ほれ、取りに来い。いくらだ？」


　キルベインと名乗った騎士が懐ふところに手を入れる。


「はあ、ありがとうございます。それでは、金貨で──」


　と、ゼードルが近づいたときのことである。


「金だと？　おまえには鉄で充じゆう分ぶんだろう」


　誰だれもが息を呑のんだ。キルベインは素早く剣を抜くと、袈け裟さ懸がけにゼードルを斬きりつけたのである。


　ゼードルの絶ぜつ叫きようと、そして奴隷たちの悲鳴が辺りに響ひびき渡わたった。


「な、何をする!?」


　ゼードルの部下たちはいきり立った。しかし、彼らを威い圧あつするようにキルベインら騎士たちが剣を向ける。鞭むちしか持っていない彼らに、完全武装の騎士を相手にすることはできないようだった。かろうじてゼードルを助け起こすことしかできない。


「大人しくしてろ、そうすりゃ命だけは助けてやろう。なにせ俺たちのために格好の玩具おもちやをただで運んできてくれたんだからな。よし、奴隷どもを連れて行け」


「おら、とっとと進め！　こっちだ！」


　あちこちで悲鳴が上がった。騎士たちが、鞭の代わりに剣を振り上げ、追い払はらうように奴隷たちに移動を強制したためだ。


　当然鎖くさりで繫つながれているアレスもその一人である。


「リィズ、離れるなよ！」


　場は混乱の最中にあった。はぐれないよう、リィズの体を抱だきかかえる。


「こ、このような……！　貴族に仕える騎士といえど、商人にこのような仕打ちをしてただで済むとは思うなよ……！」


　まだ息があるのか、あるいはそれほど傷は深くなかったのか、騎士たちの背にゼードルが声を投げかける。


　それは単なる脅おどしではない。確かに貴族たちには特権がある。しかし商人たちには横のつながりがあり、料金を踏ふみ倒たおすような貴族の話は瞬しゆん時じに広まり、二度とまっとうな商あきないはしてもらえなくなる。よほどの愚おろかな貴族でもなければ、商人に不当な商売を強しいることはないのだ。


　しかし、そんな脅しで動じるような騎士たちではなかった。


「知ったことか、どうでもいい」


　キルベインという騎士は、鼻で笑った。それは騎士の言い草ではない。一体この地の領主はどんな性格をしているのか、アレスはある感情が胸の内を満たしていくのを感じていた。


　少し前までならば、このような状じよう況きようでアレスが感じるのは恐きよう怖ふであっただろう。だがこのときアレスが感じていたのは、憤いきどおりと呼ばれる感情であった。





　アレス本人はまだ気付いていない。それが、アレスにとってどれだけ大きな心境の変化であるかを。
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　アレスたち五十人近くの奴隷は、ある大きな小屋へと押し込められた。


　小屋は小屋でも、元は家か畜ちく小屋か何かだったのだろう。五十人がどうにか入れる大きさはあったものの、薄うす暗ぐらく、じめじめとしており、そして何より獣けもの臭くさい。


「さあ、ここが今日からおまえらの住すみ処かだ！　どうだ、屋根があるだけ嬉うれしいだろう！」


　キルベインという騎士が大声で怒ど鳴なりつける。奴隷たちは恐怖のせいか、悲鳴一つ上げず、身を震ふるわせていた。


　しかも小屋の入り口に、まるで山賊のような粗そ暴ぼうな男たちが次々やってきたのだ。その数はおよそ二十人にまで増えていた。


「へっへっへ、キルベインさま。そいつらですかい、俺たちの玩具にしていいってのは」


「ああそうだ。適当に遊んで構わんが、すぐには壊こわすなよ。次はいつ調達できるか分からんのだからな」


　おぞましい会話が聞こえてくる。一体これはどういうことなのか、アレスにもさっぱり状況がつかめなかった。


「き、騎士さま……！　ど、どういうことなのでしょう？　私たちを一体どうするおつもりなので……？」


　恐怖ゆえにいてもたってもいられなかったのだろう、奴隷の一人が声を震わせながら、皆みんなの疑問を代弁するように訪ねた。


　しかしキルベインの返答は、言葉ではなく蹴けりによってなされた。


「うるさい、奴隷風ふ情ぜいが！　俺たちの許可なく口を開くんじゃねえ！」


　一切の容よう赦しやのない、しかも甲かつ冑ちゆうを身にまとった騎士の蹴りを腹に受け、質問を投げかけた奴隷は、悶もん絶ぜつしたようにうずくまってしまう。


「おいおい、言いだしっぺのおまえがいきなり壊すんじゃねえよ」


「いいじゃねえかキルベイン、奴隷どもに立場を教えてやれよ。その方がこいつらももっと怯えた顔をしてくれるだろうし」


「ふ、それもそうか。いいだろう、教えてやろう」


　キルベインは見下すような目をアレスたちに向けた。


「俺たちはな、この地の人間じゃねえ、ミレスデン王国に所属していた傭兵団だ！」


　戦せん慄りつが奴隷たちの間を走りぬけた。特に家族を傭兵たちに殺されたというリィズの怯え方は尋じん常じようではない。がたがたとその体が震えだす。


　その反応が面白いのか、キルベインはさも愉ゆ快かいそうに続ける。


「せっかくこの国まで攻せめ寄よせたはいいものの、あいにくと馬ば鹿かなミレスデン軍が敗北しちまってな、俺たちも居場所がなくなっちまった。だが、捨てる神あればなんとやらだ、ここの領主に仕えてる騎士どもが弱っちい連中ばかりってことを知ってな、あまりに不ふ憫びんなものだから俺たちが代わりに騎士として仕えてやることにしたってわけよ」


　それでアレスにも大体の事情が分かった。ようはこの男たちは北の敗残兵、落ち武者なのだ。落ち武者の末路など野垂れ死にか、さもなくば山賊にでもなるしかないが、このキルベインたちは、寄生虫のようにこの地の領主に取り付く道を選んだのだ。確かに騎士という身分が手に入れば、山賊などよりよほど安全で豊かな生活が送れるだろう。


「もっとも──騎士というのは意外とつまらんものだな。領民どもで遊んでやろうとしたが、領主はそれだけはやめろと懇こん願がんするし、他の貴族どもや王国の目を引くわけにもいかんから、他の領地へ攻め込むこともできん。さあ、もう分かっただろう？　おまえたちは領民の代わりに俺たちの玩具にされるために買われたってことがな！」


　男たちが大笑いする。


　その目に見えるのは狂きよう気きだった。人を物、玩具としか思っていない狂気。一方で、奴ど隷れいたちの目に映るのは、絶望である。


　アレスの感じていた憤いきどおりもまた、より強くなっていた。なぜこれほどの無法が許されるのか。なぜ蒼そう神しんはこれほど過か酷こくな運命を課そうとするのか。


「ん？　なんだおまえ、そんな目しやがって、俺たちのやり方に文句でもあるのか？」


　と、そのとき、キルベインが一人の奴隷の胸むな倉ぐらを摑つかみ上げた。


「とっ、とんでもありません……！　私は何も……！」


　中年の奴隷だ。その目には恐怖と怯えしかなく、反はん抗こう心しんなど微み塵じんも見えない。


「うるせえ！　口答えしやがったなてめえ！」


　言いがかりだった。キルベインはその奴隷の胸倉を摑んだまま、拳こぶしを振ふり上げた。


　鈍にぶい音が響き渡る。


「があっ……！」


　奴隷の口から、血にまみれた歯が飛ぶ。


「いいことを思いついたぞ。せっかくだからな、一人ぐらい見せしめがあった方がいいだろう。おまえら、やっちまえ。血祭りにあげるんだ」


　キルベインが血まみれになった男を仲間の方に放り投げた。


　まるで蟻ありが群がるように、男たちは喜び勇んで奴隷に殺さつ到とうした。殴なぐる蹴るの暴行が始まる。一切の容赦のない暴力の嵐あらしだ。彼らは、面白おかしく笑いながら奴隷をいたぶっていた。たちまち顔だけではなく、体全体が血に染まっていく。


「み、見るなリィズ」


　アレスは、その光景を黙だまって見ているしかなかった。目の前でこんな理り不ふ尽じんな暴力が展開されているというのに、じっとしているままでいいのか──そんな思いはもちろん何度もアレスを突つき動かそうとしたが、こちらは丸まる腰ごしで首には鎖くさりが繫がれている。一方、敵は武装した屈くつ強きような男が二十人以上いるのだ。自分が死ぬだけならいいが、もしそれでリィズが一人残されればどうなるというのか。


「や、やめてくれ！　そいつ、死んじまうよ！」


　だがこのとき、果か敢かんにも声を上げた者がいた。


　あまりに意外なことだったのか、男たちも一いつ瞬しゆん暴行を止める。


「誰だぁ？　今俺たちに声をかけてくれたのは？」


「オ、オレだ」


　進み出たのは──テッドだった。


「わ、分かった。オレたちはあんたたちに絶対逆らわない。命令にも従う。だ、だから……もう、暴力は、やめて、ください」


　声が震えきっていた。


「うるせえ！　おまえまだ分かってないようだな、おまえたちには口を開くことさえ許されてねえんだよ！」


「ひっ!?　や、やめ──」


　男の一人が、テッドの胸倉を摑み上げた。今度はテッドまであんな目に遭あわされるのか──奴隷たちから悲鳴が上がる。


　だが、そのとき。


「ん？」


　何かに気付いたのか、テッドを摑み上げていた男が妙みような声を上げた。


　そして何を思ったのか、いきなりテッドの胸をまさぐったのである。


「んああ!?」


　テッドの口から悲鳴が漏もれた。


「おい、こいつ女じゃねえのか？」


「なんだと!?　いるのか、女が！」


　たちまちテッドは男たちに取り囲まれた。


　その四し肢しは押さえつけられ、粗暴な手がテッドの衣服を剝はぎ取っていく。


　今までさらしで押さえつけていたのだろう、意外にも豊かなテッドの乳ち房ぶさがさらされる。


「ひょう、やっぱりだ！」


「こいつはいいや、久しぶりの女だぜ！」


「や、やめて！　やめてぇ！」


　テッドは泣なき叫さけぶが、もはや誰だれも動くことはできなかった。


　あまりにも正視に耐たえぬ光景が、目の前で展開されていく。


「や、やめろ……。もうやめてやってくれ……」


　アレスの口から漏れたその声は、小さすぎて誰にも届かなかった。


　仲間があのような目に遭っているのに、自分にはまだ何もできないのか。何かすべきではないのか。だが、その結果より多くの奴隷たちに迷めい惑わくがかかるようなことがあったらどうするのか。


　怒いかりか、当とう惑わくか、あるいは恐怖のせいか。歯はかちかちと震え、目からは涙なみだが零こぼれ落ちそうだった。


　ところがである。ここでアレスは、思ってもみなかったある人物の声を聞くこととなる。


「我が主あるじよ。そろそろ潮時であろう」


　信じられなかった。すぐ傍そばにいたのはガルムスだった。


「な、なぜおまえがここに……？」


「別に。おまえたちに紛まぎれて付いてきただけのことだ」


　一体何のために──という疑問もわいたが、今はそれどころではない。


「ガルムス！　頼たのむ、テッドを助けてやってくれ！　おまえならあれぐらい蹴け散ちらせるだろう!?」


　しかし、返事は素そっ気けなかった。


「何を言っておるのだお主は。散々わしを従者から解任するなどと言っておきながら、今になって命令するなど都合が良すぎるというもの。あの奴隷がどうなろうとわしの知ったことではない」


「そんな！　人が……人があんな理不尽な暴力にさらされてるんだぞ！　それなのに何もしないのか！」


「同じ言葉を返そう我が主よ。このような光景を目にしておきながら、いつまでじっとしておるつもりだ？　これまでいつもそうしてきたように、お主の力で蹴散らしてやればよかろう」


「そ、それができれば……！」


　とっくの昔にそうしている。


　だが、動けない。体が動かないのだ。なぜかはアレスにも分からなかった。


「まあよい、おまえの青あお臭くささに免めんじて、わしも一つぐらいは手助けをしてやろう。ここでお主が動かなければ、後あとで後こう悔かいするだろうしな」


　と、ここでガルムスは膝ひざを突いた。


　アレスにではない。アレスの腕うでに抱だかれていたリィズと同じ目線になるよう、膝を突いたのだ。


「さて、リィズ。薄うす々うす気付いておるだろう？　今おまえを守っているその男は、青二才の朴ぼく念ねん仁じんではあるが、役立たずの意気地なしというわけではない。ただ、今はいささか心に踏ふん切りがつかないでおるだけだ」


「な、何を……？」


　一体リィズ相手に何を言っているのか。そんなことをしてる暇ひまがあったらテッドを助けてやるべきだろう──。


　しかし、ガルムスはアレスに構わず続けた。


「リィズ、おまえの歩んできた道が、決して緩ゆるやかではなかったことは知っておる。だが、わしも心を鬼おににして言おう。今おまえを守っているその男は、その気になればこの場にいるすべての者を守ることのできる力を持っているのだ。おまえの言葉なら動くだろう。声を出せ、その朴念仁を突き動かせ。ただ一言こう言えばよいのだ、助けて──とな」





　　　　　◆





　リィズは、八歳の少女ながらに気付いていた。


　クレスは──ずっと自分を守ってくれたこの人は、他の人とは何かが違ちがうと。


　何が違うのかと問われれば、八歳の少女に表現する術すべはなかっただろう。だが、純じゆん粋すいな子供だからこそ気付いたことでもある。


　赤の他人であるはずの自分への接し方は常に慈じ愛あいに溢あふれ、何をやらせても決して途と中ちゆうで投げ出したりしない。


　それに、この人の元にはいつもいろんな人が集まって口々に言うのだ。力を貸してくれと。


　子供でも分かった。この人は何か特別な人で、自分一人のために独どく占せんしてはいけないのだと。


　リィズの脳のう裏りに、あの日のことが──突如現れた傭兵によってすべての幸せを奪うばわれたあの日のことが思い起こされた。





　あのとき、傭兵たちに追われたリィズは、長ちよう兄けいと共に藁わらの中に潜ひそみ、悪夢が過ぎ去るのを待っていた。


　パチパチと音を立てて燃える家々。響ひびき渡わたる村人たちの悲鳴、そして狂くるったような傭兵たちの哄こう笑しよう。リィズは兄の体にしがみついて、泣き続けた。


「怖こわいよぅ、お兄ちゃん……！　みんな、みんな燃えちゃうよ……！」


「リィズ、大だい丈じよう夫ぶ。大丈夫だから、すぐに終わるよ、こんなもの……！」


　だがこのとき、リィズは聞き知った声を耳にしてしまい、藁の隙すき間まから、ある光景を目もく撃げきしてしまう。


　傭兵に斬きりつけられる父の姿を。


　そして、父をかばおうとして斧おのを叩たたきつけられる母の姿を。


　誰よりも愛していた両親は、そのまま折り重なるようにして血まみれになり、そして動かなくなったのだ。


「いやあああああああああ！　お父さん、お母さん！」


　両親が殺されるのを目まの当たりにしたのだ。八歳の少女に、悲鳴を上げるなというのは無理な話だった。


　その声に気付いたのか、二人が潜んでいる藁わら束たばの周囲に、傭兵たちが集まってきたのである。


　そのとき、兄が決意を込めた声で言った。


「リィズ。目を閉じて。決してもう声を出しちゃだめだぞ。そうすれば、怖いことはすぐに終わっちゃうからな」


　もはやリィズには、兄が何をしようとしているのかなど分からなかった。ただ、声さえ出さなければ、怖いことはすぐ去ってしまうという兄の言葉だけを信じた。黙って頷うなずき、目を強く閉じる。もうこの地じ獄ごくのような光景を見ていたくなかったのだ。


　不意に、傍にいた兄の気配が消えた。


　聞こえてくるのは、リィズの嗚お咽えつをかき消さんばかりの兄の大声だけだった。後から分かったことだが、それは傭兵たちの目を引き付けるために兄が取った最後の行動だった。


　リィズが声を失ったのはこのときである。


　声を出さなければ、怖いことはすぐに去ってしまうからと、兄は言った。怖いことが去ってしまえば、また家族五人の幸せな日々が戻もどってくるのではないのか。そう思ったリィズは、藁の中でじっと身を潜め続けたのである。


　気付いたとき、夜は終わっていた。


　傭兵たちもいなくなり、村には平へい穏おんが訪れていた。


　リィズは藁の中から這はい出た。そして、これがさめない夢だと知った。同時に、兄が死んだのは、両親が殺されたあのときに、自分が声を上げたからだということも悟さとらざるを得なかった。


　そのことを知った子供にできることは一つしかない。泣くことである。


　リィズと同じように、運良く生き延びたテドリエに声をかけられるまで、リィズは泣き続けた。


　だが、その口から言葉はすでに失われていた。あのとき自分が声を出さなければ、兄は死ななかったのではないかという後悔と、そして声さえ出さなければ、いつかこの悪夢がすべて覚めるのではないかという希望が、少女から言葉を奪ったのである。





　あの日から長い時が経たった。


　リィズは子供ながらに気付いていた。あの日の悪夢は、何をしても覚めない悪夢だったのだと。


　そして今。一人のドワーフが自分に言うのだ。声を上げさえすれば、みんなを守れると。


　ガルムスの言葉を、なぜかリィズは信じる気になった。


　リィズは大きく息を吸った。一度咳せき込む。長いこと使われなかった喉のどは、声の出し方を忘れていたのだ。


　焼け跡あとから自分を助け出してくれたテドリエが、世話になったみんなが、男たちに襲おそわれている。助けなければならない。あのときは、声を出したばかりに兄は死んだ。だが、今度は違う。声を出すことで、みんなを守れるのだ。この、兄や父のように自分を守ってくれた人が、今度はみんなを守ってくれるのだ。


　やがてその口から、小さな声が漏もれる。


「しゅ……けて」





　　　　　◆





　アレスは耳を疑った。


「リ、リィズ。今、何て？」


　聞いたことのない少女の声が、確かに聞こえたのだ。何をどう試ためしても、決して聞くことのできなかったリィズの声が。


　それは、決して聞き間ま違ちがいではなかった。リィズはもう一度大きく息を吸い、舌足らずな声で、はっきりと言ったのだ。





「みんなを……たしゅけてぇ！」





　その瞬しゆん間かん、アレスは確かに聞いた。


　サアァという静かな音だ。それは全身から血が引いていく音のようにも聞こえたし、あるいは全身に血が通かよっていく音のようにも聞こえた。


　今まで一度たりとも言葉を発しなかったリィズが、この状じよう況きようにおいて自分に助けを求めてきたのだ。恐おそらくは自分にならどうにかできると、そう強く信じてくれたがゆえに。


　アレスは目を伏ふせた。


　──気付いていた。気付いていたとも。


　ガルムス。ミーア。ウォルナー師。シオーネ。


　彼らと接し、話を聞き終えたときから、心の奥底では分かっていた。自分が再び剣けんを持たぬ理由は、もはやどこにもないということに。


　必要なのは、背中をぽんと押してくれる最後の一押しだけだったのだ。自分が何をすべきか、それを指し示してもらうことだけだった。


　そして、それはこのとき為なされた。みんなを助ける。みんなを、だ。それこそが自分の為すべきことなのだ。


　アレスは、最後の一押しをしてくれた少女に向かって膝を突ついた。


　まるでクラウディアに接するときのように慇いん懃ぎんに、その言葉を力強く口にする。心からの礼を込めて。





「承知つかまつった」





　この瞬間、英えい雄ゆうは再び起たち上がる。





　　　　　４





　アレスは大きく息を吸った。戦場で指示を出すとき、いつもそうしていたように。


　腹に力を込め、そして一気に吐はき出す。





「そこまでだ！　この愚ぐ劣れつな傭よう兵へい崩くずれどもめ!!」





　かつては戦場の端はしから端まで届くと称しようされ、ジェレイドもうらやんだ大声である。この瞬間、まるで雷かみなりに打たれたかのように、誰だれもが動きを止めた。


「な、なんだてめえ。今何て言いやがった？」


　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、傭兵の一人がアレスに近づいてくる。アレスより一回りも二回りも大きな大男だ。


　しかし、相手が誰であろうと今のアレスには関係なかった。強くにらみつけながら、続ける。


「愚劣なまねを今すぐやめろと言ったのだ。命が惜おしいならな」


「ほう？　首に鎖くさりをつけられた奴ど隷れい風ふ情ぜいがほざくじゃねえか！　ほら！」


　男は、未いまだアレスの首に繫つなげられていた鎖を引っ張った。


　だが、男がどれだけ体重をかけても、アレスの体は一寸たりとも動かない。


　逆にアレスは鎖を摑つかみ、強く引っ張った。


「ぬおっ!?」


　男が前につんのめるようにして倒たおれる。


「もう邪じや魔まだな、これも」


　倒れた男のことなどもはや一いつ顧こだにせず、アレスは長い間巻きつけられていた首の縛いましめに両手をかけた。渾こん身しんの力を込め、左右に引っ張る。


　強きよう靭じんな革の首輪はちぎれることこそなかったものの、その金具部分が負ふ荷かに耐たえられず、弾はじけ飛とぶ。


　周囲の人々が息を呑のむ。その中で、アレスは悠ゆう然ぜんとテッドの元へと歩みを進めた。


「その少女を放せ。今なら命だけは助けてやる」


　未いまだ彼女にのしかかっている男たちに、冷たい声を浴びせる。


「……へっ」


　奴隷たちは一瞬だけ気け圧おされていたようだが、すぐにどちらが有利かを悟ったのか、笑い飛ばした。


「まだ分かってないようだな、俺たちに逆らうとどうなるか。教えてやれ、おまえら！」


　生意気な奴隷に制裁を加えようと、男たちが一いつ斉せいに襲い掛かかってくる。その数は四人。


　だが、その動きはアレスにとって余りにも遅おそすぎた。


　──私は、一体何を恐れていたのだ！


　自らの憤いきどおりをぶつけるように、まずアレスはその一人に向かって自ら突っ込こんだ。男たちからすれば、アレスが消えたかのように思えただろう。それほどの速さだった。


　そのまま身を低くして肩かた口ぐちから体当たりする。男は派手に吹っ飛び、壁かべにぶつかって意識を失った。


　続いて別の男が繰くり出した大きな拳こぶしを、左手で簡単に受け止めると、即そく座ざに右手で相手の肘ひじをへし折った。


「うぎゃあああああ！」


　響ひびき渡る悲鳴をそのままに、その腕うでを摑むと残り二人の男たちに向かって無造作に投げつける。


　何十斤きんもある大男の巨きよ体たいを、真正面からぶつけられたのだ。三人の男たちは、そのままもつれあうように倒れて動かなくなった。


　たった一人の奴隷に、四人の屈くつ強きような男たちが瞬しゆん時じにのされたのだ。小屋の中を驚きよう愕がくと沈黙が満たした。


「こ、こいつ！　殺せ！　殺してしまえ！」


　傭兵崩れのキルベインの命令が飛び、男たちは剣や、小屋に落ちている木片を拾って武器とした。ただの木の棒でも、屈強な男たちが手に持てば、人を殺すには充じゆう分ぶんだろう。


「死ね！」


　アレスに向かって棒が振ふり下ろされる。だが次の瞬間、どよめきが起こった。


　その凶きよう器きを、アレスが右手でいとも簡単に受け止めたからだ。


「はあっ！」


　すかさずアレスは相手の腹に蹴けりを入れた。男の体はまるで羽毛のように吹っ飛び、木の棒がアレスの手に残った。


　──戦える。私は戦えるんだ！


　人を殺す勢いで振り下ろされた木の棒を片手で受け止めることができたのは、確かにパンドラの力あってのことかもしれない。だが、たとえパンドラの力があったとしても、体の頑がん強きようさそのものには変化はないのだ。常人が木の棒を手で受け止めれば、手の皮は破れ、肉が裂さけていてもおかしくはない。


　だがアレスの手には傷一つない。十年にも亘わたって毎日剣を振り続け、何度も何度も血豆を作っては潰つぶし続け、手の皮を分厚くしてきた結果だ。それに素早く振り下ろされる凶器の軌き道どうをいとも簡単に見切ることができたのも、パンドラとは何も関係がない。自分がこれまでに積んできた経験ゆえなのだ。


　今いま更さらのように思い出す。自分は、もともとこれしか能がなかったではないか──と。


　自分が強いなどとは思えない。もし本当に自分が強い人間であったならば、パンドラに見捨てられたぐらいでああも無様な醜しゆう態たいをさらすことはなかったからだ。だが、少なくとも理り不ふ尽じんに力を振るって持たざる者を傷つける無法者どもを懲こらしめることぐらいはできるのだ。


「こんな、こんな程度か！」


　アレスは叫さけんだ。その挑ちよう発はつに応じたのか、あるいはこれ以上なめられてたまるかと、男たちが次々と殺さつ到とうしてくる。


　パンドラという助言者を失い、一時はすべてが恐ろしくなり、逃にげ出しもした。


　もはや自分は、どこから危険が降り注そそぐかわからない戦場に立つことはできない。何度そう思ったことか。


　しかし、アレスは知っていた。戦場で生き抜ぬく方法を。


　──速く！　もっと速くだ！


　ファノヴァール家の家か訓くんにいわく、機先を制せ。それだけでいい。死なないためには敵の攻こう撃げきを受けなければいい。そのためには敵より先に攻撃すればいい。


　それに素早く動けば、敵が攻撃の準備をする時間を奪うばうこともできる。そうなれば弓矢の狙ねらいを付けられることもないし、大勢からの一いつ斉せい攻撃を受けなくても済む。ファノヴァール家が代々戦場で生き抜いた末に身に付けた教訓だ。


　アレスは男たちの間を縦横に駆かけ回った。突き出される武器を受け、避よけ、払はらい、そして隙すきを見つけては強力な一撃を叩たたき込み、意識を奪い、骨を打ち砕くだいていく。


　だが、まだ形勢は決していなかった。


　男たちは戦い慣れた怖こわいもの知らずの傭よう兵へいであり、傭兵たちは最初こそ個別にアレスにやられていったが、やがて態勢を整えだし、本格的な包ほう囲い網もうを作り始めたのである。


　一方アレスの持っている武具といえば、木の棒一本に過ぎない。これでは包囲網に切り込むことも、打ち崩すことも難しかった。


「てこずらせやがって……！　これまでだ！」


　不利は否いなめなかった。二本の剣か、近衛騎士の甲かつ冑ちゆうか、あるいは愛馬オルトスがいてくれればまだどうにでもなっただろう。


　だが、ないものねだりをしてる暇もなかった。十人近い男たちが一斉に飛びかかってきたのである。アレスは凄すさまじい身のこなしと木の棒で必死に応戦したが、それでも限界はある。


　ついに、背後に男が回りこんだ。


　しかしこのときアレスは二人の男と切り結んでおり、咄とつ嗟さに対応ができなかった。男が棍こん棒ぼうを振り上げたのが気配で分かるが、回かい避ひも防ぼう御ぎよもできない。


「くっ！」


　パンドラの助言があれば、あるいはこんなことになるのも簡単に防げたかもしれない。しかし、パンドラはもはやいないのだ。この程度の苦境、自分で脱だつしなければならない。


　と、そのときである。


　アレスの背後に回り込んだ男が、突とつ然ぜん吹っ飛んだ。


「そんな！　馬ば鹿かな!?」


　傭兵たちが驚おどろきの声を上げる。アレスも何が起こったのかと、背後を振り返った。


「せっかくの祭りだ。そろそろ参加させてもらうぞ」


　男の代わりに、一人のドワーフが立っていた。


　アレスはようやく思い出した。自分には強い味方がいたことに。


「ガルムスか！」


「アレスよ。お主ぬしにずっと言っておきたかったことがある」


　決して自分を見捨てなかったドワーフの従者は、そう言って斧おのを構えると、アレスの背中を守るように、背後に立った。


「一人で戦おうとするのはお主の悪い癖くせよ。こと戦いとなれば、背中ぐらい従者に任せておけ。そのためにお主は口うるさいドワーフ風情を従者にしたのであろうが」


　アレスは思わず苦笑した。


「……そうだったな。貴重な提言、感謝する」


「ふん、言葉だけでは駄だ目めだ。行動で示してみい！」


　二人の戦いが始まった。


　たった一人の援えん軍ぐんは、アレスにとって百人、いや千人の援軍に等しかった。アレスはガルムスの強さを知っている。こと地に足を付けての戦いなら、自分でも一歩負けるときがあるほどの達人だ。ガルムスになら、安心して背中は任せられる。


「行くぞ、ガルムス！」


「おうよ！」


　今度こそ戦いの趨すう勢せいは決した。アレスとガルムスは、互たがいの背中を守りながら傭兵たちに自ら突つっ込み、木の棒で、あるいは斧の柄えで、片かたっ端ぱしから叩き潰していった。五人がかりだろうと、十人がかりだろうと、たった二人の相手に傭兵たちは手も足も出なかった。


　こうなると狭せまい小屋の中であることも、傭兵たちに不利に働く。大きく崩れた態勢を、整え直すことができなかったのである。


「く、くそ！　何て奴やつらだ！」


　アレスたちに敵かなわぬと悟さとったキルベインは、やむなく撤てつ退たいを指示した。


　それを合図に、傭兵たちは次々身を翻ひるがえして逃げていったのである。


「や、やった！　逃げたぞ！」


「クレスだ、クレスが勝ったんだ！」


　小屋の中を、奴隷たちの歓かん声せいが満たした。


　その名で呼ばれることはなんとも気き恥はずかしい。それに、奴隷たちの中には怪け我が人も出ている。こんなことになる前に、自分は行動に出るべきだったのではないかとも思えるのだ。


　と、そのとき、アレスの元に一人の少女が駆け寄よってきた。リィズである。


「だい……じょうぶ？」


　リィズは、声を取り戻もどしたのだ。今更のようにそのことが嬉うれしく、アレスは笑みを浮うかべて片かた膝ひざを突いた。


「ああ。なんともない。おまえのおかげで、むしろ元気になれたよ」


　思えば、リィズにかすかにパンドラの面おも影かげが感じられるのも、ただの偶ぐう然ぜんではないのかもしれない。そんな気がしてくる。


　と、そのときである。


「勝利を祝っている暇ひまはないぞ」ガルムスが険けわしい声で言った。「あの傭兵どもが、逃げたまま大人しくしてるとは思えぬ。今ここで禍か根こんを断たねば、後々厄やつ介かいなことになるぞ」


「あ……」


　その通りだった。奴ど隷れいたちに反はん旗きを翻されたキルベインが何をするかなど明白だ。恐おそらく、より多くの仲間を連れて報復しにくるに決まっている。


　アレスは無言でリィズの頭を撫なでると、仲間の奴隷たちを振り返った。


「その男たちを縛しばり上げておいてくれ。それから怪我人の治ち療りようを。後は、我らがどうにかする！　行くぞ、ガルムス！」


「おうよ！」


　奴隷たちの返事も聞かず、アレスたちは駆け出した。





　　　　　◆





　ガルムスの指し摘てきは正しかった。


　このときキルベインは馬を走らせ領主の城に戻っていた。もっとも、本来の城主である領主は、城の一室に閉じ込めてあり、その家臣たちも殺すか追い払うかしてある。今や城を我が物顔で占せん拠きよしているのは、キルベインとその部下の傭兵たちだった。


「部下を全員呼べ！　武装させて門の前に集合させろ！」


　城に戻るなり、即座に命令を下す。


「ど、どうしたんですお頭かしら、いきなり？　何かあったんですかい？」


　当然のように疑問を呈ていされる。


　キルベインは一いつ瞬しゆん言葉に詰つまった。傭兵団の団長としての面目もあり、買ったばかりの奴隷に反はん抗こうされた──とは言えなかったのだ。


「き、騎士だ！　俺たちの噂うわさを聞きつけのか、どこかの騎士がやってきたのだ！　俺たちの素す性じようが知られれば、この地に住めなくなるぞ！　とっとと蹴け散ちらす準備をしろ！」


　やむを得ず適当な噓うそをつく。


　効果はあったようで、せっかくの安住の地を奪われてはたまらないと、部下たちは思い思いの武装をして城門前に集まった。あちこちから落ち武者となっていた傭兵を拾い集めた結果、その人数は百人をはるかに超こえている。これならばたった二人の敵など、簡単に蹴散らせるだろう。


「よし、いくぞ！　やつらに目のものを見せてやる！」





　　　　　５





　アレスは、キルベインらをすでに捕ほ捉そくしていた。


　道すがら領民たちから城の位置を聞き出し、向かっていたところ、向こうからやってくる武装した集団を見つけたのである。


　アレスたちはひとまず茂しげみに隠かくれて様子を窺うかがった。


「やはり、援軍を連れてきおったな。およそ百人といったところか」


　ガルムスの見立てに、アレスは顔をしかめた。


「……いささか多いな」


「ふん、あの程度の数がどうしたというのだ。我が主あるじよ、一つ聞いておこう。わしの手助けは何人力りきだ？」


　突とつ然ぜんの問いかけにアレスは面食らった。


　しかし、率直に答える。


「……百人力だ」


「怒おこるぞ、控ひかえめ過ぎるだろうそれは」


　ガルムスは本気で不満そうだった。


「ええい、まあよい。いずれにせよお主はわしを従者とした以上、わしと同等か、それ以上の力を見せる義務がある。あの程度の数に怯ひるむでない」


「……そうか。ならば、努力しないとな」


　つまり、自分にも百人程度の敵とは対等に戦えるところを見せろというわけだ。


　どのみち、あの集団をこのまま素通りさせれば、残してきた奴隷たちは八つ裂ざきにされるだろう。やるしかないのだ。


　集団の中には、何人か騎き乗じようした者がいた。そのうちの一人、百人の集団のほぼ中央にいる男こそキルベインだった。


「不意を打つぞ、ガルムス。あのキルベインさえどうにか倒たおせれば、後は烏う合ごうの衆しゆうとなるはずだ」


「良かろう。お主の背は任せろ。ひたすら突っ込こむがいい」


　ガルムスは動じることなく戦せん斧ぷを構えた。


　一方、アレスが持っているのは相変わらず木の棒だけである。その点だけは不安であったが、今は恐れを見せず、戦う姿勢を見せなければならなかった。それこそが自分を見捨てないでいてくれたガルムスへの恩返しにもなるだろう。


　かくして、百人の武装集団の半分ほどが目の前を通過したとき。


　アレスたちは襲おそい掛かかった。


「て、敵だ！　奴らだ！」


　悲鳴が上がったときには、すでにアレスたちは懐ふところに飛び込み、武器を振るっていた。


「うおおお！」


　アレスは手にした棒を手近な傭よう兵へいの一人に叩たたきつけた。血しぶきが上がり、音もなくその体が崩れ落ちる。すかさずアレスは傭兵が持っていた錆さびだらけの剣けんを右手に持った。


　一時は持つこともできなかった剣である。だが、もはや迷いはない。


「やれる！」


　右手に剣、左手に木の棒を持ち、アレスは戦った。機先を制す──父より伝えられし戦い方を、このときもアレスは忠実に実行した。相手に体勢を立て直す隙すきを与あたえず、このまま敵将を討ち取るのだ。


「何をしている！　討ち取れ、相手はたった二人だぞ！」


　まさかこんなところで、しかもたった二人の敵に襲われるとは思わなかったのだろう、傭兵たちの動きは遅おそかった。


　そこを突いてアレスは戦った。


「うおおおおおおおおお！」


　背中はガルムスが守ってくれる。その安心感は、パンドラがいたときに劣おとるものではない。アレスは前を見てひたすら剣を振り続けた。


　かつて、竜たつ巻まきのごとき──と称しようされた戦いぶりがここに展開されていた。その勢いは凄すさまじく、傭兵たちはまともに応戦することもできなかった。


　だが、その勢いに耐たえられなかったものがあった。アレスでも、ガルムスでもない。アレスの持つ剣である。


　幾いく人にんもの傭兵の鎧よろいを斬きり裂さき、骨を切り裂く衝しよう撃げきに、もともと老ろう朽きゆう化かしていた剣は耐えられなかったのだ。五人ほどを斬ったところで、中程からへし折れる。


「くっ！」


　すかさず落ちていた別の剣を摑つかんで応戦しようとするが、このときアレスたちの勢いは確実に止まってしまった。


　すぐさま傭兵たちが態勢を整え殺さつ到とうしてくる。アレスたちは応戦し、一歩も退ひかなかったものの、前進は出来なかった。そして剣は再び半ばからへし折れ、その度たびにアレスたちは劣れつ勢せいに回っていった。


「くっ、このままでは……」


　アレスが不利を悟った、そのときだった。


「使え、アレス！」


　聞き覚えのある声がした。


　と同時に、一ひと振ふりの剣が、いっそ死ねと言わんばかりの勢いでアレスに向かって飛び込んで来る。


　並の人間ならば、本当に死んでいたかもしれない。だが、アレスは飛んでくる矢さえ容易に摑むことができる。矢よりはるかに遅い剣を摑むことなど造作もなかった。


「こ、これは……！」


　摑んだ剣の柄つかが、右手にしっかりと収まる。その感かん触しよくには覚えがあった。


　その剣こそ、かつてファノヴァール家に代々伝わり、そして義妹エレナから手て渡わたされ、幾度もの戦場を共に戦った剣だった。


　そしてこのとき、傭兵たちの一角が崩くずれた。大きな軍馬が突とつ撃げきをしかけてきたのだ。


　軍馬の騎き手しゆを、アレスはよく知っていた。


「レ、レオン!?　どうしておまえが!?」


「武器を用意しておくのは従者の仕事だろう？　僕はそのつとめを果たしただけだ、ほら、何をぼうっとしている！　こんな雑魚ざこぐらい、とっとと蹴散らせ！」


「……分かった！」


　いかなる障害をもってしても決して折れることを知らない剣を手にしたアレスに、もはや敵はなかった。


「うおおおおおおおおお！」


　襲い来る敵を次から次へと、武器や腕うでごと斬り落としていく。


　気合の声を上げながら、全身を返り血に染めて一歩も退かず戦うその姿は、まさに悪あつ鬼き妖よう魔まのごとくであった。


　背後に回ろうとしても、そこにはアレスと比べると地味ながらも、確実に敵を寄せ付けぬ戦いをするドワーフがいる。


　さらに、アレスたちに気を取られていると、どこからか現れた騎き士しが馬上槍やりを構えて突とつ進しんし、隊列を乱しにかかるのだ。


「何をしている！　戦え、おまえたち！」


　キルベインが部下を叱しつ咤たする。しかし、彼ら傭兵たちは死にたくないがゆえにキルベインの元に集まったのであり、進んで危険に命をさらそうとする者は皆かい無むだった。


「ひ、ひいいい！」


　アレスの進路上にいた傭兵が、悲鳴を上げ、武器を捨てて逃にげ出す。


　それを見た後ろの傭兵も、また逃げ出す。


　負ふの連れん鎖さが始まった。アレスのいっそ狂くるったような戦い振りに、傭兵たちは士気を打ち砕くだかれたのだ。


「く、くそ！　敵はたった三人だぞ……！」


　やむなくキルベインは退たい却きやくの命令を出さざるを得なかった。


「城だ、城へ戻もどれ！　態勢を立て直すぞ！」


　元傭兵たちが総そう崩くずれとなって退却を始める。


　アレスたちはそれを存分に追つい撃げきした。しかし、戦力の差は未いまだ明白である。深入りは避さけ、一度退かざるを得なかった。





　一戦を終えたアレスは、未だ騎乗したままのレオンを、下から見上げた。


「レオン……。どうして一度は私を見捨てたおまえまでもが……」


「うるさい、黙だまれ！　いいからとっとと行くぞ！　敵はまだいるんだろう!?」


　それがレオンの返事だった。


　何の答えにもなっていない。なぜまた自分に手を貸してくれたのか、疑問は深まるばかりであった。


「お主が疑問を持つ必要がどこにあるのだ？」と、ガルムスが言った。「主たるお主が戦いくさをしている。そこに我ら従者がはせ参じることに、不思議なことなどなかろう？」


「……分かった。ならば手を借りるぞ」


　いずれにせよ、彼らが手を貸してくれるなら、それに越こしたことはないのだ。


　アレスたちは駆かけだした。キルベインたちが逃げた方向へ向かって。


　だが、そこにあったのは──予想通りではあったが、城だった。


「どうするアレス」と、レオン。「小さいといってもたった三人で城は落とせないぞ」


「確かにな……」


　見たところ、典型的な田舎いなか領主の城である。堀ほりもないし、跳はね橋もない。しかし石造りの城じよう壁へきに囲まれ、城門も木製といえど見るからに頑がん丈じようそうだ。


「何を言っておるのだ。あんな城がどうしたというのだ？」


　と、なんでもなさそうに言ったのはガルムスである。


「我らは天下にその名をしらしめたファノヴァールの騎士とその従者なのだろう？　あの程度の城ぐらい落とせねば、天下に笑われるぞ」


「だが、どうやって落とせというんだ？　城壁の上には傭兵たちの姿も見える。あれでは城壁をよじ登るわけにもいかんだろう」


「お主こそ何を言っておるのだ？　こそこそ城壁をよじ登るようなみっともないことができるか。ほれ、あそこを見てみい。うってつけに杉林がある、あれを使うぞ」


　杉林があることが、一体何になるというのか。


　アレスが疑問を抱いだいたのは当然だった。だが、アレスだからこそ、ガルムスの言わんとするところをすぐに察することができた。


「……そうか、なるほど。いい杉の木だな」


「は？　杉の木があるから、なんだって言うんだよ!?」


　首を傾かしげたのはレオンだけであった。


「すぐに分かる。それよりレオン、盾たての予備を持っていないか？　矢の雨をかいくぐることになりそうだからな」


「そりゃもちろん、盾ぐらいあるけど」


「待てレオン。そういうことならせっかくだ、あれを渡わたしてやれ」


　ガルムスが言うと、なぜかレオンは悪戯いたずらっぽく笑った。


「そうだ、あれがあったな」


　そして、馬にくくりつけていた麻あさ袋ぶくろを漁あさり出したのである。





　　　　　◆





「はっはっは、さすがにこの城を前にしては逃げ戻るしかあるまい！」


　どうにか城へ逃げ込んだキルベインたちは、アレスたちが林の方へ走っていくのを見て快かい哉さいを挙あげた。


「しかしお頭かしら、どうしますかい？　あんな強い奴やつらに居座られちゃ、俺たちも動きようがありませんぜ」


「こうなれば持久戦だ。相手はたったの三人だ、時間を稼かせいで奴らが疲つかれ果てたところを夜や襲しゆうでもしてやればいい」


　だが、キルベインたちは間もなくその目もく論ろ見みが不可能だということを知ることとなる。


　きっかけは、部下の一人が悲鳴を上げたときだった。


「お、お頭！　は、林から何かが……な、何だありゃあ！」


「なんだ、落ち着け。何を言ってるのか分からんぞ」


　状じよう況きようを明らかにするため、キルベインも城壁から林の方を見、そして、


「げええええええ！」


　自分の目を疑う。


　林から、木が這はい出てきた。まさにそう表現するしかない光景がそこにあった。


　もちろん木が自発的に動くわけがない。その巨きよ木ぼくを抱かかえているのは、ドワーフとあの憎にくき奴ど隷れいであった。もう一人の従者らしい男は、剣けんを振ふって必死に邪じや魔まな小枝を落としている。


　巨木の先せん端たんは、鋭するどく尖とがっていた。その切っ先を、真っ直ぐ城門に向けて突進してくる。


　彼らの目的は明白だった。


「ま、まさかあいつら、たった三人で……!?」


　誰だれかが戦せん慄りつと共に呟つぶやいた。


「む、無理だ、そんなの無理に決まってる……！」


「そ、そうだ、まさかな……」


　この時点では彼らは誰一人信じなかった。いや、信じようとしなかった。


　まさかたった三人で城しろ攻ぜめをやる阿あ呆ほうが実在するなどと。





　　　　　◆





　このとき、アレスは右手に巨木を、左手に盾を構えていた。


　白しろ銀がねの輝かがやきを放つ縦に長い二等辺三角形の盾である。なぜこのようなものをレオンが持っていたかは分からなかったが、今はそれどころではなかった。


　アレスは叫さけんだ。


「レオン、おまえは離はなれてろ！　巻き込まれるぞ！」


「うるさい、僕のことは気にするな！」


　そう言ってレオンも盾を構えた。城壁の上からの攻こう撃げきを少しでも引き受けようというつもりなのだろう。


「好きにさせてやれアレス。それに、主が戦場で従者に離れろなどと言うべきではない」


　ガルムスの言葉はもっともだった。レオンとて武人なのだ。戦いから逃げ出すのは恥ち辱じよくなのだろう。


「分かった、もう好きにしろ。突つっ込こむぞ、ガルムス！」


「心得た！」


　ガルムスとアレス。たった二人で先端を尖らせた大木を抱え、彼らは城壁へと突っ込んだのである。





　　　　　◆





　ドオンという聞いたこともないような激しい音が響ひびき、傭よう兵へいたちは戦慄した。


　事は明白だった。あの奴隷どもは杉林で木を一本切り倒たおし、即そく席せきの破は城じよう槌ついを作ったのだ。


「あいつら本気だ！　本気でこの城を攻めるつもりだ！」


「信じられねえ！　たった三人で城を落とすだと!?」


　だが、その間にも二度目の衝しよう撃げきが響き渡る。尋じん常じような音ではない。


「大変だ、このままじゃ城門の閂かんぬきがもたねえ！」


「な、何をしてるおまえら！　弓を構えろ、あいつらを射い殺せ！　手の空いてるヤツは門の方へ行け！　門を内側から押さえるんだ！」


　だが、すべては遅おそきに失していた。もともとキルベインたち元傭兵が得意とするのは野戦である。城を守る戦いは経験のない者が多く、動きは鈍にぶかった。さらに城壁から矢を射掛けようにも、すでにアレスたちは城門に取り付いている。そこは死角になっており、城壁から大きく身を乗り出して矢を射らねばならないのだが、体勢が悪いせいか、あるいは的が小さいせいかまったく当たりもしない。稀まれに当たる矢もあるのだが、ドワーフは籠こ手てでいとも簡単に払はらいのけ、残る二人も盾を振りかざして簡単に防いだ。


　しかしそれでも、射手たちは一方的に攻撃することができた。最初は動きの鈍かった傭兵たちも次々弓矢の準備を終え、その弾だん幕まくの密度は次第に増していった。





　　　　　◆





「ええい、小こ賢ざかしいのう」


　ガルムスは左ひだり肩かたに大木を担いだまま、籠手を付けた右手を振り回して飛んでくる矢をはじき続けた。


「くそっ、このままじゃまずくないか、アレス！」


　レオンも今では盾を掲かかげ、防戦一方である。


「耐たえろ！　今は門に集中するんだ！」


　ガルムスが矢程度でやられるような気はしないし、レオンも騎士として完全武装しており、防ぼう御ぎよに徹てつしている限り大だい丈じよう夫ぶだろう。


　アレスにもまだ余よ裕ゆうがあった。パンドラの助言など関係ない。レオンから譲ゆずり受けた盾の性能はすばらしく、散発的に飛んでくる矢をいくら受けても傷一つつかなかったし、アレス自身、矢から身を守る訓練や経験を充じゆう分ぶんに積んでいる。その自分を信じれば、恐きよう怖ふなどない。


　だが、それでも一いち抹まつの不安が頭をよぎる。戦場では何が起こっても不思議ではない。あらぬ方向から飛んできた矢が、三人のうち誰かを傷つける可能性は充分にあるのだ。


　いずれにせよ、今は一刻も早く城門を打ち砕くだき、中へ飛び込むしかない。


　そうアレスが腹を据すえたときのことであった。





「手伝おう、赤せき神しんの申し子よ」





　聞き覚えのある声と共にアレスたちの背後から一本の矢が放たれ、城壁上の傭兵の一人を貫つらぬいた。頭を射い貫ぬかれた傭兵は、悲鳴も上げずに城壁から落ちていく。


「なんだ!?」


　思わず振り返ったアレスたちの視線の先にいたのは、一人のエルフだった。その名を、アレスは知っている。


「リーエンノール……!?」


「手を休めている時間はないだろう？　あのような城門、とっとと打ち壊こわしてしまえ」


　答える間にもリーエンノールは二の矢、三の矢を放った。





　　　　　◆





「な、何なのだあいつは！」


　キルベインたちは悲鳴のごとき絶ぜつ叫きようを上げた。


　突とつ如じよ現れたたった一人の援えん軍ぐん。しかしその援軍の放った矢は、まるで吸い込まれるようにして城壁上の傭兵たちを次々貫いていくのだ。


「い、射殺せ！　あんなひょろひょろとした奴、いい的だ！」


　しかし、放たれた数十の矢は、一本も彼をかすりもしなかった。まるで見えない壁かべに阻はばまれているようだった。


「なぜだ！　なぜ当たらん！」


「そうか、あいつエルフだ！　風の精せい霊れいを操あやつってやがるんだ！」


「なにい!?」


　噂うわさに聞いたことはある。普ふ段だん森の奥で生活しているエルフは、精霊の扱あつかいに長たけているという。そして風の精霊の使い手は、飛び交かう矢の軌き道どうをある程度自在に操れるというのだ。


　その間にも破城槌の叩たたきつけられる音が響き渡わたる。しかもその音は次第に鈍く、大きくなっているように感じられた。


「ええい！　とにかく矢を射れ、殺すんだ！」


　中ちゆう途と半はん端ぱなその命令は、むしろ傭兵たちの攻撃の手を弱めることとなった。目標が四つに増えたにもかかわらず、目標が統一されなかったためである。それゆえ必然的に四人それぞれに降り注そそぐ矢の密度が薄うすまったのだ。


　さらに、今までは反はん撃げきされることがなかったゆえに、城じよう壁へきから大きく身を乗り出して矢を放つことができていたが、今は違ちがう。大きく身を乗り出せば正体不明のエルフの的となってしまう。傭兵たちは自然身を隠かくしながら矢を射るしかなくなっていたが、それゆえに矢の命中率は目に見えて下がってしまった。





　　　　　◆





　もちろんアレスたちも敵の攻撃の手が弱まっていることに気付いていた。


「好機だ！　一気にやるぞ、ガルムス！」


「おうよ！　ええい、エルフ風ふ情ぜいに恩着せがましいことをされるとはな！」


　降り注ぐ矢を盾たてで振り払いながら、何度となく即席の破城槌を叩きつける。


　その間にも、アレスとしては問いかけずにはいられなかった。


「なぜだ？　リーエンノール、どうしておまえが手を貸してくれる!?」


　その疑問は当然だった。リーエンノールとの付き合いは決して長くはない。かつて北の軍勢の戦いの折、一いつ緒しよに戦った程度だ。


　しかしリーエンノールの方はそれがどうしたと言わんばかりであった。


「縁えんは奇きなりと言うだろう、これは私が好きでやっていること、おまえが疑問に思う必要はない。むしろ今のうちに慣れておいたほうがいいぞ、おまえが今後どのような道を歩むかは知らぬが、私のように酔すい狂きようでおまえに力を貸そうと思う者は決して少なくないだろうからな」


　今ひとつどういうことなのか分からない。アレスが返事に困っていると、リーエンノールは笑って言い足した。


「付け加えれば、人の世の英えい雄ゆうに手を貸しているのがドワーフだけとあってはエルフの矜きよう持じに傷がつくというもの。理由はそれで充分ではないのか」


　ガルムスが怒おこったように鼻を鳴らした。


「はっ！　言いおるわ、普段は森から出てこようともしない引き籠こもりどもが！　おいアレスよ、そんな瘦やせっぽちのエルフのことなど放っておけ！　加勢したいのならさせておけばよい！　そのうち勝手に野垂れ死ぬだろうよ！」


　やはり彼らが何を言っているのかよく分からない。


　とはいえ、ガルムスの言う通りこの状じよう況きようで彼の弓の腕うでがあるのは充分ありがたいことだった。


「よく分からんが、手助けには感謝する！」


「その謝辞、受け入れよう。言っておくが、これでも気は遣つかったのだぞ。もっと早く、あるいはもっと遅くに手を貸してやってもよかったのだがな。最初はおまえの従者たちに、最後はあいつに譲ゆずってやるのが筋だと思ってな」


「あいつ……？」


　問いかけたアレスだったが、レオンの快かい哉さいによって中断せざるを得なかった。


「やれる！　門の揺ゆれが大きくなってるぞ！」


　十度も大木を叩きつけた結果だろう、目に見えて城門の揺れは大きくなっていた。


　攻め時である。


「もう少しだ、気合を入れろガルムス！」


「言われるまでもない！　お主こそ気を抜ぬくなよ！」


　アレスとガルムスは再び後退し、そして突とつ進しん、大木の先せん端たんを叩きつけた。


　更に城門が傾かしぐ。城門自体に大きな損傷はないが、それを支える閂の方にガタがきているのだろう。


「よし！　とどめだ！」


　アレスは後退すると同時に丸太を高く、肩かたに担いだ。


「ガルムス、支えていろ！　うおおおおおおお！」


　そして槍やりを投げつけるように、大木を放り投げる。


　矢のように飛び出した大木の衝撃に、城門は──正確を期すならば、その閂は──耐えられなかった。中で門を支えようとしていた傭兵もろとも、大木に押おし潰つぶされる。


「飛び込むぞ！　私に続け！」


　すかさずアレスは剣けんを抜き放はなち、門の隙すき間まから中へと飛び込んだ。





　　　　　◆





「お、お頭かしら！　城門が……！」


「見りゃあ分かる馬ば鹿か！　手下どもを中庭に集めろ！　迎むかえ撃うつんだ！」


「で、ですがあいつらの強さはご存じでしょう!?　どうやって戦うんで……！」


「分かってる！　分かってるから黙れ！」


　あの連中と正面から戦ったのでは、手下が何人いても役には立たないだろう。


　一体どうすればいいのか。キルベインは必死で考え、そして一つのある方法を編み出した。


「そ、そうだ！　あいつらだ！　あいつらを連れてこい！」





　　　　　◆





　城の中へと飛び込んだアレスたちは、門の内側で待機していた数人の傭よう兵へいと斬きり合い、そして瞬またたく間に叩き伏ふせた。


　やがて中庭に出たところで、アレスは声を大にして叫さけんだ。


「降こう伏ふくしろ！　もはやおまえたちに勝ち目はない！」


　傭兵たちはまだ五十人以上いた。しかしアレスたちを前に、もはや身動きできなかった。


　と、そのときである。


「そこまでだ！」


　主城の屋上からキルベインの声が響ひびき渡わたり、思わずアレスたちは足を止めた。


「よくも好き勝手やってくれたな、おまえたち。そういえば、まだ名も聞いてなかったか。せっかくだ、名乗る機会ぐらいくれてやろう、墓ぼ標ひように刻む名もないというのは、いささか不ふ憫びんだからな」


　問われた以上、名乗らねばならなかった。もっとも、ファノヴァールの名だけは、なぜかまだ名乗る気になれない。


「……アレスだ。我が名はアレスだ。キルベインと言ったな、降伏しろ。武器を捨て、この城を明け渡せ。そうすれば、公平な裁判を受けられるよう尽じん力りよくしてやる」


　アレスの提案を、キルベインは笑い捨てた。


「は、馬鹿げた話だな！　おまえたちこそ今すぐ武器を捨てろ。あれを見るがいい！」


　キルベインは中庭の隅すみを指さした。


　目を向けると、傭兵たちが弓を構えている。


　構えた先にいるのは──目め隠かくしと猿さる轡ぐつわをかまされ、さらに縄なわで後ろ手に縛しばられた人々だった。その中には女子供もいる。


「なるほど、人質というわけか」


「分かりやすい悪党だの」


　リーエンノールとガルムスがそれぞれ呟つぶやく。


「まいったな。うちの主、あれをやられると凄すごい弱そうなんだが」


　レオンもまた、どこか他人事のように呟いた。


「あいつらが誰だれだか分かるな!?　この城の本来の持ち主とその家臣、家族どもだ！　あいつらを串くし刺ざしにされたくなかったら、とっとと武器を捨てろ！」


　キルベインの勝ち誇ほこった声が響き渡る。


「くっ……」


　レオンの指し摘てきは当たっていた。アレスは戸と惑まどっていた。人質。それは今のアレスにとってもっとも恐おそれるべき存在だった。


　パンドラがいた頃ころは、それほど怖こわくはなかった。アレスにとって致ち命めい的となるような人物が人質になるような事態は、パンドラの助言によって防げたし、一人二人の人質ならば自じ慢まんの投げ槍やりでどうとでもなったからだ。


「アレス。判断を違たがうなよ」ガルムスが言った。「今我らがここで武器を捨てても、結局皆殺されるだけだ。何も解決しない……と言ったところで、無む駄だだろうな」


「その通りだ、みんな。武器を捨てろ」


　アレスが言うと、ガルムスたちは一いつ斉せいにため息を吐ついた。


　アレスにもどうしていいか分からなかったのだ。確かにここで武器を捨てても何も解決はしない。だからといって、体の自由も視界も封ふうじられ、恐きよう怖ふに身を震ふるわせている人質たちを見ていると、とても見捨てることはできなかったのだ。


　自ら剣を捨て、盾を捨てる。


「やっぱりこうなるのか……」


「いや、それでこそのアレスだ。付き合ってやろうではないか」


　レオンがため息混じりに剣を捨て、リーエンノールも弓を捨てる。


「ようし、それでいい」


　再びキルベインの勝ち誇った声が響き渡る。


「すまないな」


　と、アレスは背中越しにガルムスたちに語りかけた。


「せっかく力を貸してもらったというのに、そのせいで皆を死なせることになるかもしれない」


「この阿あ呆ほう！」「あんた馬鹿か！」


　反応は、アレスが思っていたものとまったく違っていた。ガルムスとレオンは相次いで罵ば倒とうの言葉を口にする。


「あ、阿呆？　馬鹿？」


「馬鹿は馬鹿だ！　アレス、おまえまさか僕たちが命を惜おしんでるとでも思ったのか!?　こういうときはもっと他に言うべきことがあるだろう！」


「え……」


　アレスは思わず考え込んだ。


　よく分からないが自分は何か誤ったことを口にしてしまったらしい。では、このようなときなんと声をかければいいのか。次に浮うかんだ言葉を、おずおずと口にしてみる。


「……私と一緒に死んでくれ？」


「阿呆！」「馬鹿！」


　ひどい言われようだった。


「違ちがうだろう、お主が死んでどうする！」ガルムスが珍めずらしく憤いきどおっていた。「兵を指揮する者が死んだら戦いは終わりだ。いいか、お主が何か事をなさねばならぬときは、我ら従う者の屍しかばねを踏ふみ越こえてでもやり通さねばならんのだ！　そうして初めて兵は満足して逝ゆけるのだ！」


「僕たちは好き好んでこんな酔すい狂きようなことやってるんだ！　たとえ死んだってただの自じ業ごう自じ得とくに過ぎないんだよ！　さあ言い直せ！　今度下手なこと言ったら本当に見捨ててやる！」


「な、何をごちゃごちゃ言ってやがるんだ貴様ら！」


　キルベインが怒ど鳴なりつけてくる。だが、レオンも負けじと怒鳴り返した。


「うるさい！　黙だまってろ！　言っとくがな、おまえたちにその人質を殺すことなど無理だってことぐらい分かってるんだからな！　そんなことしてみろ、すぐに怒いかりに駆かられた僕の主あるじに八つ裂ざきにされるんだからな！」


「う、うるさい！　構わん、あいつらから先に射殺せ！」


　人質に向けられていた矢が、こちらに向けられる。


　武器を捨てた自分たちに防ぐ術すべはない。アレスは身構えた。こうなったら方法は一つ、すべての矢を自分が防ぐのだ。


　そして、ついに矢が放たれる。


　だが、その矢がアレスたちに突つき刺ささることはなかった。突とつ如じよ吹ふいた風によって、吹き散らされたのである。





「そろそろ混ぜなさいよ。あたしたちだけ仲間はずれってのはひどいじゃない？」





　頭上から、よく知った声がした。


「ミーア！」


　アレスが見上げた先にいたのは、城じよう壁へきに片足を乗せ、腕うで組ぐみをして凄すごむミーアだった。その隣となりには例によってルークを控ひかえさせており、見ようによってはまるで盗とう賊ぞく団だんの女首領のようでもある。


　二人は、そのまま城壁の上から飛び降りた。相当な高さがあったが、風の精せい霊れいの加護があったのだろう、そのままふわりと地面に着地する。


　アレスは思わず言葉に詰つまった。ミーアに何と声をかければいいのか、分からなかったのだ。


　ところが、アレスが言葉に詰まっているとミーアの方が怒鳴りつけてくる。


「この馬鹿アレス！　なんでこういうことやるならあたしに声かけないのよ！」


「え？　あ、ああ、すまな……い？」


　自分でも不思議だったが、なぜか謝ってしまう。


「まあいいわ、話は後よ。とっとと蹴け散ちらしなさい、あんな連中！」


　ミーアは再び風を操くりだした。


　人質の近くで弓を構えていた傭兵たちが、まるで紙でできた人形のようにころころと転がる。


「くっ……どうなってるんだ！」


　キルベインの悲鳴が響き渡る。


　攻こう勢せいに出るなら今だった。


「ほら、アレス！　何とろとろしてんの！」


「わ、分かった！　行くぞ、みんな！　私に続け！」


　落とした盾たてと剣けんを拾い上げる。


　ところが、応じる返事はなかった。


「待てアレス。さっきの話は終わっておらんぞ」


「な、なに？」


　ガルムスが何を言っているのか分からなかった。


「ほら、言い直せ！　こういうとき、僕たちにどういう言葉をかけるべきだ!?」


　レオンの言葉で、どうにか思い出す。先ほどアレスは彼らに言った。私と一いつ緒しよに死んでくれ──と。だが、彼らはどうやら別の言葉を欲ほつしているらしい。


「い、今はそれどころじゃない！　そんなこと後でいいだろう！」


「いや、駄だ目めだ！」レオンはなおも言った。「これは重要な話だ！　なんで僕たちがおまえに力を貸してるのか、おまえは理解しておかなきゃならないんだからな！」


「え、だが、しかし……」


　アレスからすれば何がなんだか分からない。


「話は聞いてたわ。一つだけ助言をあげる」


　と、ミーアが口を挟はさむ。


「あんたはね、もっと我が儘ままになるべきなのよ」


　さっぱりわけが分からない。こうなると段々腹が立ってくる。どうして勝手についてきた挙あげ句く、馬ば鹿かだの阿呆だのと罵ののしられなければならないのか。もちろん嬉うれしかったことは嬉しかったが、いささか勝手過ぎるではないか。


　キルベインの武器は間近に迫せまっている。もはや考えている時間はない。アレスは言われたとおり、我が儘になったつもりで言った。


「ええい、死んだら骨は拾ってやる！」


　二人の従者は同時に叫さけんだ。


「そうだ！　それでいい！」


　それでいいのか──半ば理り不ふ尽じんな気持ちのまま、アレスは敵の中に単たん騎き突とつ進しんした。


　アレスがその言葉の真の意味を知るには、もう少し時間が必要だった。
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　戦場にあってもっとも危険なのは、軍勢と軍勢とが衝しよう突とつする最初の瞬しゆん間かんである。だからこそ、アレスはまず自分が先頭を切って斬り込むことを義務としていた。それこそが、剣を振ふるうことしか能のない、あるいは剣を振るうことにのみ才を与あたえられた自分の宿命なのだろうと。


　それゆえアレスはひたすら前進し、もっとも危険な場所に身を置き続けた。


　もっとも、それは難しいことではなかった。後ろからは絶えず矢や風の黒くろ魔ま術じゆつが飛び、敵の体勢を崩くずしてくれる。そこへアレスは飛び込んで穴を開けるだけでよかった。後はガルムスたちがアレスの後ろを守りつつもその穴を大きくしていくのだ。


　アレスは、かつて左手に持っていた剣を失った。その剣はハインツ王太子の殺害に使われ、今や行ゆく方えも知れない。


　だが、今左手にはレオンが届けてくれた盾がある。以前より攻こう撃げき力は下がったかもしれないが、防ぼう御ぎよ力は上がったし、敵を殴なぐりつけ、昏こん倒とうさせるには盾でも充じゆう分ぶんだった。むしろ自らに敵の攻撃を集中させ、後ろに味方を率ひきいて戦うなら剣と盾という組み合わせの方が適切かもしれない。


　そのことに気付いたのも、きっかけの一つだった。


　──私は。


　戦いの最中、アレスは最後の悟さとりを開いていた。


　──何も失っていなかったのだな。


　確かにパンドラという助言者は失ったかもしれない。国には国王殺しの犯人として追われてもいる。


　だが今、アレスはパンドラの存在があったとき以上の安心感に包まれていた。


　仲間だ。背中はガルムスが守ってくれるし、必要な武器はレオンが渡わたしてくれる。飛び交う矢はミーアが防いでくれるし、敵てき陣じんへ切り込むにあたってはリーエンノールが矢で援えん護ごしてくれる。


　彼らの存在があれば、自分はパンドラの助言などなくとも戦える。怖こわいものなど、なにもなかった。


「私に続け！　一気に叩たたくぞ！」
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　アレスたちは中庭を突とつ破ぱし、主城へと飛び込んだ。





　　　　　◆





「思い出した……！」


　このとき、キルベインの部下たちが呟つぶやいていた。


「どこかの傭よう兵へいが言ってた……。ミレスデン軍が呼び出した巨きよ人じんをたった一人で倒たおして敗戦のきっかけを作り出した騎き士しがいるって……」


「そうだ、そいつの名前が、確かアレスとか……。間違いない、あいつ、〝巨人殺し〟のアレスだ！」


「な、なんだと……!?」


　巨人殺し。キルベインにもその名は覚えがあった。


　その称しよう号ごうを持つ騎士は、〈赤の悪あく魔ま憑つき〉という物ぶつ騒そうな名をも併あわせ持ち、単騎で万の軍勢と対等に戦うという。ミレスデン軍にとっての最狂最悪の敵だ。


　だが、思い出すのがあまりにも遅おそかった。このときすでに、アレスたちは主城を制圧し、キルベインたちのいる屋上へと迫っていたのである。


「もはや逃にげ場はないぞ、キルベイン」


　アレスの冷たい声が、その場にいた傭兵たちを凍こおり付かせた。


「くっ、くそ……！　せっかく……せっかく、安住の地を得たというのに！」


　落ち武者となっていた傭兵たちを集め、弱気な領主の元へ押しかけ、強ごう引いんに騎士の身分を手に入れる。それは実にいい考えだと思えた。しばらく大人しくしていさえすれば、衣食住に困ることもなく、安あん穏のんと暮らしていけるのだ。


　だが、その目もく論ろ見みが、今潰ついえようとしていた。非合法な商人から玩具おもちや代わりの奴ど隷れいを手に入れようとしたばっかりに。


「貴様の！　貴様のせいで！」


　やぶれかぶれだった。とにかく一ひと太刀たちは浴びせねば我が慢まんがならない。キルベインは剣を手に、アレスに飛びかかった。


　しかし、近寄ることすらできなかった。足に激痛が走り、無様に転てん倒とうする。


　エルフの放った矢に、射貫かれたのだ。


「がああああ！」


　後れてやってきた痛みにのたうち回る。そんなキルベインの左右に、誰だれかが立った。


　やたらと若そうな騎士と、ドワーフだ。


「どうする、我が主よ？」


　ドワーフの冷たい声がした。


「……ああ。情けをかける相手ぐらい、わきまえているつもりだ」


　アレスの神しん妙みような声。そして、命令は響ひびき渡った。


「成敗しろ！」


「承知！」


　二人の声が唱和し、そして、剣と斧おのとが同時にキルベインの体を斬きり裂さいた。


「ひ、ひいいいいいいいいい！」


　それがキルベインの最さい期ごだった。
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「……終わったか」


　ガルムスとレオンの手によってキルベインは死んだ。残った傭兵たちにもはや戦意はなく、逃げ出すかあるいは武器を捨てて降こう伏ふくを申し出ている。


「こいつらを縛しばり上げておいてくれ」


「面めん倒どうだな。まあやらねばなるまいか」


　後始末をガルムスたちに任せると、アレスは主城を出て人質にされていた城主たちの元へ向かった。


　縛いましめを解といてやると、その中で一番身なりのよさそうな人物が、進み出て膝ひざを折る。


「この度たびは我らの窮きゆう地ちをお救い頂き、なんと感謝の言葉を述べればよいか……」


「貴方あなたが領主のソミュール伯はくだな？」


「はは。大変お恥はずかしいことながら……」


　ソミュール伯は文字通り這はいつくばるようにして頭こうべを垂れた。


　今のアレスは文字通り奴隷のごとき薄うす汚よごれた格好をしている。そのアレスに、進んで頭を垂れているのだ。


　貴族とは思えぬ行動であるが、ようするにソミュール伯とはそういう人物であり、だからこそ傭兵たちに付け入られたのだろう。この戦乱の時代にあって、人がいいというだけでは生き残るのは困難なのだ。


「話は聞いている。貴方の助けになれたのならそれでいい。そんなことより、貴方には義務がある。あのような傭兵たちをのさばらせ、人々にかけた負担を取り払う義務だ」


「はは。重々承知しております」


「ならばいい。今後は民のために励はげんで貰もらいたい。そうすれば、すべて忘れよう。ただ……できれば、一つ二つ頼たのみたいことがある」


「は、なんなりと」


　アレスはソミュール伯といくつかの取り決めをした。


「承知いたしました。では早速……」


　ソミュール伯に命じられ、部下の一人が外へ飛び出していく。


「なんだ？　どこかに伝令でも出したのか？」


　傭兵たちを縛り上げる仕事を終えたのか、ガルムスが戻もどってくるなりそう訊たずねる。


「奴隷たちを……いや、私の仲間たちを呼びに行ってもらったんだ」


「そうか。まあ彼らを自由にしてやらねば、お主にとっては何も始まらんのだろうな。だがそれならばアレス、その前におまえに渡しておくものがある。せっかくだ、お主の晴れ姿を見せてやるべきだろう」


　アレスは首を傾かしげた。


「どういうことだ？」


　しかしガルムスはその疑問に答えず、代わりにレオンを小こ突づいた。


「ほれ、レオン、あれだ、とっとと出せ」


「……しまった、城しろ攻ぜめするときに馬と一いつ緒しよに外に置いてきたよ。待っててくれ」


　慌あわてて飛び出していったレオンは、間もなく馬を引いて戻ってきた。そして、馬に結びつけていた大きな革かわ袋ぶくろを降ろす。


「なんだそれは？」


「本当は戦いの前に渡したかったのだが、まあ戦せん闘とうの最中にノロノロとこんなものを着ているわけにもいくまいて。ほれ、開けてみろ」


　拒否する理由も見当たらず、革袋を開ける。


「こ、これは……」


　中にあったのは、新品の甲かつ冑ちゆうであった。


　製作者が同じなのだろう、先に受け取った盾たてと同じ、白しろ銀がねの輝かがやきを放っている。


「おまえが甲冑を失ったという話は聞いていたのでな。レストニア領はいい鍛か冶じ師しもたくさんおる、せっかくだからと甲冑一式を作らせておいたのだ。ほれレオン、着付けを手伝ってやれ」


「な、なんで僕がそんな召めし使つかいみたいなことを」


　レオンは不平を口にしつつも、「それが盾持ち従者の義務であろう」とガルムスに言われ、結局は従った。
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　リィズたちは、不安と共に城の門をくぐった。


　先導するのは領主の使者と名乗った人物である。しかしなぜ領主が自分たちを呼ぶのか、クレスは一体どうなったのかと、不安は尽つきなかった。


　そのまま大広間に案内される。そこには先客がいた。騎士たちに斬られたゼードルである。全身血に汚よごれた姿ではあったが、どうやら命は取り留めたらしい。


　このとき、大広間に入ってきた人物がいた。


　その姿を見た瞬しゆん間かん、リィズを含ふくめた奴隷たちは、次々自然と膝を突ついていった。なぜかそうせざるを得ないような気がしたのだ。


　そこにいたのは、クレスだった。ただし、リィズたちの知っているボロ布を身に着けた奴隷としてのクレスではない。


　白銀の甲冑に身を包んだその姿は、白神の御み使つかいではないかと思うほどの威い厳げんがあり、自然と膝を突かざるを得なかったのだ。


　クレスはリィズたちに向かって言った。


「おまえたちは今日より自由の身となる。これからはこのソミュール伯はく爵しやく領の領民として暮らすといい。当面の生活は、ソミュール伯が保障してくれるだろう」


　はじめ、奴隷たちの反応は薄うすかった。彼らは明日あすへの希望をなくし、自らの感情を封ふうじ込こめることによって苦しい日々を乗り越こえてきたのだ。その彼らに、自由という言葉は一番縁えん遠どおいものだったのだ。


　だが次第に、彼らはクレスの言葉の意味を悟さとった。彼らの顔に、忘れられていた笑みが戻り、わっと歓かん声せいが上がる。


　そんな中、次にクレスはゼードルに目を向けた。


「ゼードル。奴隷商人という非合法にして悪あく辣らつな商売を、私は見み逃のがすことはできぬ」


「……悪人となじられるような売買こそ、我々にとっては商売となる。だが、いつか報むくいはあると思っていた。こうなった以上、覚かく悟ごはしている」


　痛々しい姿のまま、ゼードルは答えた。


　クレスは黙だまって懐ふところから革袋を取り出すと、ゼードルの前に放り投げた。


　地面に落ちた革袋から、金貨がこぼれ落ちる。それはソミュール伯に借り受けたものだった。


「奴隷五十人分の代金には足りぬだろう。だが、奴隷五十人を今まで養ってきた分ぐらいにはなるはずだ。おまえの怪け我がが治るまではこの地で面倒を見てやるとソミュール伯も仰おつしやっている。怪我が治り次第、この地を去り、今度はまともな商売でも始めよ。それで少なくとも私はおまえの罪を忘れよう」


「……仰おおせに、従います」


　ゼードルと配下の男たちは感じ入ったように頭を垂れた。


　続いてクレスは、リィズとテッドの前に立った。


「テッド……」


「あたしの本名はテドリエって言うんだ。まあ今いま更さらどうでもいいけど」


「分かった、ではテドリエ。新しい生活はソミュール伯が面倒を見てくれる。後の事を……リィズを頼めるか？」


　その言葉の意味に、リィズは驚おどろきを隠かくせなかった。


「いっちゃう……の？」


　拙つたない口調で言葉を紡つむぐ。


　実のところ、リィズは悟ってた。もう自分は、クレスと一緒にいられないのではないかと。なぜなら自分はこうクレスに懇こん願がんしたからだ。みんなを助けて、と。


　クレスは、詫わびるようにリィズの前で膝を突いた。同じ目線になって言う。


「すまない。私は私に救える人を救いに行かなければならない。いや、救いに行きたいんだ」


　二人の間に、それ以上の言葉はいらなかった。


　リィズはこくりと頷うなずいた。


「……いってきて。みんなを、たしゅけて」


「ああ」


　クレスは、強く頷いた。


「そっちの用が終わったら、早く顔を見せろよ？　それぐらいしてくれてもいいだろ？」


「もちろんだ。約束する」


　テドリエの言葉に、クレスは強く頷いた。


「では、行ってくる」


　そして、幾いく人にんかの仲間を連れ、クレスはその場を後にしたのだった。


　リィズは、黙ってその後ろ姿を見送った。


「行っちゃったな、あいつ」


　テドリエが言った。


「うん……」


　クレスとの別れは寂さびしい。だが、リィズは涙なみだの一ひと滴しずくも流さなかった。


　なぜなら、クレスはみんなを助けに行ったのだ。そのうちの一人には、間ま違ちがいなく自分も含まれている。


　ならば、怖こわいことなど何もない。悪い夢は、もう終わったのだ。


　これまでにクレスに何度も助けてもらった恩に報いるためにも、今自分は笑ってクレスを送り出さなければならないのだ。


　最後に、一度だけリィズは呟つぶやいた。


「がんばって、クレス」
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「さあ。これからどうするつもりなのかしら、アレス？」


　すべてを終えて外へ出たところで、まずミーアが訊ねてくる。


　その顔には意地の悪そうな笑顔が浮うかべられていた。


「散々手間を取らされたんだから、これからきっちり貸しを返してもらうわよ？」


「う……。す、すまない」


　とりあえずアレスには平謝りすることしかできなかった。


「あんたさえその気なら、やることはいくらでもあるぞ」と、レオン。「レストニア領には王国軍が陣じん取どってるし、ジェレイドも大変なことになってるみたいだしな」


「そのことだが、少し、考えてることがある。これは私の我が儘ままかもしれない。だが、もう少しだけ、十日だけでいい。私に時間をくれないか」


　ガルムスたちは顔を見合わせた。


「お主ぬしが決めた道ならば別に構わぬが……。どこへ行く気だ？」


「ああ。王都だ」


「……なるほど、そういうことか」


　何かを悟ったのか、リーエンノールは頷いた。


「しかしここからでは遠いぞ、十日で往復は無理だろう」


「それなら心配はない」


　アレスは大きく息を吸った。そして、天に向かって叫さけぶ。


「オルトス！　オルトース!!」


　それはかつてクラウディアから賜たまわった、大切な戦友の名である。


「何をしているオルトス！　共に戦場を駆かける時がきたのだぞ！　とっとと姿を現せ！」


　ややあって。


　ヒヒンという、馬の鳴き声がした。


「そうだったな。まだこいつがおったわい」


「呼んだだけで来るって……どういう馬なのよ？」


　ガルムスとミーアが、呆あきれたように呟く。


　間もなく彼らの前に現れたのは、アレスの巨きよ大だいな愛馬オルトスであった。見捨てられてからもう一月以上が経過しているはずだが、その馬体は最後に会ったときと何も変わっておらず、鞍くらも轡くつわもついたままである。


　もはや言葉はいらなかった。アレスはその背に飛び乗った。オルトスも、それを拒こばもうとはしない。


「では、行ってくる」


「ちょ、ちょっと待ちなさいよアレス。もうあんたはあんただけのものじゃないの。王都へ行くなら、あたしも付いて行くわ！」


　ミーアが勢い込む。


「そ、そうだ！　僕はおまえの従者だぞ、もう置いて行かれるのはごめんだ！」


「むぅ。しかし、それでは時間が……」


「安心しろ、アレス」と、リーエンノール。「私とミーアの風の加護があれば、おまえ一人で行くよりもっと早く王都に着けるぞ」


　その言葉で、アレスも思い出す。かつて北の傭よう兵へいがこの国に攻せめ寄よせてきたとき、アレスはミーアの風の黒くろ魔ま術じゆつのおかげで、長い旅路を短縮することができたのだ。


「そういえばそうだったな。では、共に行こう」


「そうよ、そうこなくっちゃね。じゃ、あたしたちも馬を取ってこないと」


「いや、待てよミーア」


　と、口を挟はさんだのはルークであった。


「ジェレイドの方はどうする？　もう随ずい分ぶん離はなれたままだし、このまま何も知らせないわけにもいかないだろう」


「あ、そうか……」


「なに、ではジェレイドの所へはわしが行ってやろう」


　ガルムスが言った。


「わしは馬に揺ゆられる旅は好かん。おまえらだけで行って、とっとと用事を済ませてこい」


「それはありがたいけど……。いいの？　あんたもアレスの従者なんでしょ？」


「構わんよ。うちの主はどうにか立ち直ったのだ。後はどこにいてもその居場所はすぐに分かるだろうしな」


「ま、それでいいならいいんだけど。じゃあお願いするわ」


「心得た」


　仲間たちの台詞せりふから、自分への信しん頼らいがひしひしと伝わってくるのをアレスは感じていた。


　一時はそれを重荷と思ったこともあった。だが、今はもう違ちがう。なぜなら、彼らが自分のことを信頼してくれているように、アレスもまた彼らのことを信頼できたからだ。


　アレスは手た綱づなを取った。


「では行こう。王都へ」
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「やれやれ……。イザーレよ、我らの主はようやくマシな顔をするようになったぞ」


　アレスたちの後ろ姿を見送りながら、ガルムスは独語した。


「思ったより時間がかかったな。まあわしも少し手を抜ぬいたのだ、これぐらいは仕方あるまい」


　アレスには何人もの仲間がいる。彼らは、自みずからの体験を話すことでアレスの支えになろうとした。


　実のところ、ガルムスも最初は同じことをアレスにしてやろうと考えていた。


　だが、やめた。ただ傍そばで見守るのも一つの手であったし、何よりガルムスのドワーフとしての矜きよう持じがそれを許さなかったのだ。


「これで借りも返せたであろうしな。さて……これより先は、わしの意志であやつの行く末を見届けさせてもらうとしよう」


　ガルムスもまた歩き出した。ミーアに頼たのまれた小用を終え、そして新たな戦場へ向かうために。


　その脳のう裏りには、ある光景がよみがえっていた。思い出さずにはいられなかったのだ。かつて、アレスと初めて会ったときのことを。


　それは今から一年半ほど前、王国暦八十二年春のことであった。





　間章　四　地人の憂ゆう鬱うつ
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　ベールセール王国の東にあるウォルグレン山脈。そこにガルムスという名のドワーフの生まれ故郷はあった。


　その日、ガルムスは腕うでの立つドワーフの戦士たち数十人を率い、故郷の里近くの山中にいた。


「おるわおるわ、犬頭どもめ。よし、ゆくぞ者ども」


　ガルムスたちの視線の先には、不気味な妖よう魔またちがうごめいている。


　コボルトだ。犬の頭を持つ半はん獣じゆう半人の妖魔。移動するときは獣けもののように四本の手足を使って素早く地を駆かけ回り、戦うときは二本足で立って手に武器を持つこともできる。


　そのコボルト百匹ぴきほどの一群が里近くに住み着き、通りかかる人間たちの隊商を襲おそい始めたのが一ヶ月ほど前のことだった。ドワーフは自給自足の生活を営いとなんではいるが、彼らの好物である酒を始めとした嗜し好こう品ひんを手に入れるためには、人間との交こう易えきに頼たよらなくてはならない。


　その隊商が襲われ、交易が途と絶だえてしまった。これは誇ほこり高いドワーフたちの矜きよう持じを傷つけるに充じゆう分ぶんな出来事であり、また人間の作り出す酒はドワーフにとってなくてはならないものとなっていた。


　もともとドワーフは臆おく病びよう、弱気、怠たい惰だなどといった単語からは程遠い種族であり、持って生まれた強きよう靭じんな体は戦うことにも適していた。その彼らが手をこまねいて事態を傍ぼう観かんするわけもなく、かくして里一番の戦士ガルムスを中心とした討とう伐ばつ隊が編制され、事態の解決が試こころみられたのである。


　ガルムスたちは岩や傾けい斜しやに身を隠かくしながら、なおもコボルトの群れとの距きよ離りを縮めていった。だがそのとき、コボルトたちの何匹かがガルムスたちの方を向く。


　コボルトどもの鼻は犬のように鋭するどい。風下から近づいたにもかかわらず、気付かれたのだ。


「くっ、かかれえ！」


　できればもっと距離を詰つめてから攻こう撃げきに移りたかったが、もはや躊ちゆう躇ちよはできない。舌打ち交じりのガルムスの号令が下されると、ドワーフが得意とする飛び道具──手て斧おのが一いつ斉せいに投じられた。


　重い手斧はコボルトの肉を切り裂さき骨ほねを砕くだき、何匹かを確実に仕し留とめた。しかし、このときすでにコボルトは一斉に逃にげ出している。


　純じゆん粋すいな強さの面から言えばコボルトはドワーフの敵ではなく、たとえ二、三匹を同時に相手にしても後おくれを取ることはなかっただろう。しかしコボルトにはドワーフを何倍も上回る俊しゆん敏びんさがあった。獣のような速さで逃げられれば、ドワーフたちに追いかける術すべはなく、なおも残った多くのコボルトどもは山の奥へと悠ゆう々ゆうと逃げ去っていく。


「ええい、面めん倒どうな奴やつらめ！」


　ドワーフたちに強靭な斧があろうと、振ふるう相手がいなければどうしようもない。結局、この日もコボルトを殲せん滅めつすることはできなかったのである。


　それはガルムスにとって、三度目の失敗であった。
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　ガルムスの故郷は、雄ゆう大だいなウォルグレン山脈内に巡めぐらされたレブ・ニルラ坑こう道どうである。


　元々あった洞どう窟くつをドワーフたちが何代にも亘わたって拡大し、居住区はもちろん、工業区や商業区、さらにそのすべてに連なる大通りまで作ってある。この巨大な坑道に千人を越こえるドワーフが住み、鍛か冶じや採さい掘くつで生計を立てているのだ。


　また、ドワーフは生来夜目が利きくが、坑道の天てん井じようには地上まで延びる特とく殊しゆなガラスが埋うめ込まれており、日が昇のぼれば太陽の光が地下深くまで届くようになっている。そのため、坑道の中であるにもかかわらず、そのことを感じさせない明るさがあり、さらにそのわずかな日の光を利用した農場まで作られていた。


　その坑道にガルムス率いる戦士団が帰き還かんすると、他のドワーフたちは仕事を放り出して次々駆け寄り、まずは一人の死傷者もいないと聞いて喜んだ。だがその一方で、無む邪じや気きゆえに核かく心しんを突つく者もいた。


「お父さん！　聞いたよ、またコボルトどもにしてやられたって!?」


　歯に衣きぬ着せぬ物言いは、よりにもよってガルムスの末の娘むすめボルテであった。


　ボルテは今十歳である。ドワーフの女は、子供の頃ころは少し背の低い人間とほとんど差がない。もし人間がボルテを見ても、ここがドワーフの里でなければ異なる人種だとは思わないだろう。ましてや、その少女がいかついガルムスの娘だとは誰だれも信じないだろう。


　ガルムスは髭ひげの下で頰ほおを引きつらせながら、駆け寄ってきたボルテを抱だき上げた。


「あ、あのなあボルテ。父さんたちも一応は頑がん張ばってきたんだからな？」


「でも、結果を出さないドワーフはろくでなしなんでしょ？」


「…………」


　可愛い盛りの愛まな娘むすめを抱き上げたまま、思わず硬こう直ちよくする。


「ちょっとボルテ！　お父さんもそれなりに頑張ってきたんだから、少しは労いたわってあげないと駄だ目めでしょ！」


　まったく慰なぐさめになっていない言葉を投げかけてきたのは、ガルムスの妻であった。


　ドワーフの女は、成長期を過ぎた辺りから急に恰かつ幅ぷくがよくなってくる。そのせいか彼女もボルテの母とは思えぬ大きな体格の持ち主であった。


「えー？　だって今のってお母さんがいつも言ってたことじゃない？」


「そういう本当のことは人目がないところで言わないといけないの！　男ってのはいつも図太そうに見えて案外打たれ弱いんだから！」


　まったく悪びれずにそう言いながら、妻はガルムスの腕からボルテを受け取った。


「ごめんねあんた、この子ったら正直で。もう、みんな頑張ってきたってのにねえ」


「う、うむ」


「でも、里一番の戦士がこの様じゃあ、家族としちゃ肩かた身みが狭せまいのよねえ。みんなそろそろおいしい麦酒ビールで一いつ杯ぱいやりたいだろうに。あたしもだけど……。すいませんねえ、みなさん、うちの亭てい主しゆったら態度ばっかりでかいわりには頼りなくて……」


「…………」


　こうなると里一番の戦士も形無しであった。ガルムスは髭をもごもごと動かしたが、結局は何も言えずに黙だまり込む。


　その肩かたを、慰めるように仲間の戦士たちが叩たたいた。


「気にするなガルムス。とにかく今日だって何匹かは仕留めたんだしな」


「そうじゃそうじゃ、相手がコボルトでは仕方あるまいて。それに未いまだに死人一人出てないのはおまえさんの手て柄がらじゃろう」


「う、うむ……」


　死をも恐おそれぬドワーフの男たちが唯ゆい一いつ苦手とするのは妻や娘であった。そして女たちに打ちのめされた男を慰めるのは、同じ男たちの仕事であった。
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　翌日の事である。


　坑道内には数百人のドワーフが入れるような大部屋がある。本来は祭りや集会の折に、そうでない場合は戦士たちの訓練場としても使われている部屋だ。


　そこでガルムスは、朝から手斧の訓練という名の薪まき割わりに明け暮れていた。


「ええい、コボルトどもめ！」


　苛いら立だちを込めて手斧を投じる。狙ねらいは違たがうことなく、十メートル先に置いてあった薪に突き刺ささり、見事に割っていた。これまでも無数の敵を屠ほふってきた手斧である。この手斧と戦せん斧ぷがあればどんな敵が相手でも倒たおせるという自信はあったが、こそこそ逃げ回るコボルトが相手では、少なくとも戦斧の方は無意味であった。


「お父さんお父さーん」


　そんな折、やってきたのは娘のボルテであった。


「ボルテ？　どうした、こんなところに」


「あのね、お父さんにお客さんだよ。ほら」


　ボルテが指差した先──大部屋の入り口にいたのは、非常に珍めずらしい客であった。すなわち、人ニン間ゲンの二人組である。


　一人は甲かつ冑ちゆうを着た、やたらと若い戦士だ。確か人間の間では騎き士しと呼ばれている格好である。そしてもう一人は、ローブを着込んだ老人であった。
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　この里に人間が来ることは決して珍しくはない。今でこそコボルトのせいで途絶えがちになっているが、鉱石やドワーフの細工品を買い付けに商人の類たぐいは毎日のようにやってくるし、峻しゆん険けんなウォルグレン山脈を越こえる途と中ちゆうで立ち寄る旅人も少なくはないからだ。しかし、ただの戦士であるガルムスの元へ人間が訪ねてくることは、確かに珍しい。


「ボルテ、おまえは家に帰っておれ」


「えー、どうして？　あたし人間とお話しするの初めてなのにー」


「いいから帰れ。人間なんぞと接してもろくなことはないからな」


「ちぇー」


　ドワーフは、元来自分の妻や娘を坑道の外へ出したがらない。それは妻や娘を危険から遠ざけるためであり、人間の村や町でドワーフの女を見かけることが滅めつ多たにないのもそのためである。


　さらにその延長線上というべきか、妻や娘を人間に見せることを嫌きらう風潮もある。たとえば人間は己おのれの欲よくのために、同族同士で殺し合うことで知られている。時にはその争いにドワーフを巻き込むことさえあるほどだ。戦争など起こしたこともないドワーフからすれば、人間ほど危険な生き物はないということになり、自然その危険から妻や娘を遠ざけるようになったのだ。


　それゆえガルムスもまず娘を帰してから、二人の人間たちに近寄った。


「私の名はアレス。こちらは供のイザーレと申します」


　アレスと名乗った若い人間は、イザーレという老人と共に非難のしようのない態度で接してきた。


　それにしても随ずい分ぶんと若い騎士である。人間の成長具合というのはドワーフと大きく異なっているため詳くわしくは分からないが、少なくとも人間の成人年ねん齢れいであるという十六歳を少し越えたぐらいにしか見えない。だというのに、一切の迷いも隙すきもない洗練された動作には、これまでにガルムスが目にしてきたどの人間とも異なった落ち着きと剛ごう毅きさが同居していた。


　何よりも印象的だったのは、その目だった。決して目つきが鋭いというわけではない。むしろそれは少年のような──と形容するのが適切で、愛あい嬌きようすらなくはない。にもかかわらず、その瞳ひとみから放たれる眼光たるや、並の強さではなかった。いかなる障害をもってしても、その瞳から光を奪うばうことはできないのではないか。それほどの強きよう烈れつな印象を受ける。


　ガルムスには、人間を惰だ弱じやくで欲よく望ぼうに弱い種族だと見下しているきらいがあった。


　しかしその騎士を見ると、いささか偏へん見けんがあったのではないかという気がしてくる。


「わしはこの里の戦士、ガルムスだ。何用だ、人間よ」


「あなた方ドワーフが、コボルトの群れに苦戦していると聞いた。どうか私に加勢させて欲しい。多少は手伝いができると思う」


　ガルムスとしては、いささか腹の立つ物言いであった。


　まず自分たちがコボルト相手に苦戦していると思われているところが気に食わない。いや、実際苦戦しているのだが、それを人間に指し摘てきされるとやっぱり腹が立つ。


「加勢と申したな、若き人間族の戦士よ。しかし相手はたかが犬頭、人間などの手を借りずとも追い払ってみせるわ」


　ガルムスがそう言うと、語調に混じった怒ど気きを察したのか、傍そばに控ひかえていた老人がなだめるように口を挟はさんできた。


「もちろん優ゆう秀しゆうな戦士であるあなた方ドワーフが、コボルトを相手に苦戦するとは思っておりませぬ。しかしコボルトが素早い足で逃にげ回っては、強力無比なあなた方の斧おのをもってしても駆く逐ちくすることはいささか面倒でしょう。実はコボルトに悩なやまされているのは我がベールセール王国も同様でしてな。そこで最近、ある薬草が使われるようになったのです」


「薬草？　もしや毒の類ではあるまいな？」


　問い返すガルムスの声には凄すごみが込められていた。誇ほこり高きドワーフが毒を使うなど有り得ないことだったからだ。


「それほど大層なものではありませぬ、ただ燃やすといささか臭くさい煙けむりを出すだけです。人間やドワーフなど、ほとんどの生物には無害ですが、鼻の利きくコボルトには耐たえられますまい。我々に任せて頂ければ、この薬草を山のいたるところで燻いぶし、コボルトをどこかの袋ふくろ小路こうじにでも追い詰つめてご覧に入れましょう」


「……ふうむ」


　コボルトどもの逃げ足の速さに閉口していたのは事実である。それを追い詰めることができるというのなら、悪い話ではない。もっとも、欲深い人間の言葉をそう簡単に信じることもまたできなかったが。


「見返りはなんだ？　金か？　宝石か？」


「見み損そこなってもらっては困る」アレスと名乗った騎士は、かなりむっとした様子だった。「私はただあなた方が困っていると聞き、手助けができないかと来ただけだ。見返りなど求めるわけがない」


「どうかの？　一度恩を売りつけておいて、後からもっともらしく代だい償しようを要求するのは人間の得意技と聞いたが」


「……確かに、そういった者が皆かい無むとは言えない。だが多数ではないし、何より我らが同じ目で見られるのは心外だ。それとも、一部の悪人を見て人すべてが悪だと断じるのがドワーフのやり方だというのか？」


「ほう、言うではないか、人間の小こ童わつぱが」


　ガルムスは口ひげの下でにやりと唇くちびるを歪ゆがめた。


　人間の欠点を認めつつも、こうも果か敢かんに言い返してくるとはなかなか骨がある。骨のある相手は、たとえ人間であっても嫌いではない。


「実のところ、あなた方に協力することは充じゆう分ぶんな利益があるのです」


　イザーレという初老の人間が、再びなだめるように口を挟んだ。


「まず第一に、ドワーフとの交易は我々にも多くの利益をもたらします。それをいつまでもコボルト風ふ情ぜいに邪じや魔まされるわけにはいきませぬ。それから、先に申し上げた薬草は、まだ実用例が少ないのです。手伝わせて頂ければ我々にとっては貴重な実験例となり、今後より効果的な運用が可能となるでしょう」


「……ふむ」


　やはり、悪い話だとは思えなかった。


　現状、コボルトの討とう伐ばつには三度も失敗している。これ以上の失敗はドワーフの矜きよう持じにかけて許されない。もしまた戦士たちを率いて出発するのなら、必ず成果を挙げなければ妻や娘むすめに合わせる顔がない。特に害がないなら利用できるものは利用すべきだった。


「しばし待て。他の者たちと相談してこよう」


「承知しました。よろしくお願いします」
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　里の主おもだった者が酒場に集められ、臨時の集会が開かれる。


　意外なことに、ガルムス以外のドワーフたちは、アレスたちの提案に肯こう定てい的だった。コボルトたちさえ一いつ箇か所しよに集められれば、その首を自分たちで打てるのだから、矜持は充分に守れる。お互たがい利益しかないこの提案を蹴ける理由などどこにもないと。


「大体、今は一刻も早くコボルトを追い払い、人間との交易を再開させることこそ肝かん要ようであろう。……というのも、ここ最近酒の量が減ったせいか、どうにも家内がうるさくてのう」


「おまえんとこもか!?　実はうちもじゃ」


「おう、うちもうちも」


「うちもじゃよ。正直、今はドワーフの誇りより早く家内を黙だまらせたいわい」


「…………」


　人間について一つだけうらやましい事があるとすれば、女の性格ではないかと思うときがある。ドワーフの女は、子供のときはともかく成人を越こえた辺りから急激に気が強くなってくる。〝気の強い女ほどいい女〟というのがドワーフの合い言葉ではあるが、たまにはこう、人間の世界にいるらしい夫を立ててくれる女というのもいいのではないかという気がしてくる。


　いずれにせよ、家内うんぬんはともかくとしても、人間たちの助力を受けるという事に反対するドワーフは皆無だった。こうなるとガルムスも自分が意固地すぎたのかという気になってくる。結局、ガルムスはアレスたちのところへ戻もどり、次のように告げることとなる。


「申し出を受けよう。だが、条件が一つある。あくまでコボルトどもを倒たおすのは我らの仕事だ。お主らは決して余計な手を出すでないぞ」


　助力を申し出てくれている相手に対し、なんとも不ふ遜そんな態度であった。そのせいかアレスの方は渋しぶい顔をしている。


　一方木の杖つえを持った老人は、ドワーフにはマネできそうにないほどの優美な態度で頭を下げた。


「もちろんその辺はわきまえておりますとも。もっとも、火の粉が降りかかれば払わせてもらうぐらいのことはさせていただきますが」


「……ならばよい」


　何事にも正直そうなアレスと違ちがい、なんとも食えなさそうな老人であった。
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　翌日、再びドワーフの戦士団が召しよう集しゆうされ、坑こう道どうを出発した。


　目的地はとある谷の上である。谷の先は行き止まりになっており、そこへコボルトを追い込むことさえできれば、一いつ匹ぴき残らず殲せん滅めつすることもたやすいと考えられていた。


　問題はそこへコボルトを追い込む手段である。しかし、それについてはアレスたちの言葉を信じて待つしかない。


「しかし、ただ待つだけというのもくたびれるのう」


　仲間の一人が呟つぶやき、同意の声が唱和した。


　アレスたちはこの地点にコボルトを追い込むと言っていたものの、煙で燻し出すとなれば多少時間もかかるだろう。それに、隊商の運ぶ食料に味をしめたコボルトどもは必ずこの近辺にいるだろうが、たまたま煙の吹ふく範はん囲いにはいないという可能性は充分に考えられる。仮にアレスたちが失敗したとしても、ガルムスたちがそれほど大きな不利益を被こうむるわけでもないものの、また妻や娘の小言を聞かされることになると思えば、やはり失敗は許されなかった。


「……うーむ」


　そんな事を色々考えていたためだろう、ガルムスの胸中では段々と不安が膨ふくれ上がっていた。たとえば、仮にアレスたちが失敗してすでに逃げ帰っていた、などということになれば間ま抜ぬけにもほどがあるではないか。


　それにあの若い騎き士し、連れがあの老人一人だというのもおかしな話だ。人間の騎士といえば何人もの従者を従えているものだと聞いたことがある。その話を耳にしたときは一人では何もできぬ卑ひ屈くつな連中だと笑ったものだが。しかし今あらためて考えると、それはあの騎士に何らかの企たくらみがあったという証拠ではないのかという気もするのだ。


　たとえば──現在、レブ・ニルラ坑道の戦士たちは、ほとんどが出払っている状態だ。もしもあの人間たちの目的が、ドワーフの戦士たちを里から引き離はなし、その間に里を襲しゆう撃げきすることにあったとすればどうするのか。


　それは極きよく端たん過ぎる想像であったが、一度疑いが生まれるといよいよ不安になってくる。結局ガルムスは我が慢まんできず、すっと立ち上がった。


「どうしたんじゃ、ガルムス？」


「じっとしているのは性しように合わぬ。少し様子を見てくるとしよう」


　そう言い残し、ガルムスは一人谷沿いに移動を開始した。


　それがガルムス自身の人生を一変することに繫つながるなどとは、もちろん予想だにできなかった。
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　やがてガルムスは、谷の入り口にまでやってきていた。アレスたちが本当に約束を守るなら、この場所にコボルトどもが追い込まれるはずである。


　しかし谷の上から周囲を見回しても未だにコボルト一匹見えないし、それどころか煙一つ立ち上っている様子が見受けられない。遠目から見た限りではあったが、もちろん里の方にも何ら異常はない。


「失敗して逃げ出したのか……？」


　冷静に考えれば、人間がドワーフに喧けん嘩かを売る理由は、まず有り得ない。事がうまく運ばず逃げ出したというのが一番有り得そうな状じよう況きようだった。


　ガルムスが、ある異変に気付いたのはこのときである。


　視界にも鼻にも特に異常は感じられない。最初に異常を捉とらえたのは、聴ちよう覚かくだった。


　大地の鳴めい動どう、金属と金属のかち合う音、そしてコボルトどもの犬の鳴き声のような悲鳴。遠くから聞こえたそれは、戦いの音だった。


「さてはあいつら、犬頭どもに見つかったな!?」


　これで分かった。コボルトを追い込むつもりが、あの二人の方が失敗してコボルトと遭そう遇ぐうし、戦いにでもなったのだろう。


「やれやれ、余計な手間を取らせおって！」


　戦いの経験などほとんどなさそうな若い騎士と、歳を食った老人だけでは到とう底ていコボルトの群れなど相手にできまい。そしていくら間の抜けた人間といえど、命の危機に陥おちいってる者を見捨てるようなことはガルムスにはできなかった。


　音を聞く限り、戦いの場はそれほど遠くはない。ガルムスは助けに向かうべく、戦せん斧ぷを構え直して状況を見極めようとした。


　だが、その直後。


　山やま陰かげからコボルトたちが飛び出し、ガルムスは自分の見立てが大体合っていたものの、一つだけ間ま違ちがっていたことを悟さとった。


　確かに、コボルトとあの若い騎士との間で戦いが始まっていた。それは百匹ぴき対一人の戦いであり、本来なら騎士に勝ち目はない。


　ところがである。


　アレスは、たった一人でコボルトどもを圧あつ倒とうしていたのだ。


「な、なんだこれは……」


　信じ難い光景であった。


　コボルトの群れは百匹近くはいる。一匹一匹は強くないにせよ、それだけの数を相手にすれば充分な脅威となる。にもかかわらず、アレスはたった一人でそのすべてを圧倒していたのだ。


　巧たくみな馬術で群れの中を縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけ巡めぐり、あるときは馬で撥はね飛ばし、またあるときは左手に持った剣けんを縦横に振ふって次々コボルトを蹴け散ちらしていく。


　コボルトどもにしてみれば、敵はたった一人である。そしてコボルトどもは、自分たちが勝てると判断した相手ならば、必ず戦う。しかしこのときは、相手がたった一人であるにもかかわらず、ひたすら追い立てられるだけだった。なぜかは分かる気がする。それほどにアレスはすべてを圧倒していた。


　まるで戦場を駆け抜ける疾しつ風ぷうのようだった。全力で馬を走らせ群れの中を突つき進み、当たるを幸いコボルトどもをなぎ倒していく。すれ違いざまコボルトの首筋を剣で切り裂さき、返り血を浴びる隙すきさえ与あたえずに走り抜ける。それでいて自身はおろか馬までもがかすり傷一つ負っていない。


　赤せき神しんオディウスもかくやという戦いぶりに、コボルトたちはすでに恐きよう慌こうを来きたしていた。群れを維い持じしたまま、ひたすら逃にげようとする。


　アレスはその群れの中央を突っ切ってコボルトたちの真正面に出た。さらにそこから左へと大きく曲線を描えがき、コボルトの群れを左から攻こう撃げきしようとする。


　するとコボルトの群れは必然的に右へと曲がろうとする。まるで牧羊犬に追い立てられる羊の群れだ。どんなときでも群れを維持しようとするコボルトの習性を利用して、ある場所へと追い込もうとしているのだ。そう、ガルムスらドワーフたちが待まち伏ぶせている谷間へと。


「ええい、くそ！」


　呆ぼう然ぜんとその戦いぶりを見ている場合ではなかった。過程はどうあれ、結果的にアレスは約束を守ったこととなる。ここまでされておきながら自分たちドワーフがコボルトどもを討ち漏もらすようなことがあれば、それこそドワーフの名折れだ。ガルムスは慌あわてて仲間のところへと駆け戻った。


「全員聞け！　間もなくコボルトどもがこの谷を通るぞ！」


　待ちくたびれていたドワーフたちは、その声に気合を入れ直した。


　間もなく、恐きよう怖ふに駆られたコボルトが次々とやってくる。約束通り最後の仕上げは自分たちにやらせようというのか、その群れを追い立てるアレスの姿はもう見えない。


「今だ、積年の恨うらみを晴らせい！」


　コボルトどもが谷底を通過したのを見計らい、ガルムスを先頭にドワーフたちは一いつ斉せいにがけを滑すべり降おりる。中には足を滑らせてごろごろと転がり落ちていく者もいたが、ドワーフはその頑がん健けんさで知られており、また彼らの身に着ける防具は人間の作るそれとは比べ物にならないほど高品質だ。


「う……うむ？」


　落ちたドワーフは、何事もなかったかのように立ち上がった。あるいは〝樽たるのような〟と称しようされる丸い体ゆえに衝しよう撃げきを逃のがすことができたからかもしれなかったが。


　後は今までの苦労が馬ば鹿からしく思えるほど簡単だった。谷の一番奥までコボルトどもを追い込み、逃げ場を失って混乱と恐慌に支配された犬の化け物どもに手て斧おのを投げつけ、一匹一匹戦せん斧ぷの錆さびにしていく。


　こうしてレブ・ニルラ坑道のドワーフたちは、コボルトの脅きよう威いを排はい除じよすることができたのだった。
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　ガルムスの故郷に、久しぶりに陽気な笑い声が木こ霊だました。


　中断されていた交易がすぐさま再開されるわけではないが、目下の障害がなくなった以上、数日のうちには上等な酒が届くだろう。少なくとも今までのようにちびちびと飲む必要はなくなり、ドワーフたちは残してあった酒をすべて飲みきる勢いで杯さかずきを酌くみ交わし、戦士たちの活かつ躍やくを祝った。


　もちろん隊長格であるガルムスはまさに今日の主役であった。ガルムスは自ら先せん陣じんを切ってコボルトの群れへ突っ込こみ、仲間から「まるで何かに八つ当たりしてるようだった」と称される戦いぶりで合計二十匹もの死体を積み上げたのだ。


　ドワーフたちはガルムスの戦いぶりを褒ほめ称たたえ、普ふ段だんは一言も二言も多い娘むすめも今日ばかりは「お父さんやるときはやるじゃない！」などと上じよう機き嫌げんで酒を注いでくれる。


　だが、ガルムスは誰だれが見てもまったく喜んでいるようには見えなかった。もっとも、ガルムスは里一番の頑がん固こ者であり、むっつりした表情でいるのはいつものことであったためか、少なくともこのときはそのことを気にする者はいなかったが。


　ガルムスの気が晴れない原因は、本来ならこの場にいて杯を受けるべき二人の人間にあった。


　アレスという若い騎士と、供のイザーレという老人。あの二人は、コボルトが殲せん滅めつされた後すぐにガルムスの元を訪れ次のように述べた。


「これであなた方ドワーフと我ら人間の交易は再開されるだろう。我々の役目は終わった。それでは」


　そしてさっさと帰って行ったのだ。


　さすがにそれだけでは無愛想に過ぎると思ったのか、イザーレという老人の方が「おかげでこちらも薬草のいい実験ができました。人間とドワーフ、今後とも今の関係を崩くずすことなく接していきたいものですな」などと付け加えていったものの、いささかとってつけたような感は否いなめない。


　ガルムス以外のドワーフたちは、「薬草の実験という目的があったとはいえ、強ごう欲よくと悪名高い人間が報ほう酬しゆうの一つも要求しないとは謙けん虚きよなものだ」と感心していたが、ただ一人真実を知るガルムスにしてみれば、これほど我慢ならないことはなかった。


　あの二人は最初から自分たちドワーフを助けるためだけにこの里へ来たのだ。そして妙みような薬草があるなどと噓うそをついた。ドワーフの矜きよう持じを傷つけないために。


　残念なことに、もしあの人間たちが来なければ、コボルトによる被ひ害がいはもっと長期的なものとなっていただろう。それだけではない。もしあの騎士が、たった一人でコボルトどもを圧倒し、その数を減らし、さらに戦意を喪そう失しつさせてくれていなければ、強きよう靭じんなドワーフ族の戦士とはいえ、死者の二、三人は出ていたかもしれないのだ。これほど問題を迅じん速そくに解決し、かつ被害も最小限に食い止められたのは、あの人間の若造のおかげに他ならない。


「借りができてしまったではないか、くそっ……！」


　これで報酬の一つも要求してくれればまだよかった。ドワーフは剣には斧を、礼には礼をもって応ずる。ドワーフの手による巧こう緻ちな工芸品は、人間たちの間で高い価値を持つ。要求されれば、いくらでもそういったものをくれてやってもよかったのだ。


　だがあの騎き士しは何も言わずにさっさと帰って行ったのだ。ドワーフは頑固であるが、仁義にも厚い。人の助けを無む償しようで受け、その恩を返さぬままでいることなど、到底許せるものではなかった。


　久々に酒が振る舞まわれ、賛辞の雨を浴びせられても、ガルムスの心が晴れなかった原因はその辺りにあった。


　挙あげ句くの果てには、


「久々の酒で少々悪わる酔よいしたわい。今日はこの辺にしておこう」


　などとドワーフらしからぬことを言って、一人家路についたのである。





　一人家に帰り着いたガルムスだったが、今日は久々の宴うたげが行われてるせいでもちろん妻や子供たちの姿もまだない。


　やむなく一人で寝ねる準備をしていた、そんなときだった。


「ほらね、お母さん。帰ってるでしょ？」


「ほんとだ。まったく、何やってるんだか……」


　にわかに軒のき先さきで妻と娘ボルテの声がした。


「ど、どうしたんだおまえたち。宴の日にこうも早く帰ってくるとは……」


　妻と娘は顔を見合わせてため息を吐ついた。


「それはこっちの台詞せりふよ、お父さんこそこんなお祝いの日に何さっさと帰ってるの？　今日の主しゆ賓ひんのくせに」


「里一番のうわばみって言われるあんたが、酒の席で気もそぞろだったんだ。何かあったに違ちがいないって、娘ボルテに言われたんだよ」


「そ、そうなの、か……？」


「で、何があったんだい？　あんたのその顔、確かになんかあったみたいじゃないか」


「……べ、別におまえたちは知らずともよいことだ」


　この妻には隠かくし事ができない。どうにか内心の動どう揺ようを悟られまいとしたが、どうみても失敗したようだった。


「何言ってんのあんた！　あんたの憂ゆう鬱うつな顔見せ続けられるこっちの身にもなってよ！」


「そうよ！　里一番の戦士の父さんがいつまでもそんな顔してちゃ他のドワーフのいい迷めい惑わくよ！　いいからとっとと話しなさい！」


「う、うむ……？　そ、そうか？」


　妻と娘の激しい追つい及きゆうにあっては、里一番の戦士も形無しで、結局ガルムスは白状せざるを得なかった。


　自分は人間どもを軽んじておきながら、その人間どもに借りを作ってしまったと。そして挙句にその借りを返す機会がなかったのだと。


　話を聞き終えるなり、妻はまた怒ど鳴なった。


「そういうことかい！　だったら何ウジウジしてんのさ！　とっとと旅支度しな！」


「た、旅支度……？　なぜわしが旅に？」


「何とぼけたこと言ってんだい！　その人間たちを追いかけて借りを返すために決まってるでしょ！」


「そうよ！　行ってきてよお父さん！　あたし嫌いやよ、『あたしのお父さんは人間に借りを作ってそのままにしてる仁義にもとるドワーフだ』なんて言うのは！」


　娘までもがそんなことを言う。


「う……うむ？　いやしかし、そうしたいのはやまやまだが、わしがいなくなってはこの里の守りはどうする？」


「そんなことお父さんがいちいち考えなくたっていいの！　お兄ちゃんたちだって立派に戦士として育ってるって、前にお父さん言ってたじゃない！」


「あんたの一人や二人いなくたってすぐさま滅ほろんだりしないよ！　それどころか、あんたみたいな先せん輩ぱい面づらする口うるさい年寄りなんざいない方がかえって伸のび伸び育つってもんだよ！」


「そ、そうなのか……？」


　少なからぬ衝撃を受けるガルムスだった。比類なき怪かい力りきを持つドワーフの男の最大の天敵は、ドワーフの女だと言われている。


「大体ドワーフの戦士なんてのは、戦いがなけりゃ単なる無む駄だ飯めし食らいなんだ。今回の厄やつ介かいごとはもうカタがついたんだろ？　なら、あんたもたまには人間の町にでも出かけて仕送りの一つもしておくれ！」


「…………」


　ガルムスはどうにか反論しようともごもごとあごひげを動かしたものの、結局何も言葉にはできなかった。


　多分、この二人なりに気を遣つかってくれているのだろうと思う。いや、そう思いたかった。


　いずれにせよ、こうなれば自分のすべきことは一つである。なまじこのまま家にいては、今後妻と娘からどんな小言を聞かせられるか分かったものではないしな、と内心で苦笑する。


「……分かった。なら、明日あすから少し出かけてくるとしよう。後を頼たのんだぞ」





　こうして翌日から、ガルムスは一人の騎士を追って里を出ることになる。「借りを全部清算するまで戻もどってこなくていいからね！」という言葉に送られて。


　それはガルムスが思っていた以上に長い旅となる。
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　ガルムスはまずウォルグレン山脈から街かい道どうを西へ進んだ。途と中ちゆう、人間の集落へ立ち寄る度たび、アレスたちの消息を聞いて回る。それは難しいことではなかった。騎士と老人のたった二人の旅人という組み合わせは、人間の目から見ても奇き異いに映ったらしく、誰もが覚えていたためである。


　さらに言えば、ドワーフはその手足の短さゆえ馬に乗るのには向いてないが、体力だけは他のどの種族にも勝まさる。その足取りは遅おそくはなく、人々の記き憶おくの底に眠ねむる前にアレスたちの目もく撃げき情報を辿たどり続けることができた。


　やがてガルムスが辿り着いたのは、レストニアと呼ばれる町だった。


　鍛か冶じが盛んなことで知られる町で、ドワーフの里と鉱石による交易をすることもあれば、ドワーフが鍛冶の指導のため訪れることも少なくないという。話によれば、アレスという騎士はただの騎士ではなく、この地を治める貴族の一族であるという。それで一つ納得がいった。ドワーフと親交のあるこの町の長おさであったからこそ、コボルトどもの話を耳にすることもあったのだろう。


　ガルムスは、迷うことなくレストニアの町の中央に向かった。そこは小高い丘おかになっており、館やかたが建っていた。人間は高いところを好むと言う。偉えらい人物が住んでいるなら間ま違ちがいなくそこだろう。


　ガルムスの予想は当たっていた。


「伯はく爵しやくさまに御ご用ようですか？」


　門番らしき兵が声をかけてくる。


「うむ。わしはレブ・ニルラ坑こう道どうからやってきたガルムスという。アレスとかいう騎士に借りのある者だ。取次ぎを願いたい」


「はあ……？　しょ、少々お待ちください」


　門番はいささか面食らった様子で館の中へと入っていった。


「お待たせしました、ガルムスどの」


　間もなく現れたのは、アレスではなくイザーレと名乗ったあの老人であった。


「む？　アレスとやらはおらぬのか？」


「いえ、ご在宅ではありますが、何せアレスさまは我が主あるじながらいささか世事に疎うといところがございます。ご存じかもしれませぬが、この町はドワーフとは多少縁えんがございますれば、ガルムスどののご不興を買うようなことは避さけたく、先に私が御用を伺うかがおうかと思った次第でして」


　回りくどい応対はガルムスの好むところではなかった。しかしガルムスとしても突とつ然ぜんやってきた非礼は承知していたし、これが人間なりの礼の尽つくし方なのかもしれない。とやかく言うことはできなかった。


「では用件を言おう。先のコボルト退治において、我らは恩を受けた。受けた恩を返さぬはドワーフの名折れ。なんとしてでもおまえたちに報むくいねばならぬ。わしはそのために来たのだ」


「はあ、なるほど。しかしそれについては我々もすでに充じゆう分ぶんな利益を得ております。ドワーフとの交易は再開されるようになり、またコボルトを追い払はらう術すべを得ることもできたのですから」


「そのような絵空事はもう結構だ。わしは知っておるのだ」


　ガルムスは言った。自分は見ていたのだと。薬草など使わず、たった一人でコボルトの群れへ飛び込み、ドワーフたちの待ち受ける谷へ追い込んだアレスの戦いぶりを。


「わしに噓うそをついたことをとやかく言うつもりはない。それによって我らがコボルトどもを追い払うことができたのは事実だからな。だが、我らドワーフは一度作った借りは何としてでも返さねばならぬのだ」


「……なるほど、そういうことですか。さすがは義理の堅かたさで知られるドワーフですな」


　イザーレはしばし黙だまって何か考え込んでいたが、ややあってから言った。


「いかがでしょう、アレスさまへの恩を返す絶好の方法があるのですが。ただ……、決して安全なやり方ではないのですが」


「それこそわしの望むところだ。わしはアレスという小こ僧ぞうの剣けんによって恩を受けた。ならばわしも斧おのによって報いねばならぬ。その結果死ぬことになろうとも、それはドワーフの誉ほまれよ」


「分かりました、では申し上げるだけ申し上げましょう。そう難しい話ではありません、アレスさまの従者となり、共に戦ってもらいたいのです」


「なに、人間の従者だと？」


　それはつまり、人間の下について戦えということである。当然ながら、最初はガルムスもあまりいい顔はしなかった。


「コボルトとの戦いをご覧になっていたのでしたらお分かり頂けると思います。我が主アレスさまは非常にお強いのです。まだ成人して間もないというのに、その強さはすでに余人のおよぶところではなく、これまでに経験した戦いも十や二十ではありませぬ」


「どうやらそのようだな」


「ところでご存じかもしれませぬが、騎き士しというものは本来何人もの従者を連れて戦うものなのです。しかしアレスさまには従者がおりませぬ。これには二つ理由がございます。一つはアレスさまが強すぎること。その戦いに付いていけるような従者などそうそうおりませんからな。そしてもう一つは、従者など不要なほどにアレスさまがお強いこと。何しろコボルトや賊ぞくを何十人も敵に回しておきながら、傷一つ負おうことなく帰ってくるものですから」


「確かに、それだけ強ければわしが従者など務める必要もなさそうだが」


「ですが、だからこそ私はアレスさまの将来が不安で仕方がないのです。私もそれなりに長く生きておりますからな、人生というものには必ずどこかで挫ざ折せつという出来事が生じるものということを承知しております」


「……なるほど、お主が言わんとしていることが分かってきたぞ」


　ガルムスも六十年ほどの人生を歩み、少なくともそのうち四十年は戦士として歩んできた。その間の失敗や挫折は一度や二度ではない。武人として生きていれば、自分より強い誰だれかに出会って自信を喪そう失しつしたとか、守るべきものを守れず自分を見失ったという話は枚挙に暇いとまがないほどなのだ。


「確かにアレスさまはお強い。ファノヴァール家は武人の名家であり、アレスさまはその四代目として幼い頃ころより修練を積んできました。私が知る限り、騎士になってからのアレスさまは負け知らずです。しかし、今後アレスさまが騎士としての道を歩む限り、必ずやどこかで挫折することはありましょう。私がアレスさまにお仕つかえしている理由もそこにあるのです。これでも歳だけは無む駄だに重ねておりますからな、今後もしアレスさまが道を見失ったとき、私の経験がアレスさまの支えとなればいいと、そう思ったのです」


「……分かった。同じ役割を、わしに求めるというのだな？」


「支え役は、多いに越こした事はないでしょう」


　鍛冶を得意とするドワーフには、あることわざがある。いわく、硬かたい鉄ほど折れやすい。ただ硬いだけの剣は、実は極きよく端たんに折れやすくもある。それゆえ名剣を作るならば、硬さの中にもしなやかさを加えなければならないのだ。


　アレスはまさに名剣たる素質を持った何よりも硬い鉄だ。しかし、どんな名剣も使い続ければ疲ひ労ろうがたまり、いつかは折れてしまう。だが、折れた剣とてドワーフの技術があれば再生は可能だ。


「その申し出、受けよう。元より戦いはわしの望むところ。わしが共に戦ってやることで恩に報いることができるなら、戦士として願ってもないことだ」


「ありがとうございます。あなたのような歴戦の戦士が従者となれば、必ずやアレスさまの支えとなりましょう。ただ……これには一つだけまだ問題がございましてな」


「ほう。今度はなんだ？」


「アレスさまご本人の承認をどうやって得ようかと思いましてな。アレスさまは常に激戦の中に身を置いておりまして、それに他人を巻き込みたくないのでしょう、従者を取らぬ主義なのです。それをどう説得したものかと……」


　ガルムスはニヤリと笑った。


「それならば難しいことではない。ようはあの若造に、わしが共に戦えるだけの力があることを証明してやればいいのだろう？」





　　　　　◆





　イザーレに案内され、館の裏へ回る。そこにあの若造──アレスはいた。


　どうやら剣の訓練の最中であったらしい。甲かつ冑ちゆうまで身にまとって一心不乱に剣を振ふっている。


「どうでもよいが、騎士というのは昼間から剣を振り回していて飯が食えるのか？」


「そうでもないのですが……適材適所と申しましょうか、我が主は本当に剣を振るう以外能のないお方でして」


　イザーレが渋しぶい顔で答える。


　会話が聞こえたのか、アレスがこちらに気付いたようだった。


「む。あなたは……」


　剣を止め、振り返る。驚おどろくことに、その額には汗あせも浮ういていない。重い甲冑を着てあれほど体を動かしていたにもかかわらずである。


「久しぶり……というほどでもないか、人間よ。あのときの借りを返しに来たぞ」


「借り？　何のことだ？」


　とぼけているわけではないようだった。アレスの方はあれを貸しなどとは思っていないのだろう。だが、それはそれで腹立たしい。


「まあよい。とにかく、アレスとやら。聞けばお主は騎士でありながら従者がいないというではないか。それではいささか不便であろう？　というわけで今後はわしがお主の従者を務めてやることにした。感謝するがいい」


「……はあ？　突然どういうことだ？」


　事態が把は握あくしきれないといった様子で首を傾かしげる。その気持ちは分からないではないが、配はい慮りよしてやる気にもなれなかった。


「アレスさま。アレスさまに従者がいないことは、私も確かに気になっておりました。幸いガルムスどのはドワーフの中でも名の知れた戦士です。ガルムスどのならアレスさまの従者も立派に務まりましょう」


「ま、待てイザーレ？　私が従者など欲ほつしていないことは、おまえが一番よく知っているはずだ。どうして突然こんな話になるのだ？」


「忘れました。最近歳のせいか物忘れが激しいもので」


「おい!?　何なのだ、一体これはどういうことだ!?」


「ええい、ごちゃごちゃうるさいわ。我らは武人、物事を決めるに言葉など不要。さあ、わしと刃やいばを交えよ。わしが勝てば従者にしてもらう。お主が勝てば好きにするがいい」


　アレスは二度三度イザーレとガルムスの間で視線を動かした。しかし、もはや話し合いでどうにかなることではないと悟さとったのか、大きくため息を吐つく。


「……よく分からんが、確かに勝負ならば事は明めい瞭りようだ。私は別に従者など欲してはいないし、貸しを作った覚えもない。私が勝ったら素直に家族の元へ戻もどられよ」


「お気き遣づかいはありがたいが、そんな恐おそろしいことはできぬのでな」


　ガルムスは進み出て斧を構えると、アレスと正対した。


「さて、やり方を決めるとしよう。我らは互たがいに武人だ、どのような状じよう況きようが敗北かぐらいは分かるだろう。つまり、どんな手段を取ってでもよい、相手に負けを認めさせた方が勝ちだ。よいな？」


「……分かった、いいだろう」


　アレスもまた左手に剣を構える。つくづく不思議な構えだ。左利きなのはまあいいとして、右手を添そえようともしないとは一体どういうことか。まあその意味も、従者となればおいおい分かるだろう。


「行くぞ！」


「おう、こい！　手加減などしたら許さぬぞ！」


　アレスが飛び掛かかってくる。甲冑を着込んでいるとは思えないその俊しゆん敏びんさは驚くべきものだった。


　だが、ガルムスは自分の相手が強いことを知っていた。それゆえに対処ができた。


　戦斧を強く振り、アレスの一いち撃げきを受け流す。思った以上に強い衝しよう撃げきが来た。しかし、対処できぬほどではない。


　すかさず体勢を崩くずしたアレスに戦斧を叩たたきつけようとする。しかしアレスは剣や甲冑の重さすら感じさせない羽毛のような身軽さで、容易にその一撃をよけてみせた。


「なるほどのう」


　認みとめたくはないが、アレスは多分自分より強いと思う。そもそも、百匹ぴきのコボルトの群れに単身飛び込んで戦うなどということは、ガルムスにも難しい。


　だが、あれは騎士として馬に乗って戦うことができたからだと、やや悔くやし紛まぎれに考えてもいた。自分も縦横に馬を操ることができたならば、同じようにコボルトの十匹や百匹、追い払はらっていただろうと。


　そう、一対一で、地に足をつけて正面から戦うならば、経験の差でまだ一歩自分が勝るという自信があった。経験。それだけは若い人間のアレスがまだ持っていない何よりの武器である。


「ふん、何かと偉えらそうにしておるからどれだけ強いのかと思って一戦交えてみれば、やはりこの程度か」


「な、なんだと？」


　ドワーフと人間の違ちがいは決して小さくない。ガルムスは今六十歳であり、これはドワーフならば壮そう年ねんと言えるが人間ならば老境と言われる歳であり、二つの種族の隔へだたりは大きい。だが、それでもこのアレスという人間と自分の共通点はかなり多いように思える。


　ガルムスは幼い頃より戦士の道を志こころざし、そして斧おのの扱あつかいに優すぐれていたことから、間もなく里一番の戦士と呼ばれるようになった。二十歳はたちに満たない若造の戦士が、何をされれば嫌いやなのかを多少は知っている。


　挑ちよう発はつである。それは本来誇ほこり高きドワーフが使うべき戦法ではないが、負け知らずの若造に教訓を一つ叩き込むためならば許されるだろう。


「おまえなんぞ世間知らずの青二才ではないか。たまたま騎士の肩かた書がきを持ってるだけで一人前の顔をしおって。多少剣の扱いがうまいと言われて鼻でも高くなっているのだろうが、わしからすれば素しろ人うともいいところだ。それでよくも従者など要いらぬ、一人で充じゆう分ぶんだなどと言えるわい。おまえこそわしの従者になって一から訓練をやり直してはどうだ？」


「こ、この！　言わせておけば！」


　予想通り頭に血の上ったアレスは凄すさまじい勢いで斬きりかかってきた。


　しかしガルムスは難なくそれを受け流した。先ほどより威い力りよくは強いものの、その軌き道どうは単調で読みやすかったためだ。


　ドワーフは人間やエルフに比べると手足が短く、攻こう撃げき範はん囲いという点では劣おとる。しかしドワーフは人間などよりはるかに怪かい力りきであり、この怪力に短い手が加わると、いかなる武器でも縦横に操れるようになる。その技をもってすれば、敵の攻撃を受け流すことは特にたやすい。


「どうしたどうした！　あれほどの大口を叩いておきながら、わし一人倒たおすことができぬとはな！」


「だ、黙だまれ！」


　アレスはさらに熱くなっていた。冷静さを失った相手の対処ほど簡単なものはない。いよいよ単調になってきたアレスの剣撃を、ガルムスは次々かわしていった。


　しかし、今度はガルムスの方が舌打ちする番だった。


　アレスの一撃は、さらに強く、さらに速くなってきていた。戦斧を持つ手がしびれてくる。もう何十年も経験したことのない、重い一撃だ。


　──まったく、底が知れんわい！


　このまま防戦一方では自分が劣れつ勢せいになりかねない。ガルムスは攻勢に出た。いや、出ざるを得なかった。


　アレスの攻撃を受け流しておいて、ガルムスは戦斧を振りかぶった。と同時に、手の中で柄えを滑すべらせる。先ほどまで長い柄の中ほどを握にぎっていたが、それをずらすことで攻撃範囲を広めたのだ。


　一いつ瞬しゆんのできごとである。並の相手ならば、突とつ然ぜん伸のびた斧の間合いに対応することもできずに倒されていただろう。


　しかし斧の間合いを一瞬で見切ったのか、アレスはそれをも回かい避ひしてみせた。だが回避行動を取ったため、その体勢は崩れている。


　ガルムスは振り回した戦斧の遠心力をそのまま利用し一回転、強く踏ふみ込みつつ先ほどよりもさらに威力を高めた二撃目を放った。


「くっ！」


　その回転に巻き込まれれば、回避も受け流しも難しい。アレスは先ほどよりさらに大きく体勢を崩しながら後ろへ跳とび、避さけようとした。


　だが、戦斧の軌道はアレスが予想していたものとは違っていた。ガルムスは戦斧を振るったのではなかった。ぶん投げたのだ。


「なに!?」


　飛び込んでくる斧は後ろに下がって避けられるものではないし、すでに体勢を崩している以上、左右に体を倒すこともできなかった。下手をすればアレスは死んでいたかもしれない。だが、この程度で死ぬような相手ではないとガルムスは予測し、事実それは正しかった。アレスは体勢を崩しつつも左手の剣を振るって飛んでくる戦斧を叩き落としたのである。


　唯ゆい一いつの武器である戦斧を失ったのだ。アレスは恐らく勝利を確信しただろう。だが、戦いというものは勝ったと思った瞬間にこそ油断が生じるものだということをガルムスは知っていた。そして、勝敗は武器によってのみ決するものではないのだ。


　──わしが従者になったら、まずそのことを教え込まねばなるまいな。


　ガルムスはアレスの下半身目掛けて跳びかかった。狙ねらうはアレスの両足首である。体勢を崩し、剣を大きく振った直後のアレスにそれを回避する術はない。


　アレスの足首をがっちりと摑つかんだ瞬間、ガルムスの勝利は決まっていた。


「ぬうん！」


「うわあっ!?」


　気合を込めて足首を持ち上げる。アレスの足が地面を離はなれた。


　ドワーフの低い身長、そして怪力あってこその技である。どれほどの剣の達人であろうと、こんな形で体を持ち上げられては何もできはしない。ガルムスはそのまま仰あお向むけに倒れこんだ。アレスの体を振り回すようにして。


　どれほど身のこなしが達者であろうと、足を摑まれたまま持ち上げられては受け身など取れはしない。アレスの体は地面に叩きつけられ、びたんという音が響ひびく。


「く、くそっ」


　それでも戦意はくじけず、すぐさま立ち上がろうとする点は褒ほめてやってもよかった。だが、それを許すガルムスではない。間を置かず、ガルムスはアレスの背中に悠ゆう然ぜんと腰こしを下ろし、さらにアレスの右みぎ肩かたを押さえつけて寝ね技わざを決める。


　勝負が決した瞬間であった。


「これで分かったか、アレス。お主も多少は剣に自信がある気でいるらしいが、世の中にはお主の知らぬ戦い方などいくらでもあるのだ」


「く、くそ！　は、放せ！」


　ドワーフは身長こそ人よりかなり低いが、体重は二、三倍にもなる。そのガルムスに寝技を決められては、アレスと言えど動きようがなかった。


「無様な姿よのう、まるで潰つぶれた蛙かえるだわい。何が従者は要いらぬだ、一人ではわしすら倒せぬくせに。どうだ？　お主の負けだろう、潔いさぎよく認めるがいい」


「くっ……！」


　アレスの悔しそうな顔を見るのはさすがにいい気分だった。


「くっ、くそ！　もう一度！　もう一度だ！　今度は絶対に負けないぞ！　もう一度勝負しろ！」


「断る。これが実戦ならもうすでにおまえは死んでいるのだ。死人の挑ちよう戦せんなど受けられるものか。だが……もしお主がわしを従者とするならば話は別だ。主の訓練に付き合ってやるのは、従者の役目だろうからな」


　アレスは諦あきらめたように息を吐はいた。


「……分かった。おまえは今日から私の従者だ」


　それが、ベールセール王国では前代未み聞もんとなるドワーフの従者が誕生した瞬間だった。


　そしてこのとき、ガルムスはアレスという若造に、初めて期待感を抱いだいていた。


　剣の冴さえは常人には決して見切れないほどであったし、どういう体の構造をしているのか力もガルムスと同等以上である。


　性格は愚ぐ直ちよくなまでに実直で、精神的にはまだもろさもある。だが、逆にその辺りを改善することさえできれば、将来は相当な戦士になるだろう。そして何十年にも亘わたって数多くの戦いを経験してきたガルムスには、その欠点を改善する術があるのだ。


「……なるほど。あのイザーレという老人がこの若造に仕えている理由が、よく分かったわい」


　借りを返すという意味もある。しばらくは、この若造を見守ってやるとしよう──ガルムスは剛ごう毛もうの髭ひげの下でほくそえみながら、誰だれにも聞こえぬ小さな声でそう呟つぶやくのだった。





　もっとも。


　ガルムスがアレスに借りを返したと思えるようになるには、一年半もの月日が必要になることを、彼はまだ知らない。





　余章





　このころ、ベールセール王国の西、ブラヴィル海にはある船団が存在していた。


　掲かかげている旗は赤であり、それはベールセール王国のものである。だが、騎き士しの国と言われるベールセール王国に、海軍や艦かん隊たいといった類たぐいのものは存在しない。


　だが、現実としてこのときブラヴィル海にあったのはベールセール軍であり、さらにそれを率いていたのは、今や王国の権力を一手に握るフィリップであった。


《我が契けい約やく者よ》


　漆しつ黒こくの甲かつ冑ちゆうに身を包んだフィリップは、船の舳へ先さきでその声を聞いた。


「何用だ、パンドラ」


《一応伝えておくべきだと思ってな。アレスが、再起したぞ》


「……そうか」


　フィリップの口元に、笑みが浮うかんだ。


《何があったか、詳くわしく知りたいか？》


「いや、興味はない」


　フィリップは船のへりに手をつき、大海原を眺ながめた。


「さあ、どう動く、我が宿敵よ。負け犬のごときみじめな生活を送り続けていればよいものを、貴様はわざわざ選んだのだ。進んで私に叩たたきのめされる道をな。貴様がその道を歩み続ける限り、私ももはや容よう赦しやはせぬぞ」







つづく







あとがき







　本書は『火の国、風の国物語』第十巻です。ああ、十巻。とうとう十巻です。十冊目ですよ十冊目。


　一巻が出たのが二〇〇七年の九月。そして今が二〇一〇年七月。三年目でとうとう十冊です。二桁けたの大台です。


　もう本当に、感謝の言葉もありません。これほど順調なペースで本シリーズを出し続けられたのは、まさしく読者の皆様のご支持があったからに他なりません。今更ながらではありますが、本当にありがとうございます。


　ただ、せっかくの節目の巻だというのに、今回もまたページ数がやたら多くなってしまってすいません。どうにかしてもうちょっと薄くならないかと担当さんともあれこれ相談したんですが、せっかくのアレスくんの復活巻ということもあって結局こんな感じになってしまいました。


　試しにシリーズをまとめて本棚に並べてみたら、八巻と十巻に挟はさまれた九巻だけがやたら薄く見えてしまいます。が、あれぐらいがむしろファンタジア文庫では標準なんだそうですね。なんというか、色々すいません。





　ところで、今回はここでもう一つお礼を申し上げたいと思います。


　長らくドラゴンマガジン誌の方で連載されていた『火の国、風の国物語』が、無事完結いたしました。


　あらためてこう書くと寂さびしいものがありますが、こればっかりは仕方ありません。


　というのも。


　読者の皆さまも薄々お感じかもしれませんが、このシリーズの完結が、ぼちぼち近づいております。多分あと三冊前後になるんじゃないかと思います。その後で『地の国、水の国物語』（仮）が出るかどうかは別として。





　それにしても、ドラゴンマガジンで最初の短編が掲載されたのが二〇〇七年の確か秋頃です。あのときは「人気なかったら三か月で打ち切りね？」と散々編集長から脅されておりましたが、なんだかんだで第一部が半年続き、第二部が始まり、第三部も始まり、そして今回第四部が無事終わった形となりました。結局、三か月どころか三年近くも続いたことになります。


　これも一ひと重えに『火の国、風の国物語』をご支持くださった皆様のおかげでございます。重ね重ね、拙つたない言葉ばかりで恐縮ですが、本当にありがとうございました。


　先日も、前号のドラゴンマガジンのアンケート結果を聞いたのですが、順位的に五指に入るか入らないぐらいの勢いだったそうです。その事を聞いたときには、思わず担当さんと「や、やっぱりもうちょっと続けてみる？」「……そうします？」という会話をしてしまったものでした。しかし、前から決めてあったスケジュールを変えるわけにもいかず、これにて完結と相成りました。





　ただ、まさに読者の皆様のご支持のおかげで、「またなんか書くんだったら枠は用意できるかもよ？」という編集部のありがたいお言葉は頂いておりまして、以前からちょろちょろと新作を仕込み中だったりします。


　もっとも、『火風』の一巻なんかも第一稿を書いてから実際に本になるまで一年ぐらい試行錯誤しましたしね……。やはり今回もまた簡単にはいかなさそうです。


　というわけで、いつになるやら分かりませんが、またドラゴンマガジンに「師走トオル」って書かれる日がありましたら、是ぜ非ひ目を通して頂ければ幸いです。ひょっとすると、『火の国、風の国物語外伝』とかってタイトルになってたりするかもしれませんけど。





　さて。今回はあとがきのページ数が少ないので、そろそろ次巻の予告に入らせて頂きたいと思います。


　次の第十一巻ではまず少し時系列を遡さかのぼり、アレスが幼女と遊んでいたときにジェレイドやフィリップが何をしていたのかがまず語られる予定です。その後は再びアレスのターンです。再び起たち上がったアレスがどのような道を選ぶのか、そしてファノヴァール家にまつわる秘密とは？


　というわけで火の国、風の国物語第十一巻『王家動乱（仮）』は十一月発売予定です。どうぞご期待ください。
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